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序文 

 

 

 

スノーボード フリースタイル フリースキー          
使命と展望 

 

 

 

展望 

将来に向かってスノースポーツを世界的に拡大すること 

 

 

 

使命 

競技者が参加したくなるような、そして観客が注目するような   
持続的大会を開催するために協力する 
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200 全競技共通規程 
 
200.1 FIS カレンダー大会はすべて、関連する FIS 規則の下に開催する。 
 
200.2 組織と運営 
 各種競技会の組織と運営に関する規則や指示は、それぞれの規則を参照する。 
 
200.3 参加 
 FIS カレンダーに掲載されている競技会には、所属国スキー連盟が適切に許可

し、且つ、最新のクォータに従いエントリーされた選手が参加できる。 
 
200.4 特別規程 

 FIS 理事会は、異なる参加資格基準がある国内または国際競技会を開催するた
めに、各国スキー連盟に規則や規程を採用する権限を与えることができる。た
だし、現行規則の範囲内であることを条件とする。 

 
200.5 コントロール 

 FIS カレンダーに掲載されている全競技会は、FIS 技術代表（以下「TD」）に
より監督されなければならない。 

 
200.6 選手、オフィシャル、コーチについて科され、公表されたあらゆる法的制裁は、

FIS 及び各国スキー連盟に承認される。 
 
201 競技会の分類及び種類 
 
201.1 特別規則及び／または参加制限のある競技会 

FIS 加盟国スキー連盟、またはこれらのスキー連盟に所属し連盟の承認を得た
クラブは、近隣国スキー連盟またはそのクラブを、自らの開催する競技会に招
待することができる。ただし、これらの競技会を国際競技会として公表、告知
してはならない。告知の際に、その参加制限を明確にしなければならない。 

 
201.1.1 特別規則及び／または参加制限のある競技会や、FIS 非加盟連盟を含む競技会

を、FIS 理事会の承認する特別競技規則の下で開催することができる。そのよ
うな規則は、その告知の中で、公表されなければならない。 

 
201.2 FIS 非加盟連盟の競技会 

 FIS 理事会は、FIS 加盟国スキー連盟が、競技会に FIS 非加盟連盟組織（軍隊
など）を招待することや、そのような組織からの招待を受理することを承諾す
ることができる。 

 
201.3 競技会の分類 
 
201.3.1 オリンピック冬季競技大会、FIS 世界選手権大会、FIS ジュニア世界選手権大会 
 

 
1 ICR のなかの「彼／彼の」などは、「彼女／彼女の」などの意味を含む。 

第１セクション 
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201.3.2 FIS ワールドカップ 
 
201.3.3 FIS コンチネンタルカップ 
 
201.3.4 国際 FIS 競技会（FIS レース） 
 
201.3.5 特別参加及び／または参加資格のある競技会 
 
201.3.6 FIS 非加盟組織との競技会 
 
201.4 FIS 競技（FIS Disciplines） 

 競技とはスポーツの１つの分野であり、また、１つまたは複数の種目を含む。
例えば、クロスカントリースキーは、FIS 競技であり、クロスカントリースプ
リントは、種目である。 

 
201.4.1 FIS 競技の承認  
 新しい競技が、１つまたは複数の種目からなり、少なくとも 25ヶ国と３大陸

で広く行われている場合、FIS プログラムとして含むことができる。 
 
201.4.2 FIS 競技からの除外 

 競技が少なくとも２つの大陸の 12カ国のスキー連盟で行われない場合、FIS 総
会は FIS プログラムからその競技を除外することができる。 

 
201.5 FIS イベント 

 イベントは、スポーツの競技会、またはその競技の内の１つである。それは、
順位（ランキング）がつけられ、メダル及び／またはディプロマが与えられる。 

 
201.6 競技会のタイプ 
 国際競技会は、次からなる： 
 
201.6.1 ノルディック大会 

 クロスカントリー、ローラースキー、スキージャンプ、スキーフライング、ノ
ルディックコンバインド、ノルディックコンバインド団体、ローラースキーま
たはインラインを用いたノルディックコンバインド、スキージャンプ団体、プ
ラスティックジャンプ台でのスキージャンプ、ポピュラークロスカントリーレ
ース 

 
201.6.2 アルペン大会 
 滑降、回転、大回転、スーパー大回転、パラレル、複合、KO、団体 
 
201.6.3 フリースタイルスキー大会 

 モーグル、デュアルモーグル、エアリアル、スキークロス、ハーフパイプ、ス
ロープスタイル、ビッグエア、団体 

 
201.6.4 スノーボード大会 

 スラローム、パラレルスラローム、大回転、パラレル大回転、ハーフパイプ、
スノーボードクロス、ビッグエア、スロープスタイル、団体 

 
201.6.5 テレマーク大会 
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201.6.6 フィルングライテン 
 
201.6.7 スピードスキー大会 
 スピード 1（S1）、スピード 2（S2）、スピード 2ジュニア（S1J） 
 
201.6.8 グラススキー大会 
 
201.6.9 他のスポーツとの複合大会 
 
201.6.10 チルドレン、マスターズ、パラスノー大会等 
 
201.7 FIS 世界選手権大会プログラム 
 
201.7.1 FIS 世界選手権大会のプログラムに含まれるために、種目は、数と地理的に認

められた国際的立場があり、また、世界選手権大会プログラムに含まれること
が考慮される前に、少なくとも２年間ワールドカップに含まれていなければな
らない。 

 
201.7.2 世界選手権大会の遅くとも３年前までには、種目は、（世界選手権プログラム

に含まれることを）認められる。 
 
201.7.3 単一の種目は、個人ランキングとチームランキングの両方を同時にもたらすこ

とはできない。 
 
201.7.4 FIS 世界選手権大会及び FIS ジュニア世界選手権大会のすべての競技（アルペ

ン、ノルディック、スノーボード、フリースタイルスキー、グラススキー、ロ
ーラースキー、テレマーク、スピードスキー）で、団体及び個人種目にそれぞ
れ８ヶ国以上の参加があった場合のみに、メダルは授与される。 

 
202 FIS カレンダー 
 
202.1 立候補と告知 
 
202.1.1 各国スキー連盟は、「世界選手権大会開催規則」に従い、FIS 世界選手権大会

の開催立候補を表明する権利を持つ。 
 
202.1.2 その他すべての競技会については、FIS が発行する FIS カレンダー・カンファ

レンス規則に従い、各国スキー連盟が、国際スキーカレンダーに掲載するため
の登録を FIS にしなければならない 

 
202.1.2.1 各国スキー連盟は８月 31日までに、FIS ウェブサイトのメンバーセクション

www.fis-ski.comにある FIS カレンダープログラムを使い FIS に申請を提出し
なければならない。（南半球は５月 31日まで） 

 
202.1.2.2 競技会の割り当て 
 各国スキー連盟への競技会の割り当ては、FIS と各国スキー連盟の間での電子

通信を通じて行う。FIS ワールドカップ競技会の場合、カレンダーは、それぞ
れの技術委員会の提案に基づき、理事会の承認を条件とする。 

 
202.1.2.3 コース公認 
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 FIS カレンダーに掲載されている競技会は、FIS 公認を受けた競技コースまたは
ジャンプ台でのみ開催することができる。大会の申し込みをする際に、コース
公認証番号が含まれなければならない。 
多くのスノーボード、フリースタイルスキー、フリースキーのイベントでは、
コースや施設は各競技会のために作られているため、恒久的なコース公認はな
い。そのため、コースまたは施設の承認プロセスは、それぞれの規則で定義さ
れている。 

 
 
 
202.1.2.4 FIS カレンダーの公表 
 FIS カレンダーは、FIS により FIS ウェブサイト（www.fis-ski.com）で公表さ

れる。FIS が、キャンセル、延期、その他の変更を絶えず反映させ、アップデ
ートする。 

 
202.1.2.5 延期 
 FIS カレンダーに掲載されている競技会が延期となる場合、FIS に速やかに連絡

し、各国スキー連盟に新しいインビテーションを送付しなければならない。さ
もなければ、その競技会は FIS ポイント対象とならない。 

 
202.1.2.6 カレンダーフィー 
 "年会費に加え、カレンダーフィーが FIS 総会で決められ、FIS カレンダー上の

各大会分を毎年支払うものである。競技日の 30日前に提出された申請につい
ては、通常のカレンダーフィーに加え、50%の追加料金を支払う。代替となっ
た大会についてのカレンダーフィーは、全額の支払い責任が元の開催国スキー
連盟にある。 

 

シーズン初めに、各国スキー連盟に前シーズンの実績の 70％の請求書が送られ
る。この請求額は FIS アカウントから引き落とされる。シーズン終了後、各国
スキー連盟は、そのシーズンのすべての競技会の詳細な請求書を受取る。その
後、差額が当該国の FIS アカウントから引き落とされる、もしくは入金される。 

 
202.1.3 レース開催者の任命 
 各国スキー連盟が、加盟しているスキークラブなどをレース開催者に任命する

場合、「国内スキー連盟と開催者の登録用紙」または同様の同意書を利用して
任命する。各国スキー連盟による国際スキーカレンダーへの大会申請は、大会
開催について必要な同意が確立されたものとみなす。  

 
202.2 他国でのレース開催 
 他国のスキー連盟により開催される競技会は、開催地となる国のスキー連盟が

承認したときにのみ、FIS カレンダーに掲載される。 
 
203 FIS レース参加ためのライセンス（FIS ライセンス） 
 

 FIS レースに参加するためのライセンスは、FIS に各競技（複数可）において選
手登録をし、参加基準を満たす選手に、各国スキー連盟により発行される。 

 
203.1 FIS ライセンスイヤーは、7月 1日から始まり、翌年 6月 30日に終了する。

  
203.2 FIS 大会への参加資格を得るには、選手は所属国スキー連盟が発行したライセ

ンスを所持しなければならない。このライセンスは、当該ライセンスイヤー期
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間中のみ、北半球及び南半球で有効である。ライセンスは特定の 1ヶ国または
特定の複数大会での参加に限って有効である。 

 
203.2.1 FIS レースに参加するために FIS ライセンスを登録した選手全員が FIS 規則を

承諾していることを、各国スキー連盟は保証しなくてはいけない。特に、ドー
ピング事例における上訴裁判所としてのスポーツ仲裁裁判所（CAS）の独占的
権限に触れている条項を承諾していることを保証しなければならない。 

 
203.3 選手がパスポートのコピーを提出することでその国籍と有資格を証明し、FIS

理事会が承認した書式の選手宣誓書に署名し、それを所属のスキー連盟に返送
した場合にのみ、各国スキー連盟は、FIS ライセンスを発行することができる。
未成年の申請者から提出されるすべての書類には、保護者（法的後見人）の署
名が必要である。パスポートのコピーと署名された選手宣誓書は、要望に応じ
て、FIS に提出できるようにしなくてはならない。 

 
203.4 FIS ライセンスイヤー（７月１日から翌年６月 30日）の期間中、選手は１ヶ国

のスキー連盟が発行する FIS ライセンスを持って、国際 FIS 競技会に参加する
ことができる。 

 
203.5 FIS ライセンス登録の変更申請 

一国のスキー連盟から他国のスキー連盟へのライセンス登録の変更申請は、春
の FIS 理事会で検討される（毎年 5月 1日までの申し込みに限る）。原則とし
て、選手が、新しい国への関連を証明しない場合、ライセンス登録の変更申請
は認められない。ライセンス登録の変更申請を提出する前に、選手は競技をす
る国の市民権及びパスポートを所持していなければならない。加えて、新しい
国/スキー連盟への登録の変更を要望する日から遡り、２年間以上、その選手は
その国の主たる法的に有効な居住地がなければならない。選手が、新たに登録
する国で生まれている場合、また、父または母がその国の国民である場合、２
年間の居住規則への例外が撤回される。また、選手は、個人の状況についての
詳細な説明と、ライセンス登録の変更申請の理由を、申請と共に提出する必要
がある。 
親が新しい国のパスポートを取得したが、その居住者でなく、および／または、
祖先がいない場合、申請は認められない。 

 
203.5.1 選手が、各国スキー連盟を代表して FIS カレンダー大会に既に参加している場

合、新しく所属するスキー連盟が登録変更の要望を FIS に送る前に、203.5 条
に記載の市民権・パスポート・居住地に関する必要事項に加えて、前所属のス
キー連盟から書面での同意が必要である。 
このような書面の同意がない場合、選手は、前所属のスキー連盟を代表して参
加したシーズンの終わりから 12ヶ月間 FIS カレンダー大会に参加できなく、
また、新しく所属するスキー連盟より FIS レースに参加するためのライセンス
の発行を受けることもできない。 
これらのルールは、選手が複数の国籍を持ち、ライセンス登録国の変更を希望
するときにも有効である。 

 
203.5.2 規則のスピリットに反していて、国際スキー連盟の利益と考えられる場合、FIS

理事会は、前述の条件が満たされるにも関わらず、ライセンスの付与または、
付与、変更を断る権利を完全なる裁量権で保持する。（例：加盟国スキー連盟
が選手を輸入しようとする場合、ライセンス登録の変更を拒否する。） 

 
203.5.3 ライセンス登録国の変更申請に必要な条件を満たさない場合、 
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例外的な状況があり、その変更を許諾することが国際スキー連盟の利益である
旨を、書面にて、FIS 理事会が納得するように説明する義務は、選手にある。 

 
203.5.4 選手が所属国スキー連盟を変更する場合、前の所属スキー連盟がその選手の移

籍を許諾する条件で、それまでの FIS ポイントを保持する。 
 
203.5.5 各国スキー連盟が提出したライセンス登録の変更申請書類（前の所属スキー連

盟からの同意書面、パスポート、居住地に関する手紙）が虚偽と分かった場合、
FIS 理事会は、その選手と新しく所属するスキー連盟に罰則を科す。 

 
204 選手の参加資格 
 
204.1 各国スキー連盟は、次に該当する選手をその組織の中で、サポート又は登録を

してはならず、並びにFIS レースまたは国内レースに参加をするためのライセ
ンスを発行してはならない。： 

 
204.1.1 不品行またはスポーツマンらしからぬ行為を犯したことがある、もしくは FIS

医事規定やアンチドーピング規則を尊重しなかったことがある。 
 
204.1.2 直接もしくは間接的に、競技会への出場に対する金銭報酬を受ける、または受

けたことがある。 
 
204.1.3 219 条に定められたよりも高価な賞を受ける、または受けたことがある。 
 
204.1.4 所属国スキー連盟または担当プールが当事者となってスポンサー、用品、広告

に関する契約を結んでいる場合を除き、自分の氏名、肩書き、個人写真が広告
に使用されることを許可する、または許可したことがある。 

 
204.1.5 FIS 規則による出場資格を持たない選手と故意に対戦する、または対戦したこ

とがある。ただし、次の場合を除く。： 
 
204.1.5.1 その競技会を FIS 理事会が承認し、FIS または各国スキー連盟が直接コントロ

ールし、かつその競技会が“オープン”競技会として告知されている。 
 
204.1.6 選手宣誓書に署名していない。 
 
204.1.7 出場停止処分中である。 
 
204.2 FIS レースに参加をするためのライセンス発行及びエントリーをもって、各国

スキー連盟は、トレーニング及び競技会に対する十分かつ有効な傷害保険がそ
の選手にかけられていることを確認し、全責任を負う。 

 
205 選手の義務と権利 
 年齢、性別、人種、宗教または信仰、性的志向、健常者または障害者にかかわ

らず、競技者は安全な環境でスノースポーツに参加し、薬物から保護される権
利を持つ。 

 FIS はすべての加盟国に、子どもと若者の福祉を保護し、促進する政策を育成
することを推奨する。 
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205.1 選手には FIS 規則を熟知する義務があり、ジュリーからの追加の指示にも従わ

なければならない。また、選手は、FIS 規則と規程に従わなければならない。 
 
205.2 選手はドーピングを使用してはならない。（FIS アンチドーピング規則＆手続

きガイドラインを参照。） 
 
205.3 選手宣誓書に書かれてあるように、選手は、トレーニングコース・競技コース

の安全性の懸念についてジュリーに報告する権利がある。更なる詳細は、対応
する競技規則に記載されている。 

 
205.4 表彰式に理由なく欠席した選手は、賞金を含むいかなる賞に対する請求権を失

う。 
例外的な状況においては、所属チームのメンバーが代理出席することもできる
が、この代理人が表彰台に立つことはできない。 

 
205.5 選手は、組織委員会委員、ボランティア、役員、一般の人々に対し、礼儀正し

くかつスポーツマンらしくふるまわなければならない。 
 
205.6 選手へのサポート 
 
205.6.1 FIS レースに参加をするために、所属のスキー連盟を通して FIS に登録をする

選手は、次を受ける可能性がある： 
 
205.6.2 トレーニング及び競技会場への旅費の完全な補償 
 
205.6.3 トレーニング及び競技期間中の宿泊費全額払い戻し 
 
205.6.4 ポケットマネー 
 
205.6.5 各国スキー連盟の決定に従い、所得喪失に対する補償  
 
205.6.6 トレーニングや競技会のための保険を含む社会保障 
 
205.6.7 奨学金 
 
205.7 各国スキー連盟は、選手が引退した後の将来の職業と教育を保証するために、

資金を積み立てることができる。各国スキー連盟の判断に従ってのみ分配され
るこれらの資金に対し、選手は請求権を持たない。 

 
205.8 競技会のギャンブル 
 選手、コーチ、チーム役員、競技役員は、自身が関係する競技会の結果への賭

博行為を禁止されている。 
 
 
206 広告とスポンサーシップ 
 この国際競技規則の文脈では、“広告”とは、会場での標識の提示やその他の表

示と見なされ、一般の人々に、会社や組織の認知度を上げるために商品名やサ
ービス名を伝え、及び、そのブランド名、活動、商品、サービスを伝えている。 
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一方で、スポンサーシップは、会社に、競技会や大会のシリーズ（series of 
events）と直接のかかわりを持つ機会を提供する。 

 
206.1 オリンピック冬季競技大会とFIS 世界選手権大会 

オリンピック冬季競技大会と FIS 世界選手権大会のすべての広告とスポンサー
シップの権利は、それぞれ、IOCと FIS に属し、別の契約の取り決めに従う。 

 
206.2 FIS 大会 

すべての FIS 大会では、FIS 広告規則が、競技エリアでの広告の機会を定義し
ている、そして、FIS 理事会の承認を必要とする。FIS ワールドカップ大会の場
合、FIS 広告規則が各国スキー連盟と開催地との FIS 開催地契約書の不可欠な
部分を形成する。 

 
206.3 加盟国スキー連盟 

FIS カレンダーに掲載される大会を自国で開催する各国スキー連盟は、大会の
広告権利保持者として売買契約する権限がある。FIS ワールドカップ競技会の
場合、これらの権利は、FIS 理事会の承認に基づき、各国スキー連盟の責任を
考慮に入れている開催地契約書に定義される。 
各国スキー連盟が自国の外で大会を開催する場合、これらの広告規則が同様に
適用される。 

 
206.4 タイトルスポンサーとプレゼンティングスポンサーの権利 

FIS シリーズが FIS 理事会で承認された場合、FIS は、タイトル/プレゼンティ
ングスポンサー（代わりの名称も可能）パッケージの権利をマーケティングす
る。FIS ワールドカップシリーズの場合、これらの権利は、当該競技種別のイ
メージと価値を促進する適切なスポンサーに売られる。タイトルスポンサー/プ
レゼンティングスポンサーの権利の売却から生まれる収入は、プロフェッショ
ナルの運営を提供するために、FIS により使われる。 

 
206.5 マーキングの使用とサポート 
 全ての広告とコマーシャルマーキングそして用いられるサポートは、適切な

FIS 広告規則で説明される技術的な規格に準ずる。 
 
206.6 広告パッケージ 
 広告の場所、数、サイズ、形は、各競技種別の FIS 広告規則に明記される。グ

ラフィックのイラストを含む詳細な情報は、FIS ウェッブサイトで公開されて
いる各競技種別のマーケティングガイドに書かれている。マーケティングガイ
ドは、必要に応じて、FIS 広告委員会によって見直され、更新され、そして、
FIS 理事会で承認後、公開される。 

 
206.7 商業賭け企業(commercial betting companies)によるスポンサーシップ 
  
206.7.1 FIS はタイトル/プレゼンティングスポンサーの権利を商業賭け企業

(commercial betting companies)に与えない。 
 
206.7.2 商業賭け企業(commercial betting companies)による大会のスポンサーシップ

は、206.7.3 条を条件として認められる。 
 
206.7.3 選手を使ったまたは選手に付ける商業賭け企業(commercial betting 

companies)の広告/他の賭博行為（ヘッドスポンサー、競技スーツ、スタート
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ビブ、賞品）は、ロッタリー及びスポーツに関連のない賭博行為を運営する企
業のみを除いて禁止される。 

 
206.8 各国スキー連盟またはそのプールは、資金提供や用品・商品の供給について、

オフィシャルサプライヤーまたはスポンサーとして各国スキー連盟に認められ
ている企業や組織と契約することができる。 
FIS や IOCの出場資格規則によって資格を持たないスポーツマンと一緒に、
FIS 選手の写真、肖像または氏名を使用した広告を禁止する。 
タバコ、アルコール製品、ドラッグ（麻薬）を選手で宣伝すること、または選
手を使い宣伝することを禁止する。 

 
206.9 そのような契約のすべての対価は、各国スキー連盟またはスキープールへ支払

われなければならない。各国スキー連盟やスキープールは、各国スキー連盟の
規程に従って対価を受け取る。 
205.6 条に定められた場合を除き、選手がそのような対価を例え一部であれ直
接受け取ることはできない。FIS は契約書のコピーをいつでも請求することが
できる。 

 
206.10 ナショナルチームに供給され、使用されている用品、商品のマーキングやトレ

ードマークについては、207条の規格に従わなければならない。 
 
207 競技用品とコマーシャルマーキング 
 
207.1 FIS 大会における競技用品 
 FIS ワールドカップ及び FIS 世界選手権大会においては、広告に関する FIS 規

則に準じ、各国スキー連盟が提供し、且つ承認したコマーシャルマーキングの
ついた競技用品のみ身につけることができる。ウェアー、用品へのわいせつな
名前及び/また記号の記載は、禁止されている。 

 
207.1.1 FIS 世界選手権大会、FIS ワールドカップ及びすべての FIS カレンダーの大会

において、国歌演奏及び/または国旗掲揚を伴う公式セレモニーに、選手が用品
（スキー／ボード、ポール、スキーブーツ、ヘルメット、眼鏡類）を持つこと
はできない。しかしながら、全セレモニー（トロフィー及びメダルの授与、国
歌演奏）が終了した後、プレス写真や撮影等のために、表彰台の上で用品を持
つことは認められる。 

 
207.1.2 表彰式（Winners Presentation）／表彰台での用品 
 

 FIS 世界選手権大会及び全ての FIS カレンダーの大会では、選手は以下の用品
を表彰台に持ち込むことが許されている： 

 - スキー/ スノーボード 
 - 履物：選手はブーツを足に履くことができる。しかし、それ以外の場所

（例：選手の首周り等にかける）は許されない。選手が履く場合を除き、そ
の他のシューズをプレゼンテーション中に表彰台に持ち込むことはできない。 

 - ポール：スキーの周囲に持ったり、取り付けてはならない。通常はもう一方
の手に持つこと。 

 - ゴーグル：着用するか、または首の周りの何れかとする。 
 - ヘルメット：被る場合、頭に被るのみ。スキーまたはポール等の他の用品の

上に乗せるなどの行為は認めない。 
 - スキーストラップ： スキーの製造メーカー名が付いたものを２本まで使用

できる。内、１本はワックスメーカーのために使用できる。 
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 - ノルディックコンバインド、クロスカントリーのスキーポールクリップ：ク
リップは、２つのポールを束ねるために使用できる。そのクリップの幅は２
つのポール幅が認められるが、4cm以内とする。その長さ（高さ）は、
10cmが認められる。そのクリップの長い辺（サイド）は、ポールに対して
平行でなければならない。そのポールメーカーのコマーシャルマーキングは、
そのクリップの表面全体を覆うことができる。 

 - その他全てのアクセサリーを禁止する。：ベルト付ウエストバック、ネック
バンドに付いた電話、ボトル、リュックサック／バックパックなど。 

 
207.1.3 受賞者の非公式プレゼンテーション（フラワーセレモニー）、及び大会終了直

後の大会エリアでの国歌演奏を伴う受賞者セレモニーは、抗議時間終了前であ
っても、開催者自らの責任において開催が認められる。スタートビブを見える
ように着用することは義務である。 

 
207.1.4 制限された通路（リーダーボード及びTVインタビューエリアを含む）での、

大会のスタートビブまたは各国スキー連盟のアウターウエアーの着用は、義務
である。 

 
207.2 コマーシャルマーキング 
 用品とウェアー上のコマーシャルマーキングのサイズ、形状、数に関する規格

は、コマーシャルマーキング及び広告に関する細則と同様に、広告委員会によ
り検討され、毎春、FIS 理事会が次のシーズンに向けて承認し、FIS から公表さ
れる。 

 
207.2.1 競技用品規格／コマーシャルマーキングで公表されている関連する細則と同様

に、用品とウェアー上のコマーシャルマーキングと広告を管理する規則は遵守
されなければならない。 

 
207.2.2 これらの広告規則に違反した選手は、223.1.1 条に規定されているように制裁

に科される。制裁が適用され、ペナルティが科される違反行為は、競技規則違
反または不順守の行為として定義される。 

 
207.2.3 各国スキー連盟がこれらの規則を施行できない場合、または、何だかの理由で

その件を FIS に差し戻す場合、FIS は選手のライセンスの即時停止処置を取る
ことができる。当該選手や当該国スキー連盟は、最終決定が下される前に、上
訴する権利を持つ。 

 
207.2.4 広告主が、選手の氏名、肩書き、個人写真を、商品の広告、推薦、販売に関連

付けて、選手の承諾を得ずに無断で使用した場合、選手は所属国スキー連盟ま
たは FIS に対して「委任状」を渡すことができる。この委任状により、必要な
場合は所属国スキー連盟または FIS が、問題の企業に対し法的手段に出ること
ができる。選手がそのようにできない場合、FIS は選手が問題の企業に許可を
与えたものと判断する。 

 
207.2.5 選手の参加資格、スポンサーシップ、広告、選手へのサポートに関して、FIS

理事会は、これらの規則の違反や不履行について報告を受け、問題についての
対応策を検討する。 

 
208 電子メディア権利の利用 
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208.1 原則 
 
208.1.1 オリンピック冬季競技大会、FIS 世界選手権大会 
 オリンピック冬季競技大会及び世界選手権大会のすべてのメディアの権利は、

それぞれ IOC、FIS に属し、別の契約に基づかれる。 
 
208.1.2 各国スキー連盟が持つ権利 
 FIS カレンダーに掲載されている大会を自国開催する FIS 加盟国スキー連盟は、

電子メディア権利の所有者として、それらの大会の電子メディア権利の販売契
約を締結する権限がある。各国スキー連盟が自国以外で大会を開催する際、こ
れらの規則が適用されるが、大会が開催される国のスキー連盟との２国間協定
に従うものとする。 

 
208.1.3 プロモーション 
 スキーとスノーボードスポーツの広いプロモーションと露出の目的で、各国ス

キー連盟の利益を考慮し、契約は、FIS と協議して、準備される。 
 
208.1.4 大会へのアクセス 
 全ての競技会において、メディアエリアへの人と器材の入場は、必要なアクレ

ディテーションとアクセスパスを持つ人物に限られる。アクセスの優先権は、
権利保持者に与えられる。アクレディテーションシステムとアクセスコントロ
ールは、非権利保持者によるあらゆる不正を避けなければならない。 

 
208.1.5 FIS 理事会によるコントロール 
 FIS 理事会は、各国スキー連盟及びすべての開催者によるこの規則の原則への

順守をコントロールする。それについての契約や条項が FIS、各国スキー連盟、
大会開催者の利益の利害衝突をもたらす場合、FIS 理事会により検討される。
適切な解決方法を見つけるため、全ての情報が提供される。 

 
208.2 定義 
 この規則の中では、次の定義が適用される。： 
 

 「電子メディア権利」とは、テレビ、ラジオ、インターネット、モバイル機器
の権利を意味する。 

 

 「テレビの権利」は、地上波、衛星、ケーブル、電線の方法による、テレビス
クリーンでの公と私的な視聴を目的とした、映像と音からなる、アナログとデ
ジタルの両方での、TV映像の配信を意味する。番組有料視聴制、定期視聴、
インタラクティブTV、ビデオ・オン・ディマンド・サービス、IPTV、または
同様のテクノロジーは、この定義に含まれる。 

 

 「ラジオの権利」は、無線、有線、ケープルで、固定とポータブルの機器への
アナログとデジタルのラジオプログラムの配信と受信を意味する。 

 

 「インターネット」は、相互接続されたコンピューターネットワークを通じて
の映像と音へのアクセスを意味する。 

 

 「モバイル及びボーダブル機器」は、テレフォンオペレーターを通じた、携帯
電話やその他の固定されていない機器（例：パーソナル・デジタル・アシスタ
ント）での受信可能な映像と音の提供を意味する。 

 
208.3 テレビ 
 
208.3.1 製作の基準及び競技会のプロモーション 
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 ホスト放送局のテレビ会社または代理店との製作に関する契約について、FIS
カレンダーに掲載されているスキー／スノーボード大会、特に FIS ワールドカ
ップ競技会のテレビ放送の質が考慮されなければならない。放送に影響を及ぼ
す国内法令と規則を考慮に入れた上で、次の点が特に重要である： 

 

a) スポーツを中心にした、最高品質かつ最適なテレビ信号（ライブまたはデ
ィレイは、その大会による）の制作。 

 

b) 会場の広告とイベントスポンサーの適切な配慮と露出。 
 

c) FIS テレビ製作ガイドラインに沿った製作基準とその競技の現行マーケッ
トの状況と FIS 競技会シリーズのレベルに対して適切な製作基準。このこ
とは、表彰式のライブ放送を含む、大会全体のライブ放送を意味する（事
情により、ライブ放送が提供されない限り）。放送は特定の選手や国に集
中されずに、自然な形で製作され、全選手が映される。 

 

 d) ホスト放送局のライブ国際信号は、適切な英語のグラフィック、特に FIS
オフィシャルロゴ、タイミング＆データインフォメーション、リザルト、
及び国際音声が含まれていなければならない。 

 

e) 個別のテレビマーケットの必要に応じて、大会開催国と関心が高い国では
ライブテレビ放送が行われるべきである。 

 
208.3.2 製作及び技術コスト 
 各国スキー連盟と代理店／権利を管理する会社との間で合意している場合を除

き、様々な権利の使用の目的でのテレビ信号の製作コストは、放送局や製作会
社により負担される。その放送局は、競技会が行われる国で権利を獲得した放
送局であり、製作会社は権利を持っている会社から信号製作を依頼された製作
会社である。開催者や各国スキー連盟が、これらの費用を負担するケースもあ
る。 

 この規則の基に得られた様々な権利に関して、技術費用は、権利を得て、テレ
ビ信号へ（解説抜きのオリジナルの画と音）のアクセスを求めている会社より
支払われ、技術費用は、必要に応じて、制作会社または代理店／権利を管理す
る会社との間で合意されなくてはならない。このことは、また、その他の制作
コストに適用される。 

 
208.3.3 短い抜粋 
 非権利保持者のためにニュースアクセスを可能にする短い抜粋は、次の規則に

そって、テレビ会社に提供される。多くの国の国内法が、ニュースプログラム
内での短い抜粋を放送することを法律に定めていることに注意する。 

 

 これらの抜粋は、定期的に予定されているニュースプログラム内でのみ使用す
ることができる。保管目的で保存することはできない。 

 

 a) スポーツ大会のニュースアクセスに関して法律がある国では、FIS 大会の
報道について、その法律が常に優先される。 

 

 b) 競合するネットワークによるニュースアクセスに関する法律がない国では
権利を管理する会社と主要権利保持者（Primary right holder）の契約が
優先される条件で、権利を保持しているネットワークが競技会を放送して
から４時間後に、放送権を管理する代理店／会社により、最大 90秒のニ
ュースアクセスが競合ネットワークに与えられる。この素材の使用は、競
技会終了後 48時間以内で止める。権利を保持しているネットワークが競
技会の終了から 72時間以上遅れて放送する場合、競合するネットワーク
は、最大 45秒の短い抜粋を、大会終了後の 48時間後から 72時間後まで
放送できる。短い抜粋を使用する要望は、代理店／権利を管理する会社に
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伝えられ、放送局に短い抜粋へのアクセスが与えられる。但し、素材を受
取りに発生する技術費用に関する合意に基づかれる。 

 

b) テレビ会社が放映権を購入していない国では、すべてのテレビ会社が、素
材が手に入り次第、45秒間の短い抜粋を放送できる。但し、素材の受取り
に発生する技術費用に関する合意に基づかれる。この素材の使用許可は、
48時間後に終了する。 

 

 d) 208.3.2 が考慮されながら、短い抜粋は、ホスト放送局や代理店／権利を
関する会社により製作、配信される。 

 
208.4 ラジオ 
 関心がある各国の主要ラジオ局にアクレディテーションを与えることで、ラジ

オプログラムを通じた FIS の大会のプロモーションが促される。会場へのアク
セスは、権利保持者から必要な契約上の認可を得たラジオ会社に限り認められ、
ラジオ（オーディオ）プログラムの製作の目的のみである。国内の慣例により
受け入れられ、認可が得られている場合、これらのプログラムをラジオ局のイ
ンターネットサイトで配信することもできる。 

 
208.5 インターネット 
 FIS の大会にかかる電子メディア権利の販売契約で別段の合意がない限り、イ

ンターネットの権利も得た各テレビ権利保持者は、その会社のウェッブサイト
から配信される短い抜粋以外のビデオストリームが、自身のテリトリー外から
のアクセスに対してブロックされることを保証する。  

 FIS の大会の素材が含まれる、定期的に予定されているニュースブリテンは、
権利を持つ放送局のウェッブサイトで配信することができる。ただし、オリジ
ナルのプログラムで配信されたブリテンを変更しないことが条件である。 

 アクレディテーション、チケット、その他の許可なしで、アクセスが得られる
公共のエリアにおいて製作された映像と音声素材は、レース場面を含んではな
らない。新しい技術が、一般人が不許可でビデオ撮影をし、ウェッブサイトに
掲載することを可能にさせることを認識する。ビデオ素材の許可されていない
製作や使用が禁止され、法的手続きが取られる旨を伝える適切な情報が全ての
入場口に掲げられ、入場チケットに印刷される。 

 各国スキー連盟と権利保持者／代理店は、短い抜粋が FIS ウェッブサイトに、
非営利目的で掲載されることを許可する。但し、以下を条件とする： 

 

a) インターネット配信向けに短い抜粋が確保できないとき、FIS 競技会から
のニュース素材の最長時間は、各競技／各セクション 30秒とし、競技会の
終了後 48時間以内の間、FIS ウェッブでアクセス可能である。この素材の
提供に関する金銭面の条件は、FIS と権利保持者の間で同意される。 

 

 b) ニュース素材は、権利保持者やホスト放送局からできるだけ早く提供され
競技会終了後、遅くとも６時間以内に提供される。 

 
208.6 モバイル及びポータブル機器 
 モバイル及びポータブル機器により配信権が与えられている場合、権利の購入

者／行使する者は、テレビの信号から、消費者の要望を最も良く満たすコンテ
ンツを自由に製作できる。これらの機器を使い国内ベースでライブ配信してい
るテレビプログラムは、その他の配信チャネルを通じて利用可能なコンテンツ
より変更されない。 

 

 モバイル配信権が売られていない国では、行使する者が関連する技術コストを
代理店／権利を管理する会社に支払う条件で、素材が製作されたとき、48時間
の間、短い抜粋や最大 20秒間のクリップが、行使する者に提供される。 
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208.7 今後の開発 
 この 208 条に含まれる原則は、今後の FIS の大会への電子メディア権の利用の

基準となる。各国スキー連盟、関連する委員会と専門家の推奨により、FIS 理
事会は、新しい開発に適切と考えられる条件を作る。  

 
209 映画権 
 

 FIS 競技会の映画製作に関するすべての契約は、映画製作者と各国スキー連盟
または関連する権利を管理する会社の間にある。その他のメディア権利の利用
に関するすべての契約上の合意が尊重される。 

 
210 競技会の組織 
 
211 組織 
 
211.1 開催者 
 
211.1.1 FIS 競技会の開催者は、必要な準備を行い、開催地で競技運営を直接実行する

人物またはそのグループである。 
 
211.1.2 各国スキー連盟自体が競技会開催者ではない場合、加盟しているクラブを開催

者として任命することができる。 
 
211.1.3 開催者は、アクレディテーションを受けた人が、競技規則及びジュリー決定に

関する規定を受け入れることを保証しなければならない。ワールドカップレー
スでは、この趣旨の徹底のため、開催者は、有効な FIS シーズンアクレディテ
ーションを持っていない人全員の署名を集める義務がある。 

 
211.2 組織委員会 
 組織委員会は、開催者及び FIS から委任されたメンバー（実際のまたは法的の）

により構成される。組織委員会には、開催者の権利、任務、義務が伴う。 
 
211.3 203-204 条の資格を満たさない選手を参加させた競技会の開催者は、国際競技

規則（ICR）に違反したことになり、FIS 理事会はこの開催者に対し処置を講じ
る。 

 
212 保険 
 
212.1 開催者は、組織委員会全員に損害賠償保険をかけなければならない。組織委員

会の委員ではない FIS 職員及び FIS 任命の役員（用品コントローラー、メディ
カルスーパーバイザー等）が、FIS を代表し働く場合、FIS が彼らに損害賠償保
険をかける。 

 
212.2 最初のトレーニングまたは競技の前に、開催者は、広く知らせている保険会社

が発行した保険承諾書（保険証書）或いはカバーノート（保険引受証）を取得
し、それをTDに提示しなければならない。組織委員会は、最低 100万スイス
フランを補償する損害賠責保険に加入することを必要とする。推奨される賠償
総額は最低 300万スイスフランであり、この金額は FIS 理事会の決定に従って
増額することがある。（ワールドカップ等） 
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 さらに、保険証券は、アクレディテーションを受けた選手を含む参加者による、
役員、コース作業員、コーチ等を含む、但し、これに限定されない他の参加者
に対する損害賠償保険給付支払請求が明白に記されていなければならない。 

 
212.3 FIS 大会に参加する全選手は、適切な第三者賠償責任保険と同様な、レースリ

スクを含む事故、輸送、レスキュー費用を補償するのに十分な額の傷害保険に
加入していなければならない。各国スキー連盟は、自らが派遣と登録を行った
全選手の適切な保険補償について責任を負う。 

 各国スキー連盟またはその所属選手は、FIS、FIS の代表、組織委員会からの要
望に基づき、保険補償を証明するものをいつでも提示できなければならない。 

 
212.4 各国スキー連盟より FIS 大会に派遣・登録されたすべてのトレーナーと役員は、

被害からの輸送、レスキュー費用を補償するのに十分な額の傷害保険、第三者
賠償責任保険に加入していなければならない。各国スキー連盟またはその所属
トレーナーと役員は、FIS、FIS の代表、組織委員会からの要望に基づき、保険
補償を証明するものをいつでも提示できなければならない。 

  
213 プログラム 
 

 FIS カレンダーに掲載されている各競技会の開催者は、次の事項を含んだプロ
グラムを公表しなければならない： 

 
213.1 競技名称、競技日程、開催地。また、競技会場に関する情報と最善のアクセス

方法。 
 
213.2 各競技のテクニカルデータと参加条件 
 
213.3 主要役員の氏名 
 
213.4 第 1回チームキャプテンミーティング及びドローの時間と場所 
 
213.5 公式トレーニング開始とスタート時間のタイムテーブル 
 
213.6 公式掲示板の設置場所 
 
213.7 授賞式の時間と場所 
 
213.8 エントリー締切日とエントリー用の住所、電話、ファックス、電子メールアド

レス。 
 
214 案内 
 
214.1 組織委員会は、大会案内を発表しなければならない。この案内には 213条に定

める情報が含まれていなければならない。 
 
214.2 開催者は、エントリー数の制限について、FIS 規則及び FIS の決定に従わなけ

ればならない。201.1 条に基づきエントリー数を減らすことも可能であるが、
案内にそのことを明確にすることを条件とする。 
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214.3 競技会の延期や中止、またプログラムの変更については、電話、電子メール、
またはファックスで、FIS、招待した国またはエントリーのあった各国スキー連
盟、及び任命されたTDへ直ちに連絡しなければならない。競技会の日程を早
める場合、FIS の承認を得なければならない。 

 
215 エントリー  
 
215.1 すべてのエントリーは、組織委員会がエントリー締切日までに受け取るように

送付しなければならない。開催者は最初のドローの 24時間前までに、最終的
かつ完全なリストを持っていなければならない。 

 
215.2 各国スキー連盟は、同一日に開催される複数の競技会に、同一選手をエントリ

ーおよびドローをしてはならない。 
 
215.3 各国スキー連盟にのみ、国際競技会へのエントリーを行う資格が与えられる。

いずれのエントリーも、次の事項を含むものとする：  
 
215.3.1 コード番号、氏名、誕生年、所属国スキー連盟 
 
215.3.2 エントリーする種目の正確な記載 
 
215.4 FIS 世界選手権大会へのエントリーについては、FIS 世界選手権大会開催ルール

を参照すること。 
 
215.5 各国スキー連盟による選手のレースエントリーは、当該選手と開催者の間にの

み契約を成立させ、また選手宣誓書によって管理される。 
 
216 チームキャプテンミーティング 
 
216.1 第 1回チームキャプテンミーティング及びドローの時間と場所は、プログラム

に記載されなければならない。その他すべてのミーティングに関する案内は、
第 1回ミーティングのときにチームキャプテンに連絡されなければならない。
緊急のミーティングは、余裕をもって連絡されなければならない。 

 
216.2 チームキャプテンミーティングでの議論の際、他国の代理人による出席は認め

られない。 
 
216.3 チームキャプテンとコーチは、クォータに従い、開催者からアクレディテーシ

ョンを受けなければならない。 
 
216.4 チームキャプテンとコーチは、ICRやジュリー決定に従わなければならない。

また、礼儀正しくかつスポーツマンらしく振舞わなければならない。 
 
217 ドロー 
 
217.1 各種目及び各競技の選手のスタート順は、ドロー及び／またはポイント順によ

る特定の方式に従い決定される。 
 
217.2 書面によるエントリーが締切日までに開催者に届いている場合のみ、各国スキ

ー連盟からエントリーされた選手のドローを行う。 
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217.3 ドローの時にチームキャプテンまたはコーチの出席がない選手の場合、ミーテ

ィング開始までに、エントリーした選手の出場が電話、電報、電子メールまた
はファックスで確認された場合のみ、ドローが行われる。 

 
217.4 ドローされたが競技会を欠場した選手は、TDにより、その選手名と可能であ

れば欠場理由をTDレポートに記載されなければならない。 
 
217.5 全参加国の代表をドローに招かなければならない。 
 
217.6 競技を 1日以上延期しなければならない場合、ドローもやり直さなければなら

ない。 
 
218 デジタルコンテンツの作成と配信 
 
218.1 はじめに 
 

情報およびデータは、スポーツのパフォーマンスを測定し報告する手段として、
また、一般の人々にスポーツを伝え、促進する手段として、スポーツを理解し、
紹介するために不可欠なものである。FIS は、スキーおよびスノーボードのス
ポーツを統括する国際競技団体として、各国スキー連盟の協力を得て、共通の
活動に関連するデータの開発、管理、および正確さの担保を担っている。 
 
スキーおよびスノーボードの振興の重要な一環として、FIS は各国スキー連盟
に対し、その会員や関係者、ファンに FIS の活動に関連するデータや情報を提
供することを奨励している。 
 
全ての各国スキー連盟は、利害関係者が利用できるように、FIS カレンダー上
のイベントおよび競技会に関連する一般的な情報を提供することが奨励される 
 
本規則の目的は、デジタルコンテンツを定義し、それをどのように利用できる
かを明らかにすることである。 

 
218.2  デジタルコンテンツの定義 

 
デジタルコンテンツとは、FIS の活動に関連する全ての情報で、デジタル形式
で提供されるものをいう。 
デジタルコンテンツは 2つの要素で構成されている。 
 
-基本的な文書によるデジタルコンテンツで、自由に利用でき、パブリックド
メインであり、制限なく使用することができる。これには、文書資料、報告書、
規則、公式カレンダー、競技者名を含むスタートおよび結果一覧、競技会およ
び競技会場情報、出走順、統計、ランキングおよびスタンディング、天候に関
する情報などが含まれる。 
 
-専門的なデジタルコンテンツで、公式データおよびタイミングプロバイダー
から提供されるリアルタイム情報、選手の経歴やパフォーマンスデータ、選手、
スポンサー、関係者のソーシャルメディアサイト上のコンテンツを含む関係者
が作成するイベントやその他の関連コンテンツを含む。 
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また、使用権がある全てのビデオアーカイブも含まれる。 
 
デジタルコンテンツには、全てのフォーマットと、そのようなデータ、情報、
統計のグラフィック、テキスト、ビデオ、その他の表現が含まれる。 

 
218.3 デジタルコンテンツの所有権 
 

デジタルコンテンツの所有権は、そのようなコンテンツが制作された際の関連
する許可や契約関係（ある場合）、およびその使用に適用される条件によって
決定される。 

 
218.4 専門的なデジタルコンテンツの使用 
 

デジタル技術の発達により、消費者は、スポーツの視聴体験や関心を高める専
門的なデジタルコンテ ンツにすぐにアクセスできるようになった。 
 
動画へのアクセスは FIS 競技会への関心を高め、ライブ・タイミングやデー
タ・フィードを含めることで、 映像作品の魅力を高めることができる。ワール
ドカップや世界選手権大会でのライブタイミングやデータフィードの使用は、
これらのフィードの所有者の同意を得ることが条件となる。 

 
218.5 専門的なデジタルコンテンツへのアクセス 
 

専門的なデジタルコンテンツにアクセスしようとする各当事者は、デジタルコ
ンテンツの所有者／権利者との間で、当該コンテンツを使用できる条件を定義
する合意を見つけなければならない。全ての場合において、特に個人情報に関
しては、GDPRまたはそれに相当する法律や規制を厳守しなければならない。 
 
FIS は、専門的なデジタルコンテンツを使用しようとする人に、所有者および
権利者の名前と連絡先を知らせるものとする。 
専門的なデジタルコンテンツの個々の所有者や権利者が適切である場合、その
コンテンツを束ねて、FIS を代表として市場に一元的に提供することができる。 

 
218.6 レビュー 
 

技術の絶え間ない変化と発展を考慮して、この規則は常に見直され、必要に応
じて定期的に更新される。 

 
219 賞 
 
219.1   賞の授与に関する詳細な規則は、FIS が発表する。賞は、記念品、ディプロマ、

小切手または現金からなる。記録に対する賞は禁止されている。FIS 理事会が、
競技シーズン約 1年半前の秋季に、賞金の最低額と最高額について決定する。
開催者は、賞金額を 10月 15日までに FIS へ連絡しなければならない。 

 
219.2 複数の選手が同タイムでフィニッシュした場合、または同ポイント獲得した場

合、これらの選手は、同順位となる。これらの選手には同じ賞、タイトル、ま
たはディプロマが授与される。タイトルまたは賞の割り当てをくじ引きや他の
競技会によって行うことは認められない。 
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219.3 すべての賞は、その競技会の最終日または大会シリーズの最終日までに授与さ
れる。 

 
220 チーム役員、コーチ、サービススタッフ、サプライヤー、企業代表者 
 原則として、これらの規程は全競技に適用され、競技別規則が考慮される。 
 
220.1 大会組織委員会は、その競技会のアクレディテーションを受けた人のリストを

TDに渡さなければならない。  
 
220.2 サプライヤー及び職務中の人物が、制限エリア内で広告活動を行ったり、207

条違反のはっきりと認識できるコマーシャルマーキングのついたウェアーや用
品を身につけることを禁止する。 

 
220.3 チームオフィシャル、アクレディテーションを受けたサービススタッフ及びサ

プライヤーは、FIS から公式 FIS アクレディテーションを受け取り、特定の職
務を遂行しなければならない。個々の開催者は、それ以外の企業代表者やその
他の主要人物に対し、自由にアクレディテーションを発行することができる。 

 
220.4 公式 FIS アクレディテーション、または開催者発行の特別アクレディテーショ

ンを所持した人のみが、コースやジャンプ台に出入りすることができる（競技
別規則に従う）。 

 
220.5 種類の異なるアクレディテーション 
 
220.5.1 はっきりと認識できるアクレディテーションを付けたTD、ジュリー、220条

に述べた人物は、コースとジャンプ台に出入りすることができる。 
 
220.5.2 チーム付きサービスマンは、スタートエリア及びフィニッシュのサービスエリ

アへ入ることができるが、コースやジャンプ台に入ることはできない。 
 
220.5.3 開催者の裁量でアクレディテーションを受けた企業代表者でも、FIS アクレデ

ィテーションを持っていない人物は、コース及び制限されたサービスエリアに
入ることはできない。 

 
221 医事サービス、診察、ドーピング 
 
221.1 各国スキー連盟は、レースに出場する自国選手の体の健康に責任を持つ。男女

とも選手は皆、自身の健康状態について精密な診断を受ける必要がある。この
診断は選手の自国で実施される。 

 
221.2 FIS 医事委員会またはその代表者から要請があった場合、選手は競技前または

後に診察を受けなければならない。 
 
221.3 ドーピングは禁止されている。FIS アンチドーピング規則におけるあらゆる違

反は、FIS アンチドーピング規則の条項に基づき罰せられる。 
 
221.4 あらゆる FIS 競技会において、ドーピングコントロールが実施される可能性が

ある（競技外も同様）。規則と手順は、FIS アンチドーピング規則および FIS
手続きガイドラインに記載される。 

 



 30 

221.5 選手の性別 
 選手の性別について疑問や異議申し立てが生じた場合、選手の性別判断に必要

な手段を講じるのは、FIS の責任とする。 
 
221.6 開催者に要求される医事サービス 
 "FIS 競技会に関わるすべての人の健康と安全は、すべての開催者 にとって最大

の関心事である。これは、選手、ボランティア、コース作業員、観客を含む。 
 

 医事サポートシステムの具体的な構成は、次の要因に左右される: 
 - 開催される大会のサイズ、レベル、タイプ（世界選手権、ワールドカップ、

コンチネンタルカップ、FIS レベル等）、地域のメディカルケアーの基準、
地理的な位置、状況  

 - 予想される選手数、補助員数、観客数 
 - また、大会医事組織の責任範囲（選手、補助員、観客）は、決められるべき

である。 
 

 開催者／医事、レスキューサービス長は、オフィシャルトレーニングや競技の
スタート前に、必要なレスキュー設備が配置されていることをレースディレク
ターまたはTDに確認しなくてはいけない。事件や、本来のメディカルプラン
の使用が妨げられる問題が起きた際、オフィシャルトレーニングや競技会が始
まる前までに、バックアッププランが準備されていなければならない。 

 施設、資源、人員及びチームドクターに関する具体的な必要事項は、各競技の
規則と FIS メディカルカイドに書かれてある。 

 
222 競技用品 
 
222.1 選手は FIS 規程に適合した用品を使い FIS 競技会に出場することができる。選

手は自身が使用する用品（スキー、スノーボード、ビンディング、スキーブー
ツ、スーツ等）に関して責任を持つ。自分の使用する用品が FIS 規格及び一般
的な安全基準に適合すること、また正しく機能していることをチェックするの
は、選手の義務である。 

 
222.2 競技用品という用語は、選手が競技で使用する用品の全アイテムを含む。これ

には技術的機能を持つ器具と同様にウエアーも含まれる。競技用品全体でひと
つの機能単位となる。 

 
222.3 競技用品分野におけるすべての新開発は、原則として FIS の承認を得なければ

ならない。新しい技術開発の承認に対し FIS は如何なる責任も負わない。そし
て、その新しい技術開発は、導入時には健康に対する未知の危険を含み、事故
のリスクを高める原因になることもあり得る。 

 
222.4 新開発は、次のシーズンに向けて、遅くとも 5月 1日（グラススキーは 8月 1

日）までに提出されなければならない。１年目の新開発は、最初のシーズンに
向けて暫定的に承認されるのみで、その次のシーズン前に最終承認を得なけれ
ばならない。 

 
222.5 競技用品委員会は、FIS 理事会の承認を得て、用品の細則を発表する（許可さ

れた用品の定義や説明）。原則として、選手のパフォーマンスを修正したり、
失敗したパフォーマンスになりやすい選手の体の傾向を技術的に正す不自然な、
または人工的な補助器具は除外する。また、選手の健康に影響を与えたり、事
故の危険性を高めるような競技用品も同様に除外する。 
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222.6 コントロール 
 競技シーズン前及び期間中、または競技会におけるTDへの抗議の提出時に、

競技用品委員会委員またはオフィシャル FIS 用品コントローラーは、各種コン
トロールを実施することができる。十分根拠のある規程違反疑惑がある場合、
証人の立会いの下で、コントローラーまたはTDが直ちに用品を没収、封印し
て FIS に送り、FIS から最終的なコントロールのため公式認定機関へ提出する。
競技用品のアイテムに対する抗議の場合、敗訴した側が調査費用を負担する。 

 コントロールが規則に基づいて行われていなかったと証明されない限り、FIS
テクニカルエキスパートがコントロールを行ったレースで、独立した検査機関
での用品又は用具の検査は要求できない。 

 
222.6.1 公式の FIS 測定手段を使用する FIS 用品測定エキスパートが任命された全ての

FIS の大会では、過去の測定に関係なく、その時に実施された測定結果が有効
かつ最終である。 

 
222.7 FIS の競技会における科学的および医学的な機器使用の禁止 
 FIS 世界選手権大会、ワールドカップ、および FIS カレンダーに掲載されてい

るその他の競技会期間中の競技会場において、いかなる各国スキー連盟、その
代表者、またはチームメンバーも以下の科学または医学機器（以下、「機器」
という）も持ち込みおよび/または使用を禁止する。 

 
- 酸素タンク、シリンダーおよびその関連機器 
- 低酸素または高酸素テント、室/空洞およびその関連機器 
- 全身凍結のための低温室および関連機器 
 
 各国スキー連盟の責任の下、全ての代表者およびチームメンバーが確実に

222.7 条を順守することとする。222.7 条の規則違反については、223.3 の罰
則が適応される。違反再発の場合、選手の失格は、この規則違反が最終的な競
技結果に関して選手に有利となるかどうかに係らず科されるものとする。 

 
 上記に示した制裁に加え、FIS は、関係する各国スキー連盟の費用において競

技会場から機器の即時撤去を命ずることができる。 
 
222.8 フッ素化されたワックスの使用禁止 

フッ素化されたワックス、またはフッ素を含むチューンナップ製品の使用は、
全ての FIS 競技種別および FIS 公認大会において禁止される。 
フッ素化されたワックスは競争において有利となり、競技会における使用は失
格となる(競技規則および競技用品規則を参照)。 

 
223 制裁 
 
223.1 一般条件 
 
223.1.1 制裁の対象となり、ペナルティを科される可能性のある違反行為を、次の通り

定める： 
 -競技規則違反または不順守 
 -ジュリーまたは 224.2 条による個々のジュリーメンバーからの指示への不従順 
 -スポーツマンらしからぬ振る舞い 
 
223.1.2 次の行為も違反とみなす： 
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 -違反を犯そうと企てる 
 -他者に違反を犯させる原因となる、または他者が違反を犯すよう助長する 
 -他者が違反を犯すことに助言する 
 
223.1.3 ある行為が違反にあたるかどうかの判断には、次を考慮すべきである： 
 -その行為が故意によるものかどうか 
 -その行為が緊急事態に起因するものかどうか 
 
223.1.4 全ての FIS 加盟連盟は、アクレディテーション登録されている会員も含め、FIS

規約及び国際競技規則による上訴する権利を条件に、これらの規則及び科され
た制裁措置を受け入れ、認める。 

 
223.2 適用 
 
223.2.1 人物 
 これらの制裁は次に対し適用する： 

 - FIS または FIS カレンダーに掲載されている大会の開催者からアクレディテ
ーションを受け、競技エリア及び競技に関連するあらゆる場所の内外にいる
人物全員。   

 - アクレディテーションを受けていないが、競技エリア内にいる人物全員。
  

223.3 ペナルティ 
 
223.3.1 違反行為により、次のペナルティが科される可能性がある： 
 - 戒告 - 書面または口頭 
 - アクレディテーションの取り消し 
 - アクレディテーションの拒否 
 - 100,000 スイスフラン以下の罰金 
 - タイムペナルティー 
 
223.3.1.1 FIS 加盟連盟は FIS に対し、連盟が手配しアクレディテーション登録をした人

に科された罰金及び生じた総経費の支払に責任を負う。  
 
223.3.1.2 223.3.1.1 条に該当しない人物もまた、FIS に対し、罰金及び生じた総経費の支

払に責任を負う。そのような人物が罰金を支払わない場合、FIS 大会アクレデ
ィテーション申請への許可を 1年間、取り消しに 科す。 

 
223.3.1.3 罰金の支払期限は、支払命令から 8日以内である。 
 
223.3.2 大会に出場する全選手は、さらに次のペナルティが科される可能性がある： 
 - 失格 
 - スタートポジションの後退 
 - 賞及び利益の没収 開催者を受益者とする 
 - FIS 大会への出場停止 
 
223.3.3 規則に特に記載されている場合を除き、選手のミスが、競技の最終リザルトに

有利に働く場合のみ、選手は失格になる。 
 
223.4 ジュリーは、223.3.1 条及び 223.3.2 条に定められたペナルティを科すことが

できるが、5,000 スイスフランを超える罰金処分や、違反の起きた FIS 大会を
過ぎて出場停止処分を選手に科すことはできない。 
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223.5 次のペナルティ決定は、口頭で下すことができる： 
 - 戒告 

- 所属の各国スキー連盟経由で大会開催者に登録していない人物からの当該大
会アクレディテーションの取り消し 

- FIS のアクレディテーションを受けた人物の当該大会アクレディテーション
の取り消し 

- 競技エリアまたは競技に関連するあらゆる会場内にいる人物からの当該大会
アクレディテーションの拒否 

 
223.6 次のペナルティ決定は、書面とする： 
 - 罰金 
 - 失格 
 - スタートポジションの後退 
 - 競技会出場停止 

 - 所属の各国スキー連盟経由で登録した人物のアクレディテーションの取り消
し 

 - FIS のアクレディテーションを受けた人物のアクレディテーションの取り消
し 

 
223.7 書面によるペナルティ決定は、違反者（選手でない場合）、その違反者の所属

する各国スキー連盟及び FIS 事務局長に送らなければならない。 
 
223.8 失格は全て、主審及び／またはTDレポートに記録する。 
 
223.9 ペナルティは全て、TDレポートに記録する。 
 
224 手続きガイドライン 
 
224.1 ジュリーの権限 
 大会におけるジュリーには、前述ルールに従い、多数決をもって、制裁を科す

権利がある。賛否同数の場合は、ジュリー長の決定投票とする。 
 
224.2 会場内、特にトレーニング及び競技時間内において、投票権を持つ各ジュリー

メンバーは、口頭戒告を発し、当該大会のために発行されたアクレディテーシ
ョンを取り消す権限が与えられる。 

 
224.3 集団違反 
 複数の人物が同時かつ同一条件の下で同じ違反を犯した場合、ひとりの違反者

に対するジュリー決定を、違反者全員に拘束力をもつものとみなすことができ
る。決定文書には違反者全員の氏名が記載され、ペナルティの範囲は個々に査
定する。決定内容は各違反者に通知される。 

 
224.4 制限 
 違反者に対し、制裁発動手続きが違反後 72時間以内に始まらなかった場合、

その人物は制裁を受けない。 
 
224.5 違反の疑いのある行為を目撃した人物は、ジュリーの召集するヒアリングで証

言しなければならない。またジュリーは、全ての関連証拠を考慮に入れなけれ
ばならない。 
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224.6 用品ガイドラインに違反して使用された疑いのある物を、ジュリーは没収する

ことができる。 
 
224.7 ペナルティを科す前に（223.5 条及び 224.2 条による戒告及びアクレディテー

ションの取り消しのケースを除く）、違反に問われている人物には、ヒアリン
グで口頭または書面により抗弁する機会が与えられる。 

 
224.8 ジュリー決定は全て書面で記録し、次を含むものとする： 
 
224.8.1 犯した疑いのある違反行為 
 
224.8.2 違反の証拠 
 
224.8.3 違反したルールまたはジュリー指示 
 
224.8.4 科されたペナルティ 
 
224.9 ペナルティは違反に対し妥当なものとする。ジュリーが課すペナルティの範囲

は、あらゆる軽減及び加重事由を考慮されたものでなければならない。 
 
224.10 救済策 
 
224.10.1 224.11 条に規定された以外は、国際競技規則の条項に従い、ジュリーのペナル

ティ決定を上訴することができる。 
 
224.10.2 国際競技規則の定める期限内に上訴しない場合、ジュリーのペナルティ決定は

確定的となる。 
 
224.11 次のジュリー決定については、上訴できない： 
 
224.11.1 223.5 条及び 224.2 条による口頭によるペナルティ 
 
224.11.2 単一の違反に対してCHF1,000 未満の罰金。そして、同一人物による繰返しの

違反に対して、追加のCHF2,500 の罰金 
 
224.12 その他全てのケースについて、国際競技規則に従い、上訴委員会へ上訴できる。 
 
224.13 ジュリーは上訴委員会に対し、5,000 スイスフランを超える罰金処分や、違反

の起きた大会を過ぎての出場停止処分について（223.4 条）、勧告を提出する
権利を持つ。 

 
224.14 FIS 理事会は上訴委員会に対し、ジュリーによるペナルティ決定書に関するコ

メントを提出する権利を持つ。 
 
224.15 手続きの費用 
 旅費を含む費用及び現金経費は、TDに支払われる費用と同等に計算し、違反

者が支払うものとする。ジュリー決定の全てまたは一部破棄の場合、全ての費
用を FIS が負担する。 

 
224.16 罰金刑の執行 
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224.16.1 FIS が罰金刑の執行と手続費用について監督する。執行費用は手続きの費用と

みなす。 
 
224.16.2 違反者に科された罰金の未払いについては、違反者の所属国連盟の債務とみな

す。 
 
224.17 振興基金 
 罰金は全額、FIS ユース振興基金に払い込むものとする。 
 
224.18 FIS ドーピング規則違反には、これらは適用されない。 
 
225 上訴委員会 
 
225.1 任命 
 
225.1.1 FIS 理事会は、各競技のルール小委員会（ルール小委員会がない場合は、各競

技の委員会）から、上訴委員会の委員長と副委員長を任命する。委員長ができ
ない場合、または偏見や先入観のため不適格な場合、副委員長が議長を務める。 

 
225.1.2 委員長は、上訴またはヒアリングのために提出された各ケースのため、各競技

のルール小委員会、または各競技の委員会から、3名の上訴委員会委員を任命
する。この 3名のなかに委員長自身を入れることも可能である。決定は多数決
とする。 

 
225.1.3 偏見や先入観を避けるため、またはそれらが現れるのを避けるため、上訴委員

会に任命される委員は、上訴中の違反者と同じ国の連盟に所属する者であって
はならない。さらに、上訴委員会に任命された委員は、違反者に対し良くまた
は悪く抱いている偏見や先入観を委員長に自発的に報告しなければならない。 
偏見や先入観をいだいている人は、委員長により上訴委員会の委員として不適
任とされる。委員長は、副委員長により不適任とされる。 

 
225.2 責任 
 
225.2.1 上訴委員会は、競技ジュリー決定に対する、違反者または FIS 理事会による上

訴に関してのみヒアリングを開く。もしくは、競技ジュリーが制裁の規則に規
定された以上のペナルティを勧告し、上訴委員会に問い合わせた事柄に関して
のみ、ヒアリングを開く。 

 
225.3 手続き 
 
225.3.1 上訴の当事者全員が、ヒアリング時間の延長に書面で同意しない限り、上訴は、

委員長が上訴を受領した後 72時間以内に結審しなければならない。 
 
225.3.2 上訴及び返答は全て、書面で提出しなければならない。これには、当事者が上

訴を支持または返答する際に、提供するつもりの証拠も含まれる。 
 
225.3.3 上訴の場所と形式については、上訴委員会が決定する。（電話会議、当事者、

Eメール交換） 
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 上訴委員会委員は、その判決が公になるまで上訴の守秘義務を尊重することを
要求され、審議中、他の委員のみと相談することが要求される。 

 上訴委員会委員長は、不相当な方法とならない限り、当事者から追加の証拠を
要求することができる。 

 
225.3.4 上訴委員会は、224.15 条に従い、上訴費用の配分を行う。 
 
225.3.5 上訴委員会の判決は、審議やヒアリングの終了時に口頭で言い渡すことができ

る。判決と判決理由は書面で FIS に提出し、FIS が、それらを、当事者とその
所属国連盟、決定を上訴されたジュリーメンバー全員に送る。また、審議書は
FIS 事務局で入手可能である。 

 
225.4 控訴 
 
225.4.1 上訴委員会の判決について、FIS 定款 52; 52.1 条、52.2 条に従って、 FIS 裁

判所に控訴することができる。 
 
225.4.2 FIS 裁判所への控訴は、上訴委員会判決の公表日から定款 52.1 条、52.2 条に

規定する期日に従い、FIS 事務局長へ書面で提出する。 
 
225.4.3 上訴委員会または FIS 裁判所への上訴により、競技ジュリー、上訴委員会、ま

たは理事会のペナルティ決定の執行が遅れることはない。 
 
226 制裁の違反 
 

 223 条または FIS アンチドーピング規則に基づき下された制裁に違反した場合、
理事会は妥当と考えるさらなる制裁を科すことができる。このような場合、次
の制裁のいくつかまたは全てを適用することができる： 

 
226.1 関与した個人に対する制裁： 
 - 文書戒告； 
 及び／または 
 - 100,000 スイスフラン以下の罰金-- 
 及び／または  
 - 一段階上の競技会出場停止処分-例：ドーピング違反に対して 3ヶ月間の出

場停止処分が科された場合、この出場停止処分に違反すると、2年間の出場停
止処分の原因となる。ドーピング違反に対して 2年間の出場停止処分が科され
た場合、この出場停止処分に違反すると、生涯出場停止処分の原因となる；  

 及び／または 
 - 関与した個人のアクレディテーションの取り消し。 
 
226.2 各国スキー連盟に対する制裁： 
 - 各国スキー連盟への FIS 財政支援の取り消し； 
 及び／または 
 - 当該国内の今後の FIS 大会のキャンセル； 
 及び／または  
  - FIS 加盟国の権利の全てまたは一部取り消し。FIS カレンダー競技会への参

加、FIS 総会での投票権、FIS 委員会における委員資格を含む。 
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ス
ノーボード、フリースタイルスキー、フリースキー競技に共通の規則 

 
ICR に特別記載のない場合、オリンピック冬季競技大会、FIS 世界選手権大会
（スノーボード、フリースタイルスキー、フリースキー競技）の専門組織のた
めに、スノーボード、フリースタイルスキー、フリースキー競技の FIS ワール
ドカップ規則を有効とする。 

 
解説 

 
一般原則 

 
(1)  これらの規則は公平、安全かつ競技と競技者を最優先に考慮し、正しく

かつもっとも迅速な決定を確保するために偏見なく解釈されるものとす
る。 

 
関連事項が用意されていない場合 

 
(2) 記載規則にはない状況は、類似例に則り決定されるものとする。 

 
2000 組織 
 

211 条を参照 

 
2001 オーガナイザーの契約 
 
2001.1 競技会オーガナイザーの選定 

 各国スキー・スノーボード連盟がオーガナイザーを選定する場合、FIS の基準を
満たす内容の契約を締結すること。 

 
2001.2 オーガナイザーを選定しない場合 

各国スキー・スノーボード連盟がオーガナイザーを選定しない場合、FIS が直
接契約を締結する。 

 
2002 組織委員会 
 
2002.1 構成 

 組織委員会は、（物理的に、もしくは法律的に）オーガナイザーおよび FIS が
委嘱する者で構成し、オーガナイザーの権利、職務、および義務を行使する。
（211.2 条参照） 

 
2002.2 組織委員会は、FIS 公認の大会を適切に運営するために必要な、すべての業務

責任、たとえばすべての専門的な事柄、コースの選定と準備などを含むがこれ
らに限らず、細部にわたり事前に把握していなければならない。円滑な大会運

第２セクション 
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営のため、大会に参加するすべての個人、および団体との効率的な連絡は必要
不可欠である。 

 
2002.3 組織委員会は、大会の参加者、招待客に対し、宿泊および現地までの交通手段

に関する案内、および配布物を準備すること。この案内は確実に手元に届くよ
うに、参加の都合が確保できるよう余裕をもって発送すること。 

 
2002.4 組織委員会は FIS 事務局と競技会に参加した国に対し、準備ができ次第、ただ

ちに責任を持って、承認された電子形式にてリザルトを配布する。遅延が生じ
た場合のみ、リザルト送付は大会の翌日になってもよい。大会結果を大会当日
に伝達することは、各国代表者の責任とする。 

 
2003 国際スキー連盟による任命 

国際スキー連盟はすべての競技会において、技術代表（国、または地方レベル
の大会を除き、オーガナイザーでなくてもよい）と主審（審判種目に関して）、
必要に応じてレースディレクター（RD）/コンテストディレクター（CD）、そ
して以下を任命する。 

 
2003.1 ワールドカップ競技会 

- 技術代表 
- レースディレクター/コンテストディレクター 
- レフリー クロスとスノーボードアルペン 
- 主審と審判員 ハーフパイプ、スロープスタイル、ビッグエア、モーグル、

デュアルモーグル、エアリアル 
 
2003.2 コンチネンタルカップ競技会 

- 技術代表 
- 主審と審判員 ハーフパイプ、スロープスタイル、ビッグエア、モーグル、

デュアルモーグル、エアリアル 
 
2003.3 オリンピック冬季競技大会、FIS 世界選手権大会とFIS 世界ジュニア選手権大

会 
- すべてのジュリーメンバーと審判員 

 
2003.4 その他すべての競技会では、技術代表、もしくは組織委員会が以下の役職を任

命し、いずれの場合においても技術代表が任命を承認する。 
- レフリー 

 
2003.5 競技会の審判員は有資格者とする。国際競技会では、FIS が審判員団を指名する。 
 
2003.6 これらの指名により、以上に挙げられた役員は、組織委員会の委員となる。 
 
2004 オーガナイザーによる任命 
 

オーガナイザーは、その他すべての組織委員会の委員（技術代表と審判員団を
除き）を任命する。会長は、対外的に委員会を代表し、会議を主催し、他の組
織が決定する事項を除き、すべての事柄を決定する。競技会の準備から事後処
理まで、委員たちは国際スキー連盟、および 国際スキー連盟任命の役員と緊密
に連係し、大会成功に向けて職務にあたる。会長は競技会開催に必要なその他
すべての義務を負う。任命されなくてはならない役員は以下のとおりである 
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2004.1 競技委員長 

競技委員長は競技役員の業務を指示、監督する。競技役員会を招集し、専門的
な問題について検討する。技術代表やジュリーメンバーと協議後、チームキャ
プテンミーティングの議長を務める。 

 
2004.2 レフリー―クロスとスノーボードアルペンのみ 

- クロスは 5305 を参照すること。 
- スノーボードアルペンは 6305 を参照すること。 

 
2004.2.1 技術代表との協力 

レフリーとアシスタント・レフリーは技術代表と緊密に連携し業務にあたらな
くてはならない。 
 

2004.3 コース係長 
コース係長は、ジュリーの決定に従い、コースの準備に責任を持つ。コース係
長は、コースにおけるその地方の雪質、および地形について熟知していなけれ
ばならない。 
 

2004.3.1 コースデザイナー 
コースデザイナーは、コースの持つ特性とコース規格に基づいて、コース
造成の設計案とスケジュールを構築するものとする。 
 

2004.3.2 コースビルダー 
コースビルダーはジュリーの監督の下、コースデザイナーの指示に従って
コースを造成することに責任を持つ。 
 

2004.4 スタートレフリー 
スタートレフリーは公式インスペクションの開始時間から、トレーニング
そして/もしくは競技会の終了まで、スタートに留まらなくてはならない。
そして、スタートの秩序と管理、さらに以下に挙げるすべての規則を監督
することに責任を持つ。 
- スタートの規則とスタートの秩序が、適正に監督されているように確認
する。 

- 遅刻及び不正のスタートを決定する。 
- 常時ジュリーとすみやかに連絡をとらなければならない。 
- スタートしないすべての競技者、不正または遅延スタートしたすべての
競技者の名前をジュリーに報告し、すべての規則違反をジュリーに伝え
る。 

- スタート地点に予備のビブを確実に用意する。 
- 規則に適合しない用具を使用している競技者をジュリーに報告する。 
- 競技会の規模、自然状況や特徴にしたがって、適正なスタートレフリー
補佐を指名する。これは、スタートディバイスの作動、スタートコマン
ド合図の方法、色付きのビブのチェック、ビブの配布、スタートへ競技
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者を並べる、観客のコントロール、スタートエリアの整理と手動計時計
測などを含むその他関連任務を行うためである。 

- ビッグエア、スロープスタイルとハーフパイプ競技では、オリンピック
冬季競技大会と世界選手権大会を除き、スターターがスタートレフリー
の役割を果たすことができる。 

 
2004.5 フィニッシュレフリー 

フィニッシュレフリーは公式インスペクションの開始時間から、トレーニング
そして/もしくは競技会の終了まで、フィニッシュに留まらなくてはならない。
そして、フィニッシュの秩序と管理、さらにフィニッシュ（ランディングエリ
アとアウトランを含む）に関するすべての規則を監督することに責任を持つ。 
- フィニッシュレフリー補佐、フィニッシュエリア内における計時計測と
観客のコントロールを監督する。 

- 常時ジュリーとすみやかに連絡をとらなければならない。 
- フィニッシュしないすべての競技者の名前をジュリーに報告し、すべて
の規則違反をジュリーに伝える。 

- 競技会の規模、自然状況や特徴にしたがって、適正なフィニッシュレフ
リー補佐を指名する。これはフィニッシュラインの適正な通過、競技者
のフィニッシュ順位、コース内にジャンプが着地しているか、DNS、
DNF、DSQやその他の裁定に関してフィニッシュレフリーを補佐する
ことなどを含むその他の出来事をコントロールするためである。 

 
2004.6 リザルト係長（計時計算係長） 

リザルトの長は計時計測、計算の役員の統括と審判種目の場合には主審ととも
にスコアの確認に責任を持つ。計時計測種目の場合には、ジュリーとともに特
別のアシスタントとしてスタートのインターバルを決定する。 
 

2004.7 競技会セクレタリー 
競技セクレタリーは、競技会に関する庶務的な仕事のすべてと、エントリーの
受理、ドローの準備などに責任を持つ。2020.3 に規定される情報を網羅した公
式リザルトを、確実に整えなければならない。競技役員会、ジュリー、チーム
キャプテンミーティングの議事録の作成に責任を持つ。スタート、フィニッシ
ュ、計時計測、計算とゲート審判員に必要は書類を十分に準備し、適宜、正し
い順序で配布する。リザルト係長の協力の下、計算を手助けし、公式記録を競
技会後直ちに複写し確実に公表しなければならない。（2002.4 参照） 
 

2004.8 医療救助係長 
FIS メディカルガイド 1.3.1 参照。 
 

2004.9 応急処置と医療体制 
FIS メディカルガイド第一章、医療規則とガイドライン参照。 
 

2004.10 コース設備と専門機材係長 
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コース設備と専門機材係長は、コースの準備と維持に必要なすべての設備と道
具の準備、他の役員に責任が任命されていない場合、トレーニングと競技会の
管理、そして情報の拡散に責任を持つ。 
 

2004.11 メディアと報道係長 
メディアと報道係長は、組織委員会の指示に従って、ジャーナリスト、写真家、
テレビ、ラジオリポーターへの情報と状況説明に責任を持つ。 
 

2004.12 スポーツプレゼンテーション（競技を紹介する）係長 
スポーツプレゼンテーション係長は、競技会場内でのアナウンサー、音楽、DJ、
スクリーンと映像、そして大会をプレゼンテーションするための他のエンター
テイメントの要素を含む、観客の体験するすべての局面について責任を持つ。 
 

2004.13 ビブコーディネーター 
ビブコーディネイターは、競技者と役員に割り当てられるすべてのビブの準備、
割り振り、配布と収集に責任を持つ。 
 

2004.14 組織委員会内のその他の役員―以下の役員を（職務説明書とともに）奨励す
る。 

- 財務係長（金融） 
- 宿泊と食事係長 
- 式典係長 

 
2005 組織委員会の情報と大会開催における義務 
 
2005.1 組織委員会は、大会関係者へすべての関連情報と用具・備品を提供することに

責任を持つ（212、213、214 参照）。宿泊と移動手段の詳細は、大会の最低 2
カ月前には配布すること。 

 
2005.2 国の選手権大会（NC）と FIS レースレベルの競技会に関しては、組織委員会は

213.8 条に則って、最初の公式トレーニングまたは大会開催日より 14日以前に
エントリーの最終締め切り日を設けた競技会プログラムを正式に用意し、FIS
ホームページに掲載しなければならない。コンチネンタルカップ、ワールドカ
ップ、世界選手権大会とオリンピック冬季競技大会に関しては、 各競技会レ
ベルに応じて、締め切り日を特定個別のルールブックに定義する。 

 
2006 組織委員会の基本経費 
 
2006.1 組織委員会は FIS カレンダーの規則、FIS カレンダーと登録費用の規則に則っ

て競技会の認可料金を支払わなくてはならない。 
 
2006.2 組織委員会は FIS の現在の方針に則って、審判員に費用を補償しなければなら

ない。 
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2006.3 組織委員会は FIS の現在の方針に則って、FIS 技術代表に費用を補償しなけれ
ばならない。 

 
2006.4 組織委員会は、2006.2 および 2006.3 に記載されていないその他の FIS が任命

した役員のために宿泊施設と食事を提供しなければならない。 
 
2007 ジュリー 
 
2007.1 以下のジュリーメンバーは、組織委員会のメンバーであり、競技会場内におい

て専門的な事柄に責任を持つ。 
 
2007.1.1 アルペンスノーボード種目（PGS、PSL、SL、GS）とパラレルチーム戦（チー

ムイベント） 
- 技術代表 
- レフリー（ワールドカップ、オリンピック冬季競技大会、世界選手権大会、

世界ジュニア選手権大会、ユースオリンピック大会ではレースディレクタ
ー） 

- 競技委員長 
 

2007.1.2 クロス種目 
 
2007.1.2.1 スノーボードクロスとスノーボードクロスチーム戦 

- 技術代表 
- レフリー FIS が指名する（レベルの低い競技会**では TD・技術代表が指

名する） 
- 競技委員長 ―オーガナイザーが指名する。 
- レースディレクター ワールドカップ、オリンピック冬季競技大会、世界

選手権大会、世界ジュニア選手権大会、ユースオリンピック大会において 
 

2007.1.2.2 スキークロスとスキークロスチーム戦 
- 技術代表 
- レフリー FIS が指名する（レベルの低い競技会**では TD・技術代表が指

名する） 
- 競技委員長―オーガナイザーが指名する。 
- レースディレクター ワールドカップ、オリンピック冬季競技大会、世界

選手権大会、世界ジュニア選手権大会、ユースオリンピック大会において 
 
・*主要競技会: ワールドカップ、オリンピック冬季競技大会、世界選手権大

会、世界ジュニア選手権大会、ユースオリンピック大会 
・**レベルの低い競技会: 国の選手権大会、FIS レース、オープン 
・コンチネンタルカップは規則 2007.1.6 参照 
 

2007.1.3 ハーフパイプ、スロープスタイル、ビッグエアとその他の審判種目 
- 技術代表 



 43 

- 主審 
- 競技委員長 ―オーガナイザーが指名する。 
- コンテストディレクター （ワールドカップ、オリンピック冬季競技大会、

世界選手権大会、世界ジュニア選手権大会、ユースオリンピック大会では
レースディレクターにおいて 

 
2007.1.3.1 フリースキーとスノーボードの競技大会を同じコースを使用して同時開催し、

ダブルアップ審判方式（3502.4 参照）で行う場合、各競技大会は個別の主審を
有するジュリーメンバーを設定するべきである。しかし技術代表と競技委員長、
そしてオリンピック冬季競技大会、世界選手権大会、ワールドカップ、世界ジ
ュニア選手権大会またはユースオリンピック大会ではコンテストディレクター
は、両競技のジュリーを兼ねてもよい。 

 
2007.1.4 エアリアル、モーグルとデュアルモーグル、モーグル、デュアルモーグルとエ

アリアルのチーム戦・チームイベント 
- 技術代表 
- 主審 
- 競技委員長―オーガナイザーが指名する。 

 
2007.1.5 オリンピック冬季競技大会、と FIS 世界選手権大会はすべての種目に以下をジ

ュリーメンバーとして追加する。 
- スタートレフリー 
- フィニッシュレフリー 

 
2007.1.6 コンチネンタルカップでは、エアリアルとモーグル種目を除き、コンチネンタ

ルカップのコーディネーターが FIS により指名されている場合、以下のように
ジュリーメンバーとなる。 

 
2007.1.6.1 スノーボードアルペン種目は追加のメンバー。 
 
2007.1.6.2 クロス種目は追加のメンバー。 
 
2007.1.6.3 パークアンドパイプ種目は追加。 
 
2007.1.7 各ジュリーメンバーは 1票の権利があり、同数の場合は議長が決定票を投じる

（2007.5.1 参照）。 
ユニバーシアード冬季大会においては、FIS が指名した FISUレース/コンテス
トディレクターがジュリーメンバーとしての投票権を有する。 
 

2007.1.8 ジュリーメンバーは以下の内容で、異なる国から選出しなければならない。 
 

異なる３か国から選出する大会 異なる２か国から選出する大会 
 

オリンピック冬季競技大会  コンチネンタルカップ 
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ワールドカップ   FIS の国際競技会 
世界選手権大会 
世界ジュニア選手権大会 

 
2007.2 オリンピック冬季競技大会、FIS 世界選手権大会のジュリーの指名 
 
2007.2.1 FIS 理事会が以下を指名する: 

- 技術代表 
- レフリー 
- 主審 
- 審判員 
- スタートレフリー 
- フィニッシュレフリー 
- ビデオコントローラー 

 
2007.2.2 TDワーキンググループが、有資格のTDをジュリーメンバーとしてスノーボー

ド・フリースタイル・フリースキー委員会に提案し、次に FIS 理事会に承認を
得るため、その氏名を提案する。 
資格を満たすために、推薦されるメンバーは FIS の有効の資格を保持し、所属
の国のスキー・スノーボード連盟から支持を受けていなければならない。 

 
2007.2.3 ジャッジワーキンググループは有資格の主審と審判員をスノーボード・フリー

スタイル・フリースキー委員会に提案し、次に FIS 理事会に承認を得るため、
その氏名を提案する。 
資格を満たすために、推薦される主審と審判員は FIS の有効の資格を保持し、
その他 FIS の適正条件を満たし、所属の国のスキー・スノーボード連盟から支
持を受けていなければならない。 

 
2007.2.4 国のスキー・スノーボード連盟組織は、組織委員会の競技委員長を、FIS 理事

会の承認を得るために提案する。 
 
2007.2.5 すべてのジュリーメンバーは同じ FIS 言語でお互いを理解しなければならない。

投票権のあるジュリーメンバーは、常時コースに留まり、お互いに連絡を取り
あわなくてはならない。 

 
2007.2.6 オリンピック冬季競技大会、と FIS 世界選手権大会にいおいては、主催国・訪

問国は FIS 理事会が承認したメンバー（TDを含み）が唯一ジュリーを務める
ことができる。 

 
2007.3 国際競技大会のジュリーの指名（ワールドカップとコンチネンタルカップ規則

も参照）。 
 
2007.3.1 FIS が技術代表と主審を含む審判員を指名する。 
 
2007.3.2 技術代表による任命 
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- ワールドカップより下の競技会のレフリー 
- 不可抗力がおこった場合の代替えジュリーメンバー 

 
2007.3.3 国際女性競技大会では、ジュリーには女性（最低一名）が含まれるべきである。 
 
2007.3.4 競技委員長は、主催国のスキー・スノーボード連盟の支持を得ていなければな

らない。 
 
2007.3.5 競技者はジュリーメンバーにはなることができない。 
 
2007.4 ジュリーの任期 
 
2007.4.1 指名されたジュリーメンバーは最初のチームキャプテンミーティング以前に最

初の会議のために集合する。 
 
2007.4.2 ジュリーの実働職務は最初の会議で始まり、抗議の締め切り期間内に考慮すべ

き抗議がない場合、もしくはすべての抗議を処理したときに終了する。 
 
2007.5 投票 
 
2007.5.1 TDはジュリーの長として、会議をつかさどり、同数の場合決定票を有する。

モーグルとエアリアル種目を除き、レース/コンテストディレクターが、オリン
ピック冬季競技大会、世界選手権大会、世界ジュニア選手権大会とユースオリ
ンピック大会とコンチネンタルカップ大会においてジュリーの長となる。 

 
2007.5.2 以下に挙げる各メンバーが、ジュリーとして一票を有する。 

- すべての競技会のTD 
- すべての競技会の競技委員長 
- スノーボードクロスとスキークロス競技会のレフリー 
- ワールドカップ、オリンピック冬季競技大会、世界選手権大会、世界ジュ

ニア選手権大会、ユースオリンピック大会を除く、すべてのアルペンスノ
ーボード競技会のレフリー 

- ハーフパイプ、スロープスタイル、ビッグエア、モーグル/デュアルモーグ
ル、エアリアル競技会の主審 

- ワールドカップ（エアリアル、モーグルとデュアルモーグル種目を除く）、
オリンピック冬季競技大会、世界選手権大会、世界ジュニア選手権大会、
ユースオリンピック大会のレースディレクター/コンテストディレクター 

 
ユニバーシアード冬季大会のすべての競技会において、FIS が指名した FISUレ
ース/コンテストディレクターがジュリーメンバーとしての投票権を有する。 

 
2007.5.2.1 オリンピック冬季競技大会、FIS 世界選手権大会 

- すべてのジュリーメンバー 
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2007.5.3 決定には、その場に立ち会ったメンバーだけではなく、ジュリーメンバーのす
べての投票のうち過半数が必要である。 

 
2007.5.4 すべてのジュリー会議と決定事項は議事録を作成し、各ジュリーメンバーがサ

インし、各ジュリーメンバーの決定内容を記載する。議事録はジュリーの長が
検証し、少なくとも FIS 言語のひとつで作成しなければならない。 

 
2007.5.5 議事録は少なくとも FIS 言語のひとつ（英語、フランス語またはドイツ語）で

作成しなければならない。 
 
2007.5.6 即決が必要ですべてのジュリーが招集できない場合、競技会前または競技会中

に、各ジュリーメンバーは、規則に沿って決定することをジュリーに留保する
権利を有する。しかしながら、暫定的なものであり、できるだけ早くジュリー
が決定を確認する義務がある。 

 
2007.6 ジュリーの義務 
 
2007.6.1 最初の公式トレーニングまたは競技会の開始前に、ジュリーはコースを点検し

承認するために会合を開く。 
 
2007.6.2 ジュリーは公式トレーニングを含め、すべての競技会期間において規則が順守

されているか監視する。 
 
2007.6.3 専門的な立場から、以下のことを含むが以下に限る必要性はない: 

- 競技会コースとコースの設定、公式ウォームアップエリアを確認する。 
- コースの準備条項を確認する。 
- 圧雪の器具（スノーコンパクター）やその他、薬品の使用を承認する。 
- 観客コントロールシステムの確認。 
- スタートとフィニッシュエリア、フィニッシュから外部への導線を確認す

る。 
- 応急処置を確認する。 
- コースセッターを指名する。 
- コースセットの時間を調整する。 
- コースセッター、コースビルダー/デザイナー（パイプ、ジャンプ、レール

やその他フィーチャーを含む）の仕事を監督する。 
- ゲートフラッグの固定装置を確認する。 
- 競技会場におけるトレーニングの開始、終了を、専門的な準備や予想され

る天候状況などを考慮して決定する。 
- コースインスペクションの方法を決定する。 
- 競技会前にコースを視察する。 
- 各ランにおける前走者の人数を決定し、前走者のスタート順を準備する。 
- 前走者に説明する。 
- コース状況や異常な状況を考慮し、スタート順を変更する。 
- スタートのインターバルを変更する。 
- ゲートジャッジに指示を与え、ゲートジャッジからの情報を入手する。 
- ジャッジスタンドとジャッジの職場状況を確認する。 
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2007.6.3.1 ジュリーメンバーは競技会中、定期的にコースを視察するべきである。 
 
2007.6.4 オーガナイザーの立場から、以下のことを含むが以下に限る必要性はない: 

- ドローのための競技者の順位 
- 特定の規則にあてはまらない場合、ある決定規範に基づいて、ポイントを

持たない競技者をグループに含める際の分類 
- 仮の出走・ランそして再出走（リラン）を与える 
- 競技会の中止または延期（事前の） 
 - コース上、コース脇に雪が少ない場合、またコースを覆う雪面の整備が

不十分、もしくは均一でない 
 - 競技会場の安全対策が十分でないとみなされた場合 
 - 医療、救急、応急処置などの不備、または全く準備されていない 
 - 観客対策が不備である 

- 容認できない気象状況 
- 極端な寒さ：そのような場合、ジュリーは競技会、またはトレーニングを

気温があがるまで延期する、または、適切な気温になりにくいと判断した
場合、競技会を中止するかを検討するために会合する。競技会中断の決定
は、最終的、または一時的である場合がある。2026 参照のこと。 

- 雪または天候状況で考慮が必要な場合、コースを短縮する。 
- 2026 に該当する条件が生じる場合、競技会の中断。 
- 2026 に該当する条件が生じる場合、競技会の終了。 

 
2007.6.5 規律の視点から、以下のことを含むが以下に限る必要性はない： 

- 体力的もしくは技術的能力が十分でない競技者を排除するという技術代表
の申し出の決定。 

- 競技会場内における、用具やウエアへの広告に関する規則の確認の執行。 
- 競技エリアへの役員、専門的サービス、医療担当者の人数の制限。 
- 失格、IRMと懲戒カードの宣告。 
- 大会に認められているチームキャプテン、トレーナー、コースセッター、

サービス担当者と企業代表者による規則違反の決定。 
- 懲戒の評価と制裁の宣告。 
- すべての競技会期間中の特定の指示に関する問題。 

 
2007.6.6 利害の対立からの視点 
 
2007.7 規則で扱われない質問 

一般的に、ジュリーは ICR に記載されていないすべての質問について決定する。 
 
2007.8 ジュリー・チャンネル 

国際 FIS カレンダーに掲載されるすべての競技会において、ジュリーメンバー
は無線を携帯しなければならない。無線機能はジュリー専用の周波数で妨害が
おこらないものでなければならない。スノーボードクロス、スキークロス、ス
ロープスタイル種目では、コースジャッジとコネクションコーチ（適応される
場合）は無線を携帯しなければならない。 
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2007.9 FIS はジュリーまたは個別のジュリー・メンバーに対して制裁を課すことがで
きる。 

 
2008 技術代表（TD） 
 
2008.1 定義 
 
2008.1.1 TDの事前の義務 

- FIS の規則と指示が確実に実行されているか確認すること 
- 競技会の滑走が公平な方法で行われるように見届けること 
- オーガナイザーに対して彼らの義務の範囲を助言すること 
- FIS の公式代表者であること 

 
2008.1.2 義務 

TDの体制は、スノーボード・フリースタイル・フリースキー委員会の責任の
下にある。技術代表のためのTDワーキンググループがこの職権を果たす。 

 
2008.1.3 必要前提 

TD は有効な TD 資格を所持していなければならない（例外は 2008.3.4 参照）。 
 
2008.1.4 技術代表の候補者 
 
2008.1.4.1 各国スキー連盟は TD 候補生としてふさわしい人材を、FIS 事務局に推薦す

る権利を有する。候補生は所定の様式を使い、所属する国のスキー連盟
を通じて FIS に推薦されなければならない。推薦されるTD候補生は以
下の条件が必要となる: 
１．第一回目の FIS の TDクリニックに出席し、TD候補生の基本的な知
識と技術が必要なレベルに達しているかを確認する目的で、最初の
トレーニングとクリニックのプロクター（複数の場合もある）の評
価を受ける。 

２．目指すライセンスに規定されている現場での査定を必要な回数やり
遂げる。 

３．第二回目のTDクリニックにおいて、取得を目指す各種目のさらな
るトレーニングと筆記試験を受ける。 

 
2008.1.4.2 トレーニング 

TD 候補生の事前トレーニングは、各国スキー連盟が TD 候補生を FIS に推薦
する前に責任を持って行うこと。各国スキー連盟は、FISTD クリニックにおい
て基本的な訓練を受講するために必要十分な経験と技術を備え、候補生を査定
するスーパーバイザーTD による実技課題や、後程予定されている筆記試験に
合格できるような TD 候補生を、責任を持って推薦すること。 
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2008.1.4.3 実技査定と筆記試験は英語で行う。候補生は推薦されてから 2 年以内に、合格

を希望する種目ごとに FIS 競技会において 2 回、実技査定を遂行しなければな
らない。 
実技課題は 異なる日付と場所で開催される、2 種の異なるレベルの競技会で行
うこと。すべての実技査定において、候補生は適正書式を使用した TD 報告書
の作成も含み、TD が通常執り行うすべての職務を経験すること。各実技査定
においては、異なる競技会のスーパーバイザーTD につくことが望ましい。ス
ノーボードクロスとスキークロスを組み合わせた資格については、最低一回の
実技査定はそれぞれの種目で行われなければならない。 
スノーボードクロス資格者がスノーボードクロスとスキークロスを組みあわせ
た（またはその逆）資格へのアップグレードについては、追加の筆記試験と実
技査定が必要である。 
スノーボードとフリースキーのパークアンドパイプを組み合わせた資格につい
ては、候補生は最低一回スロープスタイルと一回のビッグエアまたはハーフパ
イプ（合計で 2回）の実技査定を受けなければならない。 
エアリアルとモーグル、デュアルモーグルについては、候補生は各種目につい
て 2回実技査定を受けなければならない。モーグルとデュアルモーグルについ
ては、異なる競技会場で行われた場合、モーグルとデュアルモーグルそれぞれ
を対象とする。 
スノーボードアルペンについては、候補生は最低 2回異なるスノーボードアル
ペン大会の実技査定を受けなければならない。 

 
2008.1.4.4 実技課題時の経費は、TD 候補生自身が負担すること。候補生は大会組織委員

会や FIS に実技査定や筆記試験時にかかる費用の返済を要求する権利を有しな
い。 

 
2008.1.4.5  TD 候補生の実技査定は、競技会運営のために公式に任命された FISTD 資格を

有する者の監督のもと行われる。組織委員会が事前に了解し、実技査定を執り
行うスーパーバイザーTD から実技査定の予定について提案を受領次第、FIS が
例外を許可する場合もある。 

 
2008.1.4.6 スーパーバイザーTD は TD 候補生の技術的技量について、適正な FIS 書式で

報告書を作成するものとする。 
 
2008.1.4.7  TD 候補生が作成した  TD 報告書とスーパーバイザーTD の書面による査定は、

FIS 事務局と TD 候補生の所属するスキー・スノーボード連盟の責任者に報告さ
れなければならない。 

 
2008.1.4.8 実技査定を成功裏に完了後、TD 候補生は筆記試験（TD クリニック時）を受ける。

試験はクリニックのプロクター（複数の場合もある）による口頭試問を含む
ものとする。スノーボード・フリースタイル・フリースキーの技術代表アド
バイザリーグループが合格を確認したのち、TD候補生には番号入りの TD ラ
イセンスが発行される。 
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2008.1.4.9 TD資格 
 
2008.1.4.10 ライセンスは番号入りの身分証明書で 2 年間有効である。2 年ごとに再発行され

なければならず、各 FISTD 必携とする。 
 
2008.1.4.11 各 TD 有資格者は、 FIS が主催するスノーボード・フリースタイル・フリースキ

ー TD クリニックに毎年参加するべきである。2 年連続して正当な理由なしに情
報の更新（アップデート）に参加しない、または任命されたTDの職務を遂行し
なかった場合、TD ライセンス喪失の対象となる。 

 
2008.1.4.12 TD有資格者が別種目の資格の追加を希望した場合、最低一回の実技査定を希望

する種目において受け、追加の筆記試験に合格しなければならない。 
 
2008.2 任命 
 
2008.2.1 オリンピック冬季競技大会、FIS世界選手権大会とFIS世界ジュニア選手権大会

については、スノーボード・フリースタイル・フリースキー委員会の推薦を受け、
FIS理事会が任命する。 

 
2008.2.2 その他すべての国際競技会については、FISスノーボード・フリースタイル・フ

リースキーTDワーキンググループ（国内大会に関しては国のスキー・スノーボ
ード連盟がTDを指名してもよい）が任命する。任命は各競技会の60日前には
決定し、その旨、本人、大会組織委員会、および TD の所属する国のスキー・
スノーボード連盟に通告しなければならない。 

 
2008.2.3 技術代表は組織委員会のメンバーであってはならない。例外として、また地理的

条件の例外として、FISは同じ国の技術代表を任命することができるが、主催ク
ラブまたは地域の連盟の会員ではないこと。 

 
2008.3 技術代表の交代 
 
2008.3.1 オリンピック冬季競技大会、FIS世界選手権大会、FIS世界ジュニア選手権大会

に任命されたTDが使命を果たせない場合、FIS 理事会とTDが所属する国のス
キー・スノーボード連盟はただちに連絡を受ける。FIS理事会は、ただちに代わ
りの TD を任命する。 

 
2008.3.2 その他の競技会については、国のスキー・スノーボード連盟のTDが所属する

TDグループが、代わりのTDをただちに任命することに責任を持つ。該当の組
織委員会とFIS はただちに連絡を受けること。 

 
2008.3.3 予想できない理由の場合、オリンピック冬季競技大会、FIS世界選手権大会、FIS

世界ジュニア世界選手権大会の TD が競技会に到着できないまたは到着が遅れる、
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それによって部分的または完全に競技会において業務が果たせない場合、競技会
場に存在するジュリーメンバーの中から、FIS理事会が代理人を指名する。 

 
2008.3.4 その他の国際競技会については、ジュリーによって現場にいることができない

TDの代理人を指名する。交代は2008.1.3に要求されている条件を満たすもので
なければならない。 
緊急の場合、TDはこれらの条件に合わない者でもよいが、競技会を確かに遂行
（継続）する能力があること。該当者の選考において、厳しい評価基準を活用す
る。 

 
2008.3.5 交代したTDは事前に任命され、指名を受けたTDと同じ権利と義務を負う。 
 
2008.4 業務の組織 
 
2008.4.1 オーガナイザーは余裕をもってTDとの連絡を確立しなければならない。 
 
2008.4.2 競技会の中止または延期は、適切な期限を考慮し、TDとFIS事務局にただちに

連絡しなければならない。 
 
2008.4.3 すべての国際競技会において、TDは競技会または最初の公式トレーニングが始

まる少なくとも 24 時間前までには、競技会会場に到着していなければならない。 
 
2008.5 すべての競技会におけるTDの義務 
 
2008.5.1 競技会以前 

TDは、 
- ホモロゲーション資料を適宜点検し、特別な許可の可能性についてオーガナ

イザーに助言する 
- TDがホモロゲーションは存在しないと確証した場合、ジュリーは以下に挙

げる「不可抗力」を除いて、大会を中止しなければならない。 
- スノーボードアルペン種目において、不可抗力でホモロゲーションされたコ

ースで大会を運営することができない場合、TDは競技会を、オーガナイザー
が推薦する「代替えコース」に移動する権利を有する。この明白な状況にお
いて、必要なホモロゲーションの計測と条件は満たされること。 

- FISスノーボード・フリースタイル・フリースキーのコース規格に、コース
の専門的データが適合しているか点検する。 

- FISスノーボード・フリースタイル・フリースキーのコース規格に、すべて
のコースの地形とすべての必要な準備、的確な計測（コース幅など）が適合
しているか点検する。 

- コースにおける天候の影響と、トレーニングと競技会日の天気予報を点検す
る。 

- 同じコースで開催された前回の競技会の TD 報告書を読み、報告書に記載
された改善点が、改善されているか確認する。 
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- 212に要求されている損害賠償保険証を要請、調査し、必要な場合FIS
に報告する。 

- 競技とトレーニングコースを視察する。 
- 公式トレーニングを監督する。必要に応じてゲートフラッグの取り付けもコ

ントロールする。 
- 事務的そして技術的準備に協力する。 
- FISポイントを含む、公式エントリーリストを確認する。 
- 競技者のFISライセンスの有効性、年齢制限とすべての国に与えられた人数

枠（クォータ）を確認する。 
- すべてのジュリーメンバーに適正な無線が用意されているか確認する。 
- コースに入る際の権限と大会身分証（アクレディテーション）を確認する。 
- 安全性、準備、マーキング、観客のコントロールに関して、スタートとフィ

ニッシュエリアも含め、競技会コースを点検する。 
- ジュリーとともにコースセッティングを監督する。 
- 競技会ジュリーとともにすべての競技会のコース準備を監督する。 
- テレビカメラの設置台の位置と必要な防御設備が整っているかを確認する。 
- コースまわりの救急医療サービスの配置について、また医療体制を監督する。 
- 計時機器、手動計時、通信設備、人の輸送、ジャッジスタンドなど、すべて

の専門的 設定について確認する。 
- すべてのトレーニングの期間中競技会場に存在する。 
- すべてのジュリー会議とチームキャプテンミーティングに参加する。 
- 組織委員会の役員、そしてFISのテクニカルアドバイザーと緊密に協力し、

仕事を進める。 
- ジュリーの議長として同様の場合、決定票を投じる（ワールドカップと主要

大会に関しては、エアリアルとモーグル種目を除き、レースディレクター／
コンテストディレクターが議長を務め、決定票を有する、特別規則を適応す
る。2007.5.1参照）。 

- 必要に応じて、規則に従ってジュリーにメンバーを指名する。 
 
2008.5.2 競技会中 

技術代表は、 
- コース内に存在しなければならない。 
- ジュリー、チームキャプテン、コーチと連携をとって仕事をする。 
- 用品や競技用具などの広告に関する規則を執行する。 
- 競技会の専門的そして組織的な管理を監督する。 
- FISの規則と指示の順守に関して、オーガナイザーに助言する。 

 
2008.5.3 競技会後 

技術代表は、 
- レフリーの報告書の完成を手助けする。 
- ジュリー裁定のために、的確に提案された抗議書を提示する。 
- 正式なリザルトに署名する。 
- XMLの電子送信を見届け、オンラインのTD報告書（必要に応じてタイミン

グ報告書）を大会後ただちに完成させる。 
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- FISホームページ上のリザルトが正しいものであることを確認しなければな
らない。 

- 競技会規則の変更に関して、該当の競技会において実際に経験したことに基
づき適切な申し出があれば、TDアドバイザリーグループへ提示する。 

- TD候補生に関して、技術的な能力について報告書を作成する。報告書はFIS
事務局とTD 候補生の所属するスキー・スノーボード連盟の責任者に報告さ
れなければならない。 

- 中断または終了せざるを得ない競技会（複数の場合も含む）（2026）では、
TDは FISと主催国 オーガナイザー国のスキー・スノーボード連盟に、すべ
ての詳細を含む報告書を作成する。報告書は、終了せざるを得なかった競技
会のFISポイントを考慮するか否かについて、事実に基づいた提案を含まな
ければならない。 

 
2008.5.4 全般 

技術代表は、 
- ジュリーによって既に決定されておらず、そして他の権威の範疇に含まれな

い、FISの規則で網羅されていない、または十分に網羅されていない問題に関
して決定する。 

- ジュリーのテクニカルコンサルタントとして行動する。 
- レフリーそしてレフリー補佐と緊密に仕事を進める。 
- 規則 2026の条件を満たしている場合、競技会の中断、もしくは競技会の終

了について命じる権利を有する。 
- ジュリーに、競技者の競技会からの除外を申し出る権利を有する。 
- TDの義務を遂行するために必要なすべての事柄について、その権限の範疇

において、組織委員会とすべての役員からの支援を得る権利を有する。 
- 例外的、そして異常な状況下において、TDの決定は最終的、そして拘束力

がある。そのような場合、TDは決定事項に理由を添えて文章として記録し、
FIS事務局あてにただちに連絡しなければならない。 

- 主要大会（オリンピック冬季競技大会、ワールドカップ、世界選手権大会、
世界ジュニア選手権大会とユースオリンピック競技会）において、追加の規
則を適用し、一部の職務をレースディレクター／コンテストディレクターが
代行することもある。 

 
2008.6 技術代表の権利 
 
2008.6.1 ジュリーの長として、会議をつかさどり、同数の場合決定票を有する（モーグ

ルとエアリアル種目を除き、レース/コンテストディレクターが長となり、決定
票を有するという特別規則をワールドカップと主要競技会に適応する）。 

 
2008.6.2 必要に応じて、TDはジュリーの一員として、条件を満たす人物を任命しても

よい。 
 
2008.6.3 インスペクションと競技会時の義務を行うためにかかるすべての費用と旅費を、

FIS の現在の規定に基づき、払い戻しを求める。 
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2008.6.4 競技会運営に必要なすべての書類、公式招待状、プログラム、速報などを時間

厳守での組織委員会による完璧な状況説明。さらに競技会の中止、もしくは延
期に関する素早い情報提供を受ける。 

 
2008.6.5 TDの義務遂行に関するすべての事柄について、組織委員会と所属役員に協力

を要請すること。 
 
2008.7 必要経費 
 技術代表（そして、FIS が指名したレフリー）は、旅費として最高 600 スイス

フラン--1の払い戻しを請求する権利を有する。長距離（列車のファーストク
ラス、航空費のエコノミークラス）または車の場合 1 キロあたり 0.7 スイスフ
ラン、もしくは高速道路代を含む相当額。 
TDは任命期間中、無料で宿泊と食事を受ける権利がある。この規則はインス
ペクション時にも適応する。 
さらに、日当は 100 スイスフラン--*とし、大会業務日と大会会場までと帰宅
の移動日分が加算される。これには、報告書の郵送代などを含む。二重の請求
（たとえば、大会終了日に帰宅できる場合など）は認めない。移動日に宿泊が
必要な場合、別に払い戻しの手続きを行うこと。 
* この規則は、オリンピック冬季競技大会、FIS 世界選手権大会において、す

べてのジュリーメンバーに適応する。 
 
2008.8 制裁 

すべての承認された参加者や役員と同様に、技術代表に対しても制裁が科せら
れることがある。 

 
 
 
 

 
１ 例外として地理的考慮がなされない場合、オリンピック冬季競技大会、世

界選手権大会、ワールドカップとコンチネンタルカップを除くすべての競
技会において、最高支払額 600スイスフランを有効とする。 

  

 



 55 

2009 レースディレクター（RD）／コンテストディレクター（CD） 
 
2009.1 モーグルとエアリアル種目を除き、規則 2007.5.1 に則り、ワールドカップと

主要大会において、クロス、スノーボードアルペン競技会ではレースディレク
ター（RD）が、そしてパークアンドパイプ競技会ではコンテストディレクター
（CD）がジュリーの長となり、同数票の場合決定票を有する。 

 
2009.2 レースディレクター（RD）／コンテストディレクター（CD）の義務 
 
 競技会以前 

レースディレクター（RD）／コンテストディレクター（CD）による視察項目
は以下を含む: 
- 大会の組織、宿泊施設状況、食事、輸送、メディアの準備と労働環境は視

察しなければならない。 
- 競技会プログラムを承認する。 
- トレーニング時間、チームキャプテンミーティング、競技会スケジュール、

アンチドーピング・コントロール、用具コントロールと表彰式も視察の対象
でなければならない。 

- コースの設置状況が安全であるか確認する。 
- 参加の権利、エントリーリスト、スタートリストが規則に則っているか； 
- FIS データサービスを管理する； 
- オーガナイザーとの契約に記載されているあらゆる局面を管理する； 
- 選択基準に記載されているあらゆる局面を管理する； 
- FIS のパートナーとの広告権利を含む、国の連盟、オーガナイザーと FIS と

の同意書を管理する。 
- レースディレクター（RD）／コンテストディレクター（CD）は組織委員会

に対して、彼らの職務を果たすために必要だとみなされる協力を要請する権
利を有する。 

 
大会中 
- 競技会の見地から制作物、演出などを管理する。 
- 国際スキー連盟の利害に注意を払う。 
- 広告マーケティングに関する FIS 規則の管理。 
- ICR 規則にまったく記載されていない、または、ジュリーメンバーに関す

る問題が生じた場合にはいつでも、レースディレクター／コンテストディレ
クターは、話し合いと決定するまでの過程を主導しなければならない。 

- レースディレクター／コンテストディレクターは、コーステストとトレー
ニング期間中、そしてすべての競技会期間中、競技会エリア、またはその周
辺に存在しなければならない。レースディレクター／コンテストディレクタ
ーがジュリーと直接連絡をとることは必要不可欠である。 

 
2010 アドバイザリー委員会、テクニカルアドバイザー、コースアドバイザー、

ビデオコントローラーとコネクションコーチ 
 FIS に承認されたすべての国際大会は、ジュリーヘ助言するためにアドバイザ
リー委員会を競技会開始前に組織するものとする。 
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2010.1 コネクションコーチ 
 各競技会のそれぞれの種目に、チームキャプテンミーティングにおいて、コネ

クションコーチとしてコーチを 1 名指名するものとする。 
ジュリーがコネクションコーチを承認する。 

 
2010.2 競技者アドバイザリー委員会 
 競技者アドバイザリー委員会は、国際スノーボード・フリースタイル・フリー

スキー競技会に、以下のように指名することができる。 
- コース係長 
- 競技者の代表（女性 1名、男性 1名）2名 

 
2010.3 競技会におけるアドバイザリー委員会の役割 
 
2010.3.1 アドバイザリー委員会の委員はジュリーに直接助言できるが、投票権のないジ

ュリーメンバーである。 
 
2010.3.2 アドバイザリー委員会は、参加する競技会のすべての局面を念頭に置き、安全

面に関して提案するものとする。 
 
2010.4 テクニカルアドバイザー 
 ジュリーを補助するために、FIS は、テクニカルアドバイザーを競技会のすべ

てのカテゴリーで指名することができる。 
 テクニカルアドバイザーは、ジュリーのなかで独自の意見を述べる権限はある

が、ジュリーとしての投票権は有しない。 
 
2010.5 コースアドバイザー 

ジュリーを補助するために、FIS は、コースアドバイザーを競技会のすべての
カテゴリーで指名することができる。 
コースアドバイザーは、ジュリーのなかで独自の意見を述べる権限はあるが、
ジュリーとしての投票権は有しない。 

 
2010.6 ビデオコントローラー 

クロス：  5408 参照。 
アルペンスノーボード： 6406 参照。 

 
2011 受け入れ／権利と義務 
 
2011.1 役員、医療*と技術要員 
 競技会場に入る権利のある人数枠は以下のとおり： 

- 競技者３名までの選手団： トレーナー３名 医師２名* 技術者２名 
- 競技者４名から５名の選手団： トレーナー３名 医師２名* 技術者３名 
- 競技者６名から 10名の選手団： トレーナー５名 医師２名* 技術者４名 
- 選手団代表もまた正式定員内 
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これらの人数枠はナショナルチームの役員（チーム代表など）を含む。これら
の人員は腕章によって識別されなければならない。必要に応じて、ジュリーは
人数枠を縮小することができる。 
220.3 条と 220.5 条に従って承認された人員は、公式技術員と医療者同様、全
体の安全に責任を持つためにオーガナイザーが委託する役員（たとえば管理人
や警察官など）の指示に従わなければならない。 
ジュリーによる指示は、承認されたすべての人々、たとえばジャーナリスト、
コーチ、チームキャプテン、および医者を含む医療者、理学療法士、救急医療
者などに関して、すべての場合に優先される。 

 
2011.2 チームキャプテンとトレーナー 

チームキャプテンとトレーナーは適正な人数枠（クォータ）に従って、オーガ
ナイザーにより承認されなくてはならない。承認を受理することにより以下の
権利と義務が、個々に与えられる: 
 
権利 
- ジュリーメンバーとなる； 
- FIS から指名されていない場合、もしくは指名された人がいない場合、競技

会役員として任命される； 
- トレーニングまたは競技会期間中、パス、もしくは腕章の支給を受ける。 
- 機器の設置またはコースのマーキングの際に、パス、もしくは腕章の支給

を受ける。 
- ジュリーによるすべての命令と指示に従う。 
- 競技会期間中、ジュリーに抗議を提出する。 
- 規則に定義されている競技者に与えられるすべての特典（リフト、宿泊、

招待など）の恩恵を受ける。 
- トレーニング中、競技会場に入る。 
- すべての公式儀典に参加する。 
- 競技会期間中、準備エリアに入る。 
- チームキャプテンの場合は、すべてのチームキャプテンミーティングに出

席し、国ごとに一票を行使する。 
 
義務 
- 会議で得たすべての情報を自らの選手団と共有する。 
- 自らの選手団のすべての登録に責任を持つ。 
- 自らの選手団の規律に責任を持つ。 
- 競技会規則に精通する。 

 
2011.2.1 チームキャプテンとトレーナーは ICRとジュリーの決定に従わなければならな

い。そして、適切でかつスポーツマンとしての態度で行動しなければならない。 
 
2011.2.2 チームキャプテンとトレーナーは、ジュリーのメンバー、もしくはコースセッ

ターとして認められた義務を達成しなければならない。 
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2012 前走者（フォーランナー） 
 
2012.1 オーガナイザーは最低 3名資格のある前走者を準備する義務がある。 

異常な状況の場合、ジュリーは前走者の人数を増やす、または減らしてもよい。
ジュリーはラン、またはフェーズごとに異なった前走者を指名してもよい。 

 
2012.2 前走者は前走者のスタート番号（ビブ）と FIS が要請する、すべての用具を身

につけなければならない。 
 
2012.3 任命された前走者は競技ウエアを着用し、コース全体を十分に滑走する能力が

なければならない。 
 
2012.4 最初のラン、またはフェーズで敗退した競技者は、次のランで前走者として出

走することは許されない。懲罰の理由で差し止められている競技者は、前走者
にはなることはできない。 

 
2012.5 ジュリーが前走者とそのスタート順を決定する。競技会中断後、必要に応じて

前走者を追加することもある。 
 
2012.6 前走者の時間は公表されないこともある。 
 
2012.7 要請に応じて、前走者は雪の状態、視界やコースのラインに関してジュリーメ

ンバーに報告するべきである。 
 
2013 競技者の責任 
 
2013.1 保険 

 各競技者は適正な傷害保険に加入し、国際 FIS 資格のために FIS の選手宣誓に
署名し、競技会の実施と管理に伴い競技者自身や所持品に損害、損傷が発生す
る可能性があることを承知し、競技役員、主催国スキー・スノーボード連盟、
クラブ、もしくは競技会を組織するオーガナイザーとその役員に対する訴訟権
を放棄することに合意する場合のみ、競技会参加が認められる。 

 
2013.2 スタート番号（ビブ） 

形状、サイズ、文字のデザインと装着方法を変更した場合、罰則の対象となる
こともある。 

 
2013.3 広告 

競技会そしてトレーニング期間中に着用する、用品または用具の広告は、FIS
ガイドラインに従っていなければならない。 
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2013.4 競技者は、規則、規程、審判員の判断基準に精通しなければならない。さらに、
スノーボード、フリースタイル／フリースキー特有の規則、ICRの 200 番台規
則にも精通していること。 

 
2013.5 競技者は、該当する表彰式には、正しく大会ビブを着用し出席しなければなら

ない。また、優勝者はメディアの行事に参加しなければならない。表彰式の開
催時刻は、公式文書であらかじめ公表しなければならない。競技会開催日以外
に行う表彰式への競技者の参加は義務付けない。 

 
2013.6 スノーボード、フリースタイル、フリースキーのすべての種目において、クラ

ッシュヘルメットを必ず着用すること。FIS スノーボード・フリースタイル・
フリースキー競技で使用するヘルメットは FIS の競技用品と広告マーケティン
グ仕様書に従うこと。ヘルメットは製造者が推薦する方法で着用しなければな
らない。 

 
2014 年齢制限 
 
2014.1 競技会と暦年 

FIS 競技会に参加資格を有するための、すべての競技者の年齢は、競技会が予
定されている FIS 競技会年度の開始を含む、暦日（1月から 12月）の間に、競
技者が誕生日記念日（誕生日）を迎えるものとする。FIS 競技会年度は７月１
日に始まり次の暦年の６月 30 日に終了する。暦年は 1月 1日から 12月 31日
である。 

 
2014.2 ハーフパイプ、スロープスタイル、ビッグエアの年齢制限 

ハーフパイプ、スロープスタイルとビッグエアの国際競技会で競技するために
は、FIS 競技会年度が始まる暦年の終わりまでに、競技者は 13歳の誕生日を迎
えていなければならない。主要大会で競技するためには、FIS 競技会年度が始
まる暦年の終わりまでに、競技者は 15歳の誕生日を迎えていなければならな
い。 

 
2014.3 パラレルとスノーボードクロスの年連制限 

パラレルとスノーボードクロスの国際大会と主要競技会で競技するためには、
FIS 競技会年度が始まる暦年の終わりまでに、競技者は 15歳の誕生日を迎えて
いなければならない。 

 
2014.4 スキークロスの年齢制限 

スキークロスの国際大会と主要競技会で競技するためには、FIS 競技会年度が
始まる暦年の終わりまでに、競技者は 16歳の誕生日を迎えていなければなら
ない。 

 
2014.5 エアリアルとモーグル／デュアルモーグルの年齢制限 
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エアリアル、モーグルとデュアルモーグルの国際大会で競技するためには、FIS
競技会年度が始まる暦年の終わりまでに、競技者は 14歳の誕生日を迎えてい
なければならない。 

 
2014.6 主要競技会 

主要競技会とは、ワールドカップ、世界選手権大会とオリンピック冬季競技大
会と定義する。 
主要競技会で競技するためには、FIS 競技会年度が始まる暦年の終わりまでに、
競技者は 15歳の誕生日を迎えていなければならない。スキークロスに関して
は、FIS 競技会年度が始まる暦年の終わりまでに、競技者は 16歳の誕生日を迎
えていなければならない。 

 
2014.7 国際ジュニアのための年齢 

ハーフパイプ、スロープスタイルとビッグエアの最低年齢は規則 2014.2 に基
づく。パラレルとスノーボードクロスには規則 2014.3 を適用する。エアリア
ル、モーグル／デュアルモーグルについては、モーグルは 2014.5 を適用し、
スキークロスは 2014.4 を適用する。 
最高年齢: 
パラレルジャイアントスラローム、パラレルスラローム、スノーボードクロス
とスノーボードクロスチーム戦は、FIS 競技会年度が始まる暦年の終わりまで
に、19歳の誕生日を迎える競技者とする。ビッグエア、ハーフパイプとスロー
プスタイルは、FIS 競技会年度が始まる暦年の終わりまでに、17歳の誕生日を
迎える競技者とする。 
エアリアル、モーグル／デュアルモーグルは、FIS 競技会年度が始まる暦年の
終わりまでに、19歳の誕生日を迎える競技者とする。 
スキークロスは、FIS 競技会年度が始まる暦年の終わりまでに、20歳の誕生日
を迎える競技者とする。 
（詳細は票を参照） 

 
2014.8 国際競技会の分類（スキークロスを除く） 

認められた生まれ年 
 
FIS 競技会年度 21/22 22/23 23/24 24/25 
U13 2010 

2009 
2011 
2010 

2012 
2011 

2013 
2012 

U15 2008 
2007 

2009 
2008 

2010 
2009 

2011 
2010 

U17 2006 
2005 

2007 
2006 

2008 
2007 

2009 
2008 

U19 2004 
2003 

2005 
2004 

2006 
2005 

2007 
2006 

有資格者 
Alpine SB, SBX 

2006 
と以前 

2007 
と以前 

2008 
と以前 

2009 
と以前 

有資格者 HP, SS, BA 2008 2009 2010 2011 
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と以前 と以前 と以前 と以前 
有資格者 AE, MO/DM 2007 

と以前 
2008 
と以前 

2009 
と以前 

2010 
と以前 

WSC, WC, OWG 2006 
と以前 

2007 
と以前 

2008 
と以前 

2009 
と以前 

 
2014.9 スキークロス 
 

FIS 競技会年度 21/22 22/23 23/24 24/25 
U14 2009 

2008 
2010 
2009 

2011 
2010 

2012 
2011 

U16 2007 
2006 

2008 
2007 

2009 
2008 

2010 
2009 

U18 2005 
2004 

2006 
2005 

2007 
2006 

2008 
2007 

U21 2003 
2002 
2001 

2004 
2003 
2002 

2005 
2004 
2003 

2006 
2005 
2004 

有資格者 
（WSC, WC, OWG） 

2005 
と以前 

2006 
と以前 

2007 
と以前 

2008 
と以前 

 
2014.10 世界ジュニア選手権大会 
 

FIS 競技会年度 21/22 22/23 21/22 22/23 
HP, BA, SS Min 

max 
2008 
2004 

2009 
2005 

2010 
2006 

2011 
2007 

Alpine, SBX Min 
max 

2006 
2002 

2007 
2003 

2008 
2004 

2009 
2005 

MO, AE Min 
max 

2007 
2002 

2008 
2003 

2009 
2004 

2010 
2005 

SX Min 
max 

2005 
2001 

2006 
2002 

2007 
2003 

2008 
2004 

 
2015 スタート、フィニッシュ、計時と計算 

専門機器の設置 
 
2015.1 通信とケーブルの配線 

すべての国際大会において、複数の通信手段（電話もしくは無線など）をスタ
ートとフィニッシュ間に設定しなければならない。スタートとフィニッシュ間
の声による通信手段は、固定した配線での接続、もしくは無線を確保しなけれ
ばならない。無線の場合には、その他の職務で使用するものとは別の回線（チ
ャンネル）を用意しなければならない。ジャッジ種目の競技では、スタート、
フィニッシュ、そしてジャッジスタンド間で直接会話できなければならない。 
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オリンピック冬季競技大会、FIS 世界選手権大会、ワールドカップ、世界ジュ
ニア選手権大会において、スタートとフィニッシュのすべての通信と計時計測
の接続は（ハーフパイプを除き）固定した配線を確保しなければならない。デ
ータサービスのエリアにおいて、ワールドカップ、世界選手権大会、オリンピ
ック冬季競技大会では、ハイスピードのインターネットへの接続が必要である。 

 
2015.２ 計時機器と計時手順（スノーボードアルペン、クロスとモーグル／デュアル

モーグル競技会） 
FIS カレンダーに記載されているスノーボードアルペン、クロスとモーグル／
デュアルモーグル競技会では、FIS が承認した電子タイマー、スタート機器と
光電セルを使用しなければならない。タイミングの仕様書と手順は FIS タイミ
ングブックレット 小冊子に記載されており、タイミング規則に関する大会は
各種目の章（イベントチャプター）に掲載されている。 

 
2016  音響システム 
 
2016.1 すべての競技会において音楽を使用することができるが、競技会を妨げるよう

なものであってはならない。 
 
2016.2 スポーツプレゼンテーション（スポーツを演出する）係長がすべての期間中競

技役員に無線で連絡をとる。 
 
2016.3 いかなる場合において音楽が演奏される場合には、オーガナイザーの自由選択

で予備の音楽を使用する。音楽はアップビートでエネルギッシュであること。 
 
2017 ウォームアップのスロープ  

クロスは規則 5104 を、アルペンスノーボードは規則 6106 を参照。 
 
2018 コースの閉鎖と改良 

コースの閉鎖時には、ジュリーの了承を得てゲートまたは旗の変更、コースのマ
ーキングもしくはコースの構造（ジャンプ、こぶなど）を改良する者以外はコー
スに入ることはできない。 
競技者が閉鎖中のコースに侵入した場合、ジュリーにより制裁の対象（通常の競
技者によるインスペクションは例外とする）となることもある。 
写真家とカメラの人員は、競技会の記録が必要な場合、閉鎖中のコースに入るこ
とを許可される。人員の総数はジュリーが規制できる。彼らの可能な立ち位置は
ジュリーが指示し、そのエリア内にのみ留まること。 
トレーナー、サービスマンなど閉鎖中のコースへの侵入を許される者はジュリー
が決定する。同様に、写真家とカメラの人員が囲いの中に留まる限りにおいて、
彼らの留まる位置の数をジュリーが承認しなければならない。 

 
2019 スタートとフィニッシュの拡声器（マイクロフォン） 

スタートとフィニッシュエリア、同様にエリア内でフェンスに囲まれた部分内で
は、オーガナイザーの同意なしに設置されたマイクロフォン（「ロービング」そ
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していわゆる「ギャロウズ」などのカメラにセットされたマイクロフォン、また
はその他の技術機器）の使用は、トレーニング、そして競技会中、許可しない。
例外は、権利者の同意書に付随して、組織委員会と／もしくはホスト放送局が許
可する。 

 
2020 リザルトの計算と発表 
 
2020.1  掲示板とスコアボード 

各競技会には、規則に定められた競技会ごとに、指定された場所に1つの公式掲
示板が設置されていなければならない。 
非公式、公式結果、その他の関連情報を表示するためのスコアボードは、各競技
会の規則で指定された数と場所に設置されなければならない。すべての競技会に
おいて、スコアボードはコースの上部と下部の両方に設置されなければならない。 

2020.2 非公式のタイムと得点 
確認・検証されていない得点とタイムは、非公式タイムとみなされるべきである。
タイムと得点は、演技を終了した競技者に用意された位置、そしてプレスエリア
から見やすいスコアボードに表示すべきである。可能であれば、非公式のタイム
と得点は、パブリック・アドレス・システムを通じて公表するべきである。 

 
2020.3 失格の発表 
 
2020.3.1 各競技会、そして各フェーズ終了後、できるだけ早く、失格を公式掲示板におい

て公表するべきである。抗議は規則2033に定義されている締め切りに従ってジ
ュリーメンバーに提出する。 

 
2020.3.2 文章と口頭での失格の発表がともなう、フィニッシュとスタートにおける非公式

タイムの発表は、公式掲示板での発表の代替えとなりうる。 
 
2020.4 公式リザルト 
 
2020.4.1 公式リザルトは公式タイム、スコア、または公式に分類された競技者（スノーボ

ードクロス／スキークロス）のフィニッシュをもって決定する。 
公式結果は、公式掲示板に掲示し、掲示された時刻を明記すること。 

 
2020.3.2 公式リザルトリストとスタートリストの項目は各種目の章に定義する: 

クロス:  規則 5701参照 
アルペンスノーボード:  規則 6701参照 
パークアンドパイプ:  規則 3701参照 

 
2020.3.3 国は 3つの大文字、指定されたFISコードで表示しなければならない（FIS広報

もしくはFISホームページ参照）。 
 
2020.3.4 予選と決勝、両方のリザルトを公表しなければならない。 
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2021 表彰式 
競技会が終了する以前、そして技術代表が終了を認める前に表彰式を行ってはな
らない。オーガナイザーはこれ以前に、可能性のある勝者を発表する権利を有す
る。この発表は非公式であり、正式な表彰式とは別の場所で計画する。 

 
2022 スタート順とドロー 
 
2022.1 各競技会はシーディング、またはドローで決定するスタートリストを個別に有

するものとする。シーディング、またはスタート順を決めるドローの手順は各
種目の章に明記する。 

 
2022.2 ドローは競技会前日に行わなければならない。ただし、夜間の競技会の場合、

競技会当日、競技スケジュールが始まる前、昼間の適当な時間にドローを行っ
てもよい。ドローもしくはビブ／ヒートの選択はチームキャプテンミーティン
グで行われるが、公共の場で開催することもできる。スタート順と競技者名を
同時にドローするダブルドローを推薦する。 
コンピュータードローも許可する。 

 
2022.3  手順と特別な種目の規則に則って、エントリーとシーディングリストを確認す

るのは、チームキャプテンの責任とする。 
 
2023 ドロー後の変更 
 ドロー後、スタートリストが公式になった以降、スタートリストはいかなる変更

も認めない。 
 
2024  スタートリスト 
 
2024.1  非公式のスタートリストはドロー後、ただちにすべてのチームキャプテンに用

意されなくてはならない。 
 
2024.2  スタートリストの誤り 

非公式のスタートリストが配布されてから 15分以内に、チームキャプテンは
誤りを指摘しなければならない。スタートリストに誤りがあった場合、再ドロ
ーしなくてはならない。15 分経過し、スタートリストが公式なものとなったら、
すべての役員、コーチ、競技者、テレビ、メディカ関係者や該当するVIP にた
だちに配布しなければならない。 

 
2025 仮のリラン（再走、再レース） 
 
2025.1 必要条件 
 
2025.1.1 役員、観客、動物などの過失もしくは自らが制御できないと認められるその他の

理由で、競技者が競技を妨害された場合、妨害が起きた直後、いずれかのジュリ
ーメンバーに仮のリランを申請することができる。この抗議は妨害を受けた競技
者のチームキャプテンが申請することもできる。競技者は妨害行為後ただちに、
もしくは適宜、コースを離れなければならない。そして、それ以降のコース（コ
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ースの端を除く）を滑ることはならない。これは、スノーボードクロス／スキー
クロスの決勝には適応しない。 

 
2025.1.2 特別な状況、または専門的な、たとえばスタート機器、もしくは計時計測システ

ムの不備の場合、ジュリーは仮のリランを命じることもある。 
 
2025.1.3 イェローフラッグによって競技者が停止した場合、競技者は仮のリランを要求す

る権利を有する。すべての仮のリランはジュリーの裁量による。ジュリーは、ス
タートリストの最終出走者の前に、競技者の仮リランを確実に行うこと。 

 
2025.1.4 審判員が演技を見失った場合 
 
2025.2 妨害の根拠 
 
2025.2.1 役員、観客、動物、またはその他の障害物によってコースがふさがれた場合 
 
2052.2.2 転倒によりコースをふさいだ競技者が、素早くコース開け渡さなかった場合（ス

ノーボードクロス／スキークロス決勝には適応しない） 
 
2025.2.3 競技者のポールなど、障害物がコース上にある場合（スノーボードクロス／スキ

ークロス決勝には適応しない） 
 
2025.2.4 応急手当てを受けている競技者による妨害 
 
2025.2.5 競技者によってノックダウンされ、迅速に再設置されない、マーキングされてい

ないゲートが不在の場合（スノーボードクロス／スキークロス決勝には適応しな
い） 

 
2025.2.6 競技者がコントロール不能の事態により引き起こされる、その他の出来事が、競

技者のスピードを著しく減速する、もしくは競技者の演技や、それが結果に影響
する原因となった場合（スノーボードクロス／スキークロス決勝には適応しない） 

 
2025.3 仮のリランの有効性 
 
2025.3.1 レフリーもしくはその他のジュリーメンバーがただちに的確な役員、もしくはジ

ャッジに、仮のリラン申請について理由を質問することができない場合、競技者
や競技会の遅延を避けるために、仮のリランを得る可能性がある。仮のリランは
ジュリーが承認した場合にのみ有効とする。 

 
2025.3.2 仮のリランを申請する権利を得ることとなった出来事以前に、競技者が失格して

いた場合、仮のリランの申請は有効とはみなさない。 
 
2025.3.3 元の滑走よりも仮の滑走が悪いと判明した場合でも、仮、もしくは明らかに承認

されたリランが有効となる。 
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2025.3.4 仮のリランについての要求が正統でないと明らかになった場合、競技者は制裁

（複数の場合もある）の対象となることもある。 
 
2025.4 仮のリランのスタート時間 

スタートのインターバルが決められている場合、競技者は、スタートレフリーに
報告後、決められたインターバルに則って、仮のリランをスタートしてよい。ス
タートレフリーは、競技者が仮のスタートに備え落ち着いて準備する十分な時間
を認めるべきである。 

 
2026 トレーニングと競技会の延期、中止と中断 
 
2026.1 競技会の延期と中止 

ジュリーは、安全性または公正性の見地から、競技会を継続することが得策では
ない場合、競技会を中止、中断、もしくは延期する権利を有する。 
公式に予定された時間に競技会を完了できない場合、競技会の再スケジューリン
グは、すでに予定されている競技会の申請を妨害してはならない。ICR 
202.1.2.5、WSC 規則 3、WC 規則 1.3.3.3、CoC 規則 3.3.1 を参照のこと。 

 
中止の決定後ただちに、ジュリーは、種目（もしくは競技会）の再試合の手続き
を決定しなければならない。競技会が運営できない場合、TDは、以降に再び競
技会を開催するか、もしくはその競技会を永久に中止とするかの決定について
FISと相談しなければならない。 
競技会が中止、もしくは延期となった場合、いかなる理由であっても、FIS事務
局とすべての関係各国（214.3条参照）に電子メールでただちに知らせなければ
ならない。競技会が延期となった場合、あらたに予定する日程と場所について、
ただちに伝達しなければならない。あらたに予定する競技会は、完全に新しい競
技会（例えば、エントリーは変更することができる、新しいスタート順など）と
して扱われるものとする。 
レースディレクター／コンテストディレクター（存在する場合）とTDは（風、
切り、雪崩、暴風雪などのために）競技会の中断もしくは中止を決定することが
できる。 
競技会が再び予定される場合、競技会の予定は、その他の競技会運営に必要な時
間を妨げてはいけない。 

 
2026.2 競技会、またはトレーニングの中断 

競技会の中断があった場合、競技会は、状況が保証された時点で再開するべきで
ある。 
中断したフェーズが同日に終了することができない場合、打ち切られたフェーズ
として扱う。 
競技会が同日に終了（もしくは再開して完了）できない場合、以下の規則を参照
する: 

 
パークアンドパイプ:  規則 3704参照 
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クロス:  規則 5608参照 
アルペンスノーボード:  規則 6609参照 

 
2026.2.1 ジュリーによる競技会またはトレーニングの中断 

- コースを維持することを許可した場合 
- 好ましくない、もしくは安定しない天候、安全性と雪の状況  
- その他の状況、電力障害、リフト故障、または不測の事態など 
- いかなる中断の時間や期間については、ただちにアナウンスするべきである。 
- ジュリーが、コース整備が終了し、競技会に適切な天候と雪の状況であると

確信した場合、競技会をただちに再開する。 
- 同じ理由（複数の場合もある）によって競技会が、繰り返し中断する場合、

ジュリーは競技会の終了について考慮するべきである。 
 
2026.2.2 短い中断 

- 各ジュリーメンバーは、競技会中に短い中断を命令する権利を有する。 
- 役員による短い中断の追加状況については、各種目の章を参照する。 

 
2026.3 報告 

このようなすべての状況（中断、終了、中止、延期）に関しては、TDは詳細を
記した報告を作成しFISと主催国の連盟に送付する。TD報告書は、終了した競
技会についてFISポイントを考慮するか否かについて、事実に基づいた提案を含
まなければならない。 

 
2027 リザルトの記号と有効でないリザルトの記号 

以下の記号について、適用の詳細は各種目の章を参照すること。 
 
2027.1 リザルトの記号 

- DNF-Did Not Finish ゴールしない 
- DNS-Did Not Start 不出走 
- NPS-Not Permitted to Start 出走不許可 
- RAL-Ranked as Last 最終順位 
- JNS-Jump Not Scored 得点対象とならないジャンプ 
- DSQ-Disqualified 失格 

 
2027.2 無効なリザルトの記号 

- DNF-Did Not Finish ゴールしない 
- DNS-Did Not Start 不出走 
- DQB-Disqualified for unsportsmanlike behavior スポーツマンらしからぬ

態度による失格 
- DSQ-Disqualified 失格 
- NPS-Not Permitted to Start 出走不許可 

 
2028  Not Permitted to Start 出走不許可／裁定 
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スノーボード、フリースタイル、フリースキーのいかなるFISの国際競技会にお
いて、以下に該当する競技者は、出走不許可の制裁の対象となることがある: 

 
2028.1 節度を欠いた名前そして／もしくはシンボルをあしらった洋服と用具（207.1 条）

を着用する、もしくはスポーツマンらしからぬ態度でふるまう。 
 
2028.2 すべてのスノーボード、フリースタイル、フリースキーの競技会において使用が

義務付けられているヘルメットを含み、またそれに限らず、用具（222条）、広
告表示（207条） に関するFIS規則に違反する。 

 
2028.3 FIS が要求する医事検査（221.2条）への協力を拒否する。 
 
2028.4 競技者に閉鎖となっているコースやジャンプでトレーニングする（規則2018と

2030.3）。 
 
2028.5  2007.6.4 に従ってジュリーが、コースの交渉や操縦の試みに必要な技術的能力

を欠いていると判断した者。 
 
2028.6 競技者がすでに競技会でスタートし、のちにジュリーが規則に違反していたと決

定した場合、ジュリーは競技者に制裁を課さなければならない。 
 
2029 警告／制裁 

 
警告／制裁は、以下に該当する競技者に対してジュリーが課す: 

 
2029.1  223条に記されている、制裁を管理する規則に違反する。 
 
2029.2 用具の広告に適応される規則に違反する（207.1条）。 
 
2029.3 許可されていない方法でスタート番号を改ざんする（規則2013.2）。 
 
2029.4 公式のスタート番号を装着しない。 
 
2029.5 スタート時間に準備ができていない。 
 
2029.6 偽りのスタートをする。 
 
2029.7 競技会中に外部からの援助を受ける。 
 
2029.8 規則 2028にあるいかなる事項に違反したとみなされる。 
 
2029.9 スノーボード、フリースタイル、フリースキーの各種目の章に記載されている、

制裁を管理する規則に違反する。 
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2029.10 競技者が競技会用品規則セクションE（11.2）およびセクション F（6）に従わ
ない場合、規則 2030.4 および 224．11.2 に則り、ジュリーによる制裁の対象
となる。 

 
2030 失格／制裁 
 

失格／制裁は、以下に該当する競技者に対してジュリーが課す: 
 
2030.1 虚偽の申告、またはうそをついて競技会に参加した場合 
 
2030.2 他人の安全、または所持品を脅かす、もしくは実際のけがや破損の原因となる。

他の競技者の妨げの原因と特定される。 
 
2030.3 競技者に閉鎖となっているコースやジャンプでトレーニングする、規則2018に

よる許可されない方法でコースを改ざんする、もしくはトレーニングまたは競技
会の遂行に関してジュリーの指示に反して行動する。 

 
2030.4 トレーニング、インスペクション、競技会期間中に、仕様に適したヘルメット、

もしくは公式のスタート番号を着用しない。もしくはスタート番号を何らかの方
法で改ざんする、もしくはFISの用具規則に違反する。 

 
2030.5 スタートに遅れてくる、虚偽のスタートを行う、もしくはスタート手順の規則に

違反する。 
 
2030.6 競技会中、いかなる種類のものであれ、外部からの援助を受ける。 
 
2030.7 遅刻が立証されない、不当な仮のリラン申請 
 
2030.8 スポーツマンらしからぬ態度によるDQB （Disqualified for unsportsmanlike 

behavior） スポーツマンらしからぬ態度による失格 
 
2030.9 203条-資格に合格していない場合 
 
2031 上訴委員会 
 
2031.1  225 条参照 
 
2032 抗議 
 
2032.1 抗議の種類 
 
2032.1.1 競技会参加に関する抗議 
 
2032.1.2 競技者の競技用具に関する抗議 
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2032.1.3 コースまたはコース状態に関する抗議 
 
2032.1.4 競技会中、他の競技者、または役員に対する抗議 
 
2032.1.5 失格に対する抗議 
 
2032.1.6 タイムキーパーもしくは得点の計算に関する抗議 
 
2032.1.7 リランに対する抗議 
 
2032.1.8 ジュリーの決定に対する抗議、5405を除く 
 
2032.2 抗議の提出 
 個々の抗議は以下のように提出する: 
 
2032.2.1 規則 2032.1.1－2032.1.7 に関する抗議は、公式掲示板に指定された場所、もし

くはチームキャプテンミーティング時に発表があった場所。 
 
2032.2.2 FIS に関する規則2026による抗議 
 
2032.2.3 ジュリーは、妥当な説明、そして／または証明となる証拠をともなった抗議のみ

を受理することができる。 
 
2032.2.4 ジュリーは、元のジュリーの意見に関連する、新しい証拠が存在する場合にのみ、

以前の意見を再検討することが許される。 
 
2032.2.5 こちらに記載されている規則においては抗議、または上訴を受ける可能性のある

事項を除き、すべてのジュリー決定は最終決定とする。 
 
2032.2.6 抗議は、2007.4.2 を参照の上、ジュリーの活動時間枠内に提出しなければなら

ない。 
 
2033 抗議の締め切り 
 
2033.1 競技の参加に関する抗議: 

- ドローの前 
 
2033.2 コース、またはコース状態に関する抗議:  

- 競技会開始前、遅くとも60分前まで 
 
2033.3 競技会中における他の競技者、または競技者の用具、もしくは役員の規則外の

行動に対する抗議 
- 公式リザルトが発表されてから15分以内。 
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- スノーボードクロス／スキークロスの最終ラウンド、デュアルモーグルとパ
ラレルジャイアントスラローム／パラレルスラロームの次のヒートが始まる
前 

 
2033.4 失格に関する抗議: 

- 失格の掲示、またはアナウンス後、15分以内 
 
2033.5 計時に関する抗議: 

- 非公式リザルトリストの掲示後、15分以内。 
- スノーボードクロス／スキークロスの最終ラウンド、デュアルモーグルとパ

ラレルジャイアントスラローム／パラレルスラロームの次のヒートが始まる
前 

 
 
2033.6 ジュリーの指示に対する抗議: 

- ただちに、そして規則2033.4に関する抗議の提示に関する締め切り以前 
 
2033.7 正しくない計算と事務的な誤りに関する抗議: 

競技会終了後、役員、または競技者の規則違反が原因ではなく、リザルトに計算
の誤りがある場合、競技者の所属連盟を通し、FISのホームページにFISポイン
トが公式に掲載されてから48時間以内に、FIS事務局へ書留郵便（または電子
メール: protests@fisski.com）で送付された場合、検討する。誤りが証明された
場合、訂正したリザルトを発行し、関連する表彰を新たに表彰しなおす。 

 
2034 抗議の書式 
 
2034.1 抗議は書面で提出する。 
 
2034.2 例外として規則2032.1.4、2032.1.5 と 2032.1.6 に関する抗議は口頭で行うこ

とができる。 
 
2034.3 抗議は詳しく立証しなければならない。証拠が提示され、そして証拠となる内容

が含まれなければならない。 
 
2034.4  100スイスフラン、もしくは同価値のその他の貨幣か、ジュリーが告知した金額

を、抗議提出の預り金として支払わなければならない。預り金は、抗議が支持さ
れた場合、返金される。却下された場合、FISに納入される。 

 
2034.5 抗議はジュリーによる決定の公表以前に、抗議者が取り下げることもある。 

しかしながら時間など何らかの理由で、ジュリー、またはジュリーメンバーが中
間的な決定、たとえば仮の決定などをしているときには、抗議は取り下げること
はできない。 
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2034.6 時間までに提出されない抗議、または抗議の費用をそえずに提出された抗議は考
慮しない。 

 
2035 権限 
 

以下が抗議を（規則に従って書面または口頭で）提出する権限を有する。: 
- 国の連盟 
- トレーナー 
- チームキャプテン 
- 競技者（スノーボードクロス／スキークロス） 

 
2036 ジュリーによる抗議の解決 
 
2036.1 ジュリーはジュリーが公表した、あらかじめ決めた場所と時間に抗議を裁定する

ために集う。 
 
2036.2 旗門（ゲート）の通過に関する抗議（複数の場合もある）の場合、旗門審判員と、

必要な場合は、隣接する複数のゲートの組みあせを担当する旗門審判員、もしく
はその他の関係する役員、問題となる競技者と抗議しているチームキャプテン、
またはトレーナーが、ジュリー会議に参加するように招集されることになるだろ
う。さらに、ビデオ、写真、映像など追加の証拠となるものを再検証し検討され
るべきである。 

 
2036.3 ジュリーメンバーのみが投票する。TDが会議の長となる。ジュリー会議の議事

録を作成し、投票権を有するジュリーメンバー全員が署名する。決定に関して
は、同席していないメンバーを含む、すべてのジュリーメンバーの過半数の賛
同を得る必要がある。可否同数の場合、TDの投票で決定する（ワールドカッ
プと主要大会では、特別な規則を適応し、レースディレクター／コンテストデ
ィレクターが長となり決定票を有する）。 

 
2036.4 抗議の裁決はジュリー会議後直ちに公式掲示板に、公示時間を添えて公示する。

スノーボードクロス／スキークロスの決勝とパラレルジャイアントスラローム
／パラレルスラロームの決勝の場合、決定は口頭で伝えられることもある。 

 
2037 上訴の権利 
 
2037.1 上訴 

上訴は FIS 事務局に提出しなければならない。 
 
2037.1.3 時間制限 
 
2037.1.3.1 競技会ジュリーの裁決は、48時間以内に、それぞれの上訴委員会へ上訴可能で

ある。 
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2037.1.3.2 公式リザルトについて、ジュリーの権限以外の事柄に関しては、FIS 事務局を
通じて理事会へ、30日以内に上訴することができる。 

 
2037.1.4 上訴に関する裁決は以下が行う: 

- 上訴委員会 
- FIS 裁判所 

 
2037.2 延期の影響 

提出された証拠（抗議、上訴に）は、上訴の延期の原因にはならない。 
 
2037.3 提出 

全ての上訴は、書面をもって立証されなければならない。証明と証拠が含まれ
る。とても遅れて提出された上訴は FIS に拒否されなければならない。 

 
2038 競技者の用具 

 
競技会用品と広告表示の仕様書を参照。 
 

2039 競技会議定書 
 
2039.1 フリースタイルスキー競技会の定義 

フリースタイル競技会は以下の種目で構成する: 
- エアリアル  AE 
- エアリアルチーム AET 
- デュアルモーグル  DM 
- モーグル  MO 
- スキークロス  SX 
- スキークロスチーム SXT 

 
フリースタイル競技会は女性と男性、両方に競技する機会を提供しなければなら
ない。 

 
2039.2 フリースキー競技会の定義 

フリースキー競技会は以下の種目で構成する: 
 

- フリースキーハーフパイプ  HP 
- フリースキースロープスタイル SS 
- フリースキービッグエア  BA 

 
フリースキー競技会は女性と男性、両方に競技する機会を提供しなければならな
い。 

 
2039.3 スノーボード競技会の定義 

スノーボード競技会は以下の種目で構成する: 
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- スノーボードハーフパイプ  HP 
- スノーボードスロープスタイル  SS 
- スノーボードビッグエア  BA 
- スノーボードクロス  SBX 
- スノーボードクロスチーム  BXT 
- スノーボードスラローム  SL 
- スノーボードジャイアントスラローム  GS 
- スノーボードパラレルジャイアントスラローム  PGS 
- スノーボードパラレルスラローム  PSL 
- スノーボードパラレルチーム  PRT 

 
スノーボード競技会は女性と男性、両方に競技する機会を提供しなければならな
い。 

 
2040 FIS が承認する予定 

オーガナイザーが一日のうち（同日中）に複数（ふたつ以上）の大会を運営した
い場合、競技会の日程はFISが承認しなければならない。 

 
2041 事故 
 
2041.1 FIS そして競技会を運営する主催国は、競技者の負傷、または損害に関して、一

切責任を負わない。 
 
2041.2 FIS はいかなる事故、または負傷について、詳しく書面で連絡を受ける。連絡は

TDによって報告されなければならない。（規則2008.5.3 参照）。 
 
2042 保険 
 
2042.1 主催国 

FISの公認競技会を行う主催国は、競技会と競技会のすべての状況を補償する、
適切で包括的な損害賠償保険を提供することに責任を持つ。212.1条から212.3
条参照。 

 
2042.2 競技者 

ライセンスの発行と競技会への参加をもって、国のスキーとスノーボード連盟は、
トレーニングと競技会に関して有効で十分な傷害保険が競技者のためにすべて整
い、そして競技者が準備していることと、すべての責任を負うことを確認する。 

 
2043 組織の会議 
 
2043.1 チームキャプテンミーティング 

チームキャプテンミーティングはすべてのFIS競技会の共通規則216条に則っ
て行う。チームキャプテンミーティングの目的は、競技会の手順、そして活動関
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する詳細な情報を提供、ビブのドローの決定、競技者のライセンスと資格の収集、
運営上必要な事項について処理することである。 
会議内容をそれぞれの参加者に伝達するのは、各チームキャプテンの責任である。
チームキャプテンミーティングには、レースディレクター（指名されている場
合）、主審、TD、競技委員長、コース係長、その他主要競技役員が出席するこ
と。会議は、主催国からの競技委員長が議事進行する、そしてTDが代理を務め
ることもまた可能である。 

 
2043.2 組織委員会の会議 

FIS 公認競技会において、競技会開会前に数回、および可能な場合、会期中に組
織委員会を開催すること。会議は、必要に応じ、競技委員長が召集し、責任を持
って大会に関わる主要関係者に召集を通達し、彼らが参加できるようにする。 
会議後、会議結果は議事録を作成し、会議参加、不参加にかかわらず、大会の主
要関係者にすべて書面にて報告する。すべての分野が正確に把握できるよう、競
技会に関するもっとも大切な情報を伝えることは、競技委員長の責任である。 

 
2043.3 ジャッジミーティング 

ジャッジ競技については、競技会の主審は責任を持って、競技会開会前日までに、
ジャッジミーティングを開催する。少なくとも、最初の競技日の 1 日前に開催
することを強く推薦する。主審がジャッジミーティングの計画に責任を持つ。 

 
2043.4 ジュリー会議 

競技会のジュリーは、第 1 回チームキャプテンミーティング以前に、最低 1 回、 
集合すること。コースの公式視察のために、公式トレーニング以前にも 1 回は
集合すること。ジュリーの長は、ジュリー会議の議長を務める（規則2007.5.1
参照）。 
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競技会ごとの規則 
 
3000  パーク＆パイプイベント 
 
3100  競技エリア 
 
3101  スタートエリア 

スタートエリアは、スタートする競技者とコーチ 1名、そしてスタート係以外
入れないよう、閉鎖しなければならない。 
 

3101.1  例外 
室内スキー場や都市型の競技会においては例外とする。（インドアスタイルま
たはインシティースタイル） 
 

3101.2  競技者の準備エリア 
競技者の準備エリアは、競技者が競技の準備をするため、そしてコーチ、スタ
ッフ、メディアチームがそれぞれの業務を行うため、平坦で十分な広さがなけ
ればならない。 
 

3101.3  スタートプラットフォーム 
ドロップインエリアは、競技者がコースへ進入する際に適切な速度と運動量与
えるべきものであり、マニューバに進入するためのものではない。競技者がス
キー、スノーボードを装着した状態のままでもリラックスして立つことができ
るよう、完全に平らな場所とする。 
 

3102  コース 
 
3102.1  安全性 / フェンスの設置 / カラーリング 

コースはフェンス/ロープによって、完全に閉鎖されなければならない。ジュリ
ーが危険と判断した場所については、マットレス、パッド、ネットなどの設置
を組織委員会に対して要求できる。 
 

3102.1.1  コースと地形のマーキング 
すべての競技会において、ジュリーの指示により着色染料を使い、コースの次
の個所にマーカーを引くことが出来る：ハーフパイプのリップやトランジショ
ン、キッカーのテーブルからランディングへ切り替わる端（ノール）地形の変
化を示すために、アプローチ、ジャンプ、トランジション、フィニッシュライ
ンなどに水平方向と垂直方向のライン 
 

3102.1.2 コースの閉鎖と修正 
閉鎖されたコースにおいて、ジュリーまたはジュリーが認めた者以外がフィー
チャーに対する変更、コースのマーキング、コース構造の変更（テイクオフ、
レールなど）を行うことは認めない。2018 年の競技規則を参照すること。 
 

3102.2  ハーフパイプ 
ハーフパイプは、半円状の筒を雪の中に造成したものである。 
 

第３セクション 
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3102.2.1.  テクニカルデータ 
 

コード ハーフパイプの基準 数値 
S (ft) サイズ：  
 レベルA 22 フィート/ 6.7m 
 レベル B 18 フィート/ 5.5m 
 レベルC 15 フィート/4.5m 
L (m) 長さ（滑走可能な長さ）  
 22 フィート 最低 160.0m 
  推奨 170.0m 
 18 フィート 最低 120.0m 
  推奨 150.0m 
 15 フィート 最低 100.0m 
  推奨 120.0m 
H (m) 高さ、パイプの底からコーピングまでの高さ  
 22 フィート 6.7m 
 18 フィート 5.3 m 
 15 フィート 4.5m 
V (m) バーチカル、壁【ウォール】の上部 0.2m：82-83 度 
I (°) 斜度、パイプのセンターライン  
 22 フィート 最低 17° 
  推奨 18° 
 18 フィート 最低 16° 
  推奨 17° 
 15 フィート 最低 14° 
  推奨 15° 
W (m) 幅、コーピングからコーピングまで  
 22 フィート 最低 19.0m 
  推奨 19.0-22.0m 
 18 フィート 最低 17.0m 
  推奨 17.0-19.0m 
 15 フィート 最低 15.0m 
  推奨 15.0-17.0m 
 競技会レベル  
レベル A OWG、WSC、WJC、WC、YOG   
レベル B COC、UVS、WJC、YOG  
レベル C NC、FIS、EYOF、JUN  

 
3102.2.2  ハーフパイプ会場 

ハーフパイプの会場は、規則 3102.2.1.に記載された規格を遵守しなければな
らない。ハーフパイプはすべての壁で雪の状態は密かつ一定であり、トランジ
ションからボトムへの移行が滑らかで、ハーフパイプの仕様を満たすのに十分
なバーチの角度があるものでなければならない。ハーフパイプ会場の造成は、
予定された最初の公式トレーニングの少なくとも 1日前に終了し、トレーニン
グを行うことができる状態でなければならない。すべてのレベルの競技会にお
いて（A-B-C）、ハーフパイプは推奨、承認された規格を満たす必要があり、
ハーフパイプ造成のために設計された、特別な整備機械を備えていなければな
らない。競技会当日以前に、2日間の公式トレーニング日を設けなければなけ
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ればならない。ただし、ジュリーは特別な状況下において、この期間を短縮し
てもよい。 
 

3102.3  スロープスタイル 
競技会場は、ジャンプ、レール、テーブル、ビッグエアなど、多彩なフィーチ
ャーを配置し、競技者が選択できるように 2ライン以上設定すべきである。 
 

3102.3.1  テクニカルデータ 
 

コード スロープスタイルの基準 数値 
VD (m) 標高差（バーティカルドロップ）  
 レベルA 最低 150.0m 
 レベル B 最低 80.0m 
 レベルC 最低 50.0m 
I (°) 斜度、平均 10°またはそれ以上 
SW (m) スロープ幅 30.0m 
TF (no.) フィーチャーの種類、すべてのレベルにおい

て 
最低 2種類 

SC (no.) セクション、スロープの一つの個所に 1つ以
上のフィーチャー 
最低１つの評価可能なヒットが行えること 

 
 
最低 

 レベルA 6 個 
 レベル B 4 個 
 レベルC 3 個 
JP (no.) ジャンプセクションの最低数  
 レベルA 3 個 
 レベル B 2 個 
 レベルC 1 個 
 スタート基準 
SA スタートエリア、最初のフィーチャーに進入するために必要な速度

に応じた長さ 
 フィニッシュ基準 
FA (m) フィニッシュエリア、最後のフィーチャーの構造とスピードに応じ

て、競技者が安全にコントロールされた状態で停止することが可能
な長さ 

FW (m) フィニッシュエリア幅 最低 30.0 m 
 競技会レベル  
レベル A OWG、WSC、WJC、WC、YOG  
レベル B COC、UVS  
レベル C NC、FIS、EYOF、JUN  

  
3102.3.2  一般的なコースの特徴 

スロープスタイルの会場は、規則 3102.3.1 に記載された規格を遵守していな
ければならない。キッカー、テイクオフなどすべての個所において、雪の状態
が密かつ一定となるよう、特定のプロセスで造成しなければならない。 
スロープスタイル会場の造成は、予定された最初のトレーニングセッションの
少なくとも 1日前に終了し、トレーニングを行うことが出来る状態でなければ
ならない。 
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3102.3.3  スロープスタイルコースの概要 
スロープスタイルのコースには、さまざまな種類のフィーチャー（テーブルト
ップジャンプ、ファンボックス、クォーターパイプ、ウェーブ/ジャンプ、レー
ルとリッジ、またはその他の種類）が設置されるものとする。コースには異な
るセクションを設け、スロープの同じ個所に 1つ、またはそれ以上の数のフィ
ーチャーを設置し、評価の対象となるヒットを最低１つ行うことを可能とすべ
きである。コースには異なる種類のフィーチャーを最低 2つと、下記の競技会
のレベルに応じた最低限の数のジャンプ、および評価の対象となるヒット数が
必要である 
 
競技会レベル 最低ジャンプ数 評価対象となる最低ヒット数 
  Level A  3 6 
  Level B  2 4 
  Level C  1 3 
 
コースは、競技者が特定のスタンスでなく、複数の方向にスピンできるように
し、フリースタイル技術と才能をアピールする機会を提供できるものとすべき
である。フィーチャー間の距離は、スムーズなトランジションとパフォーマン
スを可能にするものとする。フィーチャーならびにコース全体は、男女の両方
が使用できるよう設計すべきである。 
理想的なスロープスタイルコースは、幅広いフィーチャーがさまざまな組み合
わせでバランス良く配置され、技術的にチャレンジングなものとすべきである。 
クリエイティブなフィーチャーやコースは、最初のトレーニング日前にテスト
し、機能的かつ安全であると見なされる限り、許可される。 

 
3102.4  ビッグエア 
 
3102.4.1  テクニカルデータ 
 

コード ビッグエアの基準 数値 
 スタート基準  
SA（m） スタートエリアの長さ 最低 5.0m 
DW（m） ドロップインランプ幅 最低 5.0m 
DP（m） ドロップインプラットフォームの長さ 最低 5.0m 
DL（m） ドロップインランプの長さ 最低 30.0m 
DI（°） ドロップインランプ傾斜 最低 20.0° 
DF（m） ドロップインランプフラット、キッカーの

前のライトトランジションエリア 
5.0-10.0 m 

 キッカーの基準  
JH（m） キッカーの高さ（キッカー下部からキッカ

ーの上部のフラット部分まで） 
最低 2.0 m 

JT（°） キッカーのテイクオフ角度 最低 25.0° 
JW（m） キッカーの幅 最低 5.0m 
 ランディングの基準  
LF（m） テイクオフからランディングまでの長さ 最低 10.0m 
 レベルA 最低 15.0m 
LI（°） テイクオフ角度に応じたランディング斜度 最低 28.0° 
LW（m） ランディング幅 最低 20.0m 
LL（m） ランディングの長さ 最低 20.0m 
 フィニッシュ基準  
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FA（m） フィニッシュエリアの長さ 30.0m（最低
20.0m） 

FW（m） フィニッシュエリアの幅 30.0m（最低
20.0m） 

 競技会レベル  
レベル A OWG、WSC、WJC、WC、YOG  
レベル B COC、UVS  
レベル C NC、FIS、EYOF、JUN  

 
3102.4.2  ビッグエア会場 

ビッグエアの会場は、規則 3102.4.1 に記載された規格を遵守していなければ
ならない。 
また、会場は、予定された最初の公式トレーニングの少なくとも 1日前に完成
していなければならない。ドロップインは、競技者がジャンプを行うためのス
ピードを調整することを可能にし、ランディングは飛行軌道に合わせ、スムー
ズに着地をするのに十分な斜度であるべきである。 
 

3103 フィニッシュエリア 
 

フィニッシュエリアは、競技者が安全に停止できるよう、平らで十分な広さが
なければならない。フィニッシュゲートは、競技者が完全に停止し、スキー/ス
ノーボードを外してからフィニッシュエリアを離れるように設置しなければな
らない。 
 

3103.1 フィニッシュエリアは、競技者がフィニッシュに向かう際にはっきりと見える
必要がある。幅が広く、傾斜が緩やかで滑らかなアウトランが必要である。 

 
3103.2 フィニッシュエリアは完全にフェンスで囲み、役員、メディア、観客に最大限

の視認性を提供するようにレイアウトする必要がある。また、許可された関係
者以外の侵入を阻止する必要がある。 

 
3103.3 フィニッシュとクローズの設備は準備するか、適切なセキュリティ保護手段を

介して、フィニッシュエリアの設置と閉鎖を設定する必要がある。 
 
3200  競技設備 
 
3201 ジャッジスタンド 

ジャッジスタンドの大きさは、ジャッジならびにデータとリザルト担当者の人
数（1人当たり 1平方メートル）に基づいて計算される。ジャッジのビューエ
リアは、必要な役員の人数に対して十分なスペースが確保され、またヘッドジ
ャッジとジャッジ全員の視界が確保されるように設置される必要がある。ジャ
ッジは風、雪、雨に当たらない様に守られなければならず、作業環境には、暖
房設備が用意されていなければならない。ジャッジスタンドへの入り口は、ス
タンドの横または後ろとする。 

 
3201.1  備品 

ジャッジスタンドには、ジャッジ全員分の椅子、テーブル、さらに 2名のデー
タとリザルト担当者ならびに必要なハードウェアを置ける必要がある。各フェ
イズ間に、TD、スターター、スコアボード記録者のためにリザルトとスタート
リストを印刷するための設備も必要である。 
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ジャッジスタンドの近くには、トイレが設置されなければならない。近くに無
い場合は、スノーモービルまたは類似の手段を使い、最大 1分以内に到着でき
る必要がある。 

 
3201.2  ハーフパイプ競技会におけるジャッジスタンド設置場所 

ジャッジスタンドはハーフパイプの下部に設置しなければならない。ただし、
（ハーフパイプの下部から）ビデオジャッジングを行う場合はこの限りではな
い。この場合、ジャッジスタンドの設置場所はどこでも良い。ビデオジャッジ
ングについては規則 3406.1 を参照すること。 

 
3201.3  ビッグエア競技会におけるジャッジスタンドの設置場所 

ビデオジャッジングを行う場合、ジャッジスタンドの設置場所はどこでもよい。
ビデオジャッジングを行わない場合、ジャッジスタンドは、ラン、テイクオフ、
ランディングが良く見えるよう、ジャンプの側方（45°の位置が理想的）に設置
すべきである。ビデオジャッジングについては規則 3406.2 を参照すること。 

 
3201.4  スロープスタイル競技会におけるジャッジスタンド設置場所 

ビデオジャッジングを行う場合、ジャッジスタンドの設置場所はどこでもよい。
ビデオジャッジングを行わない場合、ジャッジスタンドは、スロープスタイル
コース全体が最もよく見える場所に設置しなければならない。これが可能でな
い場合、第２のジャッジスタンドを設置し、ジャッジの人数を増やすことで、
コース全体を見ることができるようにしなければならない。ビデオジャッジン
グについては規則 3406.2 を参照すること。 

 
3202  場内放送設備 
 

2016 を参照すること。 
 

Park & Pipe のすべての競技会で音楽を使用する。 
 

音響システムは、競技者が音楽をはっきりと聞き取ることができ、主要なエリ
ア（スタートエリア、フィニッシュエリア、またはコース全体）にて音が歪ま
ずに聞こえる程度の音量でなければならない。また、音響システムは、音楽、
スコア等を含めたアナウンサーのコメントがはっきりと聞き取れるようでなけ
ればならない。音響係長およびDJが音声/音楽に対しての責任を持つ。 

 
3203  競技会場でのリザルト（OVR） 

競技者はスタートエリアおよびフィニッシュエリアにて、全てのスコアを確認
することが出来なければならない。全てのスコア、順位は、ランごとに掲示さ
れなければならない。これは、スコアボード、データスクリーンもしくはライ
ブアプリにて実施する。 

 
3300  パーク＆パイプ競技役員/スタッフ: 
 
3301  競技ジュリーメンバー 
 

ジュリーは競技会を管理し、競技会に関する決定を下す責任を持つ。詳細につ
いては、共通セクション 2007 を参照すること。 

 
3302  コンテストディレクター 
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全ての主要な競技会（UVS、WJC、YOG、WSC、OWG）において、FIS コン
テストディレクターは、主要なスタッフの一人であり、ジュリーのメンバーで
ある。 
コンテストディレクターは、競技のすべてのフェイズにおいて、技術的、スケ
ジュール的な問題など、ICRに関わる事柄が適切に処理されていることを他の
ジュリーメンバーとともに確認する役割を持つ。詳細については、コンテスト
ディレクター規則 2009 を参照すること。 

 
3303  技術代表（TD） 

TDの主な任務 
- FIS の規則と指示が遵守されていることを確認する 
- 競技会が公平性をもって行われていることを確認する 
- 主催者にその職務の範囲内で助言する 
- FIS の公式な代表者となる 
- 詳細については、共通セクション 2008 を参照すること。 

 
3304  競技委員長 

競技委員長は、2007 にある通り、ジュリーメンバーである。 
パーク＆パイプにおいて競技委員長の役割は： 

 
ヘッドジャッジとTDの不在時におけるハーフパイプ/スロープスタイル/ビッ
グエアートレーニングのスーパーバイザー 
- ジャッジスタンドの設置の監督 
- ジャッジスタンドにて必要な設備（テーブル、椅子、パーティション、ヒ

ーターなど）を適切に配置する 
- ハーフパイプ/スロープスタイル/ビッグエアにおけるすべてのキャプテンミ

ーティングに出席する 
- ヘッドジャッジおよび全ての FIS 役員の要求に応じて、ジャッジに十分な

食べ物や飲み物などを提供する。 
  

詳しくは、共通セクション 2004.1 を参照すること。 
 

3305  主要競技会におけるフィニッシュとスタートレフリー(OWG と
WSC) 
フィニッシュならびにスタートレフリーは、OWGとWSCにおいてのみ配置す
る。詳細については、共通セクション 2004.4 と 2004.5 を参照すること。 

 
3306  コース係長 (ハーフパイプ、ビッグエア、スロープスタイル) 

コース係長は、ジュリーの決定と指示に従い、コースを準備する責任がある。
コース係長は、その土地の雪の状態や地形について精通していなければならな
い。 
さらに、ハーフパイプ/ビッグエア/スロープスタイルコース係長は： 
- 組織委員会のメンバーとすべきである 
- ジュリーおよび FIS コンテストディレクターの指示の下におく 
- トレーニング中および競技中のハーフパイプ/スロープスタイル/ビッグエア

ーコースが、FIS ハーフパイプ/スロープスタイルの推奨規格および仕様に準
拠しているか常に確認する 

- ハーフパイプ/ビッグエア/スロープスタイルコースの造成と維持の経験が必
要である。FIS は、ハーフパイプ/スロープスタイルコースの準備と維持のた
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めに FIS により任命されたテクニカルアドバイザーの配置を要求する可能性
がある。 

 
3307  スタート役員 
 
3307.1  スターター 

スターターは警告とスタート指示を担当する。スターターは、アシスタントス
ターターに競技者の監督を割り当て、インスペクション、トレーニング、競技
中に、競技者がビブやヘルメットを装着していることを確認する。スターター
は、ヘッドジャッジと連絡がとれる状態にいなければならない。 

 
3307.1.2  OWGとWSCにおいて、スターターの役割は、スタートレフリーまたはそのア

シスタントの 1人が行う。 
 
3307.2  アシスタントスターター 

アシスタントスターターは、競技者を正しい順番でスタートに召集する責任が
ある。 

 
3307.2.1 OWGとWSCにおいて、アシスタントスターターの役割はスタートレフリーア

シスタントによって行われる。 
 
3307.3  スターターとアシスタントスターターの両方は、使用される競技会フォーマッ

トと、次のフェイズへ進む競技者の人数について、正確な情報を与えられなけ
ればならない。 

 
3308  競技会スタッフ 
 
3308.1  シェイパー 

適切なコース条件を確保し、各競技フェイズを実行するためには、コースの全
ての造成、形成とそれを維持する義務と目的を持ち、ジュリー、競技委員長、
テクニカルアドバイザーと密に連携を取ることができる専任のクルーがいなけ
ればならない。シェイパーは、コース上の全てのフィーチャーを適切に整備す
るのに十分な人数が確保されなければならない。シェイパーは、コース係長と
密接に連携をとる必要がある。 

 
3308.2  サイドスリップクルー 

全てのフィーチャーを維持し、適切なコース条件で各競技フェイズを実行する
ためには、ジュリー、コース係長およびシェイパーと密に連携を取ることがで
きる、スキー/またはスノーボードの横すべり専門のクルーがいなければならな
い。 
コース（ハーフパイプ、ビッグエア、スロープスタイル）に基づき、また天気
と雪の状況に応じて求められるスライドスリップの技術とスリッパーの人数は
変動する。 
サイドスリップクルーは、コース係長/競技委員長の管理下に置く。 

 
3308.3  カラークルー 

適切なコース条件で各競技フェイズを開始し、実行するためには、ジュリー、
コース係長およびシェイパーと密接に連携して作業する義務と目的を持ったス
キーの専用クルーがいなければならない。カラークルーは、適切なカラーポン
プまたは類似したものを使用し、全てのフィーチャーに着色を行う。 
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コース（ハーフパイプ、ビッグエア、スロープスタイル）と天気や雪の状態に
応じてカラーリングの技術およびカラークルーの人数は変動する。 
カラークルーは、コース係長または競技委員長の管理下に置く。 

 
3308.4  キッカー/セクションマーシャル 

スロープスタイル、ビッグエアにおいて、コースマーシャルは各フィーチャー/
セクションの近くに配置され、そのフィーチャーを監視する。 
キッカー/セクションマーシャルは、担当セクションにて、各競技フェイズにお
ける競技者の流れをコントロールするため、無線と旗を備えていなければなら
ない。 

 
3308.5  メディカルチーム 

公式トレーニングおよび競技中は、スタートエリアに常時、最低 2名の救助/応
急手当担当者を配置する必要がある。 
詳細については、医療ガイドラインおよび一般規則のセクション 2004.8 およ
び 2004.9 を参照すること。 

 
3309  リザルト係長（計時計算係長）およびアシスタント 

共通セクション 2004.6 を参照すること。 
多くの場合、リザルト係長はデータサービス会社の担当者、または計算システ
ムを扱う担当者である。 

 
3309.1  トリックコーラー 

OWG、WSC、WCにおけるすべてのスロープスタイル競技会では、トリック
コーラーが任命される。トリックコーラーはジャッジによって承認される。ト
リックコーラーは、行われたすべてのトリックを読み上げ、リザルトチーフが
グラフィックシステムにトリックの名前を入力することを助けるのを義務とす
る。 

 
3310  競技セクレタリー 

共通セクションRule 2004.7 を参照すること。 
 
3311  ジャッジパネル 
 
3311.1  定義 

競技会におけるジャッジパネルは、各競技会のレベルに応じたライセンスを保
有する、3～9名のジャッジおよびヘッドジャッジ（SB＆FKジャッジアドバイ
ザリーグループにより認定）から構成される。ジャッジは、現行の FIS 規則と
基準に基づいて採点しなければならない。 
次期シーズンのヘッドジャッジとジャッジは、FIS スノーボード、フリースタ
イル、フリースキー委員会の秋季会議に先立って選出される。 
CoCおよび FIS レースのジャッジは、最終的なカレンダーが確定したときに選
出される。 

 
3311.2  義務 

ジャッジの構成は、スノーボードフリースタイルフリースキー委員会の責任下
にある。ジャッジアドバイザリーグループはこの権限を行使する。 

 
3311.3  前提条件 
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ジャッジとヘッドジャッジは、任命された競技大会のレベルに対応したランセ
ンスを保有している必要がある。 

 
3311.4  養成 

ジャッジの養成は次のとおり行う。 
- 各所属スキー連盟にてCライセンスを取得する 
- 地域/国内にてジャッジ経験を積む 
- 国際ジャッジクリニックに参加する 
- 国際ジャッジクリニックにおけるステノ//筆記試験の満足のいく出来 
- ジャッジの経験に関する前提条件が満たされている場合、そのジャッジは

国際ライセンスを取得する資格がある。（3311.6 資格-ライセンスを参照す
ること） 

 
各国スキー連盟は、有能な人物を FIS ディベロップメントプロセスへの参加に
推薦できる。その承認に関して SB＆FKジャッジアドバイザリーグループが最
終的な決定を下す。 

 
3311.5  教育 

申請者の訓練は、各国スキー連盟の責任とする。 
 

申請者は、FIS 国際ジャッジクリニックに出席し、筆記試験に合格し、FIS SB
＆FKジャッジアドバイザリーグループ（JAG）の承認を得る必要がある。試験
は公式の FIS 言語にて行われる。 

 
3311.6  資格 - ライセンス 

SBおよび FKライセンスは各競技別々のものである。 SB / FK を兼ねたライセ
ンスは存在しない。ジャッジは、スノーボードまたはフリースキーのライセン
ス取得するために以下の前提条件を満たす必要がある。 

 
A-ライセンス 
A-ランセンスジャッジは、あらゆるレベルの FIS SB / FK 競技会で審判するこ
とができ、冬季オリンピック、ユースオリンピック、世界選手権を含むすべて
の FIS 競技会にてヘッドジャッジを務めることができる。 

 
B-ライセンス 
B-ライセンスジャッジは、FIS ワールドカップ、ユースオリンピック大会、コ
ンチネンタルカップ以下にて審判することができ、FIS コンチネンタルカップ
以下の競技会にてヘッドジャッジを務めることができる。 

 
C-ライセンス 
C-ライセンスジャッジは FIS コンチネンタルカップ以下にて審判することがで
きる。 
例外的な状況において、ワールドカップに最大 1名までCライセンスジャッジ
の配置が認められる。 
コンチネンタルカップごとに最大 2名までのCライセンスジャッジの配置が認
められる。 
C-ライセンスジャッジは国内のすべての競技会にてヘッドジャッジを務めるこ
とができる。 
 

ライセンス OWG YOG WSC WC UVS WJC CoC FIS NC 
A-ジャッジ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ 
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B-ジャッジ  ☓  ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ ☓ 
C-ジャッジ    ☓＊＊  ☓＊＊ ☓＊ ☓ ☓ 

*）FIS コンチネンタルカップ 1戦あたり最大 2名のCライセンスジャッジを
配置可能とする。 

**）FIS ワールドカップおよびWJCにつき最大 1名のCライセンスジャッジ
を配置可能とする。 

 
3311.6.1  A ライセンスの前提条件 

- 各競技において最低 3年のジャッジ経験がある。 
- 過去 3年間に最低 2回、国際 FIS ジャッジクリニックに参加した。 
- 過去 3年間に最低 1回、ワールドカップのジャッジをしている。 
- FIS SB / FK ジャッジアドバイザリーグループ（JAG）により承認された 
- ジャッジは、ハイレベルな独立したイベントにおけるジャッジ経験、また

はハイレベルな競技者としての経験に基づき、ライセンスのアップグレード
を申請できる。申請者は、FIS 国際ジャッジクリニックに少なくとも 1回参
加し、NSAの承認を受けている必要がある。ライセンスのアップグレード
申請に対する承認、または否認は、JAGによって判断される。 

- FIS A-License を維持/更新するため、ジャッジは過去 2年の間に国際ジャ
ッジクリニックに少なくとも 1回参加し、実践試験においてスキル/および
知識に関する満足のいく結果を示す必要がある。毎年参加することが奨励さ
れている。 
 

 
3311.6.2 B ライセンスの前提条件 

- 各競技において最低 2年間のジャッジ経験がある。 
- 過去 2年間に最低２回、FIS コンチネンタルカップ（また同等）のジャッジ

の経験がある。 
 
- 最低 1回、国際ジャッジクリニックに参加した。 
- FIS SB / FK ジャッジアドバイザリーグループにより承認された。 
- ジャッジは、ハイレベルな独立したイベントにおけるジャッジ経験、また

はハイレベルな競技者としての経験に基づき、ライセンスのアップグレード
を申請できる。申請者は、FIS 国際ジャッジクリニックに少なくとも 1回参
加し、NSAの承認を受けている必要がある。ライセンスのアップグレード
申請に対する承認、または否認は、JAGによって判断される。 

- FIS B-License を維持/更新するため、ジャッジは国際ジャッジクリニック
に少なくとも 1回参加し、実践試験においてスキル/および知識に関する満
足のいく結果を示す必要がある。毎年参加することが奨励されている。 
 

 
3311.6.3 C ライセンスの前提条件 

Cライセンスは各国スキー連盟にて付与するライセンスであり、各国スキー連
盟の規則と構造に基づいて発行される。FIS SB＆FK JAGは、NSAによって
JAGに提出されたCライセンスジャッジの最新のリストを保持する。 

 
3311.6.4 一般条件 

各国スキー連盟はC-ライセンスのみ発行できる。より高いライセンスを取得す
るには、ジャッジは、国際 FIS ジャッジクリニックに出席し、FIS SB / FK ジ
ャッジアドバイザリーグループにより承認される必要がある。 
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3311.7 ヘッドジャッジの責任と義務 
ヘッドジャッジは、採点を行わないことが望ましく、ジャッジの決定の正確さ、
メモリボード、そして計算係長とともにリザルトの確認を行い、結果をTDと
確定し、ジャッジエリアとスタンド周辺を管理する責任を負う。 

 
詳細な責任と義務については、ジャッジハンドブックを参照すること。 

 
3311.8 ジャッジの責任、義務および手続き 

- 以前の印象、競技者の所属、人種、肌の色、信仰に関わらず、全ての競技
者にバイアスをかけず、公平に順位をつけること。 

- ジャッジは、結果を前もって予測すること、自身がジャッジパネルの一員
となっている競技会に賭けてはならない。 

- あらゆる面でジャッジハンドブックに記載されている FIS 審査基準に従う
こと。 

- ジャッジは、家族が参加している競技会（子供、兄弟、姉妹、夫と妻）に
配置することはできない。 

 
詳細な責任と義務については、ジャッジハンドブックを参照すること。 

 
3311.9 ジャッジの人数 

OWGとWSCの場合、最低 7名のジャッジが必要である。 
ハーフパイプ、ビッグエア、スロープスタイル 
- ヘッドジャッジ 1名 
- 6-9 名のスコアジャッジ 

 
スロープスタイルでは、セクションごとに評価が行われる場合、最低 9名のス
コアジャッジと 1名のヘッドジャッジが配置されなければならない。 

 
FIS ワールドカップ、FIS スノーボードジュニアワールドチャンピオンシップ、
およびその他のすべての国際競技会では、最低 7名のジャッジが配置される。 
- 最低 6名のスコアジャッジ 
- ヘッドジャッジ 1名 

 
スロープスタイルにおいて、セクションごとの評価が行われる場合、最低 8名
のスコアジャッジと 1名のヘッドジャッジが配置されなければならない。 

 
国際競技会 - CoC以下のレベルの FIS 競技会における特別な場合において、最
低 1名のヘッドジャッジ+ 3 名のスコアジャッジが認められる（例外は FIS に
よってのみ行われる）。 

 
3311.10 国ごとのジャッジの人数 

ジャッジ（競技会のレベル） 
 

レベル 3-4競技会（FIS と NC） 
- いかなる資格のジャッジでも配置可能 

 
レベル 2競技会（COC） 
- スコアジャッジのパネルにおいて少なくとも 2か国必要 

 
レベル 1競技会（OWG、WC、WSC、WJC、YOG） 
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WSC＆OWGにて 
 

ジャッジパネルがグループに分割されない場合、（ヘッドジャッジを含む）1
か国のみとする。ジャッジパネルがセクションまたはフィーチャーによって分
割され、パネルが 7名以上のジャッジで構成されている場合は、1国につき最
高 2名のジャッジ（ヘッドジャッジを含む）の配置が可能であるが、それぞれ
別々のセクションに配置される必要があり、すべての場合において、パネルに
は少なくとも 6カ国らのジャッジが含まれなければならない。 

 
ワールドカップ、ジュニアワールドチャンピオンシップ、そしてYOGにおい
て 

 
最大で各国 2 名のジャッジ（ヘッドジャッジを含む）を配置することができる。 

 
3311.11 経費勘定 

ジャッジは、最大で 600スイスフラン―１＊（高速道路税込）１までの旅費の払
い戻しを受ける権利があり、配置中の宿泊および食事は無償で提供される。こ
の規則は、インスペクションおよび競技会への渡航費（ファーストクラスの鉄
道運賃、長距離の場合はエコノミークラスの航空運賃、また自動車の場合は走
行距離 0.70 / kmごとに１CHF）にも適用される。ジャッジは、往復の移動日
および割り当て日ごとに、1日あたり 100.00 スイスフラン（CHF）の固定料
金を受け取る。ヘッドジャッジは、配置日数にさらに 1 日追加することができ、
国際競技会において個人の携帯電話を使用する場合、1日あたり最大 10 CHF
を請求できる。二重料金（例えば、最後の競技と同じ日に帰宅するとき）は認
められない。 
往復の間に宿泊する必要がある場合は、別々に清算しなければならない。 

 

1 1 日あたりの最大支払額はCHF 600 であり、地理的な理由により例外が認め
られない限り、オリンピック冬季オリンピック、ワールドチャンピオンシッ
プ、ワールドカップ、およびコンチネンタルカップを除くすべての競技会に
おいて有効である。 

 
トレーニング当日、ジャッジが 200 kmを超える移動をしなければならず、ま
た公式トレーニングが午前 10:00 以降に開始されない限り、OCにより前日の
宿泊が提供される必要がある。 
夜間/夜間決勝があり、競技が 20:00 以降に終了する場合、OCはジャッジの出
発前夜に宿泊施設を提供しなければならない。 
ジャッジはCoCレベルにおいて 1日は公式トレーニングに参加しなければなら
ない。 
*この規則は、オリンピック冬季大会および FIS 世界選手権の全ジュリーメンバ
ーに適用される。 

 
運営委員会におけるジャッジ経費負担 
コンチネンタルカップ 

 
- すべてのコンチネンタルカップにおいて、主催者からジャッジに旅費と報

酬を支払われる。 
- FIS SB＆FK JAGは、これらの競技会においてジャッジの人数を 5名、も

しくはそれ以下にすることを決定できる。 
- 配置中のジャッジの昼食。 
- 宿泊と食事（ワールドカップについては上記を参照） 



 89 

- ジャッジの報酬は、2日間の移動日を含めた、配置日数に対してのみ支払わ
れる。（例：2日-予選日と決勝の日）。 

- 公式トレーニング当日、ジャッジが競技会場まで 200 km以上の運転が必
要な場合において、午前 10 時以降に公式トレーニングが開始されない限り、
OCは前夜に宿泊施設を提供する必要がある。 

- 夜/夕方に決勝戦があり、競技が 20:00 を過ぎて終了する場合、ジャッジの
出発前にOCは宿泊施設を提供する必要がある。 

- 競技会がキャンセルとなった場合、ジャッジは審判した日数分のみ補償を
受ける。競技会が当日にキャンセルとなった場合、ジャッジがスタンドにい
る場合は、その日の報酬を受け取る。キャンセルの結果により発生した自己
負担費用は、ジャッジに払い戻される。これにはアップグレードされた航空
券も含まれる。 

- 審査員は、CoCレベルにおいて、公式トレーニングに 1日は参加する必要
がある。 

 
3311.12 配置と置き換え 

冬季オリンピック、FIS スノーボード世界選手権、FIS ジュニア世界選手権にお
いて、パネルのジャッジの任命はすべてスノーボードフリースタイルフリース
キー委員会の推薦に基づき FIS 評議会によって決定される。 

 
3311.12.1 冬季オリンピック 

冬季オリンピックにおいて、パネルのジャッジ全員の指名はスノーボードフリ
ースタイルフリースキー委員会の推薦に基づき、FIS 評議会によって行われる。 

 
冬季オリンピックのジャッジの選出基準 
- ジャッジは、選出された競技会の FIS SB/FK の Aライセンスを保有してい

る必要がある 
- ジャッジは FIS SB＆FK ジャッジアドバイザリーグループにより指名されな

ければならない 
- ジャッジは、OWGの 2年前までに、少なくとも 8回の FIS ワールドカッ

プ（FIS 世界選手権を含む）の審判をしていなければならない。 
- ジャッジは英語を十分に理解している必要がある 
- ジャッジは、アジア、南半球、ヨーロッパ、スカンジナビア、北米のさま

ざまな地域の出身である必要がある。 
- ヘッドジャッジは、前オリンピックのジャッジ（ヘッドジャッジではない）

でなければならない。 
 

すべての基準を満たしているならば、いずれの各国スキー連盟からも、FIS 
SB&FK ジャッジアドバイザリーグループにジャッジの提案ができる。 

 
3311.12.2 WCS, YOG, WC, WJC 

FIS スノーボード世界選手権および FIS ジュニア世界選手権、ワールドカップ、
ユースオリンピックの場合、ジャッジパネルは、FIS SB & FK JAG の指名を元
に FIS SB および FK、スノーボードフリースタイルフリースキー委員会から推
薦され、FIS 評議会によって任命される。  

 
3311.12.3 下位レベル (CoC, NAC & FIS) 

ジャッジパネルは、FIS SB＆FK JAG とともに国内主催者によって指名される。 
 
3311.13 ジャッジの置き換え 
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冬季オリンピック競技大会、FIS 世界選手権または FIS ジュニア世界選手権の
ジャッジが責任を果たすことができない場合、当該ジャッジが所属するスキー
連盟ならびに FIS 評議会に伝達される。FIS 評議会は直ちに別のジャッジを任
命しなければならない。 

 
他のすべての競技会については、ジャッジが所属するスキー連盟と FIS が、代
替ジャッジを即時に任命する責任を負う。該当の組織委員会ならびに FIS は直
ちに通知されるべきである。 

 
予想外の理由により、冬季オリンピック競技大会、FIS 世界選手権および FIS
ジュニア世界選手権のジャッジが競技会に到着しない、または到着が遅れるこ
とにより、競技でその機能を部分的または完全に果たすことができない場合、
アシスタントヘッドジャッジがその役を置き換える。 

 
3311.14 配置の管理 

主催者は、競技会に先立ち、ジャッジ、特にヘッドジャッジとの連絡を確立し
なければならない。 
競技のキャンセルまたは延期は、適用される期限を考慮して、すべてのジャッ
ジと FIS に直ちに通知されなければならない。 

 
各国スキー連盟は、Snowboard＆Freeski ジャッジアドバイザリーグループ *
（FIS SB＆FK JAG）にジャッジの提案を行う。 OWG、WSC、WJCの場合、
FIS SB＆FK ジャッジアドバイザリーグループと、スノーボード、フリースタ
イル、フリースキー委員会から提案され、評議会で最終承認される。 

 
ジャッジのWCへの配置回数に上限はないが、ローテーションすることを強く
推奨する。 

 
*）FIS SB＆FK ジャッジアドバイザリーグループが、ジャッジの提案を行う場
合、各国スキー連盟は事前にその提案を承認しなければならない。 

 
FIS SB＆FK ジャッジアドバイザリーグループ議長は、各国スキー連盟による
承認を確認する責任がある。 

 
OWG： 各国スキー連盟の提案は、毎年秋に開催される FIS 会議の前、つまり

競技会の約 1.5 年前に行わなければならない。 
 

WSC： 各国スキー連盟の提案は、毎年春に開催される FIS 会議の前、つまり
競技会の約 1年前に行わなければならない。 

 
WJC： 各国スキー連盟による提案は、それぞれのシーズンの秋の FIS 年総会

の前に行わなければならない。 
 

WC： 各国スキー連盟による提案は、各シーズンの秋の FIS 会議の前に行わ
なければならない。 

 
3400 判定基準と採点 
 
3401 ジャッジハンドブック 

ジャッジハンドブックは、ICRの不可欠な部分と見なされる。 
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3402 判定基準（ビッグエア、スロープスタイル、ハーフパイプ） 

次の判断基準が考慮される。 
- 完成度 
- 難度 
- 高さ 
- 多様性 
- 新規性 

 
採点基準の説明は、ジャッジハンドブック、ルール 8を参照すること。 

 
3403 ポイントシステム 

各ジャッジは、小数を使用せず、各競技者に 100点満点で評価を行うものとす
る。競技者のスコアが除算を含む計算から導き出される場合、端数切り捨てて、
小数第 2位まで表示する。 

 
3403.1 減点スケール 

各ジャッジシステムには、失敗に対する減点基準がある。減点の度合いは競技
会ごとに異なり、ジャッジハンドブックの各ジャッジシステムに関する章でそ
れぞれ定められている。 

 
3403.2 オーバーオールインプレッションシステム 

各ジャッジは、ジャッジハンドブックに記載されている基準を使用し、オーバ
ーオールオールの観点からランの初めから終わりまでを評価し、採点を行う。 

 
3～7名のジャッジが、採点基準に基づき、競技者のパフォーマンスを独自に評
価する。採点を行うジャッジが 6名以上いる場合、最高スコアと最低スコアは
切り捨てられ、それ以外のスコアを有効とする。ジャッジが最大 5名の場合、
すべてのスコアを有効とする。 

 
ジャッジは転倒、ミス、ストップを考慮に入れ、転倒/ストップごとにランから
ポイントを引くことができる。（ジャッジハンドブックの減点スケールを参照
すること） 

 
3403.3 スロープスタイルのためのセクションごとの採点（SS） 

最低 7名から最大で 9名のスコアジャッジ： 
WC、WSC、およびOWGでは、セクションバイセクションジャッジフォーマ
ットが使用される場合、最低 9名のスコアジャッジが必要である。 

 
ジャッジは、トリックジャッジと/オーバーオールジャッジの 2つの役割に分か
れる。 
 
総合スコアの合計値は常に 100％とするが、その配分は変動する場合がある。
以下の値が推奨される。 

 
トリックジャッジ：合計スコアの 60％ 
オーバーオールジャッジ：合計スコアの 40％ 
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オーバーオールジャッジはそれぞれ 1～100 ポイント、トリックジャッジはそ
れぞれ１～100ポイントを入力し、データならびにリザルトシステムにて再計
算される。 
 

3403.3.1 トリックジャッジ 
トリックジャッジは 2～3つのパネルに分かれ、スロープスタイルコースの異
なるセクションを評価する。ひとつのパネルはジャッジ 2名または 3名から構
成され、各パネルはコースの 2つまたは 3つのセクションを評価する。トリッ
クジャッジはポイントを使用して各セクションを個別に評価し、各セクション
のランキングを作成する。 

 
各セクションのスコアは、スロープスタイルのすべてのセクション間で均等に
分割するか、各フィーチャー/セクションごとに異なる値を設定できる。また、
1 つのセクション内の異なるフィーチャーに異なる値を設定することもできる。 

 
3403.3.2 オーバーオールジャッジ  

2 名から 3名のジャッジからなる 1つのパネルが、採点基準に基づいてランを
評価する。 
オーバーオールジャッジの合計スコアは、各オーバーオールジャッジのスコア
の平均から計算される。 

 
3404 ランキングシステム 
 
3404.1  FIS レベル以下のみにおけるオーバーオールランキング 

各ジャッジは、ジャッジハンドブックにある、オーバーオールインプレッショ
ンを基準とし、その中でも多様性（Variety）を主な基準として競技者の順位付
けを行う。ヒート終了時に競技者への情報提供のため、ジャッジからスコアが
与えられる場合がある。 

 
競技者は、パフォーマンスに応じて次のグループに分類される。 
- 優秀 
- 良い 
- 平均的 
- 冒険者 

 
3405 データとリザルトシステム 

データサービスシステム（ハードウェアとソフトウェア）は、競技会のレベル
に適した基準でなければならない。データシステムは、シーディングおよびリ
ザルトが規則に従っていることを保証しなければならない。各ランの後にヘッ
ドジャッジが順位を確認できるよう、競技会フォーマットに合った方法にて、
表示しなければならない。システムは、https：//www.fis-ski.com/en/inside-
fis/document-library/timing-data にて規定されているXML形式で結果をアッ
プロードする必要がある。FIS 認定のデータシステムを使用することを推奨す
る。 
最低条件として、選択された競技会フォーマットに従って、順位が正しくソー
トされ、リザルトを表示するようにプログラムされたスプレッドシートでも良
い。 
スコアはスコアカードにより転送され、リザルトチーフまたはアシスタントに
よって入力される。 
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CoCおよびそれ以上のレベルの競技会において、各ジャッジがスコアを直接入
力するためのキーパッド、または同様のデバイス（タブレットなど）のシステ
ムが必須である。 
WJC、WC、WSC、OWGでは、すべてのジャッジが、各ランの後に個々のス
コアとランキングが更新されたことを確認できるスクリーンを持つ必要がある。 
詳細については、データサービスブックレットおよびCoC / WCルールブック
を参照すること。 

 
3405.1 スコアリングギャップアラート 

WJC、WC、WSC、OWGにおいて、スコアリングギャップアラートが必須で
ある。これは、隣接するスコアの差が 2から 5（2から 5の位置に等しい）と
なった際、そのことを通知するものであり、その幅は各競技会にて選択される。 

 
3405.2 WC、ユース選手権におけるタイブロッカー 

WJC、WC、WSC、OWGでは、タイブロッカーが必須である。同点が発生し
た場合、ヘッドジャッジが確認した後にのみスコアがシステムに受け入れられ
る。 

 
3406 ビデオ判定 

上位レベルの FIS 大会（OWG、WSC、WC、YOG、WJC）では、ハーフパイ
プ、スロープスタイル、ビッグエアにおいてビデオジャッジが使用される。 ビ
デオフィードは、ジャッジの補助として使用することも、ジャッジが使用する
唯一のフィードとして使用することもできる。 

 
ハーフパイプとビッグエアにおいては、少なくとも 2つ、スロープスタイルに
おいては大きい画面を 3つ設置し、ジャッジスタンドにはテレビ制作からのフ
ィードを提供する必要がある。（テレビガイドラインも参照すること） 

 
3406.1 ハーフパイプ 

ハーフパイプの下部（フィニッシュの囲い後方）から、分離されたひとつのフ
ィードが必要である。 

 
3406.2 ビッグエア 

インラン、テイクオフ、滞空時間、ランディングをカバーし、サイズ、空間、
ランディングの深さ、空中における軌跡を把握するために、1台のカメラから
の独立したフィードが必要である。グラブを適切に評価するためには、ナック
ルから撮影された追加のフィードが必要である。 
同様に、テイクオフを評価するために、後ろから撮影を行う固定カメラも必要
である。 

 
3406.3 スロープスタイル 

このフィードは、一貫性のある適切な画像でコース全体をカバーする必要があ
る（インラン、レール、滞空時間、ランディング、その他を含む競技者のラン
全体）。すべてのフィーチャーのテイクオフとランディングは、ビデオフィー
ドに表示される必要がある。トリック全体が連続するショットとして表示され、
途中でカットしてはならない。 

 
3406.4 リプレイシステム 

上位レベルの FIS 競技会（OWG、WSC、WC、YOG、およびWJC）では、最
大 4つの入力が可能なビデオ再生システムが利用できる必要がある。システム
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は、現在配信中の映像と、既に配信された映像のリプレイを提供できる必要が
ある。 
- ハーフパイプでは、上からのカメラと下からカメラによる映像。 
- ビッグエアでは、ラン全体と、グラブを評価するためのナックルからのク

ローズアップ、さらに後ろからテイクオフを撮影するカメラが必要である。 
- スロープスタイルでは、テレビクルーによりカットされたライブフィード。 
 
コーチ/競技者が、実行したトリックの回転数が誤認されたと感じた場合、ビデ
オレビューを要求することができる。審査はジャッジとジュリーによって行わ
れ、競技会の公式映像のみが審査の対象となる。 
審査の要求は、競技の次のフェイズの開始前、または最終フェイズである場合、
公式リザルトが公表される前に行う必要がある。これ以降、審査の要求は受け
付けられない。 
審査の要求は、全てのジュリーメンバー、ジャッジ、またはジュリーに任命さ
れた者に依頼することができる（これは、チームキャプテンミーティングで周
知される）。 
審査の結果、ジャッジパネルとジュリーの裁量により、必要に応じてスコアの
変更が行われる。 

 
3500 競技会フォーマットとヒートの説明 
 
3501 ヒートフォーマット 1 

Park&Pipe の競技会は、ヒートにより予選が行い、3501.1 にて準決勝と決勝、
3501.2 で予選についてどのように準決勝、決勝へと進出するかについて説明し
ている。フェイズにおいて、行うランの数と、そのうち有効とするランの数を
それぞれ異なる設定とすることも可能である。ヒートの概要は、フェイズごと
に異なる場合がある。競技会フォーマットについては、1つのフェイズ内のヒ
ート間で変更することはできない。 
24～30名以上の競技者（2ヒート以上）がいる場合、準決勝を行うことを推奨
する。 
どの競技会フォーマットを使用するかは、競技会に参加している参加者の人数
と時間に基づき、ジュリーが決定する。規則 3603 フォーマットの発表に記載
されている通りに、遅くともチームキャプテン/競技者ミーティングにて発表す
る必要がある。 

 
3501.1 予選 
 
3501.1.1 予選におけるヒートサイズ 

予選は性別ごとに分けて行う。ヒートの数は、性別ごとの競技者の総数に依存
し、ジュリーによってチームキャプテンミーティングの前に決定する。 
各種目における予選ヒートの競技者数は次の通りとする： 
ハーフパイプ：1ヒートあたり 12-30 名（理想的な人数 25名） 
スロープスタイル：1ヒートあたり 12-30 名（理想的な人数 20-25 名） 
ビッグエア：1ヒートあたり 12-30 名（理想的な人数 25-30 名） 
上記よりも少ない人数の性別/カテゴリーは、すべての参加者を 1つのヒートと
して競技を行う。 

 
3501.1.2 シーディング 

シーディングは次の通り行う： 
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競技者は、WSPLランキング/ FIS ポイントのランキング、フリースキーにおい
ては特定のイベントにおけるWSPリストに従って、ヒートに分けられる。競
技者が同順位の場合はドローにより決定する。ポイントを持っていない競技者
は、ランダムにドローされ、ポイントを保有している競技者の下に付けられる。 

 
2 つのヒートがある場合、競技者は次のように分けられる 
ヒート 1：ランキング 1、4、5、8、9など 
ヒート 2：ランキング 2、3、6、7、10など 

 
3 つのヒートがある場合： 
ヒート 1：ランキング 1、6、7、12など 
ヒート 2：ランキング 2、5、8、11など 
ヒート 3：ランキング 3、4、9、10など 

 
4 つのヒートがある場合： 
ヒート 1：ランキング 1、8、9、16など 
ヒート 2：ランキング 2、7、10、15など 
ヒート 3：ランキング 3、6、11、14など 
ヒート 4：ランキング 4、5、12、13など 

 
3501.2 競技者が準決勝および/または決勝に参加する方法 

競技会フォーマットの説明にある数字は、決勝でのフィールドサイズが男子 10
～12名、女子 6～12名のワールドカップと主要競技会を基準とする。CoC、
FIS、またはその他の競技会の場合、ジュリーがチームキャプテンミーティング
の前に、フィールドサイズに合わせて人数を調整することができる。次のフェ
イズへ進む競技者は、フィールド全体の約 1/3 となることを推奨する。 
予選から決勝へ進むための競技会フォーマットは次から選択できる。 

 
3501.2.1 準決勝を行わず、決勝に進む場合 

予選を行い、以下に定められた人数が直接決勝に進むことが出来る。 
 

男子： 
1 ヒートの場合：上位 10-12 名の競技者 
2 ヒートの場合：各ヒートの上位 5-6 名の競技者 
3 ヒートの場合：各ヒートの上位 4名の競技者 
4 ヒートの場合：各ヒートの上位 3名の競技者 

 
女子： 
1 ヒートの場合：上位 6～12名の競技者 
2 ヒートの場合：各ヒートの上位 3-6 名の競技者 
3 ヒートの場合：各ヒートの上位 2-4 名の競技者 

 
3501.2.2 決勝へ直接進出+合計最高スコア 

ヒートからXX名の競技者が決勝へ進出する際の競技会フォーマット 
 

予選において、各ヒートから上位の競技者が決勝へ進出するとともに、予選日
全体で次に高いスコアを獲得した競技者を加えることができる。競技者の人数
は、ジュリーが決定した決勝のフィールドサイズと関連する。 
この競技会フォーマットは、ヒートが同一のジャッジにより採点され、気象条
件に基づき、一貫したコース条件であった場合においてのみ使用できる。 
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3501.2.3 予選から直接決勝進出のある準決勝 
予選ヒートを行い、各ヒートの上位の競技者は直接決勝へと進み、下位の競技
者は準決勝へと進む。それぞれの競技者の人数は次の通りとする。 

 
各ヒートの上位の競技者は、決勝に直接進むことができる。 
男子： 
1 ヒートの場合： 上位 5-6 名が直接決勝へ進出する 
2 ヒートの場合： 上位 3名が直接決勝へ進出する 
3 ヒート、または 4ヒートの場合： 上位 2名までが直接決勝へ進出する 

 
女子： 
1 ヒートの場合： 上位 3-6 名が直接決勝へ進出する 
2 ヒート、3ヒートの場合： 上位 2-4 名が準決勝へ進出する 

 
決勝への直接進出がある場合、準決勝の出場資格は次の通りとする。 

 
男子： 
1 ヒートの場合：ランク 6/7 位から 18位まで準決勝へ進出する 
2 ヒートの場合：ランク 4位から 9位まで準決勝へ進出する 
3 ヒートの場合：ランク 3位から 6位まで準決勝へ進出する 
4 ヒートの場合：ランク 3位から 5位まで準決勝へ進出する 

 
女子： 
1 ヒートの場合：ランク 4/5/6/7 から 9番目まで準決勝へ進出する 
2 ヒートの場合：ランク 3/4/5 から 5/6/7 まで準決勝へ進出する 
3 ヒートの場合：ランク 3/4/5 から 6/7/8 まで準決勝へ進出する 

 
準決勝から決勝への出場資格： 
男子：上位 5～6名の競技者が決勝へ進出する 
女子：上位 2～6名の競技者が決勝へ進出する 

 
3501.2.4 すべての上位の競技者による準決勝 

予選を行い、各ヒートにおける上位の競技者全員が以下の通りに準決勝へ進
む： 
男子： 
1 ヒートの場合：上位 10-24 名の競技者 
2 ヒートの場合：各ヒートの上位 10～12名の競技者 
3 ヒートの場合：各ヒートの上位 7～8名の競技者 
4 ヒートの場合：各ヒートの上位 5～6名の競技者 

 
女子： 
1 ヒートの場合：上位 12～24名の競技者 
2 ヒートの場合：各ヒートの上位 6～12位の競技者 
3 ヒートの場合：各ヒートの上位 4～8位の競技者 

 
準決勝からの決勝進出の資格： 
男子：上位 10～12名の競技者が決勝に進出する 
女子：上位 6～12名の競技者が決勝に進出する 

 
3501.3 年齢ごとのカテゴリーのヒート形式 
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各年齢カテゴリーは、それぞれ別のヒートに分けるものとする。 規則で推奨し
ている人数よりも多いカテゴリーについては、ルール 3501.1.1 を参照するこ
と。予選のヒートのサイズは、規則で説明している方法でシーディングを行い、
ヒートに組み込む。 
各カテゴリーからの決勝進出者の人数は、チームキャプテン/競技者ミーティン
グの前にジュリーによって決定する。 
参加者が 4人未満の年齢カテゴリーは、その次に高い年齢のカテゴリー、また
は若いカテゴリーに参加することができる。 

 
3502 有効なラン/各フェイズにおけるランの数 

各フェイズにおけるリザルトを有効とするためには、最低 2本のランを完了す
る必要がある。 

 
3502.1 2 ラン中ベスト 1 ラン 

すべての競技者が 2本のランを行う。 
ヒートにおける順位は、競技者のベストスコアから決定する。 

 
3502.2  x ラン中のベスト 1 ラン 

すべての競技者が 3本以上のランを行う。 
ヒートにおける順位は、競技者のベストスコアから決定する。 

 
3502.3 x ラン中、ベスト 2 ラン以上 

すべての競技者が 3本以上のランを行う。 
ヒートにおける順位は、実行したランの数と、有効とするランの本数に応じて
（チームキャプテンミーティングにて発表される）、競技者の 2本以上のラン
のうちのベストスコアから決定する。 

 
このフォーマットは、シングルヒットイベント、または FIS レベル以下のキッ
カーとレールが 1つずつしか設置されていない短いスロープスタイルの競技会
においてのみ有効である。以下に説明するように、多様性（Variety）を考慮す
る必要がある。 

 
3502.3.1 ビッグエアにおける多様性（Vaariety） 

ビッグエアにおいて、 3 本のランのうち、ベスト 2本のランが採用される競技
会フォーマットでは、有効とする 2本のランのトリックは異なる必要がある。
競技者が同じフェイズ中に同じ種類のトリックを 2回以上行った場合、スコア
が最も高いトリック 1つを有効とし、低いものは考慮しない。 
同一のフェイズにおいて、2回のジャンプのみが実行された場合、そのうちの
最高スコアのみ有効とする。 

 
時計回り/反時計回りのフォーマット 
トリックの種類は次の通り定義される： 
- 時計回りと反時計回り 
- レギュラーフロントフリップ、またはスイッチフロントフリップ/レギュラ

ーバックフリップまたはスイッチのバックフリップ。競技者が 180度以上
の回転をフリップに足した場合、回転トリック（時計回りまたは反時計回り）
となる。 

- ストレートエアまたはスイッチストレートエアは、異なる種類のトリック
と見なす。 
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4 方向中 2 方向のフォーマット 
トリックの種類は次の通り定義される： 
- スノーボード：フロントサイド、バックサイド、スイッチバックサイド、

スイッチフロントサイド 
- フリースキー：ライト、レフト、スイッチライト、スイッチレフト 
- レギュラーフロントフリップ、またはスイッチフロントフリップ/レギュラ

ーバックフリップまたはスイッチのバックフリップ。 競技者が 180度以上
の回転をフリップに足した場合、回転トリック（時計回りまたは反時計回り）
となる。 

- ストレートエアまたはスイッチストレートエアは、異なる種類のトリック
と見なす。 

 
女子の競技において、各競技会で使用する競技会フォーマットは、最初のトレ
ーニングセッション前のチームキャプテンミーティングで決定する。女子と男
子は、同じ競技会で異なるフォーマットを使用する場合がある。 

 
ビッグエアの多様性（Variety）の詳細については、ジャッジハンドブックを参
照すること。 
男子の競技において、使用する競技会フォーマットは、チームキャプテンミー
ティングで決定しなければならない。 

 
3502.3.2 ノックアウトランキングにおけるビッグエアの多様性（Variety） 

1 つ目と 2つ目のトリックは、回転の方向が異なる（時計回りと反時計回り）
必要がある。 3 つ目のトリックでは、テイクオフの方向（FS、BS、SBS、およ
びCab）を 1回目と 2回目と異ならなければならない。ストレートエアまたは
スイッチストレートエアは、異なる種類のトリックとみなす。 

 
3502.4 真の総合順位 

競技者は、完走したすべてのランが考慮の対象となり、順位付け/採点される。 
 
3503 タイブレーク 

2 名以上の競技者が同点だった場合、同じ順位（スコア）を獲得する。スター
ト番号が早い競技者が公式リザルトリストに先に掲載される。 

 
3503.1 準決勝進出者決定のための予選における最下位スポットのタイ 

競技者が準決勝において、決勝進のための最後のポジションにおいて 2名以上
が同点となった場合、彼らは同じ順位（スコア）を獲得し、全員が準決勝に進
出する。 
準決勝には通常よりも競技者の人数が多くなる。 

 
3503.2 準決勝における最終スポットのタイ（同順位） 

2 名以上の競技者が決勝進出のために最後のポジションにおいて同点となった
場合、彼らは同じランク（ポイント）を獲得しなければならない。 同点となっ
たすべての競技者は直接決勝に進出する。 

 
3503.2.1 準決勝なし 

3501.2.1 に記載されたように、準決勝を行わず、直接決勝へ進出する場合、決
勝には準決勝を行なった場合よりも競技者の人数が多くなる。 

 
3503.2.2 準決勝 
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3501.2.3 に記載されたように、準決勝を行わず、直接決勝へ進出する競技フォ
ーマットを使用した場合、決勝に出場する競技者において予選段階に同点が発
生した場合、準決勝へ進む競技者の人数はそのヒートの人数に応じて減らされ
る。準決勝において、同点の競技者が予選から進むため、決勝進出の資格を持
つ競技者数はその人数に応じて減らされる。 

 
3504 ヒートの手順 
 
3504.1 シングルジャッジドヒート 

ヒートはそれぞれ順番に行われる。ジャッジはパネル全体で同一のヒートを採
点する。 

 
3504.2 ダブルアップヒート 

このジャッジフォーマットでは、同じ競技会において異なる 2つのヒートの競
技者が同時にトレーニングおよび競技を行う。ジャッジは、1人のヘッドジャ
ッジと、2つの異なるジャッジパネルに分かれる。2つのパネルはそれぞれ、
最低 3名のジャッジで構成される。ジャッジパネル 1はヒート 1/3 のすべての
ランを採点し、ジャッジパネル 2は、ヒート 2/4 におけるすべてのランを採点
する。このジャッジフォーマットは、予選フェイズにおいてのみ使用可能とす
る。 

 
同一コースで異なる種目（SB、FS）の競技会を同時に行う場合、各種目にて完
全に独立したジャッジパネルを使用する。 

 
3504.3 ジャム（NC、FIS レベル以下のみ） 

各ヒートは、事前に定められたヒートジャムの時間枠を使用する。すべての競
技者は、その時間内で回数無制限でランを行うことができる。 
最初のランは、スタート順で開始される。2回目のラン以降は、順序はない。 
ジュリーはチームキャプテンミーティングの前に、次の項目を明確にする必要
がある。 
- ゲレンデにおける移動手段（リフト、モービルなど）を考慮したラン 1つ

あたりの所要時間に適したヒートサイズ 
- ヒートジャムの時間枠 
- 有効とするラン：最もスコアが高かったラン、またはトゥルーオーバーオ

ールランキング 
 
3504.4 ノックアウト 

この形式は決勝専用であり、シングルヒットイベント（ビッグエア、レール）
に最適である。3501.2.4 に記載されているように、条件として、すべての上位
選手で準決勝を行う、または小さいフィールドサイズで 1つのヒートのみで予
選を行うことを適切なKOとして推奨する。上位 16名または 8名の競技者を
最終シードとする。 

 
3504.4.1 ノックアウト決勝の構成 

- 1/8 決勝男子 
- 1/4 決勝女子と男子 
- 1/2 決勝女子と男子 
- スモールファイナルとビッグファイナルの女子と男子 
- 2 回のジャンプのうちベスト 1つのジャンプを有効とする 
- 勝者はさらに上に進む 
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予選における最高スコア獲得者は、決勝を通して出走順は 2番目とする 
- ランク 1-2：ビッグファイナルからのランキング 
- ランク 3-4：スモールファイナルからのランキング 
- ランク 5-8：予選結果からのランキング 
- ランク 9-16：予選結果からのランキング 

 
3504.4.2 ノックアウト決勝における多様性（Variety） 

競技者は、ノックアウト形式の決勝において最大 2回まで同じトリックを行う
ことができる（最大 4回のウィニングジャンプ）。 

 
競技者が予選または決勝で同じトリックを 2回以上実施した場合、スコアが高
い方のトリックを有効とし、最も低いトリックは考慮されない。 

 
3504.4.3 ノックアウト決勝における組み合わせ 

直接対戦の組み合わせ 1/8 決勝 
ペア 1： 1 位と 16位 
ペア 2： 8 位と 9位 
ペア 3： 5 位と 12位 
ペア 4： 4 位と 13位 
ペア 5： 3 位と 14位 
ペア 6： 6 位と 11位 
ペア 7： 7 位と 10位 
ペア 8： 2 位と 15位 

 
直接対戦の組み合わせ 1/4 決勝 
ペア 1：1/8 ファイナルにおけるペア 1とペア 2の勝者（男子）または 1位と

8位（女子） 
ペア 2：1/8 ファイナルにおけるペア 3とペア 4の勝者（男子）または 4位と

5位（女子） 
ペア 3：1/8 ファイナルにおけるペア 5とペア 6の勝者（男子）または 3位と

6位（女子） 
ペア 4：1/8 ファイナルにおけるペア 7とペア 8の勝者（男子）または 2位と

7位（女子） 
 

直接対戦の組み合わせ 1/2 決勝 
ペア 1：1/4 ファイナルにおけるペア 1とペア 2の勝者 
ペア 2：1/4 ファイナルにおけるペア 3とペア 4の勝者 

 
直接対戦の組み合わせ スモールファイナル 
ペア 1： 1/2 ファイナルにおける両方の 2位 

 
直接対戦の組み合わせ ビッグファイナル 
ペア 1： 1/2 ファイナルにおける両方の勝者 

 
3504.4.4 ノックアウト決勝の順位 

ビッグファイナルの勝者は、1位に順位付ける。 
ビッグファイナルの敗者は、2位に順位付ける。 
スモールファイナルの勝者は、3位に順位付ける。 
スモールファイナルの敗者は、4位に順位付ける。 
1/4 ファイナルの敗者は、予選の順位に応じて 5～8位に順位付ける。 
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1/8 ファイナルの敗者は、予選の順位に応じて 9～16位に順位付ける。 
 
3600 フェイズと手順 
 
3601 エントリー 

エントリーシステムの手順とタイムラインは、一般的な FIS ルールセクション
215を参照すること。 

 
3601.1 年齢制限 

すべての FIS 競技会において、さまざまなレベルの競技会に参加できるように
年齢制限を設けている。 
一般セクション 2014 を参照すること。 

 
3601.2 クォータ 

すべての FIS 競技会において、競技会の種類とレベルに基づき、クォータ制限
を適用する。 
それぞれのレベルと種類の競技会については、クォータシートを参照すること。 

 
3602 チームキャプテン/競技者ミーティング 

2043.1 および 216 を参照すること。 
 
3603 競技会フォーマットの発表 

ジュリーは、フィールドサイズ、コース条件、気象条件、および競技の利用可
能な時間に基づき、競技会フォーマットを決定する。 
以下の項目を明確にする： 
- 予選におけるヒートの数 
- 準決勝フォーマット使用の有無、準決勝なしで直接決勝へ進むか否か 
- 人数が少ないカテゴリーの場合、決勝のみとするか？ 
- 次のフェイズに進む競技者の人数 
- 有効とするランの本数 
- ヒート進行の手順（シングルジャッジ、ダブルアップ、ジャム） 

 
チームキャプテンミーティング中、より正確にはドローの前に、競技フォーマ
ットを発表し、確定する。 
気象条件が厳しい状況において、公式トレーニングの時間が確保される場合に
限り、決勝のみで競技を実施することができる。 
OWG、WCH、WJC、WC、およびCoCの競技会フォーマットは、それぞれの
ルールにて定める。 

 
3604 スタート順 

スタート順の決定は、競技者の参加の最終確認が行い、スタートリストが作成
された瞬間とする。 
競技者の追加や競技者の変更は認められない。 
217、2022、および 2023 を参照すること。 

 
3604.1 予選のスタート順 

FIS が提供するWSPL / FIS ポイントリスト（またはジュリーが合意したスター
トリスト作成の基となるリスト）は、競技者を分類するために使用する。競技
者がいずれのリストにも掲載されていない場合、その競技者はポイント無しの
競技者のグループに割り当てられる。 
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競技者はヒートに分けられる。スタート順は、ルール 3501.1 に記載されてい
るシーディングに従い、上位の競技者が始めにスタートする。 

 
3604.1.1 スタート順OWG、WSC、WC 

各ヒートの競技者は 2つのグループに分けられ、スタート順決定のために別々
にドローを行う。 

 
グループ 1：ヒートで 6位以上のシードスポットを獲得する競技者 
グループ 2：1位から 5位にランクされた競技者 

 
チームキャプテンミーティングにてグループ 1、または 2のどちらが先にスタ
ートするか発表する。 

 
3604.2 準決勝のスタート順  

準決勝のスタート順は、予選の結果に基づき、ラン 1とラン 2のスタート順は
同じとする。 
スタート順の基準は、予選の順位が低い競技者が先にスタートし、予選順位が
高い競技者が後からスタートする。異なるヒートにて予選のランクが同じ競技
者の場合は、予選のスコアが低い競技者が（3502 有効なランで定義されてい
る）、より高い競技者よりも先にスタートする。 
スコアが同じである場合、より低いシードポジションの競技者がどちらが先に
スタートするかを決定できる。 

 
3604.3 決勝のスタート順 

決勝のスタート順は、予選と準決勝の結果に基づき、決勝におけるラン全てで
同じとする。 
準決勝出場者を含めたスタートリスト： 
準決勝にて、最も低い順位で決勝に出場した競技者（順位が 3位の女子/ 6 位
の男子）からスタートし、より高い順位であった競技者がそれに続く。 
オプション 2の直接決勝に進出した競技者は、次の順序でスタートする： 
シード決定の基準として、はじめに予選の順位が低い競技者、その次に高い順
位の競技者とする。 
予選にて異なるヒートから同じ順位となった競技者においては、予選でより低
い予選スコア（3502 有効なランで定義）であった競技者がより高いスコアを獲
得した競技者より先にスタートする。スコアが同じであった場合、FIS ポイン
トの低い方が先にスタートする。 

 
3604.3.1 ビッグエア決勝のスタート順（3回の実行のうちベスト 2回の形式） 

決勝のスタート順は、予選と準決勝の結果に基づき、決勝においても最初の 2
ランは同じとなる。3本目つまり最後のランは、2本目の後のランキングに従
い、ファイナリストを逆順に並べて行う。 
スコアが同じである場合、より低いシードポジションの競技者がどちらが先に
スタートするかを決定できる。 

 
3605 ジュリーによるコース点検 

ジュリーは、最初の公式トレーニングの前にコース承認のため、正式に会合す
る。 
ジュリーメンバーは、各日の公式トレーニングの開始前、および競技中に定期
的にコースを点検する。ルール 2043.4 を参照すること。 
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3606 チームのコース点検 

各競技日の公式トレーニングの前に、チーム（コーチと競技者）によるコース
点検を行う。この点検の後、チームは懸念事項や気づいた点についてジュリー
に提言できる。この点検は、コースを滑り降りて行う（フィーチャーをヒット
することは出来ない）。 
チームの分類方法（トレーニングの 2-3-4 セッションまたは予選の 2-3-4 ヒー
ト）、および天候とコース条件に基づき、ジュリーの裁量でコース点検の時間
を新たに設ける場合がある。 
発言や懸念事項が無い場合、競技は次のフェイズに進む。懸念や提言があった
場合、ジュリーはそれらを処理した上で次のフェイズに進むことができる。 

 
3607 公式トレーニング 

主催者は、競技初日より前に、競技者とコースのレベルに応じて、十分なトレ
ーニング日数とセッションを予定するものとする。各トレーニングセッション
では、競技者が少なくとも 4回コースを滑るのに十分な時間を確保する必要が
ある。 

 
3608 各競技フェイズの前のウォームアップ 

通常、すべての競技フェイズ（予選、準決勝、および決勝）の前に、ウォーム
アップを予定し、競技者がコースを滑るための時間を確保する。 

 
3609 競技フェイズ 

競技フェイズは同日に完了するか、完了できない場合、再スケジュールする必
要がある。複数のヒートの場合、中断前に完了したヒートは有効とし、未実施
のヒートは翌日に行うことが出来る。 
競技者がスタートを離れた場合（ヘッドジャッジがジャッジの準備ができてい
ることを知らせ、スターターが競技者にスタートの合図を出した後）、ランは
有効とされ、競技者が停止または装備（スキーまたはスノーボード）を外した
時点までを評価する。これは競技者が最初のヒットの前に停止した場合、また
はランを最後まで完了しなかった場合であっても同様である。リランは許可し
ない。 
競技者がランを開始し、いかなる種類のマニューバを実行した場合、コースか
らの離脱、ランの停止、ランを終了しなかった際、その時点までのスコアが与
えられる。規則 3612 の特別な手順を参照すること。 
その競技者はスコアとランキングを獲得し、リザルトリストに掲載される。 
競技者が競技中、何かによりランを妨げられた場合、競技者はリランを要求す
ることが出来る。この場合、競技者は直ちに停止し、手を挙げ、公式な意思表
示をする必要がある。ジュリーは暫定的にリランを許可し、次のフェイズの前
に最終決定を下す。規則 2025 を参照すること。 

 
3610 スタート手順とコマンド 

スタートにおいて、競技者を有利にする、邪魔をする可能性のある競技役員ま
たはスタッフがいてはならない。すべての外部による援助は禁止されている。
スタートポストのプル、また同様の補助は許可する。 
 
スタートコマンドは次の通りとする。 
 
ヘッドジャッジは、スターターにジャッジの準備ができていることを通知し、
その時点でスターターは競技者にスタートできることを知らせる。 
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例： 
- 「ジャッジ準備完了」。 
- 競技者はスタートすることができる（音声信号と視覚信号） 
- 「ビブ番号 22ドロップイン」。 
主要な競技会では、コマンドがヘッドジャッジから発信されない場合がある。
この場合、コンテストディレクターが従うべき手順を決定し、スターターに通
知する。 

 
3610.1 テレビによるスタート間隔 

TVプロダクションが関わる競技会において、コンテストディレクターまた委
任された者は、ジャッジとテレビの準備ができ次第、スターターにスタートコ
マンドを与える。 

 
3610.2 誤ったスタート 

公式のスタートコマンドに合わせずにスタートした競技者のリランは許可しな
い。スターターは、誤ってスタートをした競技者、またはスタート規則に違反
した競技者のスタート番号をすぐにジュリーに告知しなければならない。 

 
3610.3 スタートの遅延 

競技者が予定された時間通りにスタートする準備ができていない場合、そのラ
ンは（DNS）とし、スタートすることを許可しない。ただし、ジュリーがその
理由を「不可抗力」によるものであると判断した場合、遅延を免除し、ヒート
の後方にて暫定的なスタートを許可することができる。これは、ジュリーによ
って承認または拒否されなければならない。定められた時間内にスタートをし
ない競技者は、スタート不可（NPS）とし、DNSと記録される。 
競技者の個人用機器の故障、また競技者の軽度の体調不良は「不可抗力」と認
められない。 

 
3611 抗議、リラン、罰則/制裁 
 
3611.1 抗議 

一般的なセクション：2032、2036 を参照すること。 
 
3611.2 リラン 

一般セクション 2025 を参照すること。ジュリーは、その理由が後程確認され
ることを条件に、条件付きでリランを許可できる。 
競技者は、スターターに報告した直後に、連続する 2名の競技者の間でスター
トすることができる。 
競技者は、競技を妨害された直後にリランをジュリーのメンバーに要求するこ
とができる。ただし、この場合、できる限り早くコースを離れる必要がある。 
リランの例と主な理由： 
- ジャッジが競技のランを見ることができなかった 
- 特別な状況、またはビデオジャッジシステムの障害など、その他の技術的

な障害。 
- スタートプロトコルの誤り、または失敗により、競技者がスタートを離れ、

ビデオジャッジシステムにより撮影されていない場合。 
 
3611.3 ペナルティ/制裁 

一般セクション 223を参照すること。 
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3612 特別な手順 
 
3612.1 ランの最中の停止 

競技者が 10秒を超えて停止した場合、競技者はその時点までが採点され、ラ
ンは終了したと見なす。競技者は、できる限り早くコースから退場すべきであ
る。 
この状況において、競技者はその時点までが審査の対象となる。ヘッドジャッ
ジが状況に応じてついて判断する。 
ジャッジハンドブックを参照すること。 

 
3612.2 ジャンプのスキップ 

ジャッジハンドブックを参照すること。 
 
3612.3 登り返し/用具が外れる （スキー-スノーボード） 

競技者（スキーヤー-スノーボーダー）が自分の用具（スノーボードまたは両
方のスキー）を脱ぐか、片方または両方のスキーが外れた場合、ランは終了し
たと見なし、採点される。 
すべての用具（スノーボード/スキー両方）が正しく着用されている限り、歩行
またはホッピングを許可する。 

 
3613 表彰 

2021 を参照すること。 
 
3700 リザルトと最終順位 
 
3701 リザルトおよびスタートリストに関する情報 

詳細については、スコアリング＆データブックレットを参照すること。 
 
3701.1 公式スタートおよびリザルトリストには、次の情報が含まれている必要があ
る 

競技会の情報 
- FIS コーデックス 
- 日付 
- 競技会の名称 
- 国名を含む競技会の開催地 
- 競技会スポンサーの名前 
- TDおよびリザルト責任者の署名 
- FIS または競技シリーズのロゴ 
- 区分 
- イベント 
- 性別 
- 各リザルト（スタートリスト、ブラケット、各フェイズリザルト、最終リ

ザルトなど） 
 

コースデータ： 
 

ハーフパイプ ビッグエア スロープスタイル 
コース名 コース名 コース名 
長さ テイクオフからスウィートスポ

ットまでの長さ 
長さ 
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幅 テイクオフ角度 スタートの高度 
高さ ランディング斜度 フィニッシュの高度 
斜度 ナックルの上から測定したキッ

クの高さ（ステップアップのマ
イナス） 

バーティカルドロップ 

  キッカー要素の数 
  ジブ要素の数 

 
ジュリーおよび役員 
次の役員は、氏名と国籍を含めて個別に記載する必要がある。ジュリーは別に
定められる。 

 
ジュリー： 
- FIS TD 
- 競技委員長 
- ヘッドジャッジ 
- コンテストディレクター（配置されている場合） 

 
役員： 
- コース係長 
- リザルト係長（計時計算係長） 
- ジャッジを含むジャッジの配置個所 

 
天気 
- 晴れ/曇り/霧/降雪/雨 
- 気温 
- 雪の温度                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    
- 雪の状態 

 
競技者情報 
- ビブ番号 
- 苗字 
- 名前 
- 国籍 
- 誕生年（YB） 
- FIS コード 
- スノーボード競技会の場合はスタンス 

 
3701.2 公式のスタートリストには、次の追加情報が含まれている必要がある： 

- 予選ヒート番号、準決勝または決勝 
- 競技者のリストとスタート順 
- シード基準： FIS ポイント、WC ポイント、WCSL または WSPL ポイント、

OWGおよびXOGにおいては FIS シードリストを参照すること 
 

 
3701.3 フェイズのリザルトリストには、次の追加情報が含まれている必要がある： 

- 開始時間 
- フェイズ 
- ジャッジシステム 
- 3701.1 に記載された順位と競技者の情報 



 107 

- そのフェイズにおける各ランの合計スコア 
- 必要に応じて各セクションの合計スコアを含む、個々のジャッジのスコア。

各ジャッジのスコア（スロープスタイルにおけるセクションジャッジの場合）
は、別の分析ドキュメントに表示される場合がある。 

- IRMs 
WC、OWG、WSCの際の追加情報： 
- 可能であれば優勝ランのトリック名 

 
3701.4 最終リザルトリストには、次の追加情報が含まれている必要がある： 

- ジャッジシステム 
- 3701.1 に記載されている最終順位と競技者の情報 
- 予選の各ランと有効ラン、それぞれの合計スコア/トータルスコア 
- 準決勝の各ランと有効ラン、それぞれの合計スコア/トータルスコア 
- 決勝の各ランと有効ランそれぞれの合計スコア/トータルスコア。ビッグエ

アでは、有効とされないスコアも記載されるが、オーバーラインが引かれる。 
- IRMs 

 
3702 最終順位 

最終リザルトには、順位が次の順序で記載される。 
1. 決勝のリザルト 
2. 決勝に進まなかったすべての競技者の準決勝の結果 
3. 次のフェイズに進まなかったすべての競技者について、すべての予選ヒート

の有効スコアに従って順位付けされた予選のリザルト。2名以上の競技者が
2つの異なるヒートで同点となった場合、同じ順位（スコア）を獲得する。
スタート番号が大きい競技者が公式リザルトリストに記載される。 

 
3703 IRMs 
 
3703.1 DNS 
 
3703.1.1 スタートリストが作成された後に競技に出場しない競技者は、競技への出場権

をもたず、DNSとして個別にリストに記載される。 
 
3703.1.2 あるフェイズにおいてランをスタートしない競技者は、そのランはDNSとし

て記載され、スタートした他のラン/ランに従ってスコアが与えられる。 
 
3703.1.3 決勝または準決勝でスタートしない競技者は、DNSとして記載され、そのフェ

イズに置いて最下位に順位付けされる。フェイズにおいて複数の競技者がDNS
となる場合、予選または準決勝の結果に従って順位が付けられる。 

 
3703.1.4 ノックアウトフォーマットにおいて、決勝のサブフェイズでスタートしない

（DNS）競技者は、その決勝フェイズにおいて最下位を獲得するものとする。
フェイズで複数の競技者がDNSとなった場合、予選または準決勝の結果に従
って順位が付けられる。 

 
3703.2 DSQ 

ルール 2030 に記載されているように、失格となった競技者は、いずれのフェ
イズにおいても順位は付けられず、個別に記載される。 

 
3703.3 NPS 
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一般セクションルール 2028 および機器ルールNo 3.5 を参照すること。 
 
3704 不完全な競技会におけるリザルト 

決勝フェイズを完了することができない場合、少なくとも予選フェイズが完了
している場合において、最後に完了したフェイズのスコアが、それぞれのフェ
イズに出場した競技者の最終リザルトとなる。この場合、賞金は発表された金
額の 50％まで削減される。 
公式リザルトには以下が含まれる： 
- 決勝への出場資格のある競技者のリザルトと、競技が中断された後のフェ

イズのリザルト。決勝への出場資格のある競技者は、その前のフェイズから
のリザルトのみを取得した競技者の前に順位付けされる。 

- 直接決勝に出場した選手のリザルト 
- 準決勝のリザルト（該当する場合）。 
- 準決勝への出場資格をもつ競技者の予選のリザルト 
- 次のフェイズに進まなかったすべての競技者の予選ヒートの有効スコアに

従い順位付けされた予選のリザルト。2名以上の競技者が 2つの異なるヒー
トで同点となった場合、同じ順位（スコア）を獲得する。スタート番号が大
きい競技者が公式リザルトリストの最初に記載される。 

 
3704.2 3 本以上で行う決勝フォーマットにおいてランが完了しなかった場合のリザル

ト 
3 本以上で行う決勝フォーマットにおいて、2本目のラン実施後に中断された
場合、最も良いランが最終リザルトとして有効となる。これは、3本中ベスト
2本を組み合わせた競技会フォーマットの場合においても同様である。 
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4000 エアリアルとモーグルイベントに共通するルール 
 
4001 競技役員 
 
4001.1 審判 
 
4001.1.1 審判の指名 

競技会の審判は、資格ある審判団とする。国際競技会では、FIS 事務局もしく
は、権限を付与されたグループがジャッジ団を指名する。 

ジャッジは親族（祖父母、両親、子ども、兄弟、姉妹、夫、妻）が参戦してい
る大会には審判として任命されない。 

 
4001.1.2 審判員数： 
 

エアリアル（団体戦を含む） 
オリンピック冬季競技大会、 

世界選手権大会、ワールドカップ： 主審 1 名と採点審判５～7名 
その他の競技会： 主審 1 名と採点審判 5 名 

 
モーグル、デュアルモーグル（団体戦を含む） 
オリンピック冬季競技大会、 

世界選手権大会、ワールドカップ： 主審 1 名と採点審判 7名 
その他の競技会： 主審 1 名と採点審判 5 名 

 
特別な場合、より少ない数の審判を予定することができる。 

 
4001.1.3 １か国あたりの審判員の数 

オリンピック冬季競技大会、世界選手権大会、およびワールドカップ 
- １か国最大１名 

 
ジュニア世界選手権大会 
- 採点審判は１か国最大２名。その他同じ国の審判１名を、採点しない主審

とすることができる。 
 

コンチネンタルカップ 
- 採点審判は最低２か国からとする。 

 
その他 FIS 競技会 
- FIS の有資格者審判 
 

4001.1.4 主審は、FIS もしくは権限を付与されたグループが指名する。 
 

第４セクション 
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4001.1.5 主審および審判が、何らかの理由で任務を果たすことができない場合に備え、
交代要員を指名し、準備すること。 

 
4001.1.6 主審の権利と任務 
 
4001.1.6.1 主審は、ジュリーメンバーである。 
 
4001.1.6.2 主審は、採点する審判でない方が望ましい。主審は以下の項目に責任を持つ。

審判が的確な判断を下すことを確認する、記録計算係長と共に得点結果を確認
する、ジャッジスタンドの秩序を保つ。 

 
4001.1.6.3 主審は、必要に応じて、審判の職務を代行してもよい。 
 
4001.1.6.4 主審は、各審判員の移動、   宿泊、   経費の手配が整っていることを確認する

こと。主審は、すべての連絡、予定、日程、用具、医療施設、出欠、その他の
準備、審判に関するすべての詳細に責任を持つ。したがって、主審は、審判が
担当する競技関連業務において発生する異例の事態に対し、全責任を負うこと。 

 
4001.1.6.5 主審は競技会後 1 時間以内に、競技会を精査するための会議を予定すること。

時間と場所はチームキャプテンミーティングで発表する。 
 
4001.7 審判の経費 
 
4001.1.7.1 審判員任務期間中の宿泊費、食費と最高 600 スイスフラン*（高速道路代を含

む）を補償しなければならない。この規則は、インスペクションのための競技
会への移動費用（列車のファーストクラス、長距離の場合、航空費のエコノミ
ークラス、車の場合 1 キロあたり 0.7 スイスフランもしくは相当額） にも適
用する。 
さらに、日当は 100 スイスフラン**とし、大会関係日、大会会場までの移動日、
報告書の郵送代などを含む。二重の請求（大会終了日に帰宅できる場合など）   
は認めない。移動日に宿泊が必要な場合、別請求として補助すること。 
 
*最高 600 スイスフランは、地理的な理由で例外が認められている場合を除き、
オリンピック冬季競技大会、世界選手権大会、ワールドカップ、コンチネンタ
ルカップを除く競技会に適応する。 

 
4001.1.7.2 組織委員会は、FIS の最新方針に基づいて宿泊を提供しなければならない。 
 
4001.1.7.3 組織委員会は、FIS の最新方針に基づいてトレーニングと競技会用にリフト券

を提供しなければならない。 
 
4001.2 出発役員 
 
4001.2.1 出発主任（スターター） 

スターターは、出発の予告と出発合図、および出発記録に責任を持つ。競技者
の監視は出発副主任（アシスタントスターター）が担当する。 
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4001.2.2 出発副主任（アシスタントスターター） 

アシスタントスターターは、スタート点呼に責任を持つ。各スタート 10 分前
に、競技者を何回か呼ぶこと。アシスタントスターターは、競技者のビブ、服
装、用具違反の有無を確認することに責任を持つ。 

 
4001.2.3 スタートレフリー、フィニッシュレフリー 

スタートとフィニッシュレフリーの役職（2004.4、2004.5）は、オリンピック
冬季競技大会、世界選手権大会では設定するよう推奨する。そして、他のレベ
ルの競技会でも設定してもよい。 
スタートレフリーの役割（2004.4）は、組織委員会の裁量で、あらゆるレベル
の競技会においてスターターが行使してもよい。 

 
4002 ジュリー 
 
4002.1 ジュリーの構成と機能 

2007 参照。 
 
4002.2 チームキャプテンは、他の公式な組織的役職（ジュリー、TD など）を引き受

けることはできない。 
 
4003 コース 
 
4003.1 スタートエリアと暖かいテント 

スタートエリアは、スタートする競技者、トレーナー1 名、そしてスタート係
以外が入れないよう、閉鎖しなければならない。待機している競技者の面倒を
みる、トレーナー、チームキャプテン、サービスマンなどのために、一般人が
入ることのできない、特別区画を設定しなければならない。スタートエリアに
はテント、または仮設小屋を設置しなければならない。気温がマイナス 10 度
以下になることが予想される場合は、テントや仮設小屋の中にヒーターを設置
すること。 

 
4003.2 スタート手順 

スタートする競技者の背後には、スタートを有利にする、または妨げる可能性
のある役員、または付き添いは立たないこと。第三者の助力は禁じられている。 

 
4003.3 フィニッシュエリアの区分け 

フィニッシュエリアはフェンスで完全に囲み、許可された関係者以外は立ち入
り禁止にしなければならない。競技を終了した競技者のためには、フィニッシ
ュエリアとは別に場所を設ける。 
この場所では、競技者と報道関係者（記者と映像･音声）がインタビューできる
ように配慮する。 

 
4003.4  ジャッジスタンド 
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4003.4.1 ジャッジスタンドは最低幅 10ｍ、奥行き 3ｍの大きさであること。ジャッジス

タンドは、眺めがよく、必要な人数の役員を収容できる広さで、競技会に必要
器材などを保管できるように構築すること。この設備は FIS が示すガイドライ
ンに沿って建設すること。設備は天候に左右されないように内部を温かく保ち、
トイレ設備も用意すること。 

 
4003.4.2 タイミングとデータエリア 

タイミングとデータ役員の領域は、最低３ｍ×４ｍであること。机、いす、電
源、暖房などを準備する。タイミングとデータの位置は、コース規格に基づい
て設定する。設備は天候に左右されないように内部を温かく保ち、近くにトイ
レ設備も用意すること。 

 
4004 音楽 
 

エアリアル 
エアリアル競技会中、準備した音楽を使用する。高揚するような多彩なバリエ
ーションのポピュラー音楽を推奨する。 

 
モーグル、デュアルモーグル 
モーグル、デュアルモーグル競技会では、準備した音楽と、主催者が選択した
音楽を使用する。音楽はアップビートでエネルギッシュであること。 

 
4005 公式トレーニング 
 
4005.1 公式トレーニング開催時、施設の準備をすべて整えた上で、適切な医療体制も

確保すること。 
 
4005.2 ビブを着用しない競技者は、公式トレーニングに参加できない。ビブは、目に

とまりやすいものであること。 
 
4006 審判手順 
 
4006.1 各審判員は、スコアカードを使用する。スコアカードには審判が誰であるかわ

かるように、審判番号を、そして競技者の氏名、ビブ番号を明記する。 
 
4006.2 ジャッジスタンドでは各審判員が最低１ｍ以上離れ間仕切りを設けること。競

技者の得点について（主審を除き）、審判員同士で協議しないこと。 
 
4006.3 競技会中は、競技者、チームの役員、または、観客はジャッジスタンドに近づ

き、審判員に話しかけることは禁じられている。 
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4006.4 ジュリーは、審判から提起された問題や議論、もしくはジャッジングに関して
対応しなくてはならない。ジュリーは、解決できない問題については、FIS に
委ねてもよい。 

 
4007 同点 
 
4007.1 同点処理はリザルト主任が処理する。同点が処理できない場合、すべての競技

者を上位の順位とし、続く順位を未使用とする。 
 

例: 
13 位 28.6 
14 位 26.0 
14 位 26.0 
16 位 24.2 
17 位 24.0 

 
4007.2 同点の場合、競技者は同位とし、（ワールドカップ、世界選手権大会とオリン

ピック冬季大会においては）その時点での FIS ワールドカップスタンディング
順に、もしくはコンチネンタルカップシリーズなどの競技会においてはコンチ
ネンタルカップのスタンディング順に、（シリーズ戦ではない大会の場合は）
FIS ポイントリストに応じて記載される。 

 
4007.3 処理することのできない同点が予選で発生した場合、次のフェイズでは、同点

の競技者は予選のスタート順と逆順番でスタートする。競技会のいずれのフェ
イズにおいてすべての同点処理後、最終順位が同点の場合、すべての同点競技
者は次のフェイズに進むものとする。予選が 2ラウンド（Q1、Q2）で構成さ
れているフォーマットでは、O1から決勝に進出できる順位で同点の競技者は
全員が決勝に進み、それに応じてQ2からの予選通過者数が再設定される。こ
の場合、Q2で決勝へ進出できる順位で順位付けできない同点が発生した場合
は、同点の競技者全員が決勝に進むものとする。 

 
4008 得点の計算 

公表するすべてのスコアは、小数点第３位以下を切り捨て第２位までとし、ス
コアは３位以下を切り捨てた各点数を使い計算する。成績表には、これらの結
果と得点、エアリアルの最終スコア、同点処理の公式を含む。難度（DD）は、
常に元の形で表示する。決勝の総合得点、または決勝ヒートの順位で勝者を決
定する。 

 
4009 公式成績 
 
4009.1 公式成績は失格しなかった競技者のスコアと順位で決定する。 
 
4009.2 公式成績表の情報 

公式成績表には、以下の資料を含むこと： 
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- 競技会の協賛団体名（スポンサー） 
- 競技会の名称 
- 競技会の開催地名 
- コーデックス番号 
- 競技会の開催日付および時間 
- ジュリーメンバー、および各審判員の氏名、国名 
- コース係長の氏名、国名 
- 基本コース仕様 
- 競技会の主催団体／スキー連盟 
- 競技者の氏名、国名、生年月日、ビブ番号 
- FIS コード 
- 計算が完了したスコア計算表（例：各審判員の得点、難度点） 
- スキー連盟、および FIS の公認 
- TD の署名 
国名は FIS の 3 文字コードで表示すること。 
成績結果は、計算係長および主審の調査を受け、双方の署名をもって公式とす
る。 

 
4009.3 成績は予選、決勝ともに公表しなければならない。 
 
4009.4 競技が完全に終了する以前に、表彰式を行ってはならない。 
 
4010 用具 
 
4010.1 競技者は、トレーニングまたは競技会では、競技用具仕様（フリースタイル）、

規則E.6.5、E3.5 に基づき、ヘルメットとスキーストッパーを着用すること。 
 
4010.2 スキーの長さについての要件はない。 

更なる定義については、FIS 競技用具仕様のセクションEを参照のこと。  
 
4011 スタート順 
 
4011.1 スタート順は、2022 に従って、競技前日のチームキャプテンミーティングで決

定する。 
 
4011.2 ドロー 

種目ごとに定められたルールに従い、競技会ごとに個別のスタート順となる。ド
ローは 2020 に準拠する。このドローは予選競技会で使用する。 

 
4011.3 スタートリストの情報 

スタートリストには、以下の資料を含むこと。 
- 競技会の協賛団体名（スポンサー） 
- 競技会の名称 



 115 

- 競技会の開催地名 
- コーデックス番号 
- 競技会の開催日付 
- 競技会の開催時間 
- FIS コード 
- 競技者の氏名、国名、生年月日、ビブ番 
- スタート順 
- ジュリーメンバー、および各審判員の氏名、国名 
- コース係長の氏名、国名 
- 基本コース仕様 

 
4011.4 スタートの遅延 
 
4011.4.1 不可抗力 

公式スタートリストに示された時間にスタート準備ができない競技者は、DNS   
となる。ただし、出発主任が、不可抗力による理由で遅刻したと判断した場合、
その遅刻を認めてよい。例えば、競技者個人の用具破損、または軽度の病気など
は、不可抗力とは認められない。判断がつかない場合、出発主任は仮出走を許可
してもよいが、ジュリーに報告しなければならない。 

 
4011.4.2 スタート順―遅延スタート 

遅刻し、スタート順に遅れた競技者は、準備ができ次第、スターターは直ちに出
走させ、その旨、ジュリー、審判団、レフリー、フィニッシュ役員、タイミング
係長、アナウンサー、計算係長に連絡する。 

 
4012 不出走 Did Not Start (DNS) 
 
4012.1 不出走Did Not Start（DNS） 

DNS は、各ラウンド、またはフェイズにおいてスタートリストに掲載されなが
ら、スタートしない競技者に課せられる。不出走（DNS）となった競技者は、次
のフェイズにおいて出走不許可（Not be Permitted to Start=NPS）となる。 

 
4012.2 スタートリスト発行後、競技者が競技会でスタートしなかった場合、競技者はそ

の競技会において順位はつかない。 
 
4012.3 予選通過後、決勝で出走しない競技者は、決勝の成績を DNS とする。競技者は、

そのフェイズにおいて DNF となった競技者と同位とする。 
 
4013 Did Not Finish (DNF) 

予選フェイズで DNF の場合、成績表には順位はつかない。 
DNF となり順位がつかない競技者は、次のフェイズにおいて出走不許可（Not 
be Permitted to Start=NPS）となる。 
DNFに関するすべての決定は、ジュリーの責任とする。 
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4014 競技会の中断 

競技会が中断した場合、状況が回復次第、競技会を再開する。競技が同日に終了
する限り、中断以前の成績も継続して有効とする。もしくは、予選、または、決
勝のあるフェイズもしくはラウンドが完了している場合を除き、中断前の成績を
キャンセルする。その場合、決勝の終了していないフェイズのみ延期とし、その
場合、同じ競技会場で完了しなければならない。決勝が完了できない場合、予選、
または異なるファイナルのフェイズの結果を有効とする。（注意：特定のプロセ
ス、競技の中断 -シードされたグループのともなうデュアルモーグル-4313） 
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4100 エアリアル 
 
4101 定義 
  エアリアル競技は、異なる種類のアクロバティックなジャンプを演技し、演技

では特に踏み切り、高さと距離（エア）、適切な姿勢、演技の完成度と正確さ
（フォームとランディング）を重視する競技である。特別な競技進行に関して
は、4104 を参照。 

 
4102 年齢制限 

2014 を参照 
 
4103  競技役員 
 
4103.1 審判 

4001.1 を参照 
 
4103.2 インラン係長とジャンプ係長 

インラン係長とジャンプ係長は、エアリアルのコース係長を補助する。これら
役員は、異なるエアリアルのジャンプ台、それに伴うトランジッションとイン
ランを準備し維持する。 

 
4103.3 計時係長 

 
計時係長の責任は: 
- エアリアルコースにおけるスピード計測器の設置とそのスピード表示機の

統合 
- スタート時計の設置 
- 風の計測機器の設置 

 
4104 競技会フォーマット 
 
4104.1  競技会手順 

FIS が公認するすべての国際大会に関する手順を以下に挙げる: 
 
4104.1.1 競技会フォーマット 

- 予選フェイズはひとつ、もしくは複数のラウンド（すべての競技者が一回
滑走するラウンドで開始する）で構成する。 

- 決勝フェイズは一つもしくは複数のラウンドで構成する。 
 
4104.1.2 決勝のための逆の滑走順 

決勝では、決勝に進出した競技者が、予選結果の順位を元に、予選リザルトの
逆順もしくはグループに分けてスタートする。予選のリザルトは決勝の結果に
は持ち越さない。 

第５セクション 
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4104.1.3 フォーマットの変更 

- ジュリーは以下の状況において、決勝のみのフォーマットに変更すること
ができる。 

- 競技者数が、その競技会における通常の決勝進出人数と同じ、もしくはそ
れ以下の場合。 

- 厳しい天候、もしくは雪の状態が不良の場合 
- その他の悪条件によりプログラムを短縮する必要がある場合 

 
4104.2 エアリアル種目のフォーマット全体 
 
4104.2.1 エアリアル種目は、運用してもよいいくつかの形式がある。決勝には、標準形

式、ショート形式または選手権形式がある。決勝形式には、決勝フェイズに関
して 2 つの方法がある。 
すべての形式において、最初のフェイズのためのスタートリストのスタート順
は無作為のドローで決定する。 
すべての形式において、競技会の成績が成立するためには、少なくとも 1 つの
フェイズは競技されなければならない。 
2 番目以降のフェイズのスタート順は、1 番目のフェイズの成績の逆順として
もよい。 

4104.2.2 あるフェイズが完了しない場合、完了した直近のフェイズの成績を有効とする。 
 
4104.3 決勝形式 

決勝形式では、すべての競技者はひとつ、もしくはそれ以上のラウンドで構成 
される予選フェイズで競技するものとする。決勝フェイズには選択が 2 つある。
ひとつ目は、予選フェイズ終了後、上位各 12名の女子と男子競技者が決勝フ
ェイズに進出する。決勝の競技者は、決勝で 1回試技し、その成績を最初のフ
ェイズの成績に加算すること。残りの競技者は、予選の成績に応じて順位を得   
る。決勝フェイズのスタート順番は、予選フェイズの成績順の逆順とする。 
ふたつ目は、予選から競技者 8 名を決勝に選出する。この場合、決勝はいくつ
かの予選ヒート、準決勝フェイズと決勝フェイズで構成する。 
各フェイズは、2名の競技者を一組とするいくつかのヒートで構成される。決
勝フェイズのスタート順は、予選の結果と各ヒートの結果に基づく。各ヒート
の勝者は次のフェイズに進出し、最終的に決勝ヒートで勝者が決定する。 
各ヒートでは、より高い得点を得た競技者が次のフェイズに進出し、対戦表に
基づき別のヒートの勝者と対戦する。 

 
4104.4 標準形式 

スタンダード形式では、次のラウンドやフェイズに進出する競技者の人数は、
徐々に少なくなる。2 番目のフェイズが完了しない場合、1 番目のフェイズの
成績を有効とする。 
予選（Q）と決勝（F）フェイズには、ふたつ以上のラウンドがある場合もある。
各ラウンドはジャンプ１本とする。 
予選のフェイズ 
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予選ラウンド  1（Q1）のみ行われる場合、決勝に進出するすべての競技者は
予選ラウンドの結果に基づき決定する。予選ラウンド  2（Q2）が行われる場
合、 決勝進出人数の半数は Q1 の結果上位者から選出する。そのうえで Q2 を
行う。Q2 の順位は、競技者の Q1 または Q2 のより良い成績を採用して決定
する。 
決勝のフェイズ 
３ラウンド（F1/F2/F3）が行われる場合、F1 と F2 の成績上位者から、限ら
れた人数が F3 に進出する。F1 もしくは F2 のより良い成績を採用し、F3 に
進出した限られた人数の競技者のシードを決定する。F3 の成績で最終結果を決
定する。競技会のレベルに応じて、各フェイズとラウンドで競技する競技者数
を以下のとおりに定義する。 

 
 Q1 Q2 F1 F2   
 ワールドカップ 女子 N N-6 12 6 
 男子 N N-6 12 6 

 
Q1 Q2 F1 F2  F3 

 世界選手権大会 女子 N N-6 12 12 6 
 オリンピック冬季競技会 男子 N N-6 12 12 6 
 
4104.5 ショート形式 
 ショート形式では予選フェイズは行わず、各競技者は決勝で 2回ジャンプを行

う。2回のジャンプの結果の合計を競技者の成績とする。この形式はワールド
カップやその他の主要大会では運用しない。ショート形式では競技者が初回の
ジャンプ以降競技を続けない場合は、初回の成績を最終成績として採用するこ
と。 

 
4104.6 選手権形式－主要大会 
 選手権形式では、すべての競技者は、ふたつのラウンドで構成される予選フェ

イズを競技するものとする。4124 に基づいて、予選を通過した競技者が決勝
に進出する。決勝のスタート順番は、予選フェイズの成績順、もしくは F3以
前の結果の逆順とする。残りの競技者は、予選の成績、F1もしくは F2のより
良い成績に基づいて順位が決まる。 

 
4104.7 主要大会の形式 
 世界選手権大会、オリンピック冬季競技大会では、選手権形式を採用するもの

とする。 
選手権形式の予選と決勝、またはふたつの異なる標準形式、または決勝大会で、
2日間以上の大会とする（例：予選を 1日、決勝は別の日に）。 

 
4105 エアリアル会場 
 
4105.1 女子および男子・エアリアル会場共通規定 
 
4105.1.1 FIS カレンダー管轄の世界選手権大会、オリンピック冬季競技大会、および国

際競技会のためのエアリアル会場は FIS の承認が必要である。 
 



 120 

4105.1.2 エアリアル会場の一般的特徴 
 エアリアル会場は、FIS フリースタイルコース規格規定の条件に基づき造成す

ること。コースは、見通しがよく、危険がないよう適切に設定すること。コー
スの角度は、パーセントの代わりに度数で表記する。 

 
4105.2 エアリアル会場のレイアウト 
 
4105.2.1  エアリアル会場の造成 

会場は、雪のないオフシーズン期に土地を造成すること。実施が不可能な場合、
状況が適切な自然の場所を選定する。適切な競技会場を確保するために、会場
の造成は競技会開催日の最低３週間前までに完了すること。 

 
 インランとテイクオフの部分は、雪と人工芝などを併用することができる。 
 
 エアリアルランプ設置の基準 
 
 
 
 
 
 
 
4105.2.2 エアリアル会場の位置 

エアリアル会場の設営場所は、観客のアクセスに便利な施設やサービスが近く、
可能であれば人工降雪機が会場に設置されているところがふさわしい。 

 
4105.2.3 スタートとフィニッシュエリア 

エアリアル会場には、競技者の不利益となりうる障害や障害物を排除すること。
スタートおよびフィニッシュエリアは、競技者のために、スペースに余裕を持
って設置すること。 

 
4105.3 スタートエリアの準備 
 
4105.3.1 スタートエリアは、競技者が安心して立つことができるように準備すること。 
 
4105.3.2 エアリアルのスタート 

エアリアルのスタートは、コース内、いずれの地点でもよいが、ジャンプヒル
に安全を考慮して設定された出発点の最長を越えてはいけない。 

 
4105.4 フィニッシュエリア 

エアリアル種目のフィニッシュエリアは、競技者が安全に停止できるように、
十分な広さがなければならない。フェンスや囲いを設置しなければならない。 

 
4106 ジャンプシェイパー 
 
4106.1 エアリアル競技のジャンプ台の形成、シェイプのため、チームキャプテンは各

ジャンプ（例ラージキッカー、スモールキッカーなど）について最高 2 名、シ
ェイパーを選出する。選出されたシェイパーは、各ジャンプ台の最終的な仕上

要素 長さ（ｍ） 幅（ｍ） 角度（度） 
インラン 70 14 25 
テーブル 21 14 0 
ランディング 25-30 18 38 
アウトラン 25 22 0 
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げに責任を持つ。ワールドカップ以外の競技会では、チームキャプテンミーテ
ィングでジャンプ台の準備方法を決定する。 

 
4106.2 各シェイパーは、公式トレーニングの最低１日前に、業務を開始できるように

準備しなければならない。 
 
4107 エアリアル会場の追加設備 
 
4107.1 エアリアル会場のリフト 
 エアリアル会場は、少なくとも１時間あたり 150人以上輸送できる輸送システ

ムを備えていること。輸送システムはフィニッシュエリアからノールまでの最
低短距離をカバーしなくてはならない。1回の行程にかかる時間は 10分以内で
あること。 

 
4107.2 スピード計測計 
 エアリアル会場には、スピード計測計を設置しなくてはならない。スピード計

測計の表示板は、ジャッジスタンドの上、テーブルエリアのすべての位置から
目視できる場所に設置し、表示は時速をキロメートル表示しなくてはならない。
計測は、インランとテーブルのトランジッションの間で、FIS・フリースタイル
コース規格に基づいていなければならない。この設備はタイムキーパー主任
（4103.3 を参照）が責任を持つ。 

 
4107. 3 インランマーカー 
 インランの横には、トランジッションの 20ｍ手前で終わるように、２ｍ毎に

20個のマーカーを一直線上に設ける必要がある。 
 
4107.4 風向計 
 エアリアル会場には、風向計をスタートに 1か所、ノールに２か所、計３か所

に設置すること。ノールの風向計はジャッジスタンドの前面上部と、ジャッジ
スタンドの反対側のノールに設置する。素材は明るい色づかいのプラスチック
製品で、長さ１ｍ、幅５ｃｍ程度のものが望ましい。 

 
4107.5 風速計 
 エアリアル会場には風速計を設置しなくてはならない。表示はメートル毎秒

（m/秒）とする。計測はノール、インラン、そしてフィニッシュエリアで行う。 
 
4107.6 掲示板 
 掲示板は、エアリアルのジャッジスタンドに設置しなければならない。 
 仮発表のリザルトは、競技進行に則り最新版を掲載する。 
 
4108 エアリアル会場の準備とインスペクション 
 
4108.1 エアリアル会場は、競技会開催日の最低３日前までに準備を完了し、公式トレ

ーニングができるようにしなければならない。 
 
4108.2 公式トレーニング初日のトレーニング開始前に、競技者とジュリーは、コース

をインスペクションしなければならない。インスペクションの時間はジュリー
が決定する。 
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4108.3 インスペクション終了後、TDとジュリーメンバーは、アウトラン付近におい
て、競技者とトレーナーからエアリアル会場に関しての要望や提案を聞くこと。 

 
4108.4 フローターが必要な場合、各国スキー連盟は、開催地組織委員会宛に競技会開

催の遅くとも２週間前までに、フローターを造るための要望書を送付しなけれ
ばならない。要望がない場合 FIS・フリースタイルコース規格に基づき、エア
リアルサイトを造成する。 

 
4109 公式トレーニング 
 
4109.1  エアリアル競技の公式トレーニングは、エアリアル競技会の一部である。競技

者は、参加が義務づけられている。 
 
4109.2 公式トレーニングは、連続しなくてもよいが、競技開催前最低３日おこなうこ

と。 
 
4109.3 公式トレーニングは、最低１日（実際のジャンプ時間は２時間）は必要である。 
 
4109.4  エアリアル競技会当日は、競技開始前２時間の公式トレーニングを行う。状況

によりジュリーは、時間を１時間に短縮してもよい。 
 
4110  採点 
 エアリアル種目では、分割採点方式で採点する。FIS フリースタイルジャッジ

ングハンドブック 6003 採点方式参照のこと。 
 以下の３つの基礎要素を採点する。 
 
4110.1 エア；スコアの 20％ 
 FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6004.1 参照。 
 
4110.2 フォーム；スコアの 50％ 
 FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6004.2 参照。 
 
4110.3 ランディング；スコアの 30％ 
 FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6004.3 参照。 
 
4110.4 採点方式 
 採点基準は FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6003 参照のこと。 
 
4110.4.1 FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6004 に定めた評価基準に則り、

競技者の演技を審判員が採点する。審判員が採点したスコアに、該当する技術
難度点（DD）を掛け合わせ、各演技のトータルスコアとする。 
スコアの計算は 4008 を参照。 

 
4110.4.2 競技会フォーマット（4104 参照）により、ラウンド、またはフェイズにおけ

る競技者のスコアは、1 回のジャンプのスコア、ひとつ以上のジャンプの合計、
もしくはひとつ以上のジャンプのより良い方のスコアとなる。 

 
4110.4.3 同点処理 
 
4110.4.3.1 2 人、またそれ以上の競技者が同点になった場合、同点になったそれぞれの得
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点について難度（DD）を加えない得点を計算し、より高い得点を獲得した競技
者を上位とする。 

 
4110.4.3.2 この処理をした後でも同点の場合、エア&フォームのより高い得点を獲得した

競技者を上位とする。 
 
4110.4.3.3 この処理をした後でも同点の場合、ふたつ以上のジャンプのスコアの合計と定

義する競技会フォーマットでは、各競技者の試技したジャンプのDDを合計、
比較する。ふたつ以上のジャンプの内ベストスコアと定義する競技会フォーマ
ットでは、競技者の採用されたスコアのDDを比較し、採用されなかったスコ
アは無視するものとする。いずれの場合においても、低いDDの競技者が上位
となり、それでも同点の場合は同位とする。 

 
4111 技術難度計算方法と技術難度表 

FIS ウェッブサイトの FIS ドキュメントライブラリーに掲載されている難度表
を参照。https://assets.fis-ski.com/image/upload/v1565178748/fis-
prod/assets/Aerial_Jump_Code_and_Degree_of_Difficulty_Chart.pdf 
 

 
4112 競技会における新しい技 
 
4112.1 新技の承認 

エアリアル競技で新技、追加技、または部分変更に関しては、文書にて技の名
称と充分な説明を、FIS フリースタイル委員会に提出すること。新技の認定と
適切な難度点を、FIS フリースタイル委員会が最終決定する。 
 

4112.2 制限 
 
4112.2.1 競技会では、回転技は３回転を限度とする。 
 
4112.2.2 アップライト技は、最高５技までの組み合わせを限度とする。 
 
4113 技術の適正 
 
4113.1 選手のエアリアル種目国際大会への参加について、競技者の所属する各国スキ

ー連盟（NSA）は、競技者が試技する各技について適正であると主張すること
に関して責任を持つ。 

 
4113.2 エアリアルの技を演技する技術に疑問を呈される競技者は、2007.6.4、

2008.5.4 に基づき、ジュリーにより競技会から排除される対象となることもあ
る。 

 
4113.3 所属国スキー連盟が認定したエアリアル技を、適切に演技できないとジュリー

が判断した場合、競技者は、2007.6.4、2008.5.4 に基づき、ジュリーにより競
技会から排除される対象となることもある。 

 
4114 スタート順 

最初のラウンドのスタート順は無作為ドローによって決定される（2022.1 を参
照）。 
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4115 特別手順：エアリアル種目 
 
4115.1 公式トレーニング時間 

エアリアルコースは、競技会開始の最低 24時間前までに、競技会ができるよ
う、準備がすべて完了していること。すべての競技者がコースで練習できるも
のとする。競技会当日は、最低２時間のトレーニング時間を設定すること。そ
れ以上の練習時間は、ジュリーの責任において時間の余裕をみながら、準備す
ることとする。 

 
4115.2 スキーを外した場合 

 4118 および 4120 を参照。着地時、および着地後にスキーを外した場合、審判
員は採点基準に基づいて採点する。 

 
4115.3 異なった技の定義 

競技者は、ひとつのフェイズにおいて、同じエアリアルの技を繰り返さないこ
と。異なった技の定義は以下のとおり： 

 
4115.3.1 アップライト技の場合、演技回数の違い、または演技された技の種類の違い。 
 
4115.3.2 アップライトローテーション技の場合、回転数の違い。 
 
4115.3.3 インバーテッド･フリップ（縦回転＝前方後方回転＝宙返り）技： 
 
4115.3.3.1 フロント（前方回転）とバック（後方回転）の違い。またはその反対。 
 
4115.3.3.2 または、縦回転数（宙返り回転数）の違い。 
 
4115.3.3.3 または、縦回転数（宙返り回転数）が同じ場合の、捻り回数の違い。 
 
4115.3.3.4 または、縦回転（宙返り回転数）と捻りの数がそれぞれ同数の技の場合、いず

れかの回転において 1回以上捻り数が違うこと。 
 
4115.3.3.5 または、以下に挙げる組み合わせ例の場合：バックレイアウト（bL ）とバック

タック（bT）またはバックパイク（bP）、バックレイレイ（bLL）とバックレ
イタック（bLT）またはバックレイパイク（bLP）。 

 
4116 難度の制限 
 
4116.1 ジュリーは、エアリアル競技会において、FIS のモーグルエアリアルサブコミ

ッティの示すガイドライン基準に基づいて技の最高難度、または、サマーソル
トの回数制限を決定する権限を持つ。そのガイドラインは、競技会で行うこと
ができる技を、２回転複数捻り、または、３回転 1 捻りに制限するものである。 

 
4116.2 ジュリーはエアリアル男子競技会の難度を 3.55 もしくは 4.175 に制限する選

択権がある。ジュリーはエアリアル女子競技会の難度を 3.55 に制限すること
ができる。 

 
4117 スタート手順 
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4117.1 エアリアルのスタート合図 
 
4117.1.1 エアリアル競技のスタート手順は、レースディレクター、またはジュリーに指

名を受けた他の役員の管理下で行うものとする。公式の管理手順は各競技者の
スタート手順が開始するときに、風、そしてその他の環境条件を考慮して決定
されるものとする。 

 
4117.1.2  計測器の設置は、TD が フリースタイル技術規格と 4107 に基づき、管理する。 
 
4117.1.3 風速と風向き 

風の計測機器は、ジャッジスタンドと反対側のインラン部分に設置する。設置   
場所の高さは、2 カ所設置するスピード計測機器のうち上部位置の器具の高さ 
と同じで、その位置は 2m の高さにセットする風の方向を示す旗の上部とする。
データを記録する計器は、風速と風向き、それぞれの平均値ではなく、実際の   
状況ごとに風速と風向きを表示するものであること。 
さらに、これらの機器に加え、風向き用の旗を 3 本設置する。1 本目は、ラン
ディングの横、2 本目はインランの最上部、さらに 3 本目はノールに最も近い
ジャッジスタンド角の上部に設置する。これら以外の旗をチームがコースに持
ち込むことは許可しない。 

 
4117.1.4  スタート許可とスタートの３段階 

オリンピック冬季競技大会、世界選手権大会、ワールドカップでは、連動する
プログラムで作動する、３色（赤－黄－緑）の信号、音とデジタル表示で、ス
タート許可とスタート時間が定められる。 
赤の段階（スタート準備）では、時計は作動せず、20 秒と表示される。次の黄
色の段階（10 秒）で、時計が音とともに 20 秒からスタートし、10 秒後に音
とともに緑の段階へと変わる。最後の 5 秒では、1 秒ごとに音が鳴る。 
スタート時間は 20 秒経過した時点で終了し、ディスプレーには、「０」と表
示される。「０」となると、信号の色は自動的に赤に変わり、次の競技者のス
タートの手続きが開始される。 

 
4117.1.5 スタート順がコールされたら、競技者は責任を持ってスタート準備をはじめる

こと。競技者はスタートの信号に従ってスタートしなければならない。スター
ト時間の終わりまでにスタートしなかった場合、自動的にコースクローズとな
る。 

 
4117.1.6  スタート手順進行中、自動カウントダウンのディスプレー（プログラムできる

デジタル時計など）で、競技者は時間を確認する機会がなければならない。 
 
4117.1.7  競技者はスタート時間内にスタートしなければならない。何らかの理由でスタ

ート信号がスタート時間内に、たとえば不安定な気象状況などのために妨害を
受けた場合、スタートと手順をはじめから再開する。 
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4117.1.8 エアリアル種目で、競技者はスタートしてインランを滑り出してから停止し、
ジャンプしない場合。ただし、各フェイズにおいて 1 回のみ再スタートを認め
る。審判員はジャンプの採点から 0.5 点減点する。競技者が 2 回以上飛ぶこと
を辞めた場合、そのジャンプにおいて DNS とする。 
再スタートの試技は、（第１、または第２ジャンプ）各フェイズで、再スター   
トとなった競技者に続く３名の競技者がジャンプした後とする。そのフェイズ   
で残りの競技者が３名未満の場合、再スタートの競技者は最後に演技すること。 

 
4117.1.9 競技者がスターターから正しくスタート合図を受けながら、決められたスター

ト手順（4117.1.4ー4117.1.7）が終了するまでにスタートしない場合、また、
スタート手順終了後にスタートしジャンプした場合、これらを 4117.1.8 に示
される「ボーク」とみなし処理する。同様の減点を適用し、競技者がスタート
していない場合、直ちにリランを実施するものとする。 

 
4118 スキーを外す 

 
エアリアル種目でテイクオフ後、着地以前にスキーを外した場合、各フェイズ
で１回リランを認める。 

 
4119  Did Not Start （DNS） 

 
エアリアルにおいて 1 本日を試技し、２本目を試技しない場合、2 本目の演技
を DNS とする。競技者は１本目の得点に基づいて順位を獲得する。 

 
4120  Did Not Finish (DNF) 

 
競技役員は下記に挙げるいかなる違反の場合、DNFを課してもよい。下記に挙
げる項目以外の状況も起こりうる。DNFは以下の場合に適応する： 

 
4120.1 エアリアル種目着地前にスキーが外れ、そのフェイズで再スタートした試技で

同様にスキーが外れた場合（4118 参照）。 
 
4120.2 エアリアル種目で、スタート後、申告演技を高難度の技に変更した場合 
 
4120.3 エアリアル種目で、同じ技を申告して演技した場合（4115.3） 
 
4120.4 エアリアルで演技しなかった場合 
 
4121 決勝進出 

決勝進出人数は以下のとおり： 
 

競技会の種類 エアリアル 
  女子／男子 
 

オリンピック冬季競技会 12／12 
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世界選手権大会 12／12 
ワールドカップ 12／12 
コンチネンタルカップ ―／― 

 
予選終了後、決勝進出者に同順位がある場合、4007.3 を参照。 
最初の滑走、または決勝フェイズのスタート順は予選成績順位の逆順とする。2 
番目のフェイズのスタート順は、決勝の最初の滑走結果の順位の逆順となる場
合もある。 

 
4122 ノックアウトフォーマット 
 
4122.1 女子と男子間のフェイズの順番 

男子のラウンドと女子のラウンドは、交互に進行する。 
次の男子のフェイズ、もしくは女子のフェイズに進むためには、その前の男子
のフェイズ、もしくは女子のフェイズを完全に終了しなければならない。 
フェイズの順番は次のとおり： 
女子のフェイズ８、引き続き男子のフェイズ８ 
女子のフェイズ４、引き続き男子のフェイズ４ 
女子と男子のスモールファイナル 
女子と男子のビッグファイナル 

 
4122.2 決勝ラウンドでのフェイズの組み合わせとヒート 

フェイズ１（準々決勝）では演技は８回、４組で４ヒート行う。 
ヒート 1は、７位と２位の対戦 
ヒート２は、６位と３位の対戦 
ヒート３は、５位と４位の対戦 
ヒート４は、８位と１位の対戦 

 
4122.3 準決勝フェイズの組み合わせとヒート 

フェイズ２（準決勝）では、演技は４回、２組が２ヒート行う。 
ヒート５は、ヒート１と２の勝者による準決勝。 
ヒート６は、ヒート３と４の勝者による準決勝。 

 
4122.4 スモールファイナルとビッグファイナルの組み合わせとヒート 

フェイズ３（スモールファイナルとビッグファイナル）では、演技は 4回、２
組が２ヒート行う。 
ヒート７は、スモールファイナル。３位と４位を決定する（ヒート５の敗者と
ヒート６の敗者が対戦）。 
ヒート８は、ビッグファイナル。１位と２位を決定する（ヒート５の勝者とヒ
ート６の勝者が対戦）。 

 
4122.5 最終順位 
 
4122.5.1 敗退した競技者の順位 

各フェイズで敗退した競技者の順位（５位から８位の順位）は、各フェイズと
ヒートのスコアに従い決定する。 
最高スコアを獲得した競技者が、そのフェイズでの最高位である５位に、２番
目に高いスコアを獲得した競技者が６位、３番目に高いスコアを獲得した競技
者が７位、そして４番目に高いスコアを獲得した競技者が８位となる。 
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4122.5.2 準決勝と決勝の順位の決定 
各準決勝のヒートで最高スコアを獲得した競技者が、１位と２位を決定する決
勝フェイズに進出する。各準決勝のヒートで負けた競技者は、３位と４位を決
定するスモールファイナルへと進む。 

 
4122.6 特別手順 
 
4122.6.1 順位の低い競技者が先に演技する 
 ２名の競技者のうち、順位の低い競技者が、各ヒートで先に演技すること。 

準決勝においては、ひとつ前のフェイズ（準々決勝）の得点を比較し、より低
いスコアを獲得した競技者が先に演技すること。 
決勝においては、ひとつ前のフェイズ（準決勝）の得点を比較し、より低いス
コアを獲得した競技者が先に演技すること。 

 
4122.6.2 ジャンプの制限 

いずれの競技者も同じ技を２回繰り返さないこと。決勝フェイズでは、前のラ
ウンドの技を演技することができる。 

 
4122.6.3 あるフェイズで演技しない競技者 

ヒートにおいて演技を行わない競技者は、その前のフェイズの演技で獲得した
スコアに基づいて順位が決定される。 
対戦相手はそのヒートにおいて演技する必要はなく、次のフェイズに進出する。 

  



 129 

 
 

 
4200 モーグル 
 
4201 定義 

 モーグル競技は、特にターン技術、スピード、エア演技を重視しながら険しく
急なコブ斜面を一回滑走し、そのスキー技術を競う競技である。競技の運営詳
細は、3060.2 参照。 

 
4202 競技役員 
 
4202.1 審判 

4001.1 を参照 
 
4202.2 計時係長 

計時係長は、大会期間中の計時の精度に責任を持つ。即時の成績発表と記録の
計算に備え、セクレタリーと計算係長にタイムを準備する。彼らはデータの記
録にもまた責任を持つ。計時係長はアシスタントを選出してもよい。 

 
4203 競技会フォーマット 
 
4203.1  競技会手順 

FIS が公認するすべての国際大会に関する手順を以下に挙げる: 
 
4203.1.1 競技会フォーマット 

- 予選フェイズはひとつ、もしくは複数のラウンド（すべての競技者が一回
滑走するラウンドで開始する）で構成する。 

- 決勝フェイズは一つもしくは複数のラウンドで構成する。 
 
4203.1.2 決勝のための逆の滑走順 

決勝では、決勝に進出した競技者が、予選結果の順位を元に、予選リザルトの
逆順もしくはグループに分けてスタートする。予選のリザルトは決勝の結果に
は持ち越さない。 

 
4203.1.3 フォーマットの変更 

- ジュリーは以下の状況において、決勝のみのフォーマットに変更すること
ができる。 

- 競技者数が、その競技会における通常の決勝進出人数と同じ、もしくはそ
れ以下の場合。 

- 厳しい天候、もしくは雪の状態が不良の場合 
- その他の悪条件によりプログラムを短縮する必要がある場合 

 
4203.2 モーグル 

第６セクション 
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モーグル競技会では、参加競技者全員が最低１回滑走する。4210.7 に基づき、
予選を通過した女子、および男子が決勝に進出する。予選（Q）と決勝（F）フ
ェイズには 2 回以上のラウンドがある場合もある。 
予選のラウンド 1（Q1）の結果に基づき、決められた人数の競技者が直接決勝
に進出する。さらに、予選 2 番目のラウンド（Q2）は Q1 の結果、決勝に進
出することができなかった残りすべての競技者が試技する。Q2 から決勝に進
出する競技者数は、Q1 と同数とする。Q2 で試技した競技者の Q1 または Q2 
のより良い成績を採用して比較し、Q2 を試技した競技者から上位 6 名が決勝
へ進出する。 
決勝フェイズでは、大会のレベルに応じて、2 つまたは 3 つのラウンドを設定
することができる。予選フェイズのトップシードの競技者は決勝のラウンド 1 
（F1） で競技する。ラウンド 2（F2）へは、F1 の成績上位者から、決められ
た人数が進出する。決勝でラウンド 3 が予定されている場合、F2 の上位競技
者が F3 で競技する。もしくは、F2 を最終ラウンドとする。競技会のレベルに
応じて、各ラウンドで競技する競技者数を以下のとおりに定義する 

 
Q1 Q2 F1 F2 

 ワールドカップ 女子 N 20 12-16 6 
 男子 N 20 12-16 6 

 
Q1 Q2 F1 F2 

 世界選手権大会 女子 N N-9 18 6 
 男子 N N-9 18 6 

 
 Q1 Q2 F1 F2 F3 
 オリンピック 女子 N N-10 20 12 6 
 冬季競技会 男子 N N-10 20 12 6 
 
4204 モーグルコース 
 
4204.1 女子および男子・モーグルコース共通規定 
 
4204.1.1 モーグルコースの承認 

FIS カレンダー管轄の世界選手権大会、オリンピック冬季競技大会、および国
際競技会のためのモーグルコースは、FIS の承認が必要である。 

 
4204.1.2 モーグル会場の一般的な特徴 

 モーグルコースは、競技に適した一定の勾配とフォールラインがあり、均等に
コブがあり、十分に積雪があり、障害物のない斜面である。FIS フリースタイ
ル競技コース規格の規格に準拠すること。 

 
4204.1.3 モーグル会場のレイアウト 
 
4204.1.3.1 モーグル会場には途切れなく続く一本のフォールラインがあり、斜面の勾配が

一定であること。 
 
4204.1.3.２ 斜面は極端な凸凹や、極端な斜度変化がないこと。 
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4204.1.3.3 コースには可能な限り均等にコブを配し、固く、鋭いコブはならし、深い溝、
雪上車のわだちの跡や、氷など障害となりうるものはすべて除去すること。競
技者が極端に飛びすぎてしまうようなコブは、修正すること。 

 
4204.1.3.4 エアバンプ（エア台）は、モーグルのコース規格に基づいて設置すること。 
 
4204.2 スタートエリアの準備 
 
4204.2.1 スタートエリアは、競技者が安心して立つことができるように準備すること。 
 
4204.2.2 モーグルのスタートエリア 

モーグルは、スタートライン下、約 1.5～2.0ｍに平行に光電管を設置した、オ
ープンスタートが望ましい。スタートラインと光電管は、コントロールゲート
と同じ幅になるように、コースの上部にセットする。スタートラインを引く。
競技者は、そのラインの前にポールをつき、スタートの合図があるまでブーツ
をラインの後ろに維持する。 
スタート機器は、競技者が出発直後にフルスピードで、選択したラインに入れ
るような位置に設置する。タイミングブックレットを参照。 

 
4204.3 エアバンプの基準と仕様 
 
 名称間の距離 長さ 
 最後のコブからテイクオフまで 4.0m-5.0ｍ 
 エアバンプのテイクオフからランディングの最後まで 15.0ｍ 
 ジャンプの高さ 50-60cm 
 ランディングの角度 26°以上 
 テイクオフの角度 26°から 30° 
 エアバンプの幅 130cm±10 
 
4204.4 コントロールゲート 

 コース内９か所にコントロールゲート（幅の最高 75ｃｍ、高さ 1.2ｍの大きさ
の旗で、境界を示す）を均等な間隔で、そして、滑走コース幅が８～12メート
ルになるように設置すること。左右のコントロールゲート間の幅に、旗の幅は
含まない。 

 
4204.5 フィニッシュエリア 
 
4204.5.1 モーグルのフィニッシュエリアは、フィニッシュラインから最低 30ｍとし、コ

ースと同じ幅の整地であること。フィニッシュラインは、８ｍから 10ｍの幅で
設定する。光電管手前３ｍは整地し、競技者が光電管を飛び越えないようにす
る。 

 
4204.5.2 フィニッシュの決定 

電動計時で、競技者が身体、または装具のいずれかの部分がゴールポスト間を
横切り、光電管をさえぎった瞬間を計測する。 

 
4204.6  計時器具 
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4204.6.1 計時器具の設定はフリースタイルのタイミングブックレットの規定に適合する

こと。 
 
4204.6.2 電気計時の補助として、手動計時システムを常時活用しなければならない。手

動計時システムと活用についてはフリースタイルのタイミングブックレットの
規定に適合すること。 

 
4204.6.3 すべての計時システムに不具合が生じた場合、リランを与えるものとする。 
 
4204.7 モーグル会場の準備とインスペクション 
4204.7.1 モーグル会場は、競技会までに準備を完了し、公式トレーニングができるよう

にしなければならない。コースに雪が少ない場合、組織委員会はコースをカバ
ーするために必要十分な雪を、コース内に搬入しておかなくてはならない。コ
ースがモーグル競技を成立させるための最低条件を満たしていない場合、ジュ
リーは競技会を延期、またはキャンセルすることができる。 

 
4204.7.2  公式トレーニング初日トレーニング開始前に、競技者とジュリーは、コースを

インスペクションしなければならない。インスペクションの時間はジュリーが
決定する。 

 
4204.7.3  コブの造成に機械を活用してもよい。コースは各ラインが均等になるように、

コブの数や大きさには、細心の注意を払わなくてはならない 
 
4204.7.4  インスペクション終了後ただちに、TD と他のジュリーメンバーは、会場内に

おいて競技者とトレーナーから、要望や提案を聞くこと。 
 
4204.7.5 コースが十分に明るくない場合、組織委員会はコブにカラーパウダーを撒く、

または松葉等を散らすなどして、問題改善を図ってもよい。 
 
4204.7.6  コブをエアバンプ（エア台）として成型してもよい（4205.3、4205.9.1 参

照）。エアバンプ（エア台）の位置はコースの上部と下部とし、各ライン、ほ
ぼ同位置であること。上部のエアバンプのテイクオフは、コース全長の 15％の
位置に、また下部のエアバンプのテイクオフは、フィニッシュラインから計測
してコース全長の 20％ の位置に設置すること。 

 
4204.8 エアバンプシェイパー 
 
4204.8.1 モーグルとデュアルモーグル競技のエアバンプ（エア台）の形成、シェイプの

ため、チームキャプテンは各ジャンプ（例；トップエア、ボトムエア）につい
て最高 2 名、シェイパーを選出する。選出されたシェイパーは、各ジャンプと
エアバンプの最終的な仕上げに責任を持つ。ワールドカップ以外の競技会では、
チームキャプテンミーティングでジャンプの準備方法を決定する。 
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4204.8.2 各シェイパーは、公式トレーニングの最低１日前に、業務を開始できるように
準備しなければならない。 

 
4204.9 コース係長に属するコース係員以外は、ジュリーメンバーの要請がない限り、

コースの形状を変えるような行動を起こしてはならない。これは競技会中いず
れの場合においても適応するが、とくにコースを公式にインスペクションする
場合に注意すること。 

 
4205 公式トレーニング 
 
4205.1 モーグル競技の公式トレーニングは、モーグル競技の一部である。競技者は、

参加が義務づけられている。 
 
4205.2 公式トレーニングは連続しなくてもよいが、競技開催前、最低３日間行うべき

である。 
 
4205.3 十分な公式トレーニングが１～２日間行なえると判断した場合、ジュリーは、

トレーニング期間を短縮してもよい。 
4205.6     モーグル競技会当日は、競技開始前最低 30 分間の公式トレーニングを行う。

公式トレーニングは、トレーニングに先立ちコースインスペクションを行い、
その後通常のコースのトップからボトムまでのトレーニングが行われる。 

 
4206 採点 

モーグル競技者の演技は、以下の３つの基礎要素を採点の対象とする。 
 
4206.1 ターン 

スコアの 60％ 
（FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6204.1 から 6204.2 参照） 

 
4206.2 エア 

スコアの 20％ 
（FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6204.3 参照） 

 
4206.3 スピード 

スコアの 20％ 
 

スピードスコア = 48 − 32'
競技者のタイム
ペースタイム

( 

 
4207 採点方式 
 
4207.1 分割採点方式 

採点基準は、FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6203.1 による。 
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4207.2 ペースタイム 
女子、男子のモーグルペースタイムは、FIS モーグルエアリアルサブコミッテ
ィが決定する標準値に従い設定する。各コースのペースタイムの計算は、コー
ス長（メートル）を、秒速（メートル表示）のペースタイムで割って算出する。 
標準値は以下のとおり。 
男子ペースタイム： 10.3ｍ／秒 
女子ペースタイム： 8.8ｍ／秒 

 
4207.3 同点処理 
 
4207.3.1 二人、もしくはそれ以上の容疑者が同点の場合、ターン得点がより良い競技者

を上位とする。 
 
4207.3.2 この処理を行った後でも同点の場合、難度点を除いたエア得点がより良い競技

者を上位とする。 
 
4207.3.3 この処理を行った後でも同点の場合、より速いタイムの競技者を上位とする。 
 
4207.3.4 この処理を行った後でも同点の場合、競技者は同位とし、（ワールドカップ、

世界選手権大会とオリンピック冬季大会においては）その時点での FIS ワール
ドカップスタンディング順に、もしくはコンチネンタルカップシリーズなどの
競技会においてはコンチネンタルカップのスタンディング順に、（シリーズ戦
ではない大会の場合は）FIS ポイントリストに応じて記載される。 

 
4207.3.5 処理することのできない同点が予選で発生した場合、次のフェイズでは、同点

の競技者は予選のスタート順と逆順番でスタートする。競技会のいずれのフェ
イズにおいてすべての同点処理後、最終順位が同点の場合、すべての同点競技
者は次のフェイズに進むものとする。 

 
4208 得点の計算 

4008 を参照 
 
4209 スタート順 

最初のラウンドのスタート順は無作為ドローによって決定される（2022.1 およ
び 4011 を参照）。 

 
4210 特別手順：モーグル 
 
4210.1 スタート合図 
 

スタート係がスタート 10 秒前を競技者に伝え、スタート合図が開始する。そ
の後「コンペティター・レディ! ３, ２, １, ゴー!」と出発合図を与える。 
競技者は直ちにスタートするよう義務付けられる。 

 
4210.2 スキーを外す、もしくは停止した場合 
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競技者がスタート後に片方、もしくは両方のスキーを外した場合、また 10 秒
もしくはそれ以上停止した場合、その滑走は Did Not Finish（DNF）とする。
競技者が片方もしくは両方のポールやその他の用具を落としてフィニッシュし
た場合、DNF とならないこととする。 

 
4210.3 エアの演技回数 
 
4210.3.1 ジュリーが特別に規定しない限り、すべてのコースは２回のエア演技とする。

より高得点を得るためには、競技者は異なるエア技を２種類演技しなくてはな   
らない。２種類の異なる技とは以下のとおり： 

 
ループ  ループカテゴリーのエア技は、グラブを追加しない場合、

1 回の滑走で 1 回のみとする。 
 

縦回転のフリップ  回転を開始する方向の変更（前方、または後方）、捻り
数の変更（捻りなし、またはフルツイスト）、またはグ
ラブを追加しない場合、フリップカテゴリーのエア技は、
1 回の滑走で 1 回のみとする。 

 
オフアクシス 回転度数に 360°の違いがある、またはグラブを追加しな

い場合、オフアクシスカテゴリーから、同じエア技を行
うことができる（ストレートローテーションと同じシス
テム）。 

 
ストレートローテーション  ストレートロテーションのカテゴリーのエア技を

２回行う場合、回転度数に 360°の違い、もしく
はグラブを追加しなくてはならない。 

 
アップライト 動作の回数が異なる、もしくはグラブを追加しなければ

ならない（例、ダブルスプレッドとトリプルツイスター） 
 

グラブ 同じグループの技においてグラブをする技としない技の
組み合わせは、異なる 2 種類の技とみなす。 

 
4210.3.2 推奨されるエア演技の回数を厳守しなくてもよいが、評価されるエア演技数は   

限定される。例えば、ジュリーがエア演技の推奨回数を２回とした競技会で、
１回のみエアを演技した場合、エアの得点は２回エアを演技した場合に得られ   
る最高得点の 50％が得点の上限となる。奨される回数以上エアを演技した場合、
最低点のエア演技の得点を除外する。例えば、ジュリーがエア演技を２回と推
奨した競技会で、競技者がエアを３回演技した場合、審判員は最低点のエアの
得点を除外する。 

 
4210.4 Did Not Finish (DNF) 

競技役員は下記に挙げるいかなる違反の場合、DNFを課してもよい。下記に挙
げる項目以外の状況も起こりうる。DNFは以下の場合に適応する： 
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4210.4.1 規定のコースから出た場合。ゲートラインまたはフィニッシュラインを通過し

ない場合。 
 
4210.4.2 スキーを片方、または両方はずした場合、また、10 秒以上停止した場合。 
 
4210.5 ゲートラインの通過 
 
4210.5.1 ゲートは 4210.5.2 に則り通過しなければならない。 
 
4210.5.2 競技者のスキーの先端と両足が旗門線（通過ライン）を通過したときに、旗門

を通過したことになる。旗門線（通過ライン）は、２つのインサイドポールを
結ぶ、想像上の最短ラインである。（図参照） 

 

 
 
4210.5.3 ゲート不通過後の対応条件 

競技者がゲート不通過した場合、競技者はそれ以降のゲートを通過することは
できない。 

 
4210.6 フォーランナー（前走） 

組織委員会は男女各４名、計８名の前走者を準備しなければならない。 
 
4210.7 決勝進出 
 
4210.7.1 決勝進出人数は以下のとおり 
 

競技会の種類 モーグル 
  女子／男子 
 

オリンピック冬季競技会 20／120 
世界選手権大会 18／18 
ワールドカップ 12-16／12-16 
コンチネンタルカップ 8-16／8-16 

 
4210.7.2 予選終了後、決勝進出者に同順位がある場合、4007.3 を参照。 

最初の滑走、または決勝フェイズのスタート順は予選成績順位の逆順とする。2 
番目のフェイズのスタート順は、決勝の最初の滑走結果の順位の逆順となる場
合もある。 

 
4210.8 競技会の中断 
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tor have crossed the gate line. The gate line is the imaginary shortest line be-
tween the two inside poles. (see drawing) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
4210.5.3 Requirements after a Gate Fault 
 A competitor who misses a gate must no longer continue through further gates. 

4210.6 Forerunners 
 The organisers must provide 8 qualified forerunners, four men and four women. 

4210.7 Qualified for the Final 
 
4210.7.1 The Finals generally consist of the following number of competitors:  
 

Type of Event 
 

Moguls  
W/M 

OWG  20/20 
WSC  16/16 
WC 12-16/12-16 
CoC 8-16/8-16 
 

4210.7.2  If there is a tie among Finalists after the Qualifications, see 4007.3.  
The running order for the first or only final phase shall be reverse of the order of 
placement in the Qualifications. The start order for any second phase can be the 
reverse of the competitors’ rankings following the first phase. 

4210.8 Interruption of Competition 
If there is an interruption of a competition, the competition should be resumed 
when conditions warrant. The results completed before the interruption will re-
main valid if it is possible to complete the competition on the same day. Other-
wise, the results prior to the interruption will be cancelled except if the Qualifica-
tions or some phases or rounds of the Finals have been fully completed. In that 
case, only the uncompleted Finals phases or rounds will be postponed but must 
be completed on the same competition site. If the Finals cannot be fully complet-
ed, the results of the Qualifications or different phases of the Final will be valid. 

 

Gate line Gate line 
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競技会が中断した場合、状況が回復次第、競技会を再開する。競技が同日に終   
了する限り、中断以前の成績も継続して有効とする。もしくは、予選、または、
決勝のあるフェイズもしくはラウンドが完了している場合を除き、中断前の成
績をキャンセルする。その場合、決勝の終了していないフェイズのみ延期とし、
その場合、同じ競技会場で完了しなければならない。決勝が完了できない場合、
予選、または異なるファイナルのフェイズの結果を有効とする。 
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4300 デュアルモーグル 
 
4301 定義 

 デュアルモーグル競技は、モーグル競技は、特にターン技術、スピード、エア
演技を重視しながら険しく急なコブ斜面を一回滑走し、そのスキー技術を競う
競技である。そして２名の競技者のうち、勝者が次のフェイズに勝ち上がる方
式で行う競技である。詳細は 4306、4307 を参照。 

 
4302 競技役員 
 
4302.1 審判 

4001.1 を参照 
 
4302.2 計時係長 

計時係長は、大会期間中の計時の精度に責任を持つ。即時の成績発表と記録の
計算に備え、セクレタリーと計算係長にタイムを準備する。彼らはデータの記
録にもまた責任を持つ。計時係長はアシスタントを選出してもよい。 

 
4303 競技会フォーマット 
 
4303.1  競技会手順 

FIS が公認するすべての国際大会に関する手順を以下に挙げる: 
 
4303.1.1 競技会フォーマット 

- 予選フェイズはひとつ、もしくは複数のラウンド（すべての競技者が一回
滑走するラウンドで開始する）で構成する。―4303.2 も参照すること 

- 決勝フェイズは一つもしくは複数のラウンドで構成する。 
 
4303.1.2 フォーマットの変更 

- ジュリーは以下の状況において、決勝のみのフォーマットに変更すること
ができる。 

- 競技者数が、その競技会における通常の決勝進出人数と同じ、もしくはそ
れ以下の場合。 

- 厳しい天候、もしくは雪の状態が不良の場合 
- その他の悪条件によりプログラムを短縮する必要がある場合 

 
4303.2 デュアルモーグル 

デュアルモーグル種目は、最初からデュアル形式で行う方法と、予選をシング
ルモーグル形式で、決勝をデュアル形式で行う方法がある。決勝では、各フェ
イズの勝者が次のフェイズに進出する。1 位を賭け、最終的に勝ち残った 2 名
が対戦する。 

 
4304 デュアルモーグルコース 

第７セクション 
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4304.1 女子および男子・デュアルモーグルコース共通規定 
 
4304.1.1 デュアルモーグルコースの承認 

FIS カレンダーに含まれるすべての国際競技会のためのモーグルコースは、FIS 
の承認が必要である。 

 
4304.1.2 デュアルモーグル会場の一般的な特徴 

デュアルモーグル会場は、競技に適した一定の勾配とフォールラインがあり、
均等にコブがあり、十分に積雪があり、障害物のない斜面である。コブは機械
で作られたものであってもよく、FIS フリースタイル競技コース規格の規格に
準拠すること。 

 
4304.1.3 デュアルモーグル会場のレイアウト 
 
4304.1.3.1 デュアルモーグルコースには途切れなく続く一本のフォールラインがあり、斜

面の勾配が一定であること。 
 
4304.1.3.2 斜面は極端な凸凹や、極端な斜度変化がないこと。 
 
4304.1.3.3 コースには可能な限り均等にコブを配し、固く、鋭いコブはならし、深い溝、

雪上車のわだちの跡や、氷など障害となりうるものはすべて除去すること。競
技者が極端に飛びすぎてしまうようなコブは、修正すること。 

 
4304.1.3.4 エアバンプ（エア台）は、デュアルモーグルのコース規格に基づいて設置する

こと（4304.3 を参照）。 
 
4304.2 スタートエリアの準備 
 
4304.2.1 スタートエリアは、競技者が安心して立つことができるように準備すること。 
 
4304.2.2 デュアルモーグル（シングルフォーマット予選用）のスタートエリア 

デュアルモーグルは、スタートライン下、約 1.5～2.0ｍに平行に光電管を設置
した、オープンスタートが望ましい。スタートラインと光電管は、コントロー
ルゲートと同じ幅になるように、コースの上部にセットする。スタートライン
を引く。競技者は、そのラインの前にポールをつき、スタートの合図があるま
でブーツをラインの後ろに維持する。 
スタート機器は、競技者が出発直後にフルスピードで、選択したラインに入れ
るような位置に設置する。タイミングブックレットを参照。 

 
4304.2.3 スタート機器 

デュアルモーグルのスタートにはスタート機器を使用する。詳細は 4304.2.4
を参照。スタート機器は、競技者が出発直後にフルスピードで、選択したライ
ンに入れるような位置に設置する。 
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4304.2.4 デュアルモーグルのスタート機器 
 
4304.2.4.1 FIS による承認 

競技会開催前に、すべてのスタート機器は FIS の承認を得なくてはならない。 
 
4304.2.4.2 スタート台 

スタート台は、競技者が、スタートラインにリラックスして立つことができ、
スタート直後、すぐにトップスピードに達することができるように準備するこ
と。 

 
4304.2.4.3 ゲートの設置 

スタート台の規格は、各コースの特性に合わせて調整することができる。スタ
ートゲートは、各コース幅の中央に設置する。ゲートは同時に開き、競技者が
加圧してもゲートが開かないように、加圧するとゲートがロックされる様式で
なくてはならない。 

 
4304.2.4.4 デュアルモーグルのゲート基準 

２つ蝶番のある縦 40cm、幅 200cmのゲートを水平のポールに設置する。ス
タートのハンドルは、ふたつのスタートゲートの中心に、そして水平ポールに
直角になるように設置する。スタートブロック（ボードの裏側）はスキーを保
護するため、プラスチックでカバーする。各ゲートの重さは 15kg とする。 

 
4304.2.4.5 開放システム 

ゲートはスイッチを入れると、両方が外側に向けて同時に開くシステムである
こと。また、確実に作動し、運搬しやすいよう、電気制御システムより機械制
御システムの方が望ましい。 

 
4304.3 エアバンプの基準と仕様 
 
 名称間の最大距離 長さ 
 最後のコブからテイクオフまで 4.0m-8.0ｍ 
 エアバンプのテイクオフからランディングの最後まで 15.0ｍ(上のジャンプ) 
  20.0m(下のジャンプ) 
 ジャンプの高さ 50-80cm 
 ランディングの角度 28°以上 
 テイクオフの角度 26°から 35° 
 エアバンプの幅 130cm±10cm 
 ジャンプのテイクオフからランディングのナックルまで 2.0m-4.0ｍ 
 
4304.4 コントロールゲート 

 コース内、９か所にコントロールゲート（幅の最高 75ｃｍ、高さ 1.2ｍの大き
さの旗で境界を示す）が滑走コースの外側に設置され、そして均等な間隔で、
各滑走コース幅が 6.5±0.5 メートルになるように、コースにセンターラインを
設置すること。左右のコントロールゲート間の幅に、旗の幅は含まない。 

 
4304.5  フィニッシュエリア 
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4304.5.1 デュアルモーグルのフィニッシュエリアは、フィニッシュラインから最低 30ｍ

とし、コースと同じ幅の整地であること。フィニッシュラインは、８ｍから 10
ｍの幅で設定する。光電管手前３ｍは整地し、競技者が光電管を飛び越えない
ようにする。 

 
4204.5.2 フィニッシュの決定 

電動計時で、競技者が身体、または装具のいずれかの部分がゴールポスト間を
横切り、光電管をさえぎった瞬間を計測する。 

 
4304.6 計時器具 
 
4304.6.1 電動計時 

シングルフォーマットの予選形式で予定される、すべてのデュアルモーグルの
公認競技会では、スタートとフィニッシュライン間は電気時計装置を使用しな
ければならない。フリースタイルのタイミングブックレット参照。 

 
4304.6.2 手動計時 

電気計時の補助として、手動計時システムを常時活用しなければならない。手
動計時システムと活用についてはフリースタイルのタイミングブックレットの
規定に適合すること。 

 
4304.6.3 デュアルモーグルの計時 

デュアルモーグルでは、計時は競技者がフィニッシュラインを横切った時間差
を基準にする。最初の競技者が、フィニッシュラインを横切ったときに計時を
はじめ、次の競技者がフィニッシュラインを横切ったときに、計時機器が停止
する。 

 
4304.6.4 計時の不具合 

すべての計時システムに不具合が生じた場合、リランを与えるものとする。 
 
4304.7 デュアルモーグル会場の準備とインスペクション 
 
4304.7.1 デュアルモーグル会場は、競技会までに準備を完了し、公式トレーニングがで

きるようにしなければならない。コースに雪が少ない場合、組織委員会はコー
スをカバーするために必要十分な雪を、コース内に搬入しておかなくてはなら
ない。コースがモーグル競技を成立させるための最低条件を満たしていない場
合、ジュリーは競技会を延期、またはキャンセルすることができる。 

 
4304.7.2  コブの造成に機械を活用してもよい。コースは各ラインが均等になるように、

コブの数や大きさには、細心の注意を払わなくてはならない 
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4304.7.3  公式トレーニング初日トレーニング開始前に、競技者とジュリーは、コースを
インスペクションしなければならない。インスペクションの時間はジュリーが
決定する。 

 
4304.7.4  インスペクション終了後ただちに、TD と他のジュリーメンバーは、会場内に

おいて競技者とトレーナーから、要望や提案を聞くこと。 
 
4304.7.5 コースが十分に明るくない場合、組織委員会はコブにカラーパウダーを撒く、

または松葉等を散らすなどして、問題改善を図ってもよい。 
 
4304.7.6  コブをエアバンプ（エア台）として成型してもよい（4304.3、4304.8.1 参

照）。エアバンプ（エア台）の位置はコースの上部と下部とし、各ライン、ほ
ぼ同位置であること。上部のエアバンプのテイクオフは、コース全長の 15％の
位置に、また下部のエアバンプのテイクオフは、フィニッシュラインから計測
してコース全長の 20％ の位置に設置すること。モーグルとデュアルモーグル
競技会が同会場で開催される場合、4204.3 が適用される。 

 
4304.8 エアバンプシェイパー 
 
4304.8.1 モーグルとデュアルモーグル競技のエアバンプ（エア台）の形成、シェイプの

ため、チームキャプテンは各ジャンプ（例；トップエア、ボトムエア）につい
て最高 2 名、シェイパーを選出する。選出されたシェイパーは、各ジャンプと
エアバンプの最終的な仕上げに責任を持つ。ワールドカップ以外の競技会では、
チームキャプテンミーティングでジャンプの準備方法を決定する。 

 
4304.8.2 各シェイパーは、公式トレーニングの最低１日前に、業務を開始できるように

準備しなければならない。 
 
4304.9 コース係長に属するコース係員以外は、ジュリーメンバーの要請がない限り、

コースの形状を変えるような行動を起こしてはならない。これは競技会中いず
れの場合においても適応するが、とくにコースを公式にインスペクションする
場合に注意すること。 

 
4305 公式トレーニング 
 
4305.1 モーグル競技の公式トレーニングは、モーグル競技の一部である。競技者は、

参加が義務づけられている。 
 
4305.2 公式トレーニングは連続しなくてもよいが、競技開催前、最低 2日間行うべき

である。 
 
4305.3 ジュリーは、トレーニング期間を短縮してもよい。 
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4305.4     競技会当日は、競技開始前最低 30 分間の公式トレーニングを行う。状況に応
じてジュリーは時間を短縮してもよい。 

 
4306 採点 

デュアルモーグル競技者の演技は、以下の３つの基礎要素を採点の対象とする。
（採点手順については、4307 参照）。 

 
4306.1 ターン；スコアの 50％ 

 （FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6204.1 から 6204.2 参照） 
 
4306.2 エア；スコアの 25％ 
 （FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6204.3 参照） 
 
4306.3 スピード；スコアの 25％ 
 （FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6304.3.4 クラシック採点方式

/6304.4 直接比較採点方式参照） 
 
4307 採点方式 

  
4307.1 審判団は、FIS フリースタイルジャッジングハンドブック 6403 に定める、各

ジャッジの役割・義務に基づいて採点すること。 
 審判員は、FIS フリースタイルジャッジングハンドブックにある「ターン」
「エア」「スピード」の観点から、滑りを評価すること。 
 競技者が、滑り始めてからフィニッシュラインを横切るまでの滑りを判断し、
評価する。競技者は滑りをコントロールし、フィニッシュエリアで、スピード
を制御して完全に停止すること。フィニッシュラインを越えて着地したエア演
技は、採点対象から除外する。 

 
4307.2 同点処理 
 
4307.2.1 同点処理―予選 
 
4307.2.1.1 シングルフォーマットの予選の場合、同点処理の方法はモーグルと同様である

（4207.3 参照）。 
 
4307.2.1.2 デュアルモーグルのシードグループの場合、4310.1.1 によって同点を処理する。 
 
4307.2.2 同点処理―決勝 
 
4307.2.2.1 5 名審判の場合: 同点は起こりえない。 
 
4307.2.2.2 クラシックデュアルモーグル方式における 7 名審判の場合：同点の場合、ター

ンジャッジの得票がより多い競技者が上位となる。この処理をした後でも同点
の場合、より多くのターンジャッジが勝者とした競技者を上位とする。この処
理をした後でも同点の場合、ターンの同点処理を担当するジャッジ（J7/ スピ
ード）のターンスコアで決定する。 
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4307.2.2.3 比較デュアルモーグル方式の場合：同点の場合、よりスピードの速い競技者が
勝者となる。この処理をした後でも同点の場合、ターンジャッジの得票をより
多く獲得した競技者を上位とする。 

 
4307.2.2.4 デュアルモーグルの決勝のための予選において、最終順位が同位（タイ）の場

合、２名が同位の場合、最初のデュアルのラウンドの前に、直ちにその２名が
対戦し、勝者が最初のデュアルのラウンドへ進出する。3 名以上が同位の場合、
各競技者がシングル滑走を行い、勝者がデュアルに進出する。 

 
4308 得点の計算 
 

4008 を参照 
 
4309 競技会手順 
 
4309.1 決勝進出 

決勝進出人数は以下のとおり 
 

競技会の種類 デュアルモーグル 
  女子／男子 
 

オリンピック冬季競技会 ―／― 
世界選手権大会 ８／８ 
ワールドカップ ８／８ 
コンチネンタルカップ 8-16／8-16 

 
予選後決勝進出者に同点がある場合、4007.3 を参照。 

 
4310 デュアルモーグルの競技形式 

 デュアルモーグル競技会は、２種類のフォーマットで運営することができる。
一方は、競技会のはじめからデュアルモーグル形式で実施する方法で、他方は、
決勝でデュアル方式を採用する方法である。後者の場合、決勝進出者を選考す
る予選は、モーグル競技会の運営方式に準ずる。 

 
4310.1 シードグループのあるデュアルモーグル 
 
4310.1.1 デュアルモーグルのシード 

いちばん最初のシード作成は、以下のとおりとする。 
モーグル競技会が、同じ大会で予定され同じコースを使用してデュアルモーグ
ル競技会の前に完了している場合、その大会の決勝成績の順位と現シリーズの
順位（ワールドカップ、コンチネンタルカップなど）のいずれか良い方の順位
を採用して、競技者のデュアルモーグルのラダーの位置を割り当てる。もしく
は、デュアルモーグル競技会がカップシリーズの一部である場合、各競技者は
直近の FIS ポイントリストとシリーズ順位のより良いものと同等のシード順で
割り当てるものとする。 
世界選手権大会では、同会場でのモーグル競技の最終成績の順位、FIS ポイン
トリスト、そしてワールドカップ順位のより良いものを採用する。 
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世界ジュニア選手権大会などその他、シリーズではないすべての競技会では、
FIS ポイントリストを活用する。 
同位の場合、まずモーグルの決勝成績で、次にカップ順位、その後 FIS ポイン
トリストを活用して処理する。この処理をした後でも同位の場合、無作為ドロ
ーを行う。 

 
4310.1.2 シードの手順 
 上位 32位までの競技者がシードされる場合、上位 8位までの競技者が順位に

従ってシードされ、上位９位から 16位の競技者は無作為ドローされ、９位か
ら 16位の番号枠に配置される。17位から 32位の競技者は無作為ドローされ
17位から 32位の番号枠に配置される。33位以降の競技者は、無作為ドローに
より決定する 33 番以降の番号枠に配置される。ドローの手順は 2022 に定める。 

 
4310.1.3 赤コースと青コースの割り当て 
 コース（レッド、ブルー）は、以下のように事前に決定する。 
 フェイズ 128 2 名のうち上位競技者がレッド 
 フェイズ 64 2 名のうち上位競技者がブルー 
 フェイズ 32 2 名のうち上位競技者がレッド 
 フェイズ 16 2 名のうち上位競技者がブルー 
 フェイズ 8 2 名のうち上位競技者がレッド 
 フェイズ 4 2 名のうち上位競技者がブルー 
 ファイナルフェイズ 2 名のうち上位競技者がレッド 

「上位競技者」とは、シード順が上位の競技者ではなく、対戦する 2名の競技
者のうち対戦表に記入する際、上側に記入される競技者のこととする。 
デュアルモーグルの競技では、コースを下から見て左側をブルーコース、右側
をレッドコースとする。 

 
4310.1.4 各ラウンドで敗者となった競技者の順位づけ 
 4 位までの順位は、2名の競技者の対戦した成績結果により決定する 
 5－8、9－16、17－32、33－64、65－128 フェーズで、次のラウンドに進出

できなかったすべての競技者は、4315 に従い順位を決定する。 
 DNSの競技者は、シード順に従って順位を決定する。 
 DNFの競技者は、シード順に従って順位を決定する。 
 得点を獲得したものの次のフェイズへ進出できなかった競技者は、獲得したジ

ャッジ得点に従って順位を決定する。グループ内で同点の場合、4315 に従っ
て同点を処理する。 

 
4310.2 シングルモーグル予選でデュアルモーグル決勝の形式 

 シングルモーグル形式により、予選通過者を決め、デュアルモーグル形式の決
勝でシードされる競技者を決定する。決勝に進出する競技者の人数は、８名、
16名、24名、または 32名の形式が可能である。上位４位のみ、最終的にデュ
アル形式で順位を決定する。 

 
4310.2.1 予選/モーグル 

 モーグルコースは、予選と決勝フェイズ用に、デュアルのコース（青／赤）に
分割すること。 

 
4310.2.2 スタート順 
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 競技者がスタートするときの順番は、無作為ドローによって決定される
（2022.1 を参照）。スタート順が奇数（1番、3番、5番……）の場合は赤コ
ース、スタート順が偶数（2 番、4 番、6 番……）の場合は青コースを滑走する。 

  
4310.2.3 決勝/デュアルモーグル 

 大会主催者は、FIS に対して、決勝に進出する競技者の人数を提案できる。競
技の滑走にかかる時間は、45分から 75分ほどであるべきである。 

 
4310.2.3.1 予選の結果は、決勝に進出する競技者の選考に活用する。 
 
4310.2.3.2 １位、２位、３位、４位はデュアル形式で決定すること。 
 
4310.2.3.3  残りの順位は、4315 に基づいて決定すること。 
 
4311 特別手順 
 
4311.1 スタート合図 
 
4311.1.1 スタート合図:シングルフォーマットの予選 

シングルフォーマットの予選では、スタート係がスタート 10 秒前を競技者に
伝え、スタート合図が開始する。その後「コンペティター・レディ! ３, ２, 
１, ゴー!」と出発合図を与える。 
競技者は直ちにスタートするよう義務付けられる。 

 
4311.1.2 デュアルモーグルのスタート合図 
 
4311.1.2.1 デュアルモーグルのスタート合図は、アナウンサーの通告「ブルーコース・レ

ディ、レッドコース・レディ」で開始する。 
スタート係、またはスタートゲートを開ける係は、アナウンス後約３秒以内に
両方のゲートを同時に開ける。何らかの理由によってゲートが開かない場合、
この手順をはじめからやり直す。 

 
4311.1.2.2 競技者が何らかの理由でスタートできない場合、そのフェイズでペアになった

対戦相手はコースを滑らないものとする。 
 
4311.2 Did Not Start （DNS） 

スタート合図が 4311.1.2.1 に従って完了する前に競技者がコースに侵入した場
合、DNSとみなす。 

 
4311.3  Did Not Finish (DNF) 
 
4311.3.1 規定のコースから出た場合。ゲートラインまたはフィニッシュラインを通過し

ない場合。 
 
4311.3.2 デュアルモーグルの対戦中、コースの中央ラインを越えた場合。両足が中央の

ラインを越えた場合、競技者は中央のラインを越えたものとみなす。 
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4311.3.3 スキーを片方、または両方はずした場合、また、10 秒以上停止した場合。 
 
4311.4 ゲートラインの通過 
 
4311.4.1 ゲートは 4311.4.2 に則り通過しなければならない。 
 
4311.4.2 競技者のスキーの先端と両足が旗門線（通過ライン）を通過したときに、旗門

を通過したことになる。旗門線（通過ライン）は、２つのインサイドポールを
結ぶ、想像上の最短ラインである。（図参照） 

 

 
 
4311.4.3 ゲート不通過後の対応条件 

競技者がゲート不通過した場合、競技者はそれ以降のゲートを通過することは
できない。 

 
4311.5 スキーを外す、もしくは停止した場合 

競技者がスタート後に片方、もしくは両方のスキーを外した場合、また 10 秒
もしくはそれ以上停止した場合、その滑走は Did Not Finish（DNF）とする。
競技者が片方もしくは両方のポールやその他の用具を落としてフィニッシュし
た場合、DNF とならないこととする。  

 
4311.6  ジャンプの演技（デュアルモーグル） 

 
競技者がエア演技を一回のみ行った場合、エアの総得点の最高 50 パーセント
のみ獲得することができる。 
 
競技者は同じジャンプを繰り返してもよいが、2名の競技者の比較において、
一方の競技者が同じジャンプを繰り返した場合には、ジャッジは技のバラエテ
ィ（多様性）について考慮する。技のバラエティ（多様性）とは、演技回数の
違い、または異なった種類の技などである。競技者が 1回の演技滑走中、2回
とも同じエア技を行った場合は、各エア審判の得点から 2 票ずつ減点する。競
技者が同じカテゴリーから異なった技を行った場合は、各エア審判の得点から 
1 票ずつ減点する。異なる技の定義は 4213.9 に定義されている。 

 
4312 デュアルモーグルのノックアウトラウンドにおいて、次のラウンドに

進出しない競技者の順位づけと同点処理 
 
4312.1 各ラウンドにおいて、該当するすべての競技者間で得点を比較する。競技者の

得点を高いものから低いものへと分類する。一番高い得点を獲得した競技者を
ひとつのグループにまとめる。さらに、次に高得点を獲得した競技者をひとつ
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tor have crossed the gate line. The gate line is the imaginary shortest line be-
tween the two inside poles. (see drawing) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
4210.5.3 Requirements after a Gate Fault 
 A competitor who misses a gate must no longer continue through further gates. 

4210.6 Forerunners 
 The organisers must provide 8 qualified forerunners, four men and four women. 

4210.7 Qualified for the Final 
 
4210.7.1 The Finals generally consist of the following number of competitors:  
 

Type of Event 
 

Moguls  
W/M 

OWG  20/20 
WSC  16/16 
WC 12-16/12-16 
CoC 8-16/8-16 
 

4210.7.2  If there is a tie among Finalists after the Qualifications, see 4007.3.  
The running order for the first or only final phase shall be reverse of the order of 
placement in the Qualifications. The start order for any second phase can be the 
reverse of the competitors’ rankings following the first phase. 

4210.8 Interruption of Competition 
If there is an interruption of a competition, the competition should be resumed 
when conditions warrant. The results completed before the interruption will re-
main valid if it is possible to complete the competition on the same day. Other-
wise, the results prior to the interruption will be cancelled except if the Qualifica-
tions or some phases or rounds of the Finals have been fully completed. In that 
case, only the uncompleted Finals phases or rounds will be postponed but must 
be completed on the same competition site. If the Finals cannot be fully complet-
ed, the results of the Qualifications or different phases of the Final will be valid. 

 

Gate line Gate line 
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のグループに、というようにすべての競技者が分類されるまで高得点の順番に
並べてグループに分けることを繰り返す。各グループ内に複数の競技者がいる
場合、競技者の競技会におけるシードに基づいて順位を決定し、それら競技者
は同ラウンド内において得点を獲得しなかった競技者より上位に位置づける。 
 

4312.2 DNFとなった競技者は、シード（4310.1 参照）または予選の順位（4310.2 参
照）に従って順位づけする。順位は同ラウンド内で得点を獲得した競技者より
下位、DNSとなった競技者の上位とする。 
 

4312.3 シードグループを伴うデュアルモーグル（4312.4 参照）において、最初のラウ
ンドを除く他のラウンドにおいてDNSとなった競技者は、同ラウンド内で他
の手順で分類された競技者とシード順（4310.1 参照）、または予選の順位
（4310.2 参照）により順位づけされる。 
 

4312.4 シードグループを伴うデュアルモーグル（4310.12 参照）において、最初のラ
ウンドでDNSとなった競技者は分類せず、その競技会において順位をつけな
い。該当競技者はリザルト上ではDSQより上位に表記する。 

 
4312.5 対戦する競技者が両方ともにDNF となった場合、最初にDNF となった競技者

を下位とする。 
 
4312.6 同点処理 
 順位をつけることが不可能な場合、予選フェイズの順位、または競技会のシー

ドに基づいて順位を決定する。その場合、より良い順位の競技者が上位となる。 
 
4313 競技会の中断 -シードされたグループのともなうデュアルモーグル 
 

競技会の中断、もしくは状況が回復しても競技会が再開することができない場
合、スモールファイナル（デュアルモーグルの 3位、4位決定戦）および／ま
たは決勝（デュアルモーグルの 1位、2位決定戦）を除くラウンドが完了して
いる場合、中断以前のラウンドの結果は有効とする。これ以外の場合、中断以
前の結果は取り消しとなる。コンチネンタル、またはワールドカップポイント
のともなう、スモールファイナおよび／またはファイナルが完了できない場合、
スモールファイナルの競技者は双方を 3位とし、3位と 4位のポイントの平均
を授与する。ファイナルの競技者は双方を 1位とし、1位と 2位のポイントの
平均を授与する。賞金をともなう競技会においては、賞金はワールドカップ規
則 1.2.10.1 に従って分配する。 
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4700 エアリアル団体戦のルール 
 
4700.1 団体戦の種類 

競技会は、エアリアル競技の競技規則と手順に基づいて行う。 
競技会とは、男子競技会もしくは女子競技会のいずれか、もしくは男女混合競
技会が可能である。 
チーム戦において、異なるフェイズにおいてグループを構成する競技者が演技
を行う。異なる競技者は FIS ポイントに基づき、いくつかのラウンドに分けら
れる。 
 

4700.2 チームサイズ 
１チームは 2、3、または 4名の競技者、そして代替要員として男女各 1名の予
備競技者で構成される。 

 男女混合チーム戦の場合は、男女両方の競技者を含み、同一性別の競技者が 2 
名以下であること。 

 
4700.3 各国のチーム数 

主要競技会において、各チームは単一国の競技者で構成する。それ以外のレベ
ルの競技会においては、1か国以上で構成することができる。 
 

4700.4 競技会のフォーマット 
 予選と決勝のフェイズ、もしくはサブフェイズを含む決勝フェイズのみのいず
れかとする。 
 

4700.4.1 予選―決勝 
 予選を行う場合、最初のラウンド後、各チームの得点を合計し、順位を決定す
る。決勝フェイズのシードは予選の順位に従って決定する。 

 
4700.4.2 決勝 

 予選を行わない場合、競技会へのエントリーとシードは各チームの FIS ポイン
トの合計の順位に従って決定する。 
 決勝では、ふたつのサブフェイズを設定することができる。ラウンド 1（決勝
１/F1）に引き続きメダル決定ラウンド、もしくはラウンド 2（決勝 2/F2）を
行う。F1は最高 8チームまで、F2 は 4チーム参加することができる。 

 各競技者は各フェイズにおいて、1回試技に参加することができる。 
 
4700.5 競技会手順 

 
4700.5.1 エントリー 
 各チームのエントリーは以下の情報を含むこと。競技者の名前、国籍、性別、

生まれた年、ジャンプする技、そして FIS ポイント。 
 
4700.5.2 ドロー 
 各チームのメンバーと予備要員をドローの前に決定する。各チームはチームキ

ャプテンミーティングの開始前にエントリーを完了しなくてはならない。 

第８セクション 
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 ドローの前に、エントリー、補助要員、FIS ポイントと各チームの FIS ポイン
トの合計を記載した順位シードリストを作成する。 

 スタートリスト作成のため無作為ドローを行う。 
 
4700.5.3 スタートリスト 
 各フェイズとサブフェイズ後、スタートリストを作成する。 
 チームは、前のフェイズもしくはサブフェイズの順位の逆の順番でスタートす

る。 
 男女混合チーム戦の各ラウンドでは、女子のラウンドを第一番目にスタートし、

次のラウンドではランクが 2番目の競技者が、最後のラウンドでいちばんラン
クの高い競技者が演技する。 

 
4700.5.4 予備要員 
 トレーニングの終了時、競技会開始前に各性別ひとりずつ予備要員に交代する

ことができる。 
 
4700.5.5 競技会 
 各フェイズにおいて、すべての競技者はスタートリストの順番に従って 1回ジ

ャンプを行う。各フェイズ後、この結果を次のフェイズまたはサブフェイズに
進むチームのシード順の決定に活用する。 

 各ジャンプ後、競技者の得点とチームの順位をアナウンスする。 
 各フェイズ後、チームの順位と次のフェイズのスタート順番をアナウンスする。 
 
4700.6 順位 

それぞれの競技者の得点をチームごとに合計し、チームの総合得点とする。 
 チームの総合得点を各フェイズにおけるチームの順位決定に活用する。 
 最後のフェイズまたはサブフェイズにおいて、最高の合計得点を獲得したチー

ムが優勝となる。そのほかのチームは各フェイズまたはサブフェイズの得点に
従って、順位を決定する。 

 最終リザルトには、競技会に参加したすべてのチームメンバーと交代要員、そ
してそれぞれの得点を含む。 

 
4700.7 同点 
 順位において同位が発生した場合、ラウンドごとの比較を行い、より多くのラ

ウンドを制したチームを高順位とする。それでもまだ同位の場合、そのフェイ
ズまたはサブフェイズにおける個別の最高得点を獲得したチームが高順位とな
る。それでもまだ同位の場合、エアリアルのタイブレイク規則を適応する。 
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4800 デュアルモーグル団体戦のルール 

 
競技会は以下に明記されているものを除き、デュアルモーグル国際競技規則
（ICR）（4300 参照）に則って運営される。 

 
4800.1  団体戦の種類 

- 男子 
- 女子 
- 混合 

 
4800.2  チーム 
 
4800.2.1 チームは 2名の競技者で構成する。競技者はひとつのチームにだけ所属する。 
 
4800.2.2 各チームは単一の国の競技者で構成されなければならない。 
 
4800.2.3 混合チーム競技会では、チームは男女両方の性を含まねばならない。 
 
4800.2.4 チームは性別ごとに各１名、予備要員／補欠要員の競技者を指名してもよい。 
 
4800.3 チーム数 
 

競技会のチーム数は、FIS レースディレクター、もしくは FIS レースディレク
ターがいない場合はジュリーによって上限を制限されることがある。 
チーム数が制限される場合、各参加国から 1チームずつ含んでから、追加の国
のチームを加える。 

 
4800.4 競技会のフォーマット 
 
4800.4.1 ここに明記されている項目を除き、フォーマットはデュアルモーグルルール

4310.1―シードされたグループのデュアルモーグルに準ずる。 
 
4800.4.2 チームはノックアウトラダー（4800.5.1―シーディング、ドローしたスタート

リスト参照）にシードされる。 
 
4800.4.3 チームはヒートで競技し、勝利したチームが次のラウンドへ進出する。各ラウ

ンドにおいて、すべてのチームは、ノックアウトラダーによるスタートリスト
順に 1回のヒートに参加する。 

 
各ヒートは各チームメンバーが相手チームのメンバーと対戦する 1回のランで
構成する。1ヒートは 2本のラン、「a」と「b」で構成し、「a」の後に「b」
が続く。 

 
4800.5 競技会手順 
 
4800.5.1 シーディング、ドローとスタートリスト 
 

第９セクション 
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4800.5.1.1 チームは各チームのメンバーと補欠要員をドローの前に確定しなくてはならな
い。ドローの前に、エントリー、補欠要員、デュアルモーグルルール 4310.1.1
に則った参加選手の順位、チームメンバーのシード順の合計に準じたチームの
順位を表すリストを作成する。チームシードの順位が同順位の場合、無作為ド
ローで同位を解決する。 

 
4800.5.1.2 デュアルモーグルルール 4310.2 に従い、スタートリストのノックアウトラダ

ーにチームをシードするために、順位リストを活用するが、各チームはチーム
の順位に従って、ヒート（4800.4 参照）に割り当てられる。 

 
4800.5.2 補欠要員 
 

チームメンバーの 1名を予備要員／補欠要員に交代することができる。この交
代はスタートの 30分前に TDに連絡しなければならない。TDはこの情報をジ
ュリー、データサービスとスターターに連絡しなければならない。 

 
4800.6 組み合わせ 
 

混合チーム競技会の場合、女子は女子と、男子は男子と対戦するものとする。
下位にシードされたチーム（たとえば数値的なランクが高いチーム）がヒート
の 1本目に滑走する競技者を最初に指定しなければならない。 

 
4800.7 ブルーとレッドコースの割り当て 
 

コースの割り当ては、各ヒート最初の滑走は、4310.1.3 に従い、競技者の順位
の代わりにチームの順位を活用する。各ヒート 2回目の滑走はコースの割り当
てが逆になる。 

 
4800.8 順位 

各チームのスコアを合計し、チームの各ヒートにおけるチームの合計スコアを
算出する。1位から 4位の順位は「ビッグファイナル」と「スモールファイナ
ル」の結果で決定する。そ例外のチームは、各ラウンドのチームの合計点に従
って順位を決定する。 
公式結果は、競技会に参加したすべてのチームメンバーと補欠要員と彼らのス
コアを含める。 

 
4800.9 同点 
 

ヒートの同点は以下のように処理する： 
- ターンスコアの合計がより高いチーム 

 
それでも同点の場合： 
- DDを除いたエアスコアの合計がより高いチーム 

 
それでも同点の場合： 
- タイムの合計がより速いチーム 
 
それでも同点の場合： 
- 単独のターンスコアがいちばん高いチーム 
 
それでも同点の場合： 
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- ＤＤを除いたエアスコアがいちばん高いチーム 
 
それでも同点の場合： 
- 単一のタイムがいちばん速いチーム 
 
それでも同点の場合： 
1 本勝負のデュアル 
- 単一性競技会では、チームが競技者を指定する。 
コースはコイントスで決定する。 
- 混合競技会では、コイントスで男女を決定する。 
コースはコイントスで決定する。 
 
同位の解決は： 
- 競技した最終ラウンドの前のラウンドのスコアが高いチームとする。それ
でも同点の場合… 
- 競技した最終ラウンドで個人スコアがもっとも高かったチームとする。 
 
それでも同点の場合： 
- 同位が解決するまで、次のラウンドのスコアを同じように比較を続ける。 
 
それでも同点の場合： 
- チームは同じ順位となる。 

 
4800.10 表彰と賞金 

チームメンバーと補欠要員はチームに授与されるメダルと表彰を受ける。賞金
はチーム全体に授与される。 
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5000 クロスイベント 

タイム計測、もしくはグループでの予選を行った後、複数人の競技者が様々な
種類のターン、ジャンプ、ウェーブを含む特設クロスコースにて、互いに競い
合う 
 

5100 競技エリア  
 
5101 スタートゾーン  

スタートゾーンは競技エリアの一部であり、スタートゲートの上と横のエリア
全体を定義する。これにはスタートエリア、競技者の準備エリア、スタートプ
ラットフォームとスタートランプ、またコース役員、競技スタッフ、コーチな
どにコースへのアクセスできるように特別に設定された通路が含まれる。そこ
は関係者以外の競技エリアへの侵入を防ぐために一般の入場規制をしなければ
ならない。 

 
5101.1 スタートエリア  

スタートエリアは参加している競技者／チーム、また必要なチーム役員（競技
者、コーチ、サービスマンなど）を除く、全ての人が立ち入りできないように
しなければならない。これにより、チームは公衆、競技会スタッフなどから邪
魔されることなく検査や準備することができる。適切なシェルター、ウォーム
アップテントは、スタートの順番を待つ競技者に用意することが望ましい。 
 
チームごとにコーチ、競技者、サービスマンのためにスペースが用意されるこ
とが、競技レベルに応じて定義される場合がある。 

 
5101.2 準備エリア 

スタートプラットフォームに呼び出される前に、最終準備を行うために呼び出
された選手専用のスタートエリアとスタートプラットフォームの間に準備エリ
アを設けることを推奨する。 

 
5101.3 スタートプラットフォーム 

スタートプラットフォームには、競技者と競技者のコーチ、もしくはスタッフ
といった同伴者 1名、そしてスタート役員以外の入場はできない。スターとプ
ラットフォームは、悪天候などの環境から適切に保護され、また競技者がスタ
ートゲートではリラックスして待機ができ、スタートを切った後に素早く競技
力のあるスピードに達することができるように調整すべきである。 
スタートゲート（手動式、もしくは自動スタートデバイス）は特定のイベント
要件を考慮して設置すること。 

 
5102 コース  

スタートとフィニッシュの設営、テレビ塔、計測器、スポンサー広告機器など、
競技会に必要なアイテム 

 
5102.1 クロスコースの定義  
 
5102.1.1 テクニカルデータ  
 

第 10セクション 
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コード クロスコース 数値 
CL (m) コース全長  

レベルA 800-1300m 
レベル B 最短 700m 
レベルC 最短 450m 

 ショートコース 
OWG、WSC以外の全てのレベル（ナイトイ
ベント、シティイベント等） 

 

CA (°) コース平均斜度 5 ° -12 ° 
VD (m) 標高差（バーティカルドロップ）  
 レベルA 70 -260m 
 レベル B 最低 60m 
 レベルC 最低 40m 
SW (m) スロープ幅 40m 
TW (m) コース幅 6.0m -16.0 m 
 競技会の形式とレベルに応じて  
 スタート基準  
SA (m) スタートエリア 長さ 10.0m 
  幅 30.0 m 
SP (m) スタートプラットフォーム 長さ最低 6.0m 
 スタートゲートの幅に応じて 幅 12.0m (+/- 4.0m) 
SL (m) スタート区間（スタートから最初の方向変更

まで） 
 

 レベルA 100.0m 
 レベル B 80.0m 
 レベルC 80.0m 
 フィニッシュエリア基準  
FL (m) フィニッシュライン（幅） 15.0m (+/- 5.0m) 
FA (m) フィニッシュエリア全長 60.0m (+/- 10.0m) 
FW (m) フィニッシュエリア幅 30.0m 
 競技会レベル  
レベルA OWG, WSC, WJC, WC, YOG  
レベル B COC, UVS  
レベルC NC, FIS, EYOF, JUN  

 
5102.1.2 コースの特徴  

クロススポーツの概念に従って、クロスコースは 4～6人の選手たちが、様々
な要素のあるコースをできるだけ速く、完走できなくてはならない。エキサイ
ティングな滑走はスタートからフィニッシュまでに追い越しの可能性から生み
出される。様々なジャンプ要素、カーブ、ウェーブによって、コースの攻略が
難しくなる。コースデザイン、フィーチャーとコース整備に関しては、コース
ビルディングガイドラインを参照すること。 

 
5102.2 安全対策/フェンス設営/カラーリング  
 
5102.2.1 フェンス設営  

コースは、障壁によって完全封鎖されなければならない。 
 
5102.2.2 安全対策設営  
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ジュリーの同意を得て、コースは適切で安全な素材で保護しなければならない。 
 
5102.2.3 カラーリング 

コースはコースサイドに沿って青いペイントで十分にマーキングされなければ
ならない。ジュリーがジャンプと着地点でペイントされる場所を決定する。イ
ンスペクションの前、トレーニング前、そして各競技フェーズ前に、必要に応
じて状態をチェックして補充する。 
フィニッシュラインは、5103.1.2 フィニッシュラインで定義されている通りで
なければならない。 

 
5102.2.4 コースの閉鎖と変更  

閉鎖されているコース内は、ジュリーのみが旗門やフラッグの変更、コースの
マーキング、またはコース構造（ジャンプ、コブなど）の変更を行える。 
閉鎖中の競技コースに入場した競技選手は、ジュリーの制裁対象になる。（例
外：通常のコースインスペクション時） 

 
フォトグラファーと撮影チームは、競技会の撮影をするために閉鎖されたコー
ス内に入ることができる。彼ら/彼女らの最大人数はジュリーによって制限でき
る。彼ら/彼女らの配置は、ジュリーによって定められた場所に限り、また競技
中そのエリアに居ること。 
 
トレーナー、サービスマンなど、閉鎖された競技コースに入ることができる人
はジュリーによって決定される。同様にフォトグラファーと撮影チームの人数
と場所は、バリアの内側（競技コース内）に入る場合は、ジュリーに承認さな
ければならない。 

 
5103 フィニッシュゾーン 

フィニッシュゾーンは、フィニッシュエリア（フィニッシュコーラル）、計測
小屋（ゴールハウス）、テレビタワー、ミックスゾーン、観戦エリアなど。 
フィニッシュ設営と閉鎖は、適切なセキュリティ保護手段を用いて運営すべき
である。 

 
5103.1 フィニッシュエリア（フィニッシュコーラル）  

フィニッシュエリアは競技エリアの一部であり、フィニッシュに向かってくる
競技者がはっきりと見えなければならない。 
フィニッシュエリアは完全にフェンスで囲まなければならない。いかなる不正
入場を防止しなければならない。 

 
5103.1.2 フィニッシュライン  

フィニッシュラインはコースの終わりを示し、また 2つの垂直なマークで定義
される。フィニッシュラインは赤い直線で明確に示されなければならない。 

 
例外的に、ジュリーは技術的、セキュリティー上の理由、または地形的な観点
から、5102.1.1 テクニカルデータに記載されている距離を縮めることができる。
もしタイム計測機器がフィニッシュマーキングの後ろに設置されている場合は、
十分な保護をしなければならない。 
さらなる詳細に関しては、タイミング＆データの小冊子を参照すること。 

 
5104 ウォームアップコース 

適切なウォームアップコースを用意しなければならない。 
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5200 設営とイベント資材  
 
5201 スタート、フィニッシュ、計測器設置 

FIS カレンダーの全てのイベントでは、FIS に公認された電子計測器、スタート
デバイス及びフォトセルを使用しなければならない。承認済み機材のリストは
公開されます。FIS に公認された機材リスト外の計測機器を使用した競技会で
は、FIS ポイントは考慮されない。 

 
タイム計測の仕様と手順についての詳細は、FIS タイミング小冊子にて説明さ
れている。 

 
5201.1 スタート機材 
 
5201.1.1 スタート機材の設置  

スタート機材はコースの中央に合わせて設置しなければならない。スタートゲ
ートたちは同時に開放しなければならず、また競技者が力をかけることによっ
てゲートを開放する、もしくは開放を妨げることが不可能でなければならない。 

 
5201.1.2 クロススタート機材基準 

電子リリース装置と予選セットアップの詳細に関して、タイミング小冊子を参
照してください。 

 
5201.1.3 電子リリース装置  
 

電子機器を使用してドロップドアを開放することは認められている。すべての
ドロップドアは所定の位置でロックされ、同じ電子信号によって解除される必
要がある。開放のタイミングは 1.0～4.0 秒の間でランダムであること。スター
ト合図の「アテンション」（5610.3.2 スタート合図とコマンド/2707.4 スター
トコマンド）にて、スターターによってランダムシークエンスが開始される。 

 
ワールドカップ、世界選手権、冬季オリンピック競技会では、電子リリース装
置の使用が必須。 

 
電子リリース装置は最低 20回のスタートシークエンスを行えるバックアップ
パワーソースを備えてなければならない。もしこのバックアップシステムに障
害が発生した場合、機械的なスタートリリースシステムを使用してスタートゲ
ートを操作できる必要がある。 

 
5201.2 タイム計測機器  

すべての国際大会では、2つの別々に電子的に同期された時刻で動作するタイ
ム計測システムを使用する必要がある。一つのシステムはシステムA（メイン
システム）、もう一つはシステムB（バックアップシステム）としてレース開
始時に指定する。 

 
タイム計測機器とタイム計測に関するすべての技術的詳細はタイム計測小冊子
に記載されている。 

 
5201.2.1 スタート計測開始のタイミング  
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スタートのタイミングは、競技者の膝から下の脚がスタートラインと交差する
と同時、もしくはスタート機材の板が開放されると同時に計る。 

 
5201.2.2 フィニッシュ計測のタイミング  

すべてのイベントでは、FIS に公認された 2つのフォトセルシステム（たち）
をフィニッシュラインに設置しなければならない。一つはシステムAに接続、
もう一つはシステムBに接続される。 

 
5201.2.3 無線タイム計測  

予選で無線タイム計測機器を FIS、NC、またCOCレベルの競技会で使える。
タイム計測機器は FIS タイミング小冊子の無線計測機器の基準を満たしていな
ければならない。 

 
5201.2.4 タイム計測配線  

最低 2系統の別々の配線がタイム計測に必要。 
コミュニケーション通信は別系統にする。ハイレベルな競技会では、より多く
の配線が必要になる場合がある。タイム計測小冊子を参照 

 
5201.2.5 手動タイム計測  

タイム計測の予選では、手動のスタートとフィニッシュでのタイム計測が必須。
技術的詳細はタイム計測小冊子を参照 

 
5201.2.6 フィニッシュカメラ  

各ヒートのフィニッシュ判定カメラは必須。技術的必要条件と設置場所につい
て、タイム計測小冊子を参照 

 
5201.2.7 リアクションタイム  

ワールドカップ、世界選手権大会、冬季オリンピック競技会では、リアクショ
ンタイムを計測する必要がある。 
技術的必要条件はタイム計測小冊子を参照 
 

5201.2.8 中間計測 
中間計測は、スタートからフィニッシュラインの間の区間で計測される計測時
間である。それらはチーム、競技者、メディア、そして大会役員向けに情報提
供するための参考タイムであり、公式の結果や順位に反映されるものではない。 
中間計測は公式に使用される記録タイムではないため、公認されていない計測
機器によっての計測ができる。 
ワールドカップ、世界選手権大会、冬季オリンピック競技会では、中間計測を
20～30秒ごとに計測すべきである。中間計測は競技会レベルの下位の大会では
計測しなくても良い。 
技術要件については、タイミングブックレットを参照。 

 
5201.3 タイム計測ハウス 

タイム計測及びデータ作業エリアは最低 3.0 x 4.0 メートル。テーブル、椅子、
電子機器と暖房機器を提供する必要がある。タイム計測とデータ作業の場所は、
特定のコース仕様によって定義される。 
施設は耐候性があり、内部が暖かく、トイレ設備が利用可能でなければならな
い。 

 
5203 旗門 
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クロスの旗門は、三角形の旗門フラッグで接続された一本のスタビーフレック
スポール（ターン側旗門）と一本のロングスラロームリジットポール（外側旗
門）で構成される。 

 
5203.1 旗門フラッグ  

三角形旗門フラッグ（バナー/パネル）には以下のサイズが使用できる。（以下
のサイズから僅かなサイズ誤差は許容される） 

 
底辺長さ：  最小 100 cm 最大 130 cm 
長辺高さ： 最小 80 cm 最大 110 cm 
短辺高さ：  45 cm            

 
旗門フラッグは 2色の別々の色であること 
旗門フラッグは風を通しやすい素材であること 
旗門フラッグの広告は、通気性やフラッグのリリースメカニズムを低下させて
はならない。 

 
5203.2 ポール 

すべてのポールはリジットポールとスタビーポールに細分化される。ポールは
2色の使用を推奨する。 

 
5203.2.1 リジットポール 

円柱で形成され、ジョイント部のない、直径最小 20mmから最大 32mmのポ
ールはリジットポールとして使用できる。それらは破片にならない素材（ポリ
カーボネートプラスチック、または類似の特性を持つ非分裂素材）でなければ
ならない。 

 
5203.2.2 スタビーポール  

スタビーポールは、ヒンジの付け根からポールの上端まで 45 cm以内の上部が
パッドもしくは空洞になっているポール。 
- ソフトパッド (おおよそ) 35 cm 
- ベース部長さ(おおよそ) 25 cm 

 
5204 スタートナンバー（ビブ）  
 
5204.1 スノーボードクロス 
 

ナンバービブは、番号が前後及びスリーブ部に、コースジャッジから良く視認
できる必要がある。 

 
5204.2 スキークロス 

ビブは、数字が前後に、コースジャッジからよく視認できる必要がある。 
 
5204.3 ファイナルフェーズ用のビブ  

予選フェーズ後にビブはファイナル用に交換する必要がある。ファイナル用の
新しいビブ番号は、予選の順位によって決められる。もし正しい番号のビブが
利用できない場合、昇順番号のビブを決勝フェーズで使用しなければならない。 

 
5205 カラージャージ  
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ヒートで競う際には、追加のカラージャージを使用する。主な 4色のカラービ
ブは、赤（予選／シーディングで１番目）、緑（予選／シーディングで２番
目）、青予選／シーディングで３番目）、黄色予選／シーディングで４番目）
である。白予選／シーディングで５番目）と黒予選／シーディングで６番目）
は 6人制フォーマットの際に追加で使用される。カラージャージは、番号ビブ
の上に着用する。 

 
5206 放送設備  
 
5206.1 音響システム 

2016.1-2 を参照  
 
5206.2 OVR（競技会場でのリザルト） 

公式掲示板はスタートとフィニッシュエリアに設置する。 
シーディング表はスタートに掲示する。リザルトとすべての公式書類は、フィ
ニッシュエリアの掲示板に掲示する。これはもしライブデータをアプリのデー
タサービスや電光掲示板にて情報提供していたとしても、掲示板掲載は必須で
ある。 

 
5300 クロス競技役員／スタッフ 
 
5301 ジュリー 

ジュリーは競技会運営と競技会で判断が必要になった場合の責任を負う人物で
ある。レフリーについては共通セクション 2007 を参照。 

 
5302 レースディレクター 

ユニバーシアード、世界ジュニア選手権大会、ユースオリンピック、ワールド
カップ、世界選手権大会、オリンピック冬季競技大会といったメジャーイベン
トでは、FIS レースディレクターは主要な役員であり、競技会運営と審判員を
行う。彼／彼女は競技会のすべてのフェーズをフォローし、他のジュリーがす
べての技術面、スケジュール、そして ICRの問題が適切に処理されるように確
認する。 

 
レースディレクター詳細は 2009.を参照 

 
冬季ユニバーシアードで FISUの技術代表は、FIS からユニバーシアードのレー
スディレクター／競技会ディレクターとして承認された、すべての競技会にお
いて決議権のあるジュリーメンバーである。 

 
コンチネンタルカップレベルの競技会において、コンチネンタルカップの競技
委員長は主要なスタッフであり、競技会のジュリーメンバーで必要に応じて審
判員として判断を行う。彼／彼女は競技会のすべてのフェーズをフォローし、
他のジュリー0がすべての技術面、スケジュール、そして ICRの問題が適切に
処理されるように確認する。詳細はCOCルールブックを参照。 

 
5303 技術代表(TD) 

技術代表の主な義務 
- FIS のルールと指示が遵守されていることを確認する 
- すべての競技会運営がフェアに行われているか視察する 
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- 大会オーガナイザーが彼らの責務を全う出来るようアドバイスする 
- IS の公式代表として責務を行う 

 
詳しくは共通セクション 2008 を参照 

 
5304 競技委員長 

競技委員長は、大会組織委員会のメンバーでジュリーメンバーの一員である。
詳細は共通セクション 2004.1 を参照。 

 
クロス競技会における彼／彼女の追加の義務と責任については 
- 競技会開催地と接な関係を持つこと 
- クロストレーニングと競技会フェーズを監督する 
- 技術代表と協力して適切な場所にセクチョンチーフとセクション審判員を

配置する 
- すべてのセクションチーフおよび／もしくはセクション審判員が適切な通

信装置（無線機）を装備し、彼らが十分な運営に関する知識を持ち、また競
技会開催中に迅速なコミュニケーションを、無線を通じて行えるように確認
する。（英語で） 

- すべてのクロスのチームキャプテンミーティングに参加する。 
 
5305 レフリー 

メジャーイベントでは、レフリーは技術代表、大会委員長とは別の国籍の人物
が行うべきである。 
レフリーは、各出走終了ごとに、もしくは競技会のフェーズ後ごとにセクショ
ンチーフ旗門員からのルール違反、ゲート違反に関するレポートを記録する。
各出走、フェーズの直後に確認と署名、レフリー議事録に記録を行い、すみや
かに公式掲示板に掲示する。レフリー議事録には失格者の名前とどのセクショ
ンにて失格が発生したか、また失格に抵触したルールの番号と失格を掲示した
正確な時刻とその失格に対する抗議期限時刻を含めて明記するべきである。 
レフリーはジュリーメンバー（2007 参照）であるとき、予選の時はプロテスト
を受け入れて、KOファイナルではフィニッシュエリアでのリビューリクエス
トを受け入れ、迅速にプロテスト／リクエストを他のジュリーメンバーに報告
しなければならない。場合により、技術代表がフィニッシュエリアにて抗議を
受けるか選ぶことができるが、それはレフリーがスタート、もしくはコース内
に位置している場合である。メジャーなクロス競技会ではレフリーは FIS に任
命される。 

 
クロス競技会ではレフリーは以下の項目を担当する： 
- スタート番号のドロー 
- コースセット終了後すみやかにコース確認を行う。単独、もしくは他のジ

ュリーメンバーと協力して、また／もしくは招待した人員とともに。 
- コースセッターとすべてのジュリーメンバーは、状況によりインスペクシ

ョンに参加できなかった場合、旗門を削除、もしくは追加といったゲートの
変更を通知しなければならない。 

- スタートおよびフィニッシュレフリー、また大会役員からルール違反や旗
門のトラブルについて、それらが発生した出走後と競技会の最後に報告を受
ける。 

 
5306 ビデオコントローラー 

イベントチャプター5408 Video Control を参照 
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5307 コース係長  

2004.3 を参照 
 
5308 コースセッター 

競技会ジュリーはコースセッティングの責任者である。 
コースセットは指名されたコースセッターとコース係長がジュリーと協議して
実施する。 

 
5308.1 任命 

ワールドカップ、オリンピック冬季競技大会、世界選手権大会、世界ジュニア
選手権大会では、コースセッターの任命は、コースディレクターによるコース
の審査の後、FIS によって行われる。任命されたコースセッターはコースセッ
トを FIS レースディレクター、ジュリー、コネクションコーチと共に行う。 
FIS カレンダーに公開された国際的な競技会では、コースセッターはジュリー
によって任命される。ジュリーは競技会のレベルに最適なコースセッターを任
命する。 

 
5309 大会事務局  

共通ルール 2004.7 を参照 
 
5310 スタート、フィニッシュ役員 
 
5310.1 スタートレフリー 

共通ルール 2004.4 を参照 
クロス競技会のスタートレフリーは、スタート装置を監督し、スタート合図を
行い、カラービブをチェック、ビブの配布、スタートする選手を揃え、観衆を
コントロールし、スタートエリアを整理して、その他手動タイミングを含めた
スタート業務に関連する責務を行う。 

 
5310.2 スタートレフリー助手  

競技会の規模に応じて、適切な人数の助手を指名する必要がある。 
5310.2.1 スターター 

スターターは、警告シグナルとスタート合図を担当する。彼はスターター助手
を監督して、選手がインスペクション、トレーニング、そして競技会中に適切
にビブとヘルメットを着用しているか監視する。スターターはジュリーと連絡
を取り合えなければならない。 

 
5310.2.2 スターター助手  

スターター助手は選手たちをスタートに正しい順番で呼び出し並べることを担
当する。 

 
5310.2.3 他のスタート助手  

順調な競技会運営を行うために、必要に応じて以下の役割に多くのスタート助
手を割り当てるべきである。 
- 群衆のコントロール；コースアクセス、スタートコーラルアクセス 
- スタート装置の操作 
- ビブの配布（番号ビブとカラービブ） 
- ハンドタイムキーパー 
- 掲示板 
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- スタートエリアの構成 
 
5310.3 フィニッシュレフリー 

共通ルール 2004.5 を参照 
 

クロス競技会ではフィニッシュレフリーは適切にフィニッシュラインを通過し
ているかを監督し、選手の着順とDNS、DNF、DSQなどといったルールが正
確に判断する責務を負う。 
 
その他のフィニッシュレフリーの責務：フィニッシュレフリーはフィニッシュ
エリアでプロテストを受け入れる。フィニッシュレフリーはプロテストの報告
を迅速に他のジュリーメンバーにしなければならない。 

 
5310.4 フィニッシュ助手 

競技会の規模に応じて、適切な人数の助手を指名する必要がある。 
 
5310.4.1 フィニッシュコントローラー  

フィニッシュコントローラーは以下の任務を行う 
- 最終旗門からフィニッシュまでのセクションの監視 
- フィニッシュラインを適切に通過しているかの監視 
- コースを完走した選手をフィニッシュした順に記録する 
＊ワールドカップのようなメジャー大会（オリンピック冬季競技大会など）では
フィニッシュレフリーがこれらの業務を行う場合がある。 

 
5310.4.2 他のフィニッシュ助手 

順調な競技会運営を行うために、必要に応じて以下の役割に多くのフィニッシ
ュ助手を割り当てるべきである。また、競技者の着順を決定する補助を行う。 
フィニッシュ役員はジュリーのDNS、DNF、DSQの判断を補助する。 

 
- 群衆コントロール 
- フィニッシュライン判断 
- ビブ管理 
- ハンドタイムキーパー 
- 掲示板 
- フィニッシュエリアの整理 
- ミックスゾーン 

 
5311 競技会スタッフ  
 
5311.1 セクション主審  

セクション主審は業務を行うセクションの監督と整理を行う。彼は監督する指
定されたセクションに配置される。各予選フェーズもしくはシーディングフェ
ーズの最後、そして競技会の最後に、彼は各セクション審判のプロトコルを収
集し、レフリーに届ける。彼は適切なタイミングで各セクション審判に彼らの
必要な資料（審判プロトコル、鉛筆、スタートリスト、メンテナンスツールな
ど）を判断して配布し、また観客をコースから遠ざける、もしくはコース整備
の補助をするなど、必要に応じて行う。 
競技会の規模に応じて、競技委員長もしくは技術代表がセクション主審の任を
行う。 
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5311.2 セクション審判／セクションチーフ 
セクション審判はコース全体の旗門やフェイーチャーを視認できるように配置
する。セクション審判は割り当てられたセクション番号にある一つもしくは複
数の旗門とフィーチャーの監督を担当する。セクション審判は、競技者が正し
く旗門を通過した確認し、書面での報告、そして／もしくは、すべての旗門不
通化、又はルール違反を無線にて報告しなければならない。彼は他にも重要な
役割を果たさなければなりません。詳細は 5404 Intentional Contact にて説明
があります。 
 
すべてのセクション審判はクロス競技会の監修するルール理解し、DSQ、RAL、
またDNFといったルールを判断するルールを熟知していなければならない。 
 
競技会の規模に応じて、セクションチーフがセクションチーフとセクション審
判の両方を兼務することができる。 

 
5311.3 コース整備と修復 
 
5311.3.1 カラーリング係 

競技会ではスキーを履いたバンプや類似したフィーチャーにカラーリングを競
技会フェーズかコースの状況に応じて行う、ジュリーやコース係長、シェイパ
ーと連絡が取れるクルーが必要。 
コースの状況、天候、雪の状態やカラーリングの方法に応じて必要なカラーリ
ングクルーの人数を手配する。 
彼らはコース係長、そして／もしくは競技委員長の指示に従う。 

 
5311.3.2 サイドスリップ係 

競技会では、スキーまたは／もしくはスノーボードを履いた、必要に応じてす
べてのフィーチャーを整備する、ジュリーやコース係長、シェイパーと連絡が
取れるコース整備係が必要。 
コースの状況、天候、雪の状態やコース整備の方法に応じて必要な コース整
備に必要な人員を手配する。 
彼らは、コース係長、そして／もしくは競技委員長の指示に従う。 

 
5311.3.3 シェイパー 

競技会では、コース上のすべてのフィーチャーの建設、シェイプ、そして整備
に対応した業務を、コースの状況に応じて競技会フェーズを進行するにあたっ
て適切なコース状況維持を行う、ジュリー、コース係長、テクニカルアドバイ
ザーと連絡が取れるクルーが必要。 
シェイパーの人数は、コース上のすべてのフィーチャーを限られた時間で整備
するのに十分な人数であるべきである。 
彼らはコース係長と密接に連絡が取れること。 

 
5311.3.4 コース整備係 

競技会では、コース上のすべてのフィーチャーにおける排雪作業、ゲート修復、
安全設備の調整と／または修復を競技会フェーズを進行するにあたって適切な
コース状況維持のために、コース係長、セクションチーフ、そしてシェイパー
とよく連絡が取れるクルーが必要。 
コース整備係の人数は、コース上のすべてのフィーチャーを限られた時間で整
備するのに十分な人数であるべきである。彼らはコース係長と密接な連絡がと
れること。もし係員の人数が十分な場合、コース整備係をセクションごとに分
割して、セクションチーフの監修のもと業務を行う。 
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5311.4 コース備品と技術用品係長 

共通ルールセクション 2004.10 を参照 
 
5311.5 メディカルチーム 

メディカルガイドラインと共通ルールセクション 2004.8 と 2004.9 を参照 
 
5312 データサービス／計算員 
 
5312.1  リザルト係長（計時計算係長） 

共通ルール 2004.6 を参照。 
 
以下の役員はリザルト係長（計時計算係長）の責任下にある： 
- 電気計時係 
- 計算係 

 
5312.2 電気計時係 

電気計時係は、タイム計測の正確性について責任を負う。タイム計測は迅速に
計算され競技会事務局とリザルト責任者に伝え、リザルトを公表する。彼らは
また、データの記録をとる担当でもある。電気計時係は助手を選択できる。 

 
5312.2.1 電気計時係助手 

2 人の電気計時係助手はルール 5201.2.5 ハンドタイミングに則って、手動でス
トップウォッチを操作する。1人の電気計時係助手はそれらすべての競技者の
手動計測記録を記録する。 

 
5312.3 計算係長 

計算係長は、リザルトを迅速かつ正確に発行する責任を負う。計算係長はスタ
ートリスト、ブラケット、参考結果の即時掲示と、公式結果の発表を監督する。
（2020.2.1 および 5206.2 を参照） 
計算係長はリザルト係長により監督され、競技会事務局（2004.7）とよく連携
して業務を行い、ジュリーと計算係長は助手を選んでも良い。 

 
5400 クロスヒート／ランの定義 
 
5401 旗門通過 
 

旗門の正しい通過は、両方のスキーのトップと競技者の両足がゲートラインを
越したことで成す。２つのゲートがセットされている場合、ゲートラインは架
空の 2本のターニングポールを結ぶ最短ラインである。もしターニングゲート
が 1つのみの場合、ゲートラインはアウトサイドケートとターニングポールに
よって形成されるラインの延長線となる。（図を参照） 
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5401.1 正しい旗門通過は、競技者の両足がボードのビンディングに固定されている状

態で、ボード全体がゲートラインを越したことで成す。 
 
5401.2 競技中に競技者がスキー／ボードでゲートラインを通過する前に、ポールが直

立状態から抜けてしまった場合でも、スキー／ボートと両足は元のゲートライ
ンを通過しなければならない（雪上に印された場所）。競技中にゲートポール
もしくはスタビーが不足している場合でも、競技者は正しく旗門通過している
と見なされるように元のポールがある時と同じようにポール位置の外をターン
する義務がある。 

 
5401.3 不完走（DNF） 

DNFに関する全ての決定は、ジュリーの責任の下で判断される。 
DNFは以下の場合に課される 
- 旗門を正しく通過しなかった（5401）競技者はDNFとなり、それ以降の滑

走を継続することはできず（5402）、また旗門を正しく通過するためにコ
ースを登り返すことは許されない。 

- スキー、またはスノーボードを失った場合（5611.1）。 
- 旗門不通過やフィニッシュゲートを通過しなかった場合を含めて、コースか

ら外れて滑走した場合。 
- 10 秒以上停止した場合。 

 
5402 競技者の責任 

競技者が旗門不通過、もしくは正しく通過しなかった場合（5401 旗門通過）、
彼らはそれ以上滑走を続けてはならない。 

 
5403 セクションジャッジ 
 
5403.1 ジャッジプロトコル 

すべてのセクション審判はセクションジャッジプロトコルシートを受け取り、
以下の情報を記入する： 

 
5403.1.1 セクションジャッジの名前 
 
5403.1.2 セクションの番号 
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5403.1.3 指定の滑走／ヒート（1本目、2本目／予選タイム計測滑走／予選ヒート、決
勝など） 
 
5403.2 ジャッジプロトコルシートの記入 

競技者が旗門（もしくはゲートマーク）を 5401 旗門通過に則って正しく通過
しなかった場合、セクション審判は迅速に以下の項目をセクションジャッジプ
ロトコルシートに記入する。 

 
5403.2.1 競技者のビブナンバー 
 
5403.2.2 失格報告書. 
 
5403.2.3 発生した違反を説明する図面（スケッチマップが絶対に必要） 
 
5403.2.4 セクション審判は競技者が外部の援助（転倒した際などに）を受けないことを

監視しなければならない。僅かな外部の援助であっても、競技者の制裁の対象
となる。これらの事象もセクションジャッジプロトコルシートに記載する必要
がある。 

 
5403.2.5 もし再走が発生した場合、セクションジャッジは情報と競技者のビブ番号をプ

ロトコルシートにて報告しなければならない 
 
5403.3 セクションジャッジの通常業務 

隣接するセクションジャッジ、ジュリーメンバー、もしくは公式なビデオコン
トローラーの報告と問題現場のセクション審判の報告に相違があった場合、ジ
ュリーはそれらの報告を考慮して選手に制裁を与えるか、抗議を受け入れるか
を判断する。 
セクションジャッジが下す決定は、明確かつ正当でなければならない。 
セクションジャッジは、「競技者を取り敢えずは信じる」という原則を守るべ
き。 

 
5403.3.1 セクションジャッジは、違反であることを確信した時のみ、その違反を宣言し

なければならない。抗議を受けた場合、彼は明確に詳しく違反として提訴した
か説明できなければならない。 

 
5403.3.2 セクションジャッジが、違反が発生したことを判断できない場合、隣接するセ

クションジャッジに事案について相談することができる。彼はコース内のトラ
ックを確認するために、ジュリーメンバーを通して競技会の一時中断を要求す
ることもできる。 

 
5403.3.3 公衆の意見が彼らの判断に影響を与えることは許されない。セクション旗門員

は自分の意見を述べなければならない。 
 
5403.3.4 失格／制裁に関わるセクションジャッジ、もしくは暫定的な再走に関わる事件

の目撃者は、抗議が解決するまでジュリーに協力しなければならない。 
 
5403.3.5 技術代表の責任において、ジュリーの判断待ちのセクションジャッジを解放す

ることができる。識別できるようにセクションジャッジはビブを着用すること
を推奨する。主催者は必要に応じてセクションジャッジと最終調整を行う。必
要な場合は技術代表もこのセッションに参加できる。 
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5403.3.6 主催者は、チーフセクションジャッジの任命と予備要員をセクションジャッジ
の交代が競技会開催中に必要になった場合に備えて人員確保しておくべき。 

 
5403.3.7 制裁の即時発表／失格／IRM 
 

決勝では、セクションジャッジは直ちに失格の連絡、IRMの通知ができる。 
 
5403.3.7.1 失格／IRMの即時通知は次の方法で行う：主催者が提供する無線通信機を使用

して。ジュリーメンバーはセクションジャッジから競技者の犯した過失、失格
に関して即時報告を受けられるように、同じ、無線チャンネルを使用していな
ければならない。 

 
5403.3.7.2 即時の発表は、セクションジャッジがすべての事故についてセクションジャッ

ジプロトコルシートに記録することを緩和するものではない。予選フェーズの
では、セクションジャッジのプロトコルシートはセクションジャッジ係長にと
って収集される。ヒートフェーズでは、セクションジャッジ係長がプロトコル
シートを収集しない可能性があるが、それらは必要に応じてジャッジのために
競技会終了までにジュリーが利用できるように準備できていなければならない。 

 
5403.4 セクション審判の補助業務 

セクションジャッジは次の補助業務を行う；抜けてしまったゲートポールを所
定の位置に修復する、破損もしくは外れたフラッグを修復する、セクションの
コースの整備と修復、セクションの人払い。 

 
5403.3.4.1 競技者が滑走中に妨害に遭った場合、彼は直ちに停止し、最寄りのセクション

ジャッジに報告しなければならない。セクションジャッジは直ちに無線でジュ
リーに報告し、ジュリーにさらなる指示を求めなければならない。そして、そ
れらの指示に従い、競技者に発生した問題について問わなければならない。再
走が許可された場合、セクションジャッジは競技者に通知し、競技者をスター
トに戻さなければならない。このルールは予選タイム計測滑走フェーズでのみ
有効である。もし予選ヒート、もしくは決勝フェーズにて競技者が妨害に遭っ
た場合、セクションジャッジはルール 5404 に従って判断しなければならない。
不可抗力によりヒートの全員（４名から 6名の競技者）が停止しなければなら
なかった場合、ジュリーが最終判断を決める 

 
5404 意図的な接触（インテンショナルコンタクト） 
 
5404.1 妨害の原因となる接触 

クロス競技において接触は起こりうる。競技者による他の競技者に対する妨害
の判断は、ジュリーによって決定される。違反の疑いがある場合、ヒート直後
のフィニッシュエリアにてジュリーメンバーもしくはセクションジャッジに対
して、競技者がヒートのレビューを要求できる。ジュリーは判断材料としてセ
クションジャッジの意見、また／もしくはコーチ／スタッフから提供された映
像証拠、および／もしくはテレビ制作からの「ビデオレビュー」を使用するこ
とができる 
提供された証拠から、ジュリーは妨害行為が発生しているか判断しなければな
らない。妨害行為は、ICRの条項 5404.1.1 および 5404.1.2 に基づいて決定さ
れる。妨害行為に対する制裁は、FIS ウェブサイトの意図的な接触のガイドラ
インを使用して決定されるものとする。 
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妨害行為に対するすべてのジュリー決定は、次のヒート開始前に承認されなけ
ればならず、以後抗議することはできない。 

 
5404.1.1 接触による妨害行為（身体もしくは用具） 

妨害行為のレベルは偶発的か、無作為か、意図的かによって判断される。 
偶発的な接触は、クロスの自然環境によって発生し、これらにはヒートレース
の影響（サイドバイサイドや混雑した状況）、地形の特徴、コース設定、そし
て競技者の過失が含まれる。 
意図しない接触による妨害行為は、競技者が「レース中」の意思決定が原因と
して他の競技者の結果に直接影響する干渉が発生したことを指す。ジュリーが
意図しない妨害行為が発生したと判断した場合、妨害をした競技者は ICR 
5404.2.1 に則って制裁を受ける。 
意図的な接触によって引き起こされる妨害行為は、競技者が意図的にたの競技
者の結果に直接影響する可能性のある接触を行った際に発生する。ジュリーが
意図的な妨害行為が発生したと判断した場合、妨害をした競技者は ICR 5404.2
に則って制裁を受ける。 

 
5404.1.2 ブロッキングによる妨害行為（レースラインの優先） 

他の競技者の前方を滑走するすべての競技者は自分の滑走ラインを選択する権
利があり、選択されたラインが理想的なレースラインから突然逸脱しないこと。 
ブロッキングによる妨害行為は、リードする競技者が他の競技者を追い越すた
めに理想的なレースラインから外れることにより発生する。ジュリーがブロッ
キングによる妨害行為が発生したと判断した場合、妨害をした競技者は ICR 
5404.2 に則って制裁を受ける。 

 
5404.1.3 意図的な接触と制裁のガイドライン 

スキークロスの意図的な接触、および制裁に繋がる行為、干渉、事故について
ガイドラインに説明されている。ガイドラインは FIS ウェブサイトにある。 

 
5404.1.4 リランは、規則 5404 意図的な接触違反の結果のみによって認められるもので

はない。 
 
5404.2 妨害行為に対する制裁と懲罰 
 
5404.2.1 カードシステム 

ジュリーはヒートによって実行されるフェーズの中で、規則 5404.1.1 および
／もしくは 5404.1.2 によって判断される接触の妨害行為へのペナルティーを
行使する場合、警告および色のカードシステム（イエローカードおよびレッド
カード）を使用して対象の競技者に制裁を与える。制裁の程度はジュリーによ
って判断され、スタートレフリーが次のヒートを開始する前、または表彰式の
前に、対象の競技者（またはチーム責任者）へ通達されなければならない。 

 
5404.2.２ 制裁、もしくは懲罰の判断は、違反が以下の項目について当てはまるか検討さ

れる： 
- 行為は意図的であったか否か。 
- 被告が行為から利益を得たかどうか。 
- 意図しない障害が十分に深刻であったかどうか。 
- 行為に対する結果がどうであったか。 

 
5404.2.3 公式な警告（WRG） 
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妨害行為はルール 5404.1.1 および／もしくは 5404.1.2 に従って判断されるが、
妨害行為が無作為であり、ヒートの結果に直接影響しないと判断された場合、
ジュリーは違反した競技者に対し公式な警告を発行することができる。
5404.3.1 を参照。 

 
5404.2.4 イエローカードの制裁（RAL） 

妨害行為はルール 5404.1.1 および／もしくは 5404.1.2 に従って判断されるが、
妨害行為が無作為であったが、他の競技者の結果に直接影響を与えた場合、ジ
ュリーはイエローカード（RAL）を発行することができる。 
妨害行為が意図的なものであったが、結果に直接影響を与えなかった場合、ジ
ュリーはイエローカード（RAL）を発行することができる。 
 
イエローカード（RAL）を受けた競技者への制裁は、彼らのヒートにて最下位
になり、また行われていたラウンドでの最下位順位となること。彼らは最終リ
ザルトに「RAL」と記載される。イエローカードを受けた競技者は、受領以後
の競技会を続けることが許されない。イエローカードを受けたことは、シーズ
ン中に同じカテゴリーの競技会で継続される。 

 
5404.2.5 レッドカードの制裁（DSQ） 

妨害行為はルール 5404.1.1 および／もしくは 5404.1.2 に従って判断されるが、
妨害行為が意図的なものであり、他の競技者の結果に直接影響する行為てあっ
た場合、ジュリーはレッドカード（DSQ）を発行することができる。 
 
レッドカード（DSQ）を受けた競技者に対する制裁は、行われている競技会か
ら失格となり、最終リザルトにDSQとして記載される、そして順位を得るこ
とができない。レッドカード（DSQ）を受けた競技者は、同じカテゴリーのシ
ーズン中に行われる次の競技会への出場停止（NPS）となる。 
FIS カレンダーに載っている次の同じカテゴリーの競技会は、公式結果で終了
し、公開されたことが検証されなければならない。 
レッドカードを受けたことは、シーズン中に同じカテゴリーの競技会で継続さ
れる。 
 

5404.3 複数のカード制裁に対する罰則 
 
5404.3.1 複数の警告 

もし競技者が同じ競技会にて２回目の公式な警告を受けた場合、それは自動的
にイエローカード（RAL）となる。5404.2.1.2 を参照 

 
5404.3.2 複数のイエローカード（RAL）による制裁 

同じシーズン中に同じカテゴリーのイベントにて２回目のイエローカード
（RAL）を受けた場合、自動的に同じカテゴリーのシーズン中に行われる次の
競技会への出場停止（NPS）となる。 
FIS カレンダーに載っている次の同じカテゴリーの競技会は、公式結果で終了
し、公開されたことが検証されなければならない。 

 
5404.3.2 複数のレッドカード（DSQ）の制裁 

同じシーズン中に同じカテゴリーのイベントにて２回目のレッドカード（DSQ）
を受けた場合、ジュリーはルール 225.2 に基づいて競技者を提訴し裁く必要が
ある。 

 
5404.3.4 制裁の期限 
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イエロー／レッドカード（RAL／DSQ）の制裁の期限は対象のシーズンに行わ
れるイベントが終了するまでである。制裁（RAL／DSQ）がOWG、WSC、
WJC、YOGの際に与えられた場合は、その１度のイベントのみ有効である。 

 
5404.3.5 レース後の競技レビューと制裁の調整 

競技会終了以降出来るだけ早く（最大２４時間以内、またはカテゴリーの次の
競技会の開始１時間前までに）、パネルによって制裁について再検討する。パ
ネルはワールドカップを除く全ての競技ではジュリーが行い、ジュリーは 5人
のメンバーで構成されるパネルを指名する：TD（技術代表）、RD（レースデ
ィレクター）、そして 3名のアドバイザリーグループメンバーで案件に関係の
ない人物（コネクションコーチはアドバイザリーグループメンバー１名の代わ
りとなれる）。 
この審査の結果から、ジュリーは制裁措置の緩和をする可能性があるが、競技
会の順位結果は変わらない。 
 

 
5405 制裁の即時発表／違反による失格 
 
5405.1 制裁ルール 5404.1 の発表 

ジュリーによって判断されたルール 5404.1 対象のすべての制裁は、次のヒー
トを開始する前判断され、フィニッシュエリアにて発表され、対象の競技者、
または彼らのチーム責任者へ通達されなければならない。 
制裁について、スタートとフィニッシュの公式掲示板に掲載される。すべての
制裁の掲示は説明を含み、FIS 技術代表より最終レポートに記録と報告され、
関係する加盟団体へ届けられる。 
制裁理由の可能性として： 
- 直線にて他人をブロックした 
- 押し出す／引っ張る 
- 横からの接触 
- 背後からの接触 

 
5405.2 5404.1 意図的な接触のルールに対するすべての違反は、「カードシステム」に

則って次のヒートが開始される前に対象の競技者もしくは彼らのチームキャプ
テンにフィニッシュエリアにて公表される。制裁は、コース下部と上部の公式
掲示板に掲載され、違反が発生した場所を示す。すべての判断は FIS 技術代表
のTDレポートに記録されなければならない。 

 
5405.3 レビューの要請 

すべての要請されたレビューは、次のヒートが始まる前に、レフリーおよび／
または、別のジュリーメンバー、またはジュリーに指名された人（チームキャ
プテンミーティングにて発表される）に報告しなければならない。この時間以
降に行ったレビューリクエストは認められない。競技者は、他の競技者によっ
て妨害されたと思われる場合に、レビューを要請する権利を得るために滑走を
やめる、または／もしくは手を上げる必要はない。 

 
5406 タイム計測滑走のフィニッシュ定義（予選） 

電子式タイム計測機により、タイム計測は競技者がフィニッシュポストの間の
線と身体の一部もしくは用具が交わった際に計測される。 

 
5407 各ヒートの順位付けの定義 
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5407.2 フィニッシュラインでの順位 
 
5407.2.1 スキークロス 

各ヒートでの順位は、身体の一部がフィニッシュラインと交わった順番で決め
られる。 

 
5407.2.2 スノーボード  

各ヒートでの順位は、身体の一部もしくはスノーボードがフィニッシュライン
と交わった順番で決められる。 

 
5407.3 同着 
 
5407.3.1 スモールファイナル前に行われるヒートの同着 

同着により順位付けが不可能な場合、順位は競技者の予選フェーズでの順位に
基づいて決定する。予選順位の上位選手が同着の優位になる。 
ホリスティックフォーマットの場合は、ヒートシーディングにより決定する。
シーディング順位で優位の選手が同着の上位になる。 

 
5407.3.2 スモールファイナルとビッグファイナルでの同着について 

スモールファイナルもしくはビッグファイナルにて同着の場合、同着のまま両
者同じ順位となる。 

 
5407.4 DNF, RAL & DNS 
 
5407.4.1 不完走（DNF）の競技者の順位 

1 人以上の競技者がDNF（5401.3）となった場合、競技者の順位はそのヒート
で正しく滑走した区間距離によって決められる。競技者でより多くの旗門を正
しく通過（5401 旗門通過）した競技者が上位になる。 
不完走（DNF）が発生した場合でも、上位 2名（4人制フォーマット）もしく
は上位 3名（6人制フォーマット）の競技者が次のヒートへと進む。 

 
5407.4.2 最下位指定される競技者の順位（RAL） 

競技者は彼らのヒートで自動的に最下位指定され（RAL）、ラウンド内の最下
位となる。（1/8 ファイナルでは 32位、1/4 ファイナルでは 16位） 
最下位指定を受けた競技者は、その競技会で行われるその後のヒートへの出走
は許されない。 

 
5407.4.3 スタートしない競技者の順位（DNS） 

競技者でスタートしない（DNF）場合は、ヒートでの順位は付かず、次のヒー
トに進むことはない。 

 
5407.4.4 同着ルール（5407.3）は IRMと RMに有効 
 
5408 ビデオコントロール 

競技会主催者が公式なビデオコントロールの技術的に導入が可能な場合、ジュ
リーは公式ビデオコントローラーに任命される。ビデオコントローラーの任務
は、コース上の競技者の旗門通過と「意図的な接触」に抵触するすべての事故
または報告すべき全ての事件をジュリーに報告し、失格／制裁の最終決定を勧
告することである。 
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FIS の高位の競技会（OWG、WSC、WC、YOG、そしてWJC）では、ビデ
オ審判、ビデオコントロールが運用されること。 
メジャーイベント（OWG、WSC、WC、WJC、そしてYOG）では、ビデ
オコントロールを行う場所にはデータ＆タイミングの場所も同様に適切なサ
イズと解像度品質のモニターを最低２台設置すること。ここではテレビ制作
からのライブ情報とレースコースをカバーする全てのカメラアングルからの
スローモーション映像が提供される必要がある。（テレビ放送マニュアル参
照） 
理想的にビデオコントローラーにはレビューに使用できる別系統のデバイスが
あることが望ましい。追加でレフリーが確認できるモニターがスタートとフィ
ニッシュに各１台ずつ必要である。 

 
5500 フォーマット 
 
5500.1 競技会の手順 

通常、全ての競技会は、予選フェーズと、ノックアウトファイナル（本選）に
て構成される。 
ジュリーは、参加者の人数、天候や雪の状況、または競技プログラムによって、
他のフォーマットを使用することを決める場合がある。 

 
5501 予選フェーズ 

予選はタイムトライアル、タイム計測のシーディングラン、予選ヒートラウン
ド、ヒート制の予選、もしくはラウンドロビンによって行うことができる。 

 
5501.1 タイム計測による予選 

タイム計測滑走はKOファイナルのペアリングの際に出場選手を決めるために
行われる。 
彼らは予選、もしくはシーディングフォーマットを使用する。 
予選フォーマットでは、有効な記録タイムは本戦への参加資格、もしくは予選
敗退者の順位付けとして使われる。 
シーディングフォーマットでは、DNF、DNSも決勝に進むことができる
（5501.1.8 を参照）。 
シーディングフォーマットは、シーディングリストに在籍する競技者人数が競
技会で定められたKOブラケットのスポット数を超えない場合に限り使用する
ことができる。 

 
5501.1.1 シングルランの予選 

すべての競技者は 1本のタイム計測滑走を行う。 
完走したすべての競技者は、記録タイムによって順位付けされる。 

 
5501.1.2 ２本制タイムトライアルの予選 

すべての競技者は２本のタイムトライアル滑走を行い、2本の滑走結果の優れ
た方の結果に基づき予選結果を決める。 
 
2 本目の滑走のスタート順は、第 1グループシード以外同じ滑走順であるが、
第 1グループシードの選手は 1本目に対してリバースオーダーの降順で滑走す
る。 
 
1 本目の滑走で未完走（DNF）、もしくは未出走（DNS）だった競技者も、2
本目の予選滑走に参加できる。 
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5501.1.3 カットダウンシステムの 2本制タイムトライアルの予選 

- 1 本目にて、出場者の上位 50％のタイムの競技者は、ファイナルブラケッ
トへと選出され、残りは 2本目の滑走を行う。 

- 2 本目の出走順は、1本目にて決勝進出が決まった選手を除いた同じ出走順
にて行われる。 

- 1 本目の滑走で未完走（DNF）、もしくは未出走（DNS）出会った競技者
も、2本目の予選滑走に参加できる。 

- 2 本の予選滑走において優れているタイムにて順位付けを行い、残りの決勝
進出者を決定する。 

 
5501.1.4 ジャムセッション 

すべての競技者は決められた時間内で無制限の滑走本数を滑ることができる。
それらの滑走の最も優れたタイムによって予選の順位付けが行われる。 
スタート順：スタート順はシステムごと、出走者の人数により決まる 
各ヒート最大の競技者人数は 64名。 

 
5501.1.5 シーディングランフォーマット 

全てのタイムトライアル予選（5501.1.1-5501.1.1.4 参照）はシーディングラ
ンフォーマットとして実行できる。 
すべての競技者はノックアウトファイナルへと進出することができる。未滑走
の競技者（DNF）もしくは未完走（DNS）の際も本戦に進出することができ、
本選のブラケットに振り分けられる。失格（DSQ）となった競技者は本戦へ進
むことはできず、順位も与えられない。 
DNFはコースを完走した競技者の下位に順位付けられる。 
複数名の競技者がコースを完走しなかった場合、順位付けは各競技者が正しく
旗門通過したコース上の滑走距離に応じて決められる。より長く正しく旗門通
過（5401 旗門通過）してコースを滑走した競技者が優位となる。 
もし彼らがそれでも同着の場合、競技者の順位は彼らのシーディングの降順に
従って順位を決める(劣るシーディングポジションがタイブレークで優勢であ
る) 。 
DNSは DNFのさらに下位に順位付けされる。もし複数名の競技者が未出走の
場合、彼らのシーディングの降順に従って順位を決める(劣るシーディングポジ
ションがタイブレークで優勢である)。 

 
5501.1.6 同着 
 
5501.1.6.1 シングルランの予選、シーディングラン、もしくはカットダウンフォーマット

の 1本目 
２名もしくはそれ以上の競技者が同タイムの場合、シーディングポジションの
悪い方の競技者が上位となる。 

 
5501.1.6.2 2 本制タイムトライアルの予選、もしくはカットダウンフォーマットの 2本目 

２名もしくはそれ以上の競技者が同タイム（同着）の場合、競技者の滑走合計
タイムによって順位付けを行う。 
もし滑走にて IRMがある場合、DNFはタイムより下位、DNSは DNFより下
位となる。それでもなお同点の場合、シーディングポジションの悪い方の競技
者が上位となる。 

 
5501.1.6.3 ジャムセッション 
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２名もしくはそれ以上の競技者が同タイムの場合、競技者の予選のベスト 2本
の滑走の合計タイムによって順位付けを行う。 
もしそれら 2本の滑走の片方にて IRMがある場合、DNFはタイムより下位、
DNSは DNFより下位となる。それでもなお同点の場合、シーディングポジシ
ョンの悪い方の競技者が上位となる。 

 
5501.2 予選ヒートラウンド（ホリスティックフォーマットに限る） 
 

KOフォーマットの競技者人数が決勝ブラケットに収まる人数を超える場合、
予選ヒートの数が次の高いブラケットに必要な追加ヒートの数よりも少ない限
り、予選ヒートラウンドを実施することができる。 
例について、クロスフォーマットのガイドラインを参照 

 
5501.2.1 予選ヒートの競技者人数 

 
以下の表は、使用するヒートの種類を示している： 

 
使用するブラケット 出場選手人数 

４名の競技者 1-4 
ＱＨＲ 5-6 

8 名の競技者 7-8 
ＱＨＲ 9-11 

16 名の競技者 12-16 
ＱＨＲ 17-23 

32 名の競技者 24-32 
ＱＨＲ 33-47 

64 名の競技者 48-64 
ＱＨＲ 65-95 

128 名の競技者 96-128 
ＱＨＲ 128-191 

 
5501.2.2 予選ヒートラウンドの実施（QHR） 

シーディングリストから、決勝ブラケットの超過競技者数（X）とシーディン
グリストにより本選ブラケットから除外しなければならない競技者人数（Y）
とする。X+Yは予選ヒートラウンドに出場する。 
競技者数（X）が偶数の場合、人数（Y）は（X）と同じ人数になるかさもなけ
れば人数（Y）は次に上位の偶数の人数なる。 

 
5501.2.3 予選ヒートの回数 

実行される予選ヒートの回数はK  
 
5501.2.4 予選ヒート表の決定 

競技者（X+Y）は、次の割り当てで予選ヒートラウンドが組まれる： 
上位半数の（Y）は１ヒート目からレッドビブのポジションに代入される。 
下位半数の（Y）はヒート番号の大きいヒートからグリーンビブのポジション
へと代入される。 
上位半数の（X）は１ヒート目からブルービブのポジションに代入される。 
下位半数の（X）はヒート番号の大きいヒートからイエロービブのポジション
へと代入される。 
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5501.2.5 KOブラケットでの競技者の再割当て 
各ヒート上位 2名の競技者は再割当てリスト（RL）に入れられる。彼らは再度
オリジナルの競技者シーディングリストの順番の昇順に並び替えられる。 
 
RL の競技者は、KOファイナルブラケットに、再割当てリストの順序で割り当
てられます。 Yの昇順のブラケット位置は、昇順の再配置リストの位置となる
（最上位のYのブラケット番号は再配置リストの番号 1に割り当てられる）。 

 
5501.2.5.1 予選ヒートラウンドでの IRM 

通常のヒートルールは、QHRでも IRMに関して有効である 
それにより、予選ヒートにて 2名未満の競技者のみが予選通過する場合がある
（例：3名の選手による予選ヒートにおいて、1名が完走し、2名がRAL、も
しくはDNSの場合、完走した 1名のみがRLへと入れられる）。 
 
RL に存在する競技者人数がKOブラケットで使用予定のスポット数より少ない
場合、予選ヒートの３着目になった競技者からスポットを使用する。 
 
従って、それらはRLリストに再割当てされる前に、ヒートの３着の競技者た
ちをシーディングリストの昇順に並び替えられ、上位の必要人数の競技者がRL
に入れられる。 

 
5501.3 ３ヒート制の予選 

予選を 3回のヒートにて行う。すべての競技者は３ラウンドの予選ヒートを 4
人の競技者で行う。出場人数により、１から３ヒートが 3人の競技者で行われ
る場合がある。 
各競技者はそれぞれの予選ラウンドにてヒート内の順位に応じたポイントが与
えられる。獲得ポイントはヒートの出走人数によって異なる。 
4 人ヒートの場合：1位：10点、2位：5.6 点、3位：3点、4位：1.4 点 
3 人ヒートの場合：1位：8.9 点、2位：5.1 点、3位：1.4 点 
2 人ヒートの場合：（DNSがある場合のみ）1位：6.5 点、2位：1.9 点 
DNF：1点 
DNS：-1.5 点 
RAL：-1.5 点 
予選順位は３ヒートの合計得点によって決められる。 

 
5501.3.1 予選ラウンドごとのヒート回数 

ヒートの回数は参加者の性別と年齢カテゴリーごとの合計人数を４で割って少
数を切り上げた数によって決められる。 
38 人の競技者が出場する場合、4人制ヒートを 8回と、3人制ヒート 2回の予
選ラウンドが行われる。 

 
5501.3.2 ３ヒート制の予選のヒート配分 

１回目の予選ヒートラウンドは、シーディングリストに従って行われる。レッ
ド及びブルージャージのヒートポジションは、シーディングリストの順序通り
に並べられ、グリーン及びイエロージャージのヒートポジションは、シーディ
ングリストの逆順で並べられる。 
 
３ヒートの例：レッドポジション１ヒート１、ポジション２ヒート２、ポジシ
ョン３ヒート３；グリーンポジション６ヒート１、ポジション５ヒート２、ボ
ジション４ヒート３ 
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２回目、３回目の予選ヒートラウンドは、5604.3.2.1 のドローの手順に従って
決められる。２回目のラウンドは１回目のラウンドの対戦相手と被らないよう
に、３回目のラウンドは１回目と２回目のラウンドの対戦相手と被らないよう
にドローが行われるべきである。対戦しない競技者同士の公平性が保たれるべ
きである。 
 
ドローの結果を確認した際に、ジュリーは、同じ競技者が 3回同じヒートにな
る、もしくは出走者数が少ないヒートに３回シードされている選手がいる場合、
もしくはヒートの内容が非常にアンバランスであると判断できる場合、再びシ
ーディングをドローすることを判断できる。ジュリーの承認後、ドロー結果に
ついて抗議することはできない。 
 
例については、クロスフォーマットのガイドラインを参照 

 
5501.3.3 3 ヒート制の予選での同着 

 
5501.3.3.1 ヒートレベルバリュー（HLV） 

各競技者はヒートレベルバリュー（HLV）が与えられる。HLVは各予選ヒート
で出走した対戦相手からシーディングリストのランキングに基づき算出された
値の合計によって計算される。 
 
例： 
シーディングリストのランキング７の第 1ヒートの出走者のランキングは１、
７、１３、１９であり、その場合のこのヒートのHLVは 1+13+19 = 33 とな
る。 
ランキング７の第２ヒートの出走者のランキングが２、７、１４、２４の場合、
このヒートのHLVは 40となる。 
ランキング７の第３ヒートの出走者のランキングが３、７、１５、２０の場合、
このヒートのHLVは 38となる 
３回行われたヒートのHLVの最終合計は、33 + 40 + 38 = 111 となる。 

 
5501.3.3.2 予選通過者の同点について 

HLVの低い競技者は、高い競技者より上位にランキングされる。 
 
5501.3.3.3 決勝戦の資格を持たない競技者の同着は、同位とする。その場合、ビブ番号の

大きい競技者を先にリストに載せる。 
 
5501.3.4 最大競技滑走数 

競技会で選ばれる競技形式は、１日競技者一人当たり、最大６回の競技力のあ
る滑走にする必要がある。予選と決勝ヒートが同日に行われる場合、これには
予選と決勝ヒートを含む。競技形式がファイナリストに対して 6回以上の出走
がある場合、予選は決勝と別の日に開催されなければならない。 

 
5501.3.5 FIS ポイントを有さない年齢カテゴリーの予選ヒート 

（ルール 201.1 & 201.2 にて説明されているとおり） 
6 人以下の競技者の小カテゴリーは、下もしくは上の年齢グループのカテゴリ
ーに参加する必要がある。これは予選ヒートに関してである。決勝ヒートは、
各性別／年齢カテゴリーで適切に決勝を行える少なくとも３名の競技者がいる
限り、年齢カテゴリーに再分割できる。 
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5502 決勝 
 
5502.1 KO 決勝フェイズ 

上位２名の競技者（4 人制ヒート）もしくは上位 3 名の競技者（6 人制ヒート）
は各ヒート内の着順にて、次のフェーズに進むことができる。 

 
5502.1.1 4 人制フォーマット 

決勝戦を 4、8、16、32、64、もしくは 128名の競技者が各ヒート 4人ごとに
競う 

 
5502.1.2 6 人制フォーマット 

決勝戦を 6、12、24、48、もしくは 96名の競技者が各ヒート 6人ごとに競う 
 
5502.1.3 クロスの決勝ブラケット／ペアリング 

決勝のペアリングは以下のノックアウト（KO）フォーマットとグループヒート
フォーマット（RR）に基づいて行われる。 
ホリスティック KO フォーマットではグリーン、ブルー、イエロー、ホワイト、
ブラックのジャージごとに、各ブラケットのペアリングを抽選または選択する
ことができる。 

 
5502.1.3.1 １ヒート／4名用の 4人制KOブラケット 
 
ヒート 
ナンバー 

レッドジャージ 
第１ポジション 

グリーンジャージ 
第 2ポジション 

ブルージャージ 
第 3ポジション 

イエロージャージ 
第 4ポジション 

1 1 2 3 4 
 
5502.1.3.2 １ヒート／６名用の 6人制KOブラケット 
 
ヒート 
ナンバー 

レッドジャージ 
第１ポジション 

グリーンジャージ 
第 2ポジション 

ブルージャージ 
第 3ポジション 

イエロージャージ 
第 4ポジション 

ホワイトジャージ 
第 5ポジション 

ブラックジャージ 
第 6ポジション 

1 1 2 3 4 5 6 
 
5502.1.3.3 ２ヒート／８名用の 4人制KOと RRブラケット 
 
ヒート 
ナンバー 

レッドジャージ 
第１ポジション 

グリーンジャージ 
第 2ポジション 

ブルージャージ 
第 3ポジション 

イエロージャージ 
第 4ポジション 

1 1 4 5 8 
2 2 3 6 7 
 
5502.1.3.4 2 ヒート／12名用の 6人制KOブラケット 
 
ヒート 
ナンバー 

レッドジャージ 
第１ポジション 

グリーンジャージ 
第 2ポジション 

ブルージャージ 
第 3ポジション 

イエロージャージ 
第 4ポジション 

ホワイトジャージ 
第 5ポジション 

ブラックジャージ 
第 6ポジション 

1 1 4 5 8 9 12 
2 2 3 6 7 10 11 
 
5502.1.3.5 4 ヒート／16名用の 4人制KOブラケット 
 
ヒート 
ナンバー 

レッドジャージ 
第１ポジション 

グリーンジャージ 
第 2ポジション 

ブルージャージ 
第 3ポジション 

イエロージャージ 
第 4ポジション 

1 1 8 9 16 
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2 4 5 12 13 
3 3 6 11 14 
4 2 7 10 15 
 
5502.1.3.6 4 ヒート／24名用の 6人制KOブラケット 
 
ヒート 
ナンバー 

レッドジャージ 
第１ポジション 

グリーンジャージ 
第 2ポジション 

ブルージャージ 
第 3ポジション 

イエロージャージ 
第 4ポジション 

ホワイトジャージ 
第 5ポジション 

ブラックジャージ 
第 6ポジション 

1 1 8 9 16 17 24 
2 4 5 12 13 20 21 
3 3 6 11 14 19 22 
4 2 7 10 15 18 23 
 
5502.1.3.7 8 ヒート／32名用の 4人制KOブラケット 
 
ヒート 
ナンバー 

レッドジャージ 
第１ポジション 

グリーンジャージ 
第 2ポジション 

ブルージャージ 
第 3ポジション 

イエロージャージ 
第 4ポジション 

1 1 16 17 32 
2 8 9 24 25 
3 5 12 21 28 
4 4 13 20 29 
5 3 14 19 30 
6 6 11 22 27 
7 7 15 18 31 
8 2 15 18 31 
 
5502.1.3.8 8 ヒート／48名用の 6人制KOブラケット 
 
ヒート 
ナンバー 

レッドジャージ 
第１ポジション 

グリーンジャー
ジ 
第 2ポジション 

ブルージャージ 
第 3ポジション 

イエロージャー
ジ 
第 4ポジション 

ホワイトジャー
ジ 
第 5ポジション 

ブラックジャー
ジ 
第 6ポジション 

1 1 16 17 32 33 48 
2 8 9 24 25 40 41 
3 5 12 21 28 37 44 
4 4 13 29 29 36 45 
5 3 14 19 30 35 46 
6 6 11 22 27 38 43 
7 7 10 23 26 39 42 
8 2 15 18 31 34 47 
 
5502.1.3.9 16 ヒート／64名用の 4人制KOブラケット 
 
ヒート 
ナンバー 

レッドジャージ 
第１ポジション 

グリーンジャージ 
第 2ポジション 

ブルージャージ 
第 3ポジション 

イエロージャージ 
第 4ポジション 

1 1 32 33 64 
2 16 17 48 49 
3 9 24 41 56 
4 8 25 40 57 
5 5 28 37 60 
6 12 21 44 52 
7 13 20 45 52 
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8 4 29 36 61 
9 3 30 35 62 
10 14 19 46 51 
11 11 22 38 59 
12 6 27 38 59 
13 7 26 39 58 
14 10 23 42 55 
15 15 18 47 50 
16 2 31 34 63 
 
5502.1.3.10 16 ヒート／96名用の 6人制KOブラケット 
 
ヒート 
ナンバー 

レッドジャージ 
第１ポジション 

グリーンジャージ 
第 2ポジション 

ブルージャージ 
第 3ポジション 

イエロージャージ 
第 4ポジション 

ホワイトジャージ 
第 5ポジション 

ブラックジャージ 
第 6ポジション 

1 1 32 33 64 65 96 
2 16 17 48 49 80 81 
3 9 24 41 56 73 88 
4 8 25 40 57 72 89 
5 5 28 37 60 69 92 
6 12 21 44 53 76 85 
7 13 20 45 52 77 84 
8 4 29 36 61 68 93 
9 3 30 35 62 67 94 
10 14 19 46 51 78 83 
11 11 22 43 54 75 86 
12 6 27 38 59 70 91 
13 10 23 42 55 74 87 
15 15 18 47 50 79 82 
16 2 31 34 63 66 95 
 
5502.1.3.11 32 ヒート／128名用の４人制KOブラケット 
 
ヒート 
ナンバー 

レッドジャージ 
第１ポジション 

グリーンジャージ 
第 2ポジション 

ブルージャージ 
第 3ポジション 

イエロージャージ 
第 4ポジション 

1 1 64 65 128 
2 32 44 96 97 
3 17 48 81 112 
4 16 49 80 113 
5 9 56 73 120 
6 24 41 88 105 
7 25 40 89 104 
8 8 57 72 121 
9 5 60 69 101 
10 28 37 92 101 
11 21 44 85 108 
12 12 53 76 117 
13 13 52 77 116 
14 20 45 84 109 
15 29 36 93 100 
16 4 61 68 125 
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17 3 62 67 126 
18 30 35 94 99 
19 19 46 83 110 
20 14 54 75 118 
21 11 54 75 118 
22 22 43 86 107 
23 27 38 91 102 
24 6 59 70 123 
25 7 58 71 121 
26 26 39 90 103 
27 23 42 87 106 
28 10 55 74 119 
29 15 50 79 114 
30 18 47 82 111 
31 31 34 95 98 
32 2 63 66 127 
 
5502.1.4 予選によるヒートペアリング 

予選を通過したすべての競技者は、5502.1.3 予選フェーズの予選順位に基づき
KOブラケットに振り分けられる。 
ヒートの編成は、ヒートセレクション(5604.3.3 参照)によっても決定できる。 

 
5502.1.5 ヒートの組み合わせ 

ホリスティックKOフォーマットまたはホリスティック・KOフォーマットに
つながる予選ヒートラウンドが運用された場合、KOファイナルにて、ランキ
ングを決めるために勝ち上がれなかった競技者でヒートを組むことは可能。そ
れらは新しいヒートブラケットにグループ化される。ヒートで３着になった者
はお互いに競い合い、４着になった者はまたそれに応じて競争する。1/16 ファ
イナルにて３着もしくは４着になった競技者は、33～64位の順位決定戦を準々
決勝から決勝戦（もしくはスモールファイナル）までの行程で行う。1/8 ファ
イナルにて３着もしくは４着になった競技者は、17～32位の順位決定戦を準決
勝から決勝戦（もしくはスモールファイナル）までの行程で行う。 
1/4 ファイナルにて３着もしくは４着になった競技者は、9～16位の順位決定
戦を準決勝から決勝戦（もしくはスモールファイナル）までの行程で行う。 
64 名を超える競技者がいる場合、順位決定ヒートラウンドは最大１ラウンドま
でに追加制限され、それらのラウンド後、競技者たちはそれぞれの結果で順位
付けされる。 
例として、クロスフォーマットのガイドラインを参照すること。 

 
5502.1.6 予選以外のヒートペアリング 

ブラケットを埋めるのに、予選ヒート（5501.2 予選ヒート）を行うことを推奨
する。 
 
ランキングを決めるために勝ち上がれなかった競技者でヒートを組むことは可
能。それらは新しいヒートブラケットにグループ化される。ヒートで３着にな
った者はお互いに競い合い、４着になった者はまたそれに応じて競争する。 
1/16 ファイナルにて３着もしくは４着になった競技者は、33～64位の順位決
定戦を準々決勝から決勝戦（もしくはスモールファイナル）までの行程で行う。 
1/8 ファイナルにて３着もしくは４着になった競技者は、17～32位の順位決定
戦を準決勝から決勝戦（もしくはスモールファイナル）までの行程で行う。 
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64 名を超える競技者がいる場合、敗者ラウンドは最大１ラウンドまでに追加制
限され、それらのラウンド後、競技者たちはそれぞれの結果で順位付けされる。 

 
5502.3 ラウンドロビン 
 
5502.3.1 グループヒートフォーマット（ラウンドロビン）  

5502.1.3 決勝ブラケット／ペアリングで説明されている予選に基づいて、16
名の競技者がグループヒートにシーディングされる。５回のラウンドにて、す
べての競技者同士が総当たりで対戦する。 

 
5502.3.1.1 シングルパネル 

5502.1.3.12 決勝ブラケット／ペアリングで説明されている予選もしくはシー
ディングに基づいて、16名の競技者がグループヒートにシーディングされる。
５回のラウンドにて、すべての競技者同士が総当たりで対戦する。 
エントリーしている競技者が 17名から 19名の場合、FIS シーディングリスト
より 16番以降の競技者によりプレヒートを行い、グループヒートフェーズに
出場する競技者を決定する。 

 
5502.3.1.2 ダブルパネル 

エントリーしている競技者が 20名から 32名場合、5502.1.3.13 決勝ブラケッ
ト／ペアリングで説明されている予選もしくはシーディングに基づいて、競技
者が２つのパネルのグループヒートにシーディングされる。５回のラウンドに
て、すべての競技者同士がパネル内で総当たりで対戦する。 

 
5502.3.1.2.2 ラウンドロビンダブルパネルグループヒートシーディング表 

中間フェーズのヒートのペアリングは、下記のグループヒートフォーマット表
に基づいて行われる。 

 
パネル１ グループヒートのビブ番号 
グループ ヒート レッド グリーン ブルー イエロー 
1 1 1 4 5 8 

2 9 12 13 16 
3 17 20 21 24 
4 25 28 29 32 

2 5 1 9 17 25 
6 4 12 20 28 
7 5 13 21 29 
8 8 16 24 32 

3 9 1 12 21 32 
10 4 9 24 29 
11 5 16 17 28 
12 8 13 20 25 

4 13 1 13 24 28 
14 4 16 21 25 
15 5 9 20 32 
16 8 12 17 29 

5 17 1 16 20 14 
18 4 13 17 16 
19 5 12 24 25 
20 8 9 21 28 
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パネル 2 グループヒートのビブ番号 
グループ ヒート レッド グリーン ブルー イエロー 
6 1 2 3 6 7 

2 10 11 14 15 
3 18 19 22 23 
4 26 27 30 31 

7 5 2 10 18 26 
6 3 11 19 27 
7 6 14 22 30 
8 7 15 23 31 

8 9 2 11 22 31 
10 3 19 23 30 
11 6 15 18 27 
12 7 14 19 26 

9 13 2 14 23 27 
14 3 15 22 26 
15 6 10 19 31 
16 7 11 18 30 

10 17 2 15 19 30 
18 3 14 18 31 
19 6 11 23 26 
20 7 10 22 27 

 
5502.3.2 グループヒートでの同着のルール（ラウンドロビン）  

ヒート内で同着が発生した場合、対象の競技者たちは同じ順位のポイントを得
る。 

 
5502.3.3 グループヒート後の同着のルール（ラウンドロビン） 

2 名の競技者が同点の場合、共通ヒートにてより順位の上位の競技者が優位と
なる。もし彼らが共通ヒートにて同着であった場合、予選順位もしくはシーデ
ィングランキングの上位者が優位となる。3人もしくはそれ以上の競技者が同
点の場合は、予選順位もしくはシーディングランキングの上位者が優位となる。
（予選順位が上位の競技者が同着を制する） 

 
5502.3.4 ラウンドロビングループヒートでの順位付け  

競技者は、RRフェーズでの獲得ポイントの合計に基づいて順位付けされる。 
 
5502.3.5 ヒートごとの順位別獲得ポイント表  

順位 ポイント 
1st  = 4 
2nd = 3 
3rd = 2 
4th = 1 
DNS = 0 
RAL = 0 
不完走（DNF）は結果として考慮され、競技者は 5702.6 DNFの最終順位に基
づいて着順を得る。（もし複数の競技者がDNFの場合、着順はより長くコー
スを滑走したかによって決まる。） 
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5502.3.6 ラウンドロビングループヒートの中間ランキング  
20 ヒート（ラウンド 5）の後、各競技者がヒートフェーズ中に獲得した合計ポ
イントに基づいてパネルごとに 1位から 16位までの暫定成績を決める。もし
競技会がRRフェーズ後に競技を完了できない場合、その暫定成績が最終順位
としてリザルトに使用することができる。 
ダブルパネルでは、競技者が彼らのパネルで獲得した合計ポイントに基づいて
暫定成績を決める。両方のパネルの結果を併合して決勝のリストが決まる。上
位 8名の競技者に同点はない。（2名が 1位の場合、2名ともに 1位で、次の
順番は 3位となる）9位以降の競技者の順位は、シーディングもしくは予選の
順位によって決定する。 

 
5502.3.7  ラウンドロビングループヒートフェーズ中の無効なリザルトマーク（IRM） 

 
5502.3.7.1  競技者がDSQになった場合、対象の競技者は全てのポイントを失い、また順

位は付けられず、次のヒート、準決勝、決勝戦に進むことはできない。 
 
5502.3.7.2 競技者がグループヒートフェーズにてRAL、DNF、もしくはDNSであった場

合、対象の競技者はまだ次のラウンドに参戦することができる。 
 
5502.3.9 準決勝 
 
5502.3.9.1 シングルパネル 

KOフォーマットにて上位８位の競技者は、準決勝に進出する。彼らは、ラウ
ンドロビンの結果に基づいてシーディングされる。5502.1.3.3 ２ヒート／８名
用の 4人制KOと RRブラケットを参照。同着はルール 5502.3.3 グループヒ
ート後の同着のルール（ラウンドロビン）に基づいて順位付けされる。 

 
5502.3.9.2 ダブルパネル 

RRフォーマットにて各パネル上位４名の競技者は、準決勝に進出する。彼ら
はラウンドロビンの結果に基づいてシーディングされる 
5502.1.3.3 ２ヒート／８名用の 4人制KOと RRブラケット、5502.3.3 グル
ープヒート後の同着のルール（ラウンドロビン）を参照。 
セミファイナル１：パネル１の 1位（赤）、パネル２の２位（緑）、パネル２
の３位（青）、パネル１の４位（黄）。 
セミファイナル２：パネル２の 1位（赤）、パネル１の２位（緑）、パネル１
の３位（青）、パネル２の４位（黄）。 

 
5502.3.10 決勝 

スモールファイナル：セミファイナル１の３着（赤）、セミファイナル２の３
着（緑）、セミファイナル１の４着（青）、セミファイナル２の４着（黄）。 
ビッグファイナル：セミファイナル１の１着（赤）、セミファイナル２の１着
（緑）、セミファイナル１の２着（青）、セミファイナル２の２着（黄）。 

 
5502.3.10.1 不可抗力 

競技会が完了できない場合、ジュリーはセミファイナルとスモールファイナル
をショル略して、各パネルの上位 2名の競技者をビッグファイナルに進出させ
ることを決めることができる。 

 
5502.3.11 決勝フェーズでの同着ルール（ラウンドロビン） 

セミファイナルにて同着が発生した場合、競技者の順位はグループヒートの順
位に基づいて決定する。 
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ビッグファイナル、もしくはスモールファイナルでの同着の場合、彼らは同じ
順位となる。 

 
5600 フェーズと手順 
 
5601 エントリー 

エントリーシステムの手順と期限について、共通 FIS ルールセクション 215参
照 

 
5601.1 年齢制限 

すべての FIS 競技会では、様々なレベルのイベントに参加できるように年齢制
限が適応されている。 
一般セクション 2014 を参照 

 
5601.2 クォータ  

すべての FIS 大会では、イベントの種類とレベルに基づいてクォータの制限が
適用される。 
さまざまなレベルと種類の競技会におけるクォータシートを参照 

 
5602 チームキャプテンミーティング 

2043.1 と 216 を参照 
 

5603 フォーマットの発表 
使用される予選フォーマット、決勝フォーマット、および使用されるブラケッ
トサイズは、ドローミーティングの際に発表されなければならない。 
使用されるフォーマットはジュリーによって選択され、それらはインビテーシ
ョンにて公表されているフォーマットと異なる場合がある。 
 

5604 ドロー／スタートリスト 
217、2022、2023 を参照  
競技者が間違ったスタート順でスタートした場合、チーム（国）に対して制裁
が与えられる場合がある。 

 
5604.1 シーディング表 
 
5604.1.1 競技者のシーディングには、ドローミーティングの日に有効な最新の FIS ポイ

ントリストを使用しなければならない。競技者が有効な FIS ポイントリストに
表示されていない場合、その競技者はポイントのない競技者のグループに割り
当てられるものとする。 

 
5604.1.2 参加する競技者は、現行の FIS ポイントリストのランキングに従って、昇順で

並べ替えられる. 
 
5604.1.3 ヨーロッパカップでは、参加する競技者は FIS ポイントランキング、もしく

はヨーロッパカップスタンディングスの順位の良い方で並び替える。 
 

競技者同士が同点の場合、2 番目に良いカテゴリーのランキングが高い方が
優位となる。FIS ポイントとヨーロッパカップポイントが共に同点の場合、
競技者は同位となり、彼らのポジションは抽選（ドロー）によって決める。 
コンチネンタルカップでは、参加する競技者は大会が開催されている地域の



 186 

コンチネンタルカップスタンディングリスト、もしくは FIS ポイントリスト
から順位付けされて並び替えられる。シーズン初戦のコンチネンタルカップ
では、前年度の最終的なコンチネンタルカップ総合順位を使用する。 
もし競技者同士が同点の場合、コンチネンタルカップスタンディングが上位
のものを優位とする。もしそれでも同位の場合は、FIS ポイントリストで上
位のものを優位とする。それでも同位の場合、彼らのポジションは抽選（ド
ロー）によって決める。 

 
5604.1.4 ワールドカップ、世界選手権大会では、参加する競技者は FIS ポイントランキ

ング、ワールドカップスタンディングランキング、もしくはワールドカップス
ターティングリスト（WCSL）のいずれかの高い方から昇順で並び替えられる
（最高順位の競技者がリストの一番上に表示される）。 

 
競技者同士が同点の場合、2番目に良いカテゴリーのランキングが高い方が優
位となる。３つのリスト（FIS ポイント、ワールドカップポイント、WCSL）
は全て同等の価値である。３つのカテゴリーを使用してなお同点の場合、シー
ディングは抽選（ドロー）によって決める。 

 
5604.1.5 冬季オリンピック競技会では、特定のルールが適用される。 
 
5604.3 ドロー  
 
5604.3.1 タイム計測による予選のスタートリスト 

第１グループは、シーディングリストの男子上位 16名と女子上位 8名によっ
て定義され、スタート順はランダムに抽選される。残りの競技者たちは、シー
ディングリストに従って昇順で並べられる。 
 
ビブは、ドローとシーディングの結果に従って割り当てられる。 

 
5604.3.1.1 異例のスタート順「スノーシード」 
 

異常な気象条件では、ジュリーは予選のスタート順を変更する場合がある。そ
の場合、事前に指名された最低 6名の競技者のグループは、スタートナンバー
1番の前に出走する。それら 6名以上の競技者はスタートリストの下位 20％の
中からランダムに選出され、スタート順はビブ番号の逆順で出走する。 
 
スタートリストの下位 20％が６人未満の場合、シーディングリストの最後の 6
名が選ばれる。 

 
5604.3.2 ホリスティックヒートフォーマットのドロー及び３ヒート制の予選におけるド

ロー 
 

シーディングリストに載っているすべての競技者は、グループ分けされる。そ
れらグループは、5502.1.3 決勝ブラケット／ペアリングに基づいて振り分けら
れる: 
第 1グループ：レッドジャージ 
第２グループ：グリーンジャージ 
第３グループ：ブルージャージ 
第４グループ：イエロージャージ 
第５グループ：ホワイトジャージ 
第６グループ：ブラックジャージ 
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予選ヒートラウンド（5501.2）が行われた場合、本選のブラケット/ペアリン
グを決める手順に従って、予選ヒートラウンド後に予選通過した競技者のブラ
ケットに入力される場所を定める。この場合、採用された手順に従って、ブラ
ケットを再配置した対戦表を定める（5501.2.5）。 
 

5604.3.2.1 ランダムドローの手順 
 
第 1グループ（レッドジャージ）は、シーディングポジションに従ってブラケ
ットに入れられる。 
残りの競技者たちは、各グループ間でランダムにドローされ、抽選で決まった
ブラケットに入れられる。ドローはヒートの構成にのみ作用する。競技者のビ
ブ番号はシーディングリストに則って維持される。決勝のブラケットが完全に
埋まっていない場合は、ベストな競技者はより少ない競技者でヒートを戦うべ
きである。(規則 5604.3.3.1 を参照)。 

 
5604.3.2.2 ダイレクトシーディングの手順 

競技者は、5502.1.3 に示されているように、ドローなしでシーディングリスト
の順番に従ってブラケットに入力される. 
 

5604.3.2.3 選定の手順 
競技者は、5604.3.3 ヒートセレクションを使用してブラケットに入力される。 

 
5604.3.3 ヒートセレクション 

ヒートセレクションの場合、予選通過した競技者は予選の順位によってブラケ
ットに配置されない。競技者たちは、「プール」と呼ばれるグループに分けら
れる。プールは、本選でのジャージの色の割り当てに基づいて定められる。プ
ール１（レッドジャージ）の最も上位者は、４人制フォーマットの場合、プー
ル２（グリーンジャージ）、プール３（ブルージャージ）、プール４（イエロ
ージャージ）から一人ずつ選択し、6人制フォーマットの場合、さらにプール
５（ホワイトジャージ）、プール６（ブラックジャージ）から一人づつ選択し
て対戦相手を決定する。ビブ番号の優位者が対戦相手を選択した後、プール１
の次の上位者が対戦相手を選択し、全てのヒートが選択されるまでヒートの選
択を行う。 

 
5604.3.3.1 ヒートの未完了 

本選に出場する競技者の人数が本線で利用可能なスポットの数より少ない場合、
上位の本選ビブ番号の競技者は、ヒート形式ごとに 4人制の場合はプール 4の
選手、もしくは 6人制の場合はプール 6の選手を選択する必要はない（例：32
のブラケットに対してドローの際に競技者が 28名であった場合、プール 1の
ビブ番号１、２、３、4の競技者はグリーンプールの選手 1名、ブループール
の選手 1名を選択し、イエロープールから選択しない）。 

 
5604.3.3.2 ヒートセレクションへの個人参加 

選択権のある競技者がヒートセレクションに欠席の場合、その競技者はヒート
を選択する権利を失う。その場合、参加した競技者によって他のヒートが全て
選択された後に、プールの残りの選手がヒートに割り当てられる。ヒートセレ
クションに複数の選択権のある競技者が欠席の場合、プールの残りの選手はビ
ブ番号によって割り当てられる。レッドプールで最も下位のビブ番号は、グリ
ーンプールの最も上位のビブ番号、次にブループール、イエロープールの最も
上位のビブ番号の選手が割り当てられる。6 人制ヒートフォーマットの場合は、
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さらにホワイトプール、ブラックプールの最も上位のビブ番号の選手が割り当
てられる。 

 
 
5605 コースセット  
 

旗門のセットは公式インスペクションとトレーニングの前に行う必要があり、
地形の特性やコース上のフィーチャー、ジャンプを巧みに使用してセットを行
うことが望ましい。トレーニング中にコースをスムーズな競技ラインで滑走さ
せるためにセットの少々の調整を行うことができる。トレーニング中に変更が
行われた場合、すべての競技者とチームキャプテンがその変更について認識で
きるように、スタートエリアで発表する必要がある。 

 
5605.1 三角ゲート（フラッグ）の配置 
 

5605.1.1 三角フラッグは競技者が高速で滑走している際にもはっきりと視認で
きるようにセットされなければならない。三角フラッグは競技ラインに対して
正しい角度に設置されるのが望ましい。特定の状況では、競技者は同じ色の２
つのゲート間を通過する必要がある。（例：廊下セクション／ストレートセク
ション） 

 
5605.1.2 旗門はローラーやジャンプのテイクオフの両脇に設置する必要がある。ランデ

ィングのような見えない位置へのゲートの配置は避ける。フラットなバンク無
しのターン、バンクターン、もしくは他のすべてのターンではシングルターニ
ングゲートにてセットを行い、アウトサイドゲートの必要はない。  

 
5605.2 スペアポール 

コース係長は、十分なポールの予備を適切な場所に配置することを担当する。
予備ポールは、スタートもしくは競技者がそれらポールによって混乱と誤解を
されない場所に配置する必要がある。 

 
5605.3 ゲートのマーキング 

ゲートポールの位置は簡単に視認できるように着色料でマーキングされる。 
 
5605.4 ゲートのナンバリング 

旗門はコースの最上部からボトムまですべてナンバリングされ、またそれらの
番号はアウトポールに記される。スタートとフィニッシュはカウントされず、
ゲートとして認識しない。 

 
5605.5 補助 

コースセッターがジュリーによって定められた時間内にフェンシングポールな
どに気を取られずにコースセットに集中できるように、コースセッターを補助
する必要がある。 
コース係長は次のものを十分に用意する必要がある： 
- 十分な青と赤ポール（ロングポールとスタビー） 
- 色分けされた、旗門数のフラッグ 
- ドリルやゲートレンチなど 
- 十分な旗門の数 
- ポールをマーキングするためのマーキング塗料 
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5606 インスペクション 
競技者は、コースの下見を、コース内を低速でスライドしながら滑走、もしく
はコース脇を滑走して行うことができる。インスペクションの時間はジュリー
によって判断されるが、最低でも 30分以上でなければならない。すべての競
技者は、トレーニングを行う際に少なくとも１回のインスペクションを完了す
る必要がある。競技者はインスペクション中にビブとベルメットを見えるよう
に着用しなければならない。 

 
5607 トレーニング 

競技会に参加するためには、少なくとも 1本のトレーニング滑走を行うことが
必須である。 

 
5607.1 ビブを着用していない競技者は、公式トレーニングに参加することはできない。 
 
5608 競技会フェーズ 
 
5608.1 フェーズの説明 
 
予選フェーズ 5501 
タイム計測予選 1 本もしくは複数本 5501.1 
タイム計測シーディング 1 本もしくは複数本 5501.1.5 
３ヒート制の予選 X回のヒートを３ラウンド 5501.3 
ホリスティックヒートフォーマット
のための予選ヒートラウンド 

X回のヒートを１ラウンド 5501.2 

ラウンドロビン（QHR時の第２予
選フェーズ） 

シングルパネル（４ヒートを５ラウンド） 
ダブルパネル（２０ヒートを２ラウンド） 

5502.3 

KOファイナルフェイズ 5502.1 
ホリスティックKOフォーマット 
128/64/32/16/8/4 (4 人制ヒート) 
96/48/24/12/6 (6 人制ヒート) 

X 回の決勝またはQHRに直結するヒート
を 1～6ラウンド 

 

KOラウンド／フォーマット 
128/64/32/16/8/4(4 人制ヒート) 
96/48/24/12/6（6人制ヒート） 

シーディングラン、予選（タイムトライア
ルまたは３ヒート制の予選）、またはラウ
ンドロビンの後、X回のヒートを１～６ラ
ウンド 

 

 
5608.2 タイム計測の予選のスタートレーンの決定 

使用するスタートレーンはジュリーによって決められる。 
 
5608.3 競技会、もしくはトレーニングの中断 

もしフェーズが中断され同日に終了できない場合、そのフェーズは終了として
扱われる。 

 
5609 スタートストップ 

スタートストップは、競技フィールドに入場できる全ての競技者と役員の安全
を確保するために設けられている。この手順は全ての関係者に理解され、遵守
されなければならない。 
 
スタートストップ：スタートストップはコースメンテナンス、天候（霧、強風
など）、コース上に装備（競技者の用具、フェンス、道具など）が落ちている
という理由から発生する。 
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「スタートストップ」の号令：「スタートストップ！」が発令された時、スタ
ートレフリーはスタートを閉鎖しなければならない。彼は無線での連絡を受け
た際に、直ちに、スタートを閉鎖する／スタートした最後の競技者の番号を伝
える／ヒートのスタートしている競技者の番号を伝える／ヒートのスタートを
中断する、などの対応を行なわなければならない。（「スタートストップ了解、
ナンバー23番／ヒート滑走中、ナンバー24番／スタート待機中」） 
 
イエローフラッグ：コース上の競技者の即時停止には、イエローフラッグが使
用されなければならない。5609.1 を参照。 

 
5609.1 イエローフラッグ 

イエローフラッグはコース上でセクションジャッジにより彼らのセクションに
て選手を即時停止させるために使用される。 
 
イエローフラッグはコース上でセクションジャッジにより彼らのセクションに
て選手を即時停止させるために使用される。（例：スタートストップイエロー
フラッグセクション４。セクション４はイエローフラッグを使用し、セクショ
ン３、２、１も同様に使用する。セクション５、６、それ以降のフィニッシュ
エリアまでのセクションは選手の滑走を止めない。） 

 
5609.1.1 インスペクション 

ジュリーは、トレーニングとレースの際に後続の競技者に警報を伝えるための
イエローフラッグの位置を定める。 
イエローフラッグは初回のインスペクションまでに競技者に認識される場所に
配置しなければならない。 

 
5609.1.2 トレーニング 

競技者、もしくはヒートがトレーニング中にイエローフラッグにより止められ
た時、競技者、もしくはヒートは停止した場所から再スタートする権利がある。 

 
5609.1.3 予選 

競技者、もしくはヒート内の全員（4／６名の選手全員）が予選中に止められた
場合、対象の競技者、もしくはヒートには再走の権利がある。ジュリーは競技
者の再走が競技会の最終走者の前に行われる、もしくはヒートの場合は次のヒ
ートが開始される前に行われるように確保する必要がある（ワールドカップと
メジャーイベントなど）。下位レベルのイヴェントの場合、次のフェーズが始
まる前に行う。 

 
5609.1.4 決勝 

ヒート内の全員（4／６名の選手全員）が競技中に止められた場合、対象の競技
者には再走の権利がある。 
ジュリーは、ヒートの再走が次のヒートが開始される前に行われるように確保
する必要がある（ワールドカップとメジャーイベントなど）。下位レベルのイ
ヴェントの場合、次のフェーズが始まる前に行う。 

 
5609.1.5 義務 

競技者はイエローフラッグが振られた際、直ちに停止しなければならない。 
 
5609.1 イエローフラッグ 
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5610 スタート手順と合図 
スタートする競技者に有利になったり、邪魔をする可能性がある役員もしくは
競技者の付き添いは、スタートする競技者の背後にいることはできない。スタ
ートする競技者に対するすべての外部の手助けは禁止されている。スターター
の指示により、競技者はスタートデバイスのゲート内に入る必要がある。スタ
ーターは、スタート時に競技者に触れてはならない。スタートデバイスの解放
は許可されている。 

 
5610.1 タイム計測滑走 

予選のスタートは、スタートデバイスのゲートが開いている、もしくは閉じて
いるどちらの状態からでも行うことができる。ゲート解放状態を使用する場合、
ビームライトによって、もしくはアルペンのスタートシステムを使用してタイ
ム計測を開始できる。あるいは、KOファイナルのようにゲートを閉じた状態
からリアクションスタートでスタートを行うこともできる。 

 
5610.1.1 スタートシグナルと合図 

スタートする競技者に有利になったり、邪魔をする可能性がある役員もしくは
競技者の付き添いは、スタートする競技者の背後にいることはできない。スタ
ーターは、スタート時に競技者に触れてはならない。 
スタート 10秒前に、スターターは各競技者に「10秒前」を伝える。スタート
5秒前からスターターは「５、４、３、２、１」とカウントを行い、それから
「Go」の合図を行う。 

 
5610.1.2 スタート間隔 
 
5610.1.2.1 通常のスタート間隔 

競技者は通常 20～60秒のスタート感覚でスタートする。ジュリーによってス
タート間隔は決められる。 

 
5610.1.2.２ 特別なスタート間隔 

テレビ送信放送の要件を満たす必要がある場合、ジュリーはスタート間隔の延
長要求を許可するか検討する場合がある。 

 
5610.3 ヒート 
 
5610.3.1 決勝のスタートレーンの選択とカラージャージの割り当て  
 
5610.3.1.1 ヒートのカラージャージの割り当て、5205 を参照。   
 
5610.3.1.2 スタートレーンの選択 

スタートレーンの選択は、各ヒートにおいて予選／順位もしくは使用されるフ
ォーマットのシーディングポジションに基づいて決められる。上位の競技者か
らスタートレーンを選択し、下位の選手は空いているスタートレーンから選択
していく。 

 
5610.3.2 スタート合図と号令 

”We are ready for the next Heat, proceed to the Start Gate“ 
 “Enter the Start Gate“ (スタート合図のおよそ 30秒前)  
“Skier/Rider Ready!”, そして “Attention!” の後スターターは 1秒―4秒の間
でランダムなタイミングでスタートゲートを開放する（もしくは電子制御の解
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放装置を使用する場合、スターターはランダムスタートシークエンスを起動す
る。 
決勝でのスタート合図が行われている場合、コーチングは許可されない。（コ
ーチはスタートデバイスの操作はできない、コースからの無線情報など行って
はならない。） 

 
5610.4 スタートの遅刻 

競技者にはスタートゲートに定刻で到着する義務がある。 
スタートに間に合わない／遅刻した場合は、DNSとなる。（Did Not Star 

 
5610.4.1 不可抗力 

遅延が「不可抗力」によるものの場合、ジュリーは遅延を許すことができる。
競技者の個人競技用具の故障、または競技者の軽度の怪我／病気は、「不可抗
力」を構成するものではない。 

 
5610.4.2 タイム計測予選におけるスタートオーダー 

スタートが遅延したところで、競技者がスタート準備ができている場合、スタ
ーターは第１走者をスタートさせて良いかジュリー、レフリー、フィニッシュ
役員、タイム計測責任者、アナウンサー、およびスコアリング責任者に確認し
て、スタートを開始する。 

 
5610.5 スタートの失敗 
 
5610.5.1 スタートゲートのスタート不良もしくは誤作動 

次の内容は失格／制裁対象です。 
- 競技者がスタートデバイスを操作した場合 
- 競技者のボード／スキーがスタートライン（垂直面）をスタート合図（ス

タートゲートが開く）前に通過した場合 
- スタートゲートがスタート合図前に技術的な不具合で明らかにブロックさ

れた場合、スタートを再度やり直す必要がある。 
- スタートゲートが技術的な不具合でスターターではなく競技者によって開

放された場合、スタートは再度やり直す必要がある。 
- スタートゲートがすべての競技者に対して公平に開放されなかった場合、

再滑走を行うができる。 
 
5610.5.2 有効なスタートと誤ったスタート  

スタート間隔が定められている競技会では、競技者はスタートシグナルでスタ
ートしなければならない。スタートのタイミングは、公式なスタート時間から
5秒前から 5秒後の間にスタートしなければならない。その時間内にスタート
しない競技者は制裁される。 
スタートレフリーは誤ったスタートを行った、もしくはスタートのルールに違
反した競技者のスタート番号と名前をジュリーに報告しなければならない。 

 
5610.5.3 ヒートフェーズにて、スタート合図が完了する前に競技者がコースに入った場

合、RALが課せられる 
 
5611 特別な手順 
 
5611.1 ルーズスキーもしくはスノーボード 
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スタートしてコース内で片足、もしくは両足のスキーが外れてしまった場合、
もしくはスノーボードで片足が外れてしまった場合、競技者は停止しなければ
ならず、それ以上滑走を続けることはできない。そして、競技者はコースから
退出する必要があり、その滑走はDNFとなる。 

 
5611.2 片足スキー、ノースキー、片足ビンディング（スノーボード）による滑走継

続 
片足スキー、ノーススキー、片足ビンディング（スノーボード）にて滑走継続
可能な場所は、コースのフィニッシュに近いトラックで、またコース状況によ
るがそれぞれのトラック内のユニークなフィーチャーの特性を考慮して定めな
ければならない。そこは、フィニッシュエリアにつながる最終フィーチャーま
たはジャンプの位置、および、その地点以降で用具を失った場合でも安全にコ
ースを完走することが可能かによって判断する。 
この定義された場所の後で競技者が片足スキー、両足スキー、スノーボードを
失ったとしても、彼らはそのままフィニッシュラインを通過して完走すること
ができる。所定の場所はジュリーによって予選またはシーディングラウンドの
前に定められ、チームキャプテンミーティングにてチームに通知される。 

 
5612 抗議（プロテスト）、再レース（リラン） 

一般セクションルール 2027 を参照 
 
5612.1 再レース 

意図的な接触の場合、クロスでは再レースは行われない。 
 
再レースは、不可抗力の場合、もしくは競技者がヒートの関係者以外の人もし
くは状況に妨害された場合のみ、ジュリーによって判断される。再レースは、
妨害を受けた競技者が勝ち上がる可能性がある場合、検討することができる。
再レースする人数は、妨害が発生した競技状況により異なるが、例えば明確に
ヒートを序盤から最後までリードした 2名の競技者がいた場合、それら 2名は
ヒートを再レースする必要はない。 
競技者が干渉によってゲートを不通過したが、その結果が明らかに有利となら
ない場合、その行為は「DNF」と見なされない場合がある。 

 
5612.1.1 電子タイム計測の失敗 

タイム計測システムに障害が発生した場合、再レースは認められる。 
 
5612.2 抗議 

 
意図的な接触のルール 5404.1 に関する決定に抗議することはできない。 
 
これらの事例について、5405.3.1 を参照。 
 
抗議について、2032 を参照 

 
5612.2.1 抗議の報告 
 

失格／制裁は、各ヒートの直後にコースの下部および／もしくは上部の指定エ
リアにて発表および／または掲示される。 
すべての抗議は、次のヒートが始まる前に、レフリーおよび／または、別のジ
ュリーメンバー、またはジュリーに指名された人（チームキャプテンミーティ
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ングにて発表される）に報告しなければならない。この時間以降に行った抗議
は認められない。競技者は、他の競技者によって妨害されたと思われる場合に、
抗議の権利を得るために滑走をやめる、または／もしくは手を上げる必要はな
い。抗議は書面で行う必要はないが、その他の抗議に関する ICRルールは適用
される。抗議料は競技終了時に、またはその前に支払わなければならない。 

 
5613 表彰 

2021 を参照 
 
5700 リザルトとスタートリスト 
 
5701 リザルトとスタートリストの情報 

詳細は「Timing and Data Booklet」を参照 
 
5701.1 公式スタートリストと公式リザルトには以下の情報を掲載すること：  
 

競技会の情報： 
 
- FIS コーデックス 
- 日付 
- 競技会の名称 
- 国名を含む競技会場名 
- 競技会スポンサーの名称 
- 技術代表とリザルト責任者の署名 
- FIS もしくは競技会シリーズのロゴ 
- 種目 
- イベント 
- 性別 
- リザルトの種類（スタートリスト、ブラケット、フェーズリザルト、決勝
リザルトなど） 
 
コースデータ： 
 
- コースの名称 
- コース全距離 
- スタート地点標高 
- フィニッシュ地点標高 
- 標高差 
- エレメントの数 
- フィーチャーの数（エレメントの数と異なる場合 
 
ジュリーと役員： 
 
以下の役員は氏名と国籍を含めて記載する必要がある。ジュリーは個別に定義
される。 
さらに、DNFおよび／または 5404 の問題をレビューする目的でライブビデオ
レビューにアクセス権限のある全ての役員およびジュリーメンバーは、「VA」
とマークする必要がある。 
 
ジュリー： 
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- 競技委員長 
- FIS 技術代表 
- レフリー 
- レースディレクター（存在する場合） 
 
大会役員： 
- スタートレフリー 
- フィニッシュレフリー 
- コース係長 
- コースビルダー 
- コースアドバイザー（存在する場合） 
- 技術アドバイザー（存在する場合） 
- コースデザイナー（存在する場合） 
- ビデオコントローラー（存在する場合） 
 
天候： 
- コンディション（晴れ／曇り／霧／雪／雨など） 
- 気温 
- 雪温 
- 雪質 
 
競技者情報： 
- ビブナンバー 
- FIS コード 
- 苗字 
- 名前 
- 国名 
- 生まれ年（YB） 

 
5701.2 公式スタートリストは以下の追加情報を掲載する： 

- フェーズとラウンドの名称 
- 開始時刻 
- 競技者とスタート順のリスト 
- シーディングクリテリア：競技者の FIS ポイント、WCポイント、WCSL 

 
5701.3 予選リザルトは以下の追加情報を掲載する： 

- 開始時刻 
- 順位  
- 5101.1 に記載されている競技者情報 
- 予選時刻  
- 無効な結果記号（IRM） 
- 前走者の氏名と国名 

 
5701.4 決勝リザルトは以下の追加情報を掲載すること： 

- 決勝開始時刻 
- 最終順位 
- 5101.1 に記載されている競技者情報 
- 進行報告:  
- ラウンドの着順 
- ラウンドのヒートカラー 
- FIS ポイント 
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- 無効な結果記号（IRM） 
- ジュリーの決定 
- 前走者の氏名と国名 

 
5702 最終リザルト 
 
5702.1 4 人制／6 人制フォーマット 

最終リザルトにて１位から４位（６人制フォーマットでは 1位から 6位）まで
の競技者の順位は、ビッグファイナルの着順によって決まる。５位から８位
（６人制フォーマットでは 7位から 12位）の競技者の順位は、スモールファ
イナルの着順によって決まる。以降の競技者の順位は、各ヒートで着順とラウ
ンドの同じ着順のグループ内の予選（タイム計測、３ヒート方式の予選、もし
くはラウンドロビングループヒート）の順位に基づいて決まる。 
 
タイム計測、もしくはヒートの予選が行われなかった場合、同等のヒートラウ
ンドで敗退した競技者は最終的な順位では同位となり（例えば準々決勝にて 4
人制の場合、ヒート内で３着であった全ての競技者たちは全員９位となり、ヒ
ート内で４着出会った全ての競技者たちは全員 13位となる）、RALと DNSは
別々のグループとみなされ、結果として順位が調整される。 
 
予選ヒートが行われた場合、予選ヒートで敗退した３着の競技者たち、また４
着の競技者たちは、それぞれの着順で同位として本選のブラケットに進出した
競技者たちに次いで順位付けされる。 
 
全ての同着の競技者は、ビブナンバーの昇順でリザルトに掲載される。 

 
5702.2 ラウンドロビン 

ラウンドロビングループヒートの結果は、予選結果となる。 
 

5702.3 DNF の最終順位 
競技者が、シングルランの予選（5501.1.1）にてDNF（5401.3）になった場
合、またKOヒートフェーズの予選（5501.1.7）にて出走しなかった場合、競
技者は最終リザルトにDNFと表示され、また順位は付かない。 
2 本の予選ラン（5501.1.2、5501.1.3）または予選セッション（5501.1.4）に
て競技者がDNF（5401.3）（両方の滑走でDNF、もしくは片方の滑走にて
DNFでもう片方の滑走をDNS）出会った場合、競技者は最終リザルトにDNF
と表示され、順位は付かない。 
 
競技者がヒートにてDNF（5401.3）となった場合、5407.4.1 完走しなかった
不完走（DNF）の競技者の順位付けに則って競技者のヒートの順位付けされ、
その着順に従って最終順位を決める。 

 
5702.4 RAL の最終順位 

 
決勝のいずれかのラウンドで最終順位（RAL）を受けた競技者は、すべての
DNSとなった競技者の上位で、その決勝ラウンドの最下位となる。最終順位
（RAL）になったすべての競技者は同じグループとなりタイブレイクルールに
則って順位付けされる。5407.4.2 を参照 

 
 



 197 

5702.5 DNS の最終順位 
競技者が競技会のいかなるフェーズで未出走となった場合、競技者は最終リザ
ルトにDNSと表示され、順位は付かない。 

 
競技会の初回フェーズが完了した後、いずれかの決勝ラウンドにて未出走
（DNS）になった競技者は、その決勝ラウンドの最下位の順位となり、すべて
のNPS制裁を受けた競技者の上位に順位付けされる。同じラウンドで不出走
（DNS）になったすべての競技者は同じグループとなり、タイブレイクルール
に則って順位付けされる。 

 
5702.6 NPS（制裁）の最終順位 
 

競技者が競技の初回のフェーズにてNSP制裁（2028）を受けた場合、その競
技者は最終リザルトにNSPと表示され、順位は付けられない。 
 
競技会の初回のフェーズ以降にて、競技者が本選のいかなるラウンドでNSP制
裁（2028）を受けた場合、順位は最終ラウンドが終了した時点の全てのDNS
の下位に順位付けされる。全てのNSPとなった選手はグループ化され、同着ル
ールに則って最終順位を付けられる。 

 
5703 未完了な競技会のリザルト 
 
5703.1 競技会の中断 

競技会の中断があった場合、状況が改善すれば競技会を再開すべきである。同
日に競技会を完了できた場合、中断前に完了していた結果は有効なまま使用で
きる。それ以外の場合、予選、もしくはいくつかのフェーズ、または決勝ラウ
ンドが完全に完了している場合を除き、中断前の結果は無効になる。未完了な
決勝フェーズもしくはラウンドは延期できるが、その場合は同じ競技会場で競
技を完了しなければならない。決勝戦が完全に完了できない場合、予選の結果
または決勝のことなるラウンドの順位が有効となる。 

 
5703.2 メジャーイベント(ワールドカップ、世界選手権大会、冬季オリンピック競技

会)での競技会の中断 
メジャーイベントにおいて、競技会のスモールファイナル及びビッグファイナ
ルが完了していない場合、リザルトは成立せず、賞金もメダルも授与されない。 

 
5703.3 その他のレベルでの競技会の中断 

完了した場合、リザルトが有効となるフェーズ： 
- タイム計測の予選（１本目、２本目、もしくは２本の滑走の内完走した１

本） 
- ３ヒート制の予選 
- ラウンドロビングループヒートフェーズ 
- KOラウンド：KOヒートフェーズにおいて完了した追加のラウンドは、リ

ザルトとして有効である。KOラウンドに出走する全ての競技者は、完了し
ている最後の各ヒートラウンドでの順位を基に、彼らの予選順位から順位付
けされる。 

 
完了した場合でも、リザルトに反映されないフェーズ： 
- 予選ヒートラウンド 
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- ホリスティックフォーマットにおけるビッグファイナルまでに行われる全
てのKOヒートフェーズ 

 
競技会においてスモールファイナル、ビッグファイナルが完了していないが、
完了したフェーズから競技会に有効なリザルトがある場合、カップポイントは
付与されないが、メダルとタイトルが授与される場合がある。FIS ポイントは、
各競技会カテゴリーに定義された最小値を基準としてエントリーポイントスケ
ールから算出される。 

 
5800 チームイベント（BXT／SXT）とミックスチームイベント  
 
5801 実行 

同じ国チームの 2名の競技者によってチームが編成される。 
各国チームは性別ごとに 2名の競技者（女性／女性：男性／男性）、もしくは
男女混合チーム（女性／男性）で構成される。 
予選、もしくはシーディングの手順は決勝（競技会の決勝フェーズ）の決定に
使用される。 
決勝フェーズは４つの国代表ペアの競技者チームのヒートを、ノックアウト
（K.O.）方式で行う。 
チームの第一走者がフィニッシュすると、第二走者は第一走者がフィニッシュ
ラインを通過した際に生じるトップとの時間差に応じてスタートする。 
最大の「ペナルティタイム」は、第一走者がコースを完走しなかった場合
（DNF）、もしくはトップとのタイム差が参考タイムの 5％以上であった場合
に適用される。ジュリーは特別な状況に適応し、見応えのあるレースが行われ
るように、ペナルティータイムを 3％から 7％の範囲で変更することを決める
場合がある。 
 
各チームの第二走者（セカンドファイト）で先にフィニッシュラインを通過し
た上位 2名のチームが決勝の次のフェーズに進む。 

 
5801.1 決勝の組立 
 
5801.1.1 予選、またはシーディングから決勝への参加資格（予選フォーマット） 
 
5801.1.1.1 滑走数 

各国チームの出走競技者両名は、１本タイム計測滑走を行う。   
 
5801.1.1.2 チームイベント予選のシーディングリスト（ドローリスト） 

ワールドカップ、世界選手権大会、世界ジュニア選手権大会、そして冬季オリ
ンピック競技大会では、WC、WSCL、そして FIS ポイントの最も優れたランキ
ングを使用して、チームごと 2名の競技者をランキングに従って選定する。も
し競技者同士がランキングの合計で同点であった場合、２番目に良いランキン
グリストの合計が使用される。もし３つ目のランキングリストを使用してもな
お同点であった場合、その順番はドローによって決定する。 
 
※資格要件：出場にあたり、開催されている競技会のレベルに応じて SX/SBX
の競技会に参加するために必要な最小の FIS ポイントの条件を満たなさければ
ならない。さらに、全ての参加者は、各国に割り当てられる国枠の範囲で参加
する必要がある。 
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5801.1.1.3 予選滑走のスタート順 
シーディングリストの上位 8チームは第 1グループと定義され、ランダムにド
ローされる。残りのチームはシーディングリストに従って昇順で並び替えられ
る。 
１番のチームのペア 2名の競技者がスタートした後、次のチームの競技者がス
タートする。ミックスチームイベントの場合、各国チームの男性競技者が女性
競技者より先に出走する。 

 
5801.1.1.4 予選滑走後の順位とリザルト  

全ての完走したチームは、チームの競技者両名の合計タイムによってチームタ
イムが計算され、順位付けされる。 

 
5801.1.1.5 同着： 

もし２チーム、もしくはそれ以上のチームのチームタイムが同タイムであった
場合、シーディングポジションが下位のチームが上位となる。 

 
5801.1.1.6 予選滑走でのDNF  

もしチームの片方の競技者がDNFの場合、そのチームはペア 2名共に完走し
たチームの下位になる。 
もしチームの両名の競技者がDNFの場合、そのチームはDNFとなり、KO方
式の決勝フェーズに進むことはできない。 

 
5801.1.1.7 シーディングランでのDNF 

もし一つのチームの競技者が未完走（DNF）となった場合、そのチームは２本
完走した全ての他のチームの下位となる。 
もし両選手ともにDNFの場合、そのチームは最下位となる。 

 
5801.1.1.8 予選滑走でのDNS  

もしチームの 1名、もしくはペア両名の競技者がDNSの場合、そのチームは
DNSとなり、KO方式の決勝フェーズに進むことはできない。 

 
5801.1.1.9 予選ヒートラウンド 

もしチーム数が本戦ブラケットの数を上回った場合、予選ヒート数が次に高い
ブラケットに必要なヒート数より少ない場合、予選ヒートラウンドを実行する
ことができる。 
詳細はクロスフォーマットガイドラインを参照してください。 

 
5801.1.2 クロス競技会の結果によるシーディング ? 同コース（個別リザルトシーディン

グフォーマット） 
もし SX／SBXの競技会が SXT／BXT競技会と同じコースで行われる場合、そ
の競技会の結果をチームイベントのシーディングに使用できる。出場チームは
チームの 2名の競技者の順位に基づいて決められる。 
もしスターターフィールドに制限がある場合、適格なチームはシーディングフ
ォーマットルール（5801.1.3）と同じ原則に従って決定する。 
 

 
5801.1.2.1 同点  

２チーム、もしくはそれ以上のチームの合計順位が同順位の場合、より上位の
個人ランキングの競技者の属するチームが上位となる。 
例： 
Team 1 = Ranks 1 + 9 (sum = 10) 
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Team 2 = Ranks 3 + 7 (sum = 10) 
Team 3 = Ranks 4 + 6 (sum = 10) 
Team 1 が最高のランキングを有しているので上位となる。 
Team 2 が２番目のランキングを有するため、次の順位となる… 

 
それでも同点の場合、シーディングの順位の上位チームが優位となる。 

 
5801.1.3 シーディングフォーマット（ランキングリストによるシーディング） 
 
5801.1.3.1 チームの資格  

現状のランキングリスト（WC、FIS ポイント、WCSLにより、全ての表記され
ている競技者は競技適格者リストで格付けされる（5604.3 参照）。そして、全
ての競技者は、国別、そしてシーディングランクの昇順でグループ化される。
この競技適格者リストは、フィールドサイズが制限されている場合のチームの
適格性の基準である。 

 
5801.1.3.2 SX/ SBXチーム-スターターフィールド 

出場枠が制限されている場合（WC/WSCフォーマット、女性 8名と男性 16
名）、競技者適格性リストの上位女性 4名／男性 8名のチームは、２番目のチ
ームが上位 4／8位以内に入っている場合、他の全てのチームが参加する前に
２番目のチームをエントリーする権利がある。そのため上位女性 4名／男性 8
名の競技者を有する各国チームは、競技者適格性リストから上位 2チームを選
択してエントリーを行える。その後全てのエントリーできる各国チームが上位
１チームをエントリーする。そして、リストの上位から順に次のチームの選定
を行っていき、チーム数がある場合は女性８チーム、男性 16チームに達する
まで行う。 
 
冬季オリンピック競技会では特別なOWGクォータ規則に従い、の別のルール
が適用される場合がある。 

 
5801.1.3.3 ミックスチーム SX/SBX-スターターフィールド 

出場枠が制限されている場合（WC/WSCフォーマット、8名、12名、もしく
は 16名のミックスチーム）、競技者適格性リストの上位 4名、6名、もしくは
8名のチームは、２番目のチームが上位 4位、6位、16位以内に入っている場
合、他の全てのチームが参加する前に２番目のチームをエントリーする権利が
ある。そのため上位 4 名、6 名、もしくは 8 名の競技者を有する各国チームは、
競技者適格性リストから上位 2チームを選択してエントリーを行える。その後
全てのエントリーできる各国チームが上位１チームをエントリーする。そして、
リストの上位から順に次のチームの選定を行っていき、チーム数がある場合は
８チーム、12チーム、もしくは 16チームに達するまで行う。 
 
冬季オリンピック競技会では特別なOWGクォータ規則に従い、の別のルール
が適用される場合がある。 

 
5801.1.3.4 シーディングリスト（ファイナルブラケット） 

スターターフィールドが決定されると、チームキャプテンは適格な競技者
（5801.1.1.2）をそれらのチームに入れることができ、各競技者は一つのチ
ームのみ参加することができる。 
チームは、チーム毎にエントリーされた競技者の FIS ポイントリストの 2つ
のランクの合計に従ってシーディングされる。 
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ワールドカップと世界選手権大会では、チームは FIS ポイントランキング、
または、ワールドカップスタンディングランキング、もしくはワールドカッ
プスターティングリスト（WCSL）のランキングのいずれか高い方の合計に
従って昇順でシーディングされる。 
 
チームが同点の場合、２番目に良いリストを使用し、それでも同点の場合は、
３番目に良いカテゴリーのリストを使用しポジションを決定する。もし 3つ
のリスト（FIS ポイント、ワールドカップポイント、W杯スターティングリ
スト）の全てで同点の場合、抽選ドローによりポジションを決定する。 
 
冬季オリンピック競技会では、特定の規則が適応される 

 
 
5801.2 チームイベント（SXT／BXT）の決勝ノックアウト（K.O.）フェーズの実行

と順位 
 
5801.2.1 KOフェーズの競技者数  

決勝は 16もしくは８チームが４チームごとのヒートで行われる。 
 
5801.2.2 決勝フェーズのビブ  

決勝のビブナンバーは、フォーマットに応じて、予選滑走、シーディングラン、
もしくはシーディングの基準により区分された後のチームの順位である。ビブ
は、同じチームの第一走者と第二走者が識別できるように別のビブを着用する。 

 
5801.2.3 チームの割り当て  

チームイベントの前の最後のチームキャプテンズミーティングにて、チームキ
ャプテンは各国チームの代表の競技者を割り当てる必要がある。 

 
5801.2.4 スタート順  

ミックスチームイベントの場合、各国チームの男性が先にスタートする。 
 
5801.2.5 決勝のカラージャージの割り当て  

5205 のルールに従う 
 
5801.2.6 ヒートのペアリング  

5502.1 で示されているとおり、全ての予選通過、もしくはシーディングされた
チームは、5801.1.1/ 5801.1.3 で示されている彼らの予選、もしきはシーディ
ングの順位によって決められる。 

 
5801.2.7 スタートレーンの選択  

チームの第一走者は、彼らの予選、もしくはシーディングの順位に従ってスタ
ートレーンの選択をする。チームの第二走者は必ず第一走者と同じレーンから
スタートしなければならない。 

 
5801.2.8 チームイベント（SXT／BXT）のノックアウト（K.O.）フォーマット 

各ヒート上位２チーム（４チームヒートの場合）は、次のラウンドに進出でき
る。 

 
5801.3 時間差の順位と作成  
 
5801.3.1 第一走者の順位と時間差  
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各チームの第一走者の順位はフィニッシュラインに定められる。 
スキー（SXT）：各ヒートの順位は、体の一部がフィニッシュラインと交差し
た際に決まる。 
スノーボード（BXT）：各ヒートの順位は、体の一部、もしくはボードの一部
がフィニッシュラインと交差した際に決まる。 

    
5801.3.2 第一走者のDNF  

もしチームの第一走者がDNFとなった場合、チームの第二走者は「ペナルテ
ィーダイム」の時間差でスタートする。 

 
5801.3.3 第一走者のRALと DNS  

もしチームの第一走者がRAL、もしきはDNSとなった場合、チームの第二走
者のスタートは許可されない。 

 
5801.3.4 タイム差の計測 

チームの第一走者の公式なタイム差は、フィニッシュラインのフィニッシュラ
インカメラ、および／もしくは電子式タイム計測装置によって計測される。 

 
5801.3.5 ペナルティータイム  

最初の競技者がフィニッシュラインを通過してから同じヒート内の残りの競技
者達との最大のタイム差はペナルティータイムと呼ばれ、制限される。ペナル
ティータイムは基準タイム（5801.3.5.1）の 5％である。ジュリーは、特別な
状況に応じて、興味深いレースにするために、ペナルティータイムを 3％から
7％の範囲で変更することを決定しても良い。ペナルティータイムの調整は、完
了したフェーズ後にのみ行うことができ、次のフェーズが開始される前にチー
ムに通知されなければならない。もし予選滑走が行われず、シングル SX／SBX
競技会のタイムが使用される場合、この予選、もしくはシーディングランのタ
イムがペナルティータイムの計算ベースになる。もしシングル SX／SBX競技
会がホリスティックフォーマットで行われていた場合、SXT／BXTレース前の
最後に行われたトレーニングのタイムをベースに計算される。 

 
ペナルティータイムの適応例 

 
例１：基準タイム＝100秒 → ペナルティータイム＝5秒 

 
第一走者の着順 第一走者のトップとのフィ

ニッシュ時の時間差 
第二走者のスタート装置
の開放の時間差 

1 位 0.00 秒 0.00 秒 
2 位 1.31 秒 1.31 秒 
3 位 1.90 秒 1.90 秒 
4 位 4.44 秒 4.44 秒 

 
例２：基準タイム＝100秒 → ペナルティータイム＝5秒 

 
第一走者の着順 第一走者のトップとのフィ

ニッシュ時の時間差 
第二走者のスタート装置
の開放の時間差 

1 位 0.00 秒 0.00 秒 
2 位 1.31 秒 1.31 秒 
3 位 1.90 秒 1.90 秒 
4 位 20.93 秒 5.00 秒（5％） 
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例３：基準タイム＝100秒 → ペナルティータイム＝5秒 

 
第一走者の着順 第一走者のトップとのフィ

ニッシュ時の時間差 
第二走者のスタート装置
の開放の時間差 

1 位 0.00 秒 0.00 秒 
2 位 DNF 5.00 秒（5％） 
3 位 DNF 5.00 秒（5％） 
4 位 RAL又はDSQ又はDNS NPS（Not permitted to 

start） 
 
5801.3.5.1 基準タイム  

基準タイムは次のように構成される： 
 
5801.3.5.1.1 チームイベントの予選タイム  

予選が行われた場合、基準タイムは、予選タイムの最も速い女性と最も速い男
性のタイムの平均値である。 

 
5801.3.5.1.2 同じコースで行われたクロス競技会の予選タイム 

チームイベントが開催される同一コースにて SX／SBXの競技会が開催される
場合、その競技会の予選タイムを使用することができる。基準タイムは、予選
タイムの最も速い女性と最も速い男性のタイムの合計である。 

 
5801.3.5.1.3 予選タイム計測無し（チームイベントではなく、個人競技会の際） 

チームイベントで予選が行われない、チームイベントが開催される前に同一コ
ースにて個人競技会が開催されない、もしくは個人競技会がホリスティックヒ
ートフォーマットで行われた場合、参考タイムはチームイベント競技会の最後
の TCM 前に行われた最後のトレーニングのタイムを使用する。基準タイムは、
トレーニング時のタイムの最も速い女性と最も速い男性のタイムの合計である。 

 
もし適切なタイム計測機器がトレーニングで使用できない場合、コース全長と
勾配によって推定の滑走タイムを計算され、ジュリーにより承認される。（例
外的な場合） 

 
5801.4 第二走者のスタートと順位  
 
5801.4.1 第二走者のスタートデバイスの開放 

１着のチームの第二走者のスタートデバイスが、第二走者への「スキーヤーズ
／ライダーズレディ！」、「アテンション！」の号令がされた後に、最初に解
放される。スタート時に追加のコントロールデバイスを使用すると、スタート
レフリーとスターターは第一走者のフィニッシュ順位に従って正しいスタート
順を確認／制御できる。 
他の第二走者のスタートデバイス開放のタイム差は、第一走者の着順とトップ
とのフィニッシュライ通過時のタイム差によって定められる。 

 
5801.4.2 第二走者滑走後の各チームヒートの順位 

各ヒートの順位は、競技者の身体の一部（もしくは SBXではボードの一部）が
フィニッシュラインを通過した順番で定められる。 

 
5801.4.3 第二走者が不完走の場合の順位 
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一般的な個人戦のクロスルールが適用される（5407 参照） 
 
5801.4.4 セミファイナルまでのヒートでの同着  

第二走者の順位が判定できない場合、順位は予選、もしくはシーディングのラ
ンキングによって決められる。より上位のランキングであったチームが同着時
に上位となる。 

 
5801.4.5 セミファイナル、ビッグファイナルでの同着 

セミファイナル、もしくはビッグファイナルにて同着の場合、チームは同着と
して同じ順位となる。 

 
5801.5 チームイベント（SXT／BXT）における制裁と「未出走」 
 
5801.5.1 決勝フェーズにおけるチーム競技者の未出走 

一般的な個人戦のクロスルールが適用される（5407.4 参照） 
 
5801.5.2 決勝フェーズにおける最下位指定（RAL） 

一般的な個人戦のクロスルールが適用される（5407.4 参照） 
 
5801.5.3 意図的な接触による失格（DSQ）  

チームの競技者の一人がルール 5404 の違反に基づいて失格になった場合、そ
のチームはその競技会での順位は付けられず、最終ランキングでDSQとして
記載される。 

 
5801.5.4 制裁の効果  

制裁、もしくは懲罰の執行は、チームではなく対象の競技者に個人的に下され
る。 
イベントでの直接的な影響はチームにも効力があるが（チームはDSQ、RAL
となる）、次戦の競技会への影響は対象の競技者にのみ効力があり（NPS：出
場停止）、ペアを組んだチームメンバーは他の競技者とチームを組んで出場で
きる。 
もし競技者にRAL（イエローカード）が与えられた場合、その効力はチームに
反映され、チームは最下位指定（RAL）となり、その競技会の以降のラウンド
への出走は許されない。イエローカード（RAL）が与えられた競技者は残りの
シーズン中も残る。 
もし競技者に「口頭での警告」（WRG）が与えられた場合、その警告はチーム
に影響しない。２回の警告が同じ競技会にて同じ競技者に与えられた場合、そ
れはRALとなりチームに反映される。 

 
5801.6 最終順位  

一般的な個人戦のクロスルールが適用される（5702 参照） 
 
5801.7 スノーボードクロスチームの決勝のDNS、RAL、DNF 

一般的な個人戦のクロスルールが適用される（5702 参照） 
 

※資格要件：各イベントのレベルに応じて出場に必要な SX／SBXの最小 FIS
ポイントを定める（例：SBX WCの出場には 50FIS ポイント以上必要）。また、
全ての競技者は個々の競技会の出場にあたり、通常の国別出場枠の一部として
エントリーされる必要がある。 
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5900 競技用具 
 
5901 スノーボード 
 
5901.1 競技用ウェア 
 

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション F(3) 

 
5901.2 ヘルメット 

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション F(4) 

 
5901.3 ボード 

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション F(1) 

 
5901.4 バインディング、プレートおよびつなぐ器具 

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション F(2) 

 
5902 スキー 
 
5902.1 競技用ウェア 
 
5902.1.1 スキースーツ 

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション
E(6.1) 

 
5902.1.2 プロテクター／保護用具                                                                                                         

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクションE(9) 

 
5902.2 ヘルメット 

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション
E(7.1) 

 
5902.3 スキー用具 
 
5902.3.1 スキーセットの本数 

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション
E(2.4) 
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6000 アルペンスノーボードイベント 
 
6100  競技フィールド（全般的な定義） 

競技コースの技術的部分： 
 スタートとフィニッシュの設置、テレビ撮影台、計測機器、スポンサー広告備

品などは、競技会に必要なアイテムである。 
 
6101 コース公認 

すべての FIS アルペンスノーボード競技会は、公認コースで行わなければなら
ない。特別な場合、技術データと必要要件の例外と逸脱は、FIS または競技ジ
ュリーによる承認が可能である。 

 
6102 コース仕様一覧 
 
6102.1 クラシックシングルイベントのコース仕様 
 
コード スラロームとジャイアントスラロームの基準 寸法 
CL(m) コース長（VDに比例） 
 SL スラローム 400m～600m 

GS ジャイアントスラローム 600m～1200m 
VD(m) 標高差（CLに比例） 
 SL スラローム 120m～180m 

GS ジャイアントスラローム 200m～400m 
CA(°) コース斜度（平均） 16°(±2°) 
CL と VDは互いに比例する必要がある 
例：長いコース／高VD、短いコース／低VD 
SW(m) スロープ幅 
 SL スラローム 最小 30m 

GS ジャイアントスラローム 最小 40m 
プロジャンプは可能 
シティおよびランプ競技では例外が可能  

 スタート基準  
SA(m) スタートエリア 長さ 10m 
  幅 30m 
SP(m) スタートプラットフォーム 長さ最小 6m 
 幅：スタートゲートによる 幅 8m(±4m) 

スピードを得るための傾斜  
 コースセット  
GD 旗門間の距離  
 GS ジャイアントスラローム 20m～27m 
 SL スラローム 10m～14m 
 フィニッシュ基準  
FL(m) フィニッシュライン（コースごとの幅） 最小 10m 
FA(m) フィニッシュエリアの長さ  
 SL スラローム 40m 
 GS ジャイアントスラローム 60m 

第 11セクション 



 207 

FW(m) フィニッシュエリアの幅 最小 30m 
 競技会レベル  
レベル A OWG、WSC、WJC、WC、YOG  
レベル B COC、UVS  
レベル C NC、FIS、EYOF、JUN  
 
6102.2  パラレルイベントのコース仕様 
 
コード パラレルイベントの基準 寸法 
CL(m) コース長（VDに比例） 
 PGS パラレルジャイアントスラローム 400m～600m 

PSL パラレルスラローム 250m～400m 
VD(m) 標高差（CLに比例） 
 PGS パラレルジャイアントスラローム 100m～200m 

PSL パラレルスラローム 80m～120m 
CA(°) コース斜度（平均） 16°(±2°) 
CL と VDは互いに比例する必要がある 
例：長いコース／高VD、短いコース／低VD 
SW(m) スロープ幅 
 PGS パラレルジャイアントスラローム 最小 40m 

PSL パラレルスラローム 最小 30m 
プロジャンプは可能 
シティおよびランプ競技では例外が可能  

 スタート基準  
SA(m) スタートエリア 長さ 10m 
  幅 30m 
SP(m) スタートプラットフォーム 長さ最小 6m 
 幅：スタートゲートによる 幅 12m(±4m) 

スピードを得るための傾斜  
SD(m) 
 

スタートゲート間の距離 最小 6m 
推奨：コースセットの幅  

 コースセット  
CD コース間の距離  
 PGS パラレルジャイアントスラローム 9m～12m 
 PSL パラレルスラローム 8m～10m 
GD 旗門間の距離  
 PGS パラレルジャイアントスラローム 20m～27m 
 PSL パラレルスラローム 10m～14m 
 フィニッシュ基準  
FL(m) フィニッシュライン（コースごとの幅） 最小 8m 
FA(m) フィニッシュエリアの長さ 60m 
FW(m) フィニッシュエリアの幅 最小 30m 
レベル A OWG、WSC、WJC、WC、YOG  
レベル B COC、UVS  
レベル C NC、FIS、EYOF、JUN  
 
6103 スタートゾーン 

スタートゾーンは競技フィールドの一部であり、スタートゲートの上部と横の
全体のエリアを定義する。これには、スタートエリア、競技者の準備エリア、
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スタートプラットフォームとスタートランプ、およびコース役員、競技役員、
コーチなどにコースアクセスを許可するよう特別に設定された廊下やエリアが
含まれる。誰もが競技スロープに入らなくてもパブリックスロープに戻ること
ができなければならない。 
 

6103.1 スタートエリア 
スタートエリアは、チームが一般、競技役員などに妨げられることなく準備が
できるよう、参加競技者/チームと適格なチーム員（競技者、コーチ、サービス
マンなど）を除くすべての人に対し閉鎖されなければならない。スタートの呼
び出しを待機している競技者のために、適切な待機場所/ウォームアップテント
が提供される必要がある。 
 
競技会レベルに応じて、チームごとにトレーナー、競技者、サービスマンに個
別の専用場所を定義することができる。 

 
6103.2 準備エリア 

スタートプラットフォームに呼び出される前に最終準備を行なう競技者に提供
される、スタートエリアとスタートプラットフォームの間の中間準備エリアを
定義することが推奨される。 

 
6103.3 スタートプラットフォーム 

スタートプラットフォームは、競技者、同伴するトレーナー/スタッフ 1名とス
タート役員を除くすべての人に対し閉鎖されなければならない。スタートプラ
ットフォームは、悪天候から適切に保護され、競技者がスタートゲートでリラ
ックスして立ち、スタート後直ちに競技スピードに達することができるように
つくられなければならない。スタートゲート（プッシュオフポストまたはスタ
ート装置）は、特定のイベントの必要性に応じ、スタート設備として設置され
る。 

 
6104 コース 
 
6104.1  コースの準備 

競技は十分に整備された雪面でレースされなければならない。競技中に降雪が
あった場合、コース係長はそれが圧雪されているかどうかを確認するか、可能
であればコースから除雪する必要がある。 
 
コースは少なくとも競技会の 20時間前に一般から隔離されていなければなら
ない。コースは片側からもう片方の側まで、可能な限りフラットである必要が
ある。雪は固い競技斜面を提供するために圧雪されていなくてはならない。人
工的な整備手段が認められている（塩、水など）。危険個所には、組織委員会
はコース公認報告書で規定された通り、またはジュリーの要求に従って、安全
設備（マット、パッド、ネットなど）を設置する必要がある。 
 
両方のコースで同等の競技条件を提供できるように、選択された斜面の全幅に
渡って、雪質は常に固くなければならない。 

 
6104.2  クラシックシングルイベント 
 
6104.2.1  スラロームの特徴 
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理想的なスラロームコースは、標高差と斜度を考慮し、競技者が最大限のスピ
ードを巧妙かつ正確なターンで組み合わせることができるように設計された連
続ターンが盛り込まれなければならない。グーフィーまたはレギュラーのいず
れかの競技者に有利にはならないように、コースは対称的にすべきである。 
スラロームは、すべてのターンを迅速に完結させる必要がある。コースは通常
のテクニックと相いれないアクロバティックなものを要求すべきでない。コー
スは地形に適した技術的に巧妙なターン構成であり、単独または複数の旗門で
つなげられ、滑らかな滑走が可能でありながら、異なる弧の方向転換を含む、
スノーボードの様々なテクニックを試すものであること。旗門はフォールライ
ンに沿ってのみセットされるだけではなく、トラバースを散在させた深いター
ンが必要とされる。 

 
6104.2.2  一般的なジャイアントスラロームの特徴 

地形はうねりと起伏のあるものが望ましい。コースの幅は少なくとも 40mない
とならない。 
コース公認を担当するインスペクターは、この最小幅が適切かどうかを判断し、
必要に応じて拡幅するように命じることができる。インスペクターまたはTD
が判断した例外的な場合は、コース幅は 40m未満であってもよい。 

 
6104.2.3  スラロームの旗門数 

スラロームの推奨旗門数 
最小：35旗門 
最大：55旗門 

 
6104.2.4  ジャイアントスラロームの旗門数 

ジャイアントスラロームの推奨旗門数 
最小：25旗門 
最大：50旗門 

 
6104.2.5  スラロームとジャイアントスラロームの旗門間距離 

旗間の距離は： 
SL で 10～14m（推奨値 11～13m）、 
GS で 20～27m（推奨値 22～24m）である。 

 
6104.3  パラレルイベント 

パラレルは、2名の競技者が 2つの並行するコースを同時に並んで滑走する競
技である。コースの設定、地形の構成、雪の整備は、可能な限り同一でなくて
はならない。 

 
6104.3.1 PSL と PGSの特徴 
 
6104.3.1.1 2 つ以上のコースが設営できる十分な幅の、（すべての地点からコース全体を

見渡せる）できれば少し凹状であるコースを選択する。地形変化は斜面の表面
全体で同一でなければならない。コースのレイアウトは同じプロフィールと同
じ難度でなければならない。 

 
6104.3.1.2 レースが円滑かつ迅速に確実に進行されるよう、コース沿いにリフトが必要で

ある。 
 
6104.3.2 旗門数 

PSL の推奨旗門数は約 23～30旗門 
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PGS の推奨旗門数は約 22～26旗門 
 
6104.3.3  旗門間距離 

ターンの距離（旗門から旗門）は、 
PSL で 10～14m（推奨値 11～13m）、 
PGS で 20～25m（推奨値 22～24m）である。 
バナナゲートの距離： 
PGS で 10～17m 
PSL で 5～6m 

 
6104.5  安全性／フェンス／カラー 
 
6104.5.1  フェンス 

コースは障壁によって完全に閉鎖されなければならない。トレーナーがコース
上で競技中の選手を見るための場所を明確にすることが推奨される。 

 
6104.5.2  コースの閉鎖と修正 

閉鎖されたコースでは、ジュリー以外誰も、旗門やフラッグの変更、コースの
マーキング、コース構造（ジャンプ、コブなど）の変更を行なうことはできな
い。 
閉鎖された競技コースに入る競技者は、ジュリーの裁可の対象となる。（例
外：通常の競技者のインスペクション） 

 
カメラマンとカメラチームは、競技に必要な記録のため、閉鎖されたコースに
入ることができる。その総数はジュリーによって制限される。彼らは可能な場
合ジュリーにより配置され、このエリアのみに留まることができる。 
 
トレーナーやサービスマンなど、閉鎖された競技コースで許可される者は、ジ
ュリーによって判断される。同様に、カメラマンとカメラチームの人数と場所
は、彼らが障壁の内側にいる限りジュリーの認可が必要である。 

 
6104.5.3  安全対策 

コース全体の最低の安全対策と保護はコース公認に従う。 
ジュリーは追加の保護と安全対策を必要とする場合がある。 

 
6104.5.4  コースと地形のマーキング 

すべてのイベントのコースにおいて、ジュリーの指示により、コースは以下を
使用してマークすることができる： 
- 小さな松葉または類似の材質をコース上に撒く 
- 着色染料を、旗門から旗門への垂直方向、ハーフパイプのリップ、ランデ

ィングを含むキッカーのエッジなど、およびコース全体の水平方向（SBXな
ど）、特に地形変化を示すアプローチ、ジャンプ、変わり目、フィニッシュ
ラインなどに使用する。 

 
6105  フィニッシュエリア 
 
6105.1  フィニッシュエリアは、フィニッシュに近づく競技者にはっきり見えるように

しなければならない。幅広く、円滑に走り抜けられる緩やかな傾斜を用意する
必要がある。 
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6105.2  フィニッシュエリアは完全にフェンスに囲まれており、あらゆる不正侵入を防
ぐ必要がある。 

 
6105.3  フィニッシュの設置と閉鎖は、適切な安全保護対策によって設定または確保さ

れること。 
 
6105.4  滑走を終えた競技者には、フィニッシュエリアとは別の特別なエリアが提供さ

れる。このエリアまたは廊下では、該当する場合、報道機関（ペンと映像）と
のコンタクトが可能である。 

 
6105.5  フィニッシュのアプローチと出口は、視覚的に別々に設定する必要がある。 
 
6105.6  フィニッシュラインとマーキング 

フィニッシュラインは、2つの垂直なマーキング（またはパラレルイベントで
は 3つか 4つ）が、インフレータブル、または垂直バナーによってマークされ
る。必要に応じ、設備は安全に保護される。 

 
PSL/PGS では、各フィニッシュの幅は少なくとも 8m（併せて最小 16m）、
GSおよび SLでは 10m以上でなければならない。 
 
例外的な場合、ジュリーは技術的および安全上の理由、または地形の理由で、
この距離を縮めることができる。フィニッシュの幅は、2つのフィニッシュポ
ストもしくはバナー間の距離でみなされる。計測サポートも少なくともこれよ
り離れ、保護される必要がある。計測サポートは通常、フィニッシュポストか
バナーのすぐ後ろ、斜面の下側に配置される。フィニッシュラインは、赤色で
水平方向に明確にマークしなければならない。 

 
6105.6.1  パラレルイベント（PGSと PSL）では、フィニッシュラインはスタートライン

と平行であり、双方の最終旗門まで同じ距離でなければならない。 
 
6106  ウォームアップスロープ 

一般から閉鎖され、可能な限り競技コースと同様の、適切なウォームアップス
ロープを利用できるようにすること。 

 
6200  設営と競技機材 
 
6201  スタートとフィニッシュの設置 
 
6201.1  パラレルイベントのスタート装置 

異なるスタートゲートによる 2種類の異なるスタート手順は以下の通り： 
- 同時ゲートは、双方の滑走において同時に開かなければならない。競技者

がゲートを開けられないようになっていなければならない。 
- 遅延ゲートは、1本目の滑走は同時に開かなければならない。2本目の滑走

ではスタートゲートは 1本目のタイム差で開く。競技者がゲートを開けられ
ないようになっていなければならない。 

 
6202  ゲート 

旗門は、1本のスラロームポールと 1本のスタビーポールと三角フラッグで構
成される。内側の回転ポールはスタビーのフレックスポールでなくてはならな
い。外側のポールは丈夫なものであること（特に風が強い場合）。 
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6202.1  ゲートフラッグ 

三角フラッグ（バナー／パネル）は、2つの異なる色であることが必要で、以
下のサイズで使用できる。（以下の寸法からのわずかな差は許容される。） 

 
 
 PSL/SL PGS/GS 

底辺の長さ：  100 ㎝ 130 ㎝ 
長い方の高さ： 80 ㎝ 110 ㎝ 
短い方の高さ： 45 ㎝ 45 ㎝ 

 
6202.1.1  すべての競技会レベルにおいて、PSL/SL に PGS/GS のゲートフラッグを使用

することが認められる。 
OWG、WSC、WC、YOG、およびWJCイベントでは、PARおよび SBXの競
技会に、PGSサイズのゲートフラッグが使用される必要がある。 

 
6202.1.2  ゲートフラッグは、ゲートの底辺においてフォールラインに対し正しい角度

（90°）で設置しなければならない。ゲートフラッグはゲートの底辺に合わせて
固定される。 

 
6202.1.3  ゲートフラッグは、スタビーポールと外側のロングポールが同じ色であること

（通常は赤と青）。 
 
6202.1.4  ゲートフラッグは、風を通しやすい素材でなくてはならない。 
 
6202.1.5  ゲートフラッグの広告は、通気性やフラッグが外れる機能を低下させないこと。 
 
6202.2  ポール 

使用されるすべてのポールは非可倒式と可倒式に分別される。 
シングルイベントのポールは色が交互に変わる（通常は赤と青）。パラレルイ
ベントではコースは色で分けられ、各コースで 1色ずつとなる。 

 
6202.2.1  非可倒式ポール 

ゲートの外側のポールには非可倒式ポールを使用することができる。直径が最
小 20㎜から最大 32㎜の、円形で均一な継ぎ目のないポールは、非可倒式ポー
ルとして許められる。それらはセットされた時に少なくとも雪から 1.80m突き
出た長さでなければならず、壊れにくい素材（ポリカーボネートプラスチック
または同様の特性を持つ素材）で作られている必要がある。 

 
6202.2.2  スタビーポール 

スタビーフレックスポールは、ヒンジの下部からポールの上端までの長さが 45
㎝以下で、上端がパッドまたは空洞になっている可倒式ポールまたはフレック
ス素材である。 
ソフトパッド部分（約）35㎝ 
基部の長さ（約）25㎝ 

 
6203  計測ハウス 

計測とデータの作業エリアは、少なくとも 2名の人とテーブルと椅子が収容で
きる作業スペースが提供される必要がある。電源と暖房が必要である。計測と
データエリアの場所は、コース仕様に準じ定義される。設備はしかるべき床板
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と暖房が可能な耐候性がなければならない。それはフィニッシュラインが良く
見えなければならない。 
 
トイレは近くで利用可能でなければならない。また、タイミングブックレット
とデータおよびタイミングプロバイダーの要件（特に主要なイベントの拡張要
件）についても参照のこと。 

 
6204  計測機器 

すべての国際大会では、時刻で動作する、2つの同期される電子的に分離した
計測システムを使用しなければならない。レース開始前に、1つのシステムは
システムA（メインシステム）、もう片方のシステムはシステムB（バックア
ップシステム）に指定される。 
 
計測機器と計測に関するすべての技術的詳細は、データと計測の小冊子に記載
されている。 
 
組織委員会は、次のことを実現できる計測およびデータシステムを提供しなけ
ればならない：現行の FIS リストとCoCスタンディングリストを使用し、どち
らが競技者のベストポイントであるかを見つけ出す。データシステムは、スタ
ートリスト、予選 1本目と 2本目のリザルト、および、獲得されたCoCポイ
ントと FIS ポイントを含む最終リザルトを計算できるものを提供しなければな
らない。 

 
6204.1  スタート計測器 

スタートの計測器は、競技者が膝下の脚でスタートラインを通過する正確な時
間を測定するものとする。 

 
6204.2  フィニッシュの光電管 

すべてのイベントで、フィニッシュラインには FIS によって承認された 2つの
光電管の設置が必要である。1つはシステムAに接続される。もう片方はシス
テムBに接続される。 

 
6204.3  計測ケーブル 

計測用に最低 2組のケーブルが必要である。 
通信は別々の組で行なう必要がある。ハイレベルのイベントではより多くのラ
インが必要とされる。（データと計測冊子を参照） 

 
6204.4  ケーブルなしの計測 

FIS、NC、およびCOC競技会の予選では無線の計測器を使用しても良い。計
測機器はデータと計測冊子に記載されている FIS 無線規格を満たしていなけれ
ばならない。 

 
6204.5  手動計測 

予選の計測にはスタートとフィニッシュの手動計測が必須である。技術的な詳
細についてはデータおよび計測の冊子を参照。 

 
6204.6  予選とシングルイベント 

各競技者の滑走タイムは 2つの独立した公認計測器で記録される。（同じくデ
ータと計測の冊子を参照） 
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6204.7  パラレル決勝 2508.2 
スタートは同時であるため、フィニッシュ時の競技者間のタイム差だけが 2つ
の独立した公認計測器によって記録される。シグナルの 1つを切った最初の競
技者は、クロノメーターをスタートさせ、“ゼロ秒”となる。次の競技者（2走
目）は、時計（クロノメーター）を続けて停止し、1走目の競技者とのタイム
差が 1/100 秒単位でつけられる。 

 
6205  ビブナンバー 

視認性を高めるために、前面、背面と袖に番号のついたビブを使用すること。 
正確なサイズと詳細は用具ルールを参照すること。 

 
6206  公式案内システム 
 
6206.1  音響システム 

2016.1-2 を参照。 
 
6206.2  OVR（競技会場でのリザルト） 

主催者は、すべての記録されたタイムおよび／またはすべての競技者のスコア
を、視覚または音響で提示し続けるための適切な設備を提供すること。 
公式掲示板はフィニッシュエリアに設置される。 
スタートリストやフェイズリザルト、その他すべての公式文書は掲示板に掲示
する必要がある。これはデータサービスがライブアプリやデータスクリーンで
提供される場合にも必須である。 

 
6300 アルペンスノーボード競技役員 
 
6301  ジュリー 

2007 を参照。 
 
6302  レースディレクター 

すべての主要イベント（OWG、WSC、WC、WJC、YOG、および UVS）では、
FIS レースディレクターはジュリーの長であり、レフェリーとしての役割を果
たす。詳細情報については、レースディレクタールール 2009 を参照。 
 
ユニバーシアード（UVS）では、FIS によってUVSのレースディレクターとし
て承認された FISU技術委員長は、すべての競技会のジュリーメンバーとして
投票権を持つ。 
 
コンチネンタルカップレベルの競技会（CoC）では、レースディレクターはジ
ュリーの長である。詳細についてはCoCルールブックを参照。 

 
6303  技術代表（TD） 

TDの主な任務 
- FIS のルールと指示が遵守されていることを確認する 
- 競技会が公平に行われていることを確認する 
- 職務の範囲内で主催者に助言する 
- FIS の公式な代表になる 
詳細については共通セクション 2008 を参照。 

 
6304  競技委員長 
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競技委員長は、組織委員会のメンバーであり、ジュリーメンバーでもある。詳
細については、共通セクション 2004.1 を参照。 
 
アルペンスノーボードでの、競技委員長の追加任務と責任は以下の通り： 
- ホストリゾートと密な関係を持つ 
- 競技会のフェイズを監督する 
- TD/RDと協力し、旗門審判の場所と正確な配置を監督する 
- すべての旗門審判が必要とされる任務について知識を持っていることを確

認する 
- アルペンスノーボードのチームキャプテンミーティングに出席する 

 
 
6305  レフリー 

メジャーイベントの場合、レフリーはTDおよび競技委員長とは別の国籍であ
ること。 

 
6305.1  レフリーの任務と権限 

- スタート順のドロー 
- 単独で、もしくはジュリーメンバーおよび／または任意の一行の同伴の上、

セット直後のコース査察を行なう 
- コースセッターとすべてのジュリーメンバーは、都合によりこの査察に参

加しなかった場合、その変更を知らさなければならない 
- 1 本目の滑走の終了時と競技会の終了時に、ルール違反と旗門不通過の報告

をスタートとフィニッシュレフリーおよび競技役員から受け取る 
- 各滑走の後直ちに、失格者の名前を含んだリスト、失格が発生した旗門番

号、失格に至る失敗の内容と失格が掲示された正確な時間を記録した旗門審
判の氏名などと共にレフリー記録を確認、署名し、公式掲示板とフィニッシ
ュテントに掲示する。 

- 競技会中ジュリーメンバー間で異なる意見があった場合、もしくは競技者
が重傷を負った場合などの特別なケースがあった場合は、FIS の報告書を提
出する。 

 
6305.2  TD との協力 

レフリーとアシスタントレフリーは、TDと密に稼働しなければならない。 
 
6306  コース係長 

共通セクション 2004.3 参照。 
 
6307  競技セクレタリー 

共通ルール 2004.7 参照。 
 
6308  コースセッター 

コースセッターは、競技会のジュリーにより指名され（FIS によって選ばれな
かった場合）、競技会前の最後のチームキャプテンミーティング（“ドロー”）
で発表される。コースセットの前に、セッターはジュリーおよびコース責任者
（競技委員長およびコース係長）の立会いの下、コースの確認と下見を実施し
なければならない。 
レベル 1の競技会（WC、WSC、OWG）では、コースセッターを選出する際
の追加手順が適用される場合がある。 
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すべての競技会では、コースセッターの作業は、ジュリー（主要イベントや
WCではRD）によって監督される。 

 
6308.1  任命 
 
6308.1.1  冬季オリンピック大会、FIS 世界選手権大会、FIS ジュニア世界選手権大会、ワ

ールドカップ： 
- FIS による指名（経験豊富なコースセッターのみが考慮される） 

 
6308.1.2  FIS 国際カレンダーにあるその他すべての国際競技大会： 

- FIS による指名、またはジュリーもしくは組織委員会を通じて指名 
 
6308.2  コースセッターの権限 
 
6308.2.1  コースの地形と安全対策上の変更の導入を勧告する。 
 
6308.2.2  コースセッターがコースセットに専念できるように、コースセットに十分な数

の補助要員を使用することができる。 
 
6308.2.3  コース用具係から、必要なすべての資材を提供される。 
 
6308.3  コースセッターの任務 
 
6308.3.1 コースを適切にセットするために、地形、積雪、参加競技者の技量を重んじて、

コースセッターはTD、レフェリー、競技委員長およびコース係長の立会いの
下、競技コースの地形の事前確認を実施する。 

 
6308.3.2  コースセッターは、競技コースの安全確保を考慮しながらセットすること。 
 
6308.3.3  コースセッターは、グーフィーまたはレギュラースタンスのいずれかの競技者

に有利にならないように、対称的なコースをセットするように注意しなければ
ならない。スタートと第 1旗門の間にはターンがあってはならない。 

 
6308.3.4  コースはコースインスペクション中に競技者が支障を受けないように、コース

インスペクションの開始スケジュールまでにセットされ準備ができていなけれ
ばならない。 

 
6308.3.5  コースセットはコースセッターの任務である。彼らは ICRのルールを順守する

責任があり、ジュリーの助言を受ける。 
 
6308.3.6  コースセッターは、すべてのチームキャプテンミーティングに出席する必要が

あり、コースに関する報告をする。 
 
6308.3.7  コースセッターはジュリーメンバーと協力しなければならない。 
 
6309  スタートとフィニッシュ役員 
 
6309.1  スタートレフェリー 

共通ルール 2004.4 参照。 
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アルペンのイベントでは、スタートレフェリーは、スタートゲート装置と計測
バー、スタートの合図、ビブの配布、スタートの競技者の整列、群衆整理など、
スタートエリアを運営し、マニュアル計測を含むその他関連の働きを監督する
追加の任務がある。 

 
6309.2  アシスタントスタートレフェリー 

競技会の規模に応じて、適切な数のアシスタントスタートレフェリーを指名す
ることができる。 

 
6309.2.1  スタート係 

スタート係は警告シグナルとスタートを担当する。スタート係は競技者の統括
をアシスタントスタート係に割り当て、競技者がインスペクション中と競技中
にビブとヘルメットを着用しているか確認する。スタート係はジュリーとコン
タクトを取らなければならない。 

 
6309.2.2  アシスタントスタート係 

アシスタントスタート係は、競技者を正しい順番でスタートに呼び出す責任が
ある。 

 
6309.2.3  その他のスタートアシスタント 

適正な競技の流れを確保するため、必要に応じてこれらの役割に十分なスター
トアシスタントを配置すること。 
- 群衆整備：コースへのアクセス、スタートエリアへのアクセス 
- スタート装置の操作 
- ビブ配布（番号） 
- 手動計測 
- スコアボード 
- スタートエリアの設営 

 
6309.3  フィニッシュレフェリー 

共通ルール 2004.5 参照。 
 

アルペンスノーボードでは、フィニッシュレフェリーは、フィニッシュライン
の適正な通過、競技者のフィニッシュ順、およびDNS、DNF、DSQなどのそ
の他の発生事項や裁定を監督する追加の任務がある。 
 
フィニッシュレフェリーのその他の責任：フィニッシュレフェリーは、フィニ
ッシュエリアでの抗議を受け付ける。フィニッシュレフェリーは、すべての抗
議を直ちにその他のジュリーメンバーに報告しなければならない。 

 
6309.4  フィニッシュレフェリーアシスタント 

競技会の規模に応じて、適切な数のアシスタントを指名することができる。 
 
6309.5  その他のフィニッシュアシスタント 

適正な競技の流れを確保し、競技者の最終順位の確定のために、必要に応じて
これらの役割に十分なフィニッシュアシスタントを配置すること。 
フィニッシュ役員は、DNS、DNF、およびDSQの裁定において、ジュリーを
アシストする。 
 
- 群衆整備 
- フィニッシュライン 
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- ビブ回収 
- 手動計測 
- スコアボード 
- フィニッシュエリアの設営 
- ミックスゾーン 

 
6310  競技スタッフ 
 
6310.1  旗門審判長 

旗門審判長は、旗門審判の業務を組織、監督する。旗門審判長は、各人が担当
する旗門を指定し、所定の位置に配置する。1本目の滑走の終わりと競技会の
終わりに、旗門審判長は旗門審判の旗門判定記録表を集めレフェリーに報告す
る。旗門審判長は、適切なタイミングで各旗門審判に必要な用具（旗門判定記
録表、鉛筆、スタートリストなど）を配布し、観客をコースから離したりコー
スを維持したりするための支援を提供する準備がなされなければならない。旗
門審判長は、旗門のナンバリングとマーキングが求められる時間内に行なわれ
ていることを確認しなければならない。 

 
6310.2  旗門審判員 

旗門審判員は、すべての旗門を完全に見渡せるようにコース全長に適切に配置
される。旗門審判員は、1つまたは複数の旗門を担当する。旗門審判員は、競
技者の通過が担当エリアを通して正しかったかどうかを正確に観察し、旗門不
通過またはルール違反を書面、および／または直ちに無線で報告しなければな
らない。旗門審判員はまた、他の多くの重要な機能も果たさなければならなく、
それらのすべては 6403 旗門判定で詳しく説明されている。 
 
すべての旗門審判員はアルペンスノーボード競技会を管理するルール、特に
DSQ、DNFを管理するルールを熟知していなければならない。 

 
6310.3  コース整備と維持 
 
6310.3.1  カラークルー 

適正なコース条件で各競技フェイズを開始し実行するために、適切なカラーポ
ンプまたは類似品によりコースのすべての関連部分を着色する、ジュリー、コ
ース係長と密に連携して作業する義務と目的を持った、スキーを履いた専任ク
ルーが必要である。 
コースに基づき、天候と雪のコンディションのカラーリング技術はカラークル
ーの数と同様に異なる。彼らはコース長、および／または競技委員長の管理下
にある。 

 
6310.3.2  サイドスリップクルー 

コースのすべての部分を維持し、適正なコース条件で各競技フェイズを開始し
実行するために、ジュリー、コース長と密に連携して作業する義務と目的を持
った、スキー、および／またはスノーボードを履いた専任サイドスリップクル
ーが必要である。 
コースに基づき、天候と雪のコンディションのサイドスリップ技術はサイドス
リップクルーの数と同様に異なる。彼らはコース長、および／または競技委員
長の管理下にある。 

 
6310.3.3  コース整備係＆旗門係 
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適正なコース条件を確保しながら各競技フェイズを開始し実行するために、除
雪、ゲートの交換、安全設備の調整、および／または交換などの、コースのす
べての部分を維持するため、コース長と密に連携して作業する義務と目的を持
った、専任クルーが必要である。 
コース整備係と旗門係の数はすべてのコースのタイムリーな整備に十分でなけ
ればならない。彼らはコース長と密接に関係する。人員の数が許す場合、コー
ス整備係はコースのセクション内に分配される。 

 
6310.5  コース用具係長と技術設備 

共通ルールセクション 2004.10 参照。 
 
6310.6  医療チーム 

詳細については、メディカルガイドラインと共通ルールセクション、2004.8 と
2004.9 を参照。 

 
6311  リザルト係長（計時計算係長） 

共通ルール 2004.6 を参照。 
以下の役員はリザルト係長（計時計算係長）の責任下にある： 
- 電気計時係 
- 計算係 

 
6311.1  電気計時係 

電気計時係はタイムの正確性について責任を負う。タイムは直ちに計算してリ
ザルトを公表するために、競技セクレタリーとリザルト係長（計時計算係長）
が利用できるようにしなければならない。彼らはまたデータの記録も担当する。
電気計時係はアシスタントを選択できる。 

 
6311.1.1  アシスタント電気計時係 

2 名のアシスタント電気計時係が、2020.2.4 に従いストップウォッチを操作す
る。 
1 名のアシスタント電気計時係がすべての競技者の記録タイムを完全に記録す
る。 

 
6311.2  計算係 

計算係は、リザルトの迅速かつ正確な計算をチェックする。計算係は、スター
トリスト、ブラケット、非公式リザルト、抗議期間満了後または抗議が処理さ
れた後の公式リザルト発表の即時掲示（2020.2.1 と 6206.2 を参照）と複製を
監督する。計算係は、リザルト係長（計時計算係長）により監督され、競技セ
クレタリーと密に連携し、アシスタントを選出できる。 

 
6400  旗門＆フィニッシュコントロール 
 
6401  旗門通過 
 
6401.1  競技者が、少なくとも前足がボードにバインディングで固定されている状態で、

ボード全体が旗門線を横切った場合、旗門は正しく通過されたとみなす。転倒
した場合、競技者は回転旗門線を通過する必要がある。 
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6401.2  三角フラッグのスラローム、パラレルスラローム、ジャイアントスラローム、
パラレルジャイアントスラローム、およびスノーボードクロスの旗門線は、フ
ラッグの底辺 2点を結ぶ、回転ポールを通過するラインの延長線である。 

 
6401.3  競技中、ボードと両足が旗門線を通過する前に、競技者がポールを垂直位置か

ら抜いてしまった場合、ボードと足は元の旗門線（雪の中のカラーマーキング）
を通過する必要がある。競技中、旗門ポールやスタビーが抜けている場合、競
技者は旗門を正しく通過したとみなされるように、元の場所のマークの周りを
ターンする義務がある。 

 
6401.4  旗門不通過後の継続滑走の禁止 

競技者が旗門をミスし、戻って正しく通過していない場合、彼らはもはやそれ
以降の旗門を通過する権利を失い直ちにコースを放棄すること。 
競技者がこの禁止事項に違反した場合、ジュリーによって制裁を受け、その制
裁には失格、および／もしくは罰金が含まれる場合がある。 
競技者が 2つ以上の旗門を誤って通過し、明らかに正しい通路の旗門線の 1つ
から逸脱した場合、競技者が自分の過失を認識していたものと見なされる。 

 
6402  競技者の責任 
 
6402.1  競技者は失敗したり転倒したりした場合、旗門審判員に質問することができる。

旗門審判員は、可能であれば、競技者が制裁／失格に至る過失を犯した場合、
競技者に知らせなければならない。 

 
6402.2  いずれの場合も、明瞭で断定的な声で、旗門審判員は次のいずれかの言葉で競

技者の質問に答えるか知らせるかする： 
「ゴー!」旗門審判員が旗門通過が正しいと判断し、競技者が制裁／失格になら
ないとされる場合。 
「バック！」競技者が制裁／失格になる場合。 

 
6402.3  原則として、旗門審判員はこれらの言葉を開催国の言語で言う。 

競技者はこれらの言葉遣いを学ぶ必要があり、チームキャプテンミーティング
でそれらをアナウンスすることは助けとなる。 

 
 
6402.4  競技者自身が自分の行動に全責任を負い、この点で彼らは旗門審判員に責任を

負わせることはできない。 
 
6403  旗門審判 
 
6403.1  旗門判定記録表 

すべての旗門審判員には、以下の情報を含む旗門判定記録表が配られる： 
- 旗門審判員の名前 
- 旗門の番号 
- 滑走の指定（1本目または 2本目／予選または決勝） 

 
6403.1.1  競技者が 6401 旗門通過に従って、旗門（または旗門カラーマーク）を正しく

通過しなかった場合、旗門審判員は提供された旗門判定記録表に直ちに以下を
記録しなければならない： 
- 競技者の（ビブ）スタートナンバー 
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- 旗門審判員が複数の旗門を担当している場合、失格が生じた旗門番号 
- F の文字（フォールト：失格の頭文字） 
- 生じた失格の図解（スケッチマップー必須） 

 
6403.2  旗門審判-全般 
 
6403.2.1  旗門審判員は、競技者が外部からの助けを受け入れないように見ていなければ

ならない（例：転倒の場合）。この種の失格も同様に、旗門判定記録表に記入
されなくてはならない。 

 
6403.2.2  各旗門審判員は、競技ルールについて十分な知識を持ち、ジュリーの指示に従

わなければならない。 
 
6403.2.3.  隣接する旗門審判員、ジュリーメンバーまたは公式ビデオコントローラーが、

競技者について当該の旗門審判員の記録とは異なる報告をした場合、ジュリー
は競技者の制裁の可能性または抗議に関する決定の観点から、これらの記録を
柔軟に解釈する。 

 
6403.2.4  旗門審判員により下された決定は、明確で偏りのないものでなくてはならない。

疑わしい場合、旗門審判員は“疑わしきは罰せず”の原則を守るべきである。 
 
6403.2.5  旗門審判員は、失格が生じたと確信した場合にのみ、失格を宣言しなければな

らない。抗議の場合、旗門審判員は、失格がどのように生じたかを明確かつ断
定的に説明しなければならない。 

 
6403.2.6  旗門審判員は、失格が発生したかどうか疑わしい場合は、記録を確認するため

に隣接する旗門審判員に諮ることができる。旗門審判員は、コース上のライン
の跡を確認するため、ジュリーメンバーを介して競技を一時的に中断すること
を要求できる。 

 
6403.2.7  一般の意見が彼らの判断に影響を与えることは許されない。旗門審判員は自分

の意見を述べなければならない。 
 
6403.2.8  旗門審判員の責任は、担当する最初の旗門に競技者が近づくところから始まり、

その管轄下の最後の旗門を通過した時に終わる。 
 
6403.2.9  ジュリーの指示に従い、旗門審判長（またはそのアシスタント）は、すべての

旗門判定記録表を回収する。そしてそれらをレフェリーに渡す。 
 
6403.2.10  失格／違反、または再走につながる出来事の目撃を記録した各旗門審判員は、

抗議の解決後までジュリーに応じられる状態になくてはならない。 
 
6403.2.11  ジュリーからの呼び出しを待機している旗門審判員を解散するのは技術代表の

責務である。 
 
6403.2.12  旗門審判員は、遠隔の安全な場所を選択するか配置されなくてはならない。滑

走中に競技者が妨害されないように、競技コースから十分な距離を保つ。識別
目的のため、旗門審判員はビブを着用することを推奨する。 
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6403.2.13  主催者は、十分な数の有能な旗門審判員を用意する責任がある。主催者は、必
要に応じて旗門審判長立の会いの下、最終指示によりそれを集めることができ
る。必要に応じてTDはこの立ち合いに参加できる。 

 
6403.2.14  旗門審判員は、競技開始のかなり前に位置に就かなければならない。 
 
6403.3  旗門審判員の補足業務 
 

旗門審判はこれらの補足業務を負う；抜けた旗門ポールを正しい位置に戻す、
破れた、または外れたフラッグを交換する、コースの旗門を維持修復する、コ
ースをクリアに維持する。 

 
6403.3.1  破損した旗門ポールを色（青または赤）に従い交換する。破損したポールの破

片は、競技者や観客を危険にさらさないように片付けなければならない。 
 
6403.3.2  競技者が滑走中に妨害を受けた場合、競技者はすぐに競技コースを離れ、これ

を最寄りの旗門審判員に報告しなければならない。旗門審判員は、自身の旗門
判定記録表に出来事の状況を記述し、1本目または 2本目の滑走の終了時にジ
ュリーに応じられるようにしなければならない。旗門審判員は、当該の競技者
がレフェリーと他のジュリーメンバーに直ちに報告することを指示する必要が
ある。 

 
6403.4  旗門審判員のサポート 
 
6403.4.1  主催者は、交代が必要であると思われる場合、競技中に（または 2本目に）、

交代できる旗門審判要員を提供しなければならない。 
 
6403.4.2  ポールが頻繁に抜けたり壊れたりする特に大変な場所では、旗門係が旗門審判

員を援助するために配置されることを推奨する。 
 
6403.4.3  正しい色の十分な交換用ポール。これらの交換用ポールは、競技者を混乱させ

ないようにコースから十分に離れた場所に保管し配置しなければならない。交
換用ポールは、可能であればフラッグがすでに付けられた状態で、安全上の問
題にならないように、先を下に向け雪の中に斜めに刺しておかなければならな
い。 

 
6403.4.4  すべての旗門審判員は、競技全体を通してフィニッシュレフェリーとの連絡を

確保するために無線機を装備する必要がある。または、ジュリーによって任命
されたもう 1人の役員（審判）を、事象についてジュリーに通知するためコー
スに沿って配置することができる。 

 
6404  制裁／失格の即時通告 
 
6404.1  パラレル競技では、旗門審判員は失格を直ちに通知しなくてはならない。 
 
6404.2  失格の即時通知は、以下を方法で行うことができる： 
 
6404.2.1  視界の良い時、特定の色の旗を揚げる。 
 
6404.2.2  視界の悪い時または霧の時、音声シグナル。 
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6404.2.3  その他の手段では、ジュリーによって承認され主催者が用意したもの。 
 
6404.3  即時通知は、旗門審判員が旗門判定記録表にすべての出来事を記録することを

免除しない。 
 
6404.4  旗門審判員は、要求に応じジュリーメンバーに情報を提供するように、自分自

身がジュリーに応じられる状態である必要がある。 
 
6405  フィニッシュラインの通過 

フィニッシュラインは、以下の状態で通過する必要がある： 
- 少なくとも 1つの足がボードに固定されていること。 
- 両足でフィニッシュエリア通過時に転倒した場合、競技者の身体もしくは

用具のいずれかの部分が計測器を切った時、タイムが取られる。 
 
6406  ビデオコントロール 

主催者が公式ビデオコントロールを技術導入した場合、ジュリーは公式ビデオ
コントローラーを任命する。ビデオコントローラーの責務は、コース上の競技
者の通過を観察することである。公式ビデオコントローラーは、すべての出来
事を失格／制裁の勧告とともにジュリーに報告する。 
すべての国際カレンダーレースでは、ビデオもしくは映像のコントロー
ルが推奨される。FIS の上位大会（OWG、WSC、WC、COC、YOG、
WJC）では、SBアルペン競技のビデオ判定/コントロールの使用が義務付け
られている。 
メジャーイベント（OWG、WSC、WC、WJC、YOG）では、適切なサイズ
と解像度のスクリーンを最低 2台、ビデオコントロールの場所に用意しなけ
ればならない。TV制作からのライブフィードとレースコース全体を少なく
とも 2つのカメラアングルで撮影したスローモーション映像が提供される
（TV放送マニュアルも参照のこと）。理想的は、ビデオコントローラーに
はレビュー用に別のデバイスが用意されていることである。スタートとスロ
ープ上のレースディレクターの位置にはライブフィードを表示するモニター
が必要である。 

 
6500  競技フォーマット＆ヒートの説明 
 
6501  シングルフォーマット-2 本滑走 

シングルフォーマットイベント（パラレル滑走ではない）は、常に 2つの異な
るコースでの 2本の滑走で決定しなければならない。可能な限り、両滑走を同
日に開催する必要がある。 

 
6501.1  2 本目の滑走の制限 2106.2 

2 本目の滑走は同じ斜面で行われるが、旗門はリセットしなければならない。1
本目の滑走でフィニッシュしたトップ 15名の女子とトップ 25名の男子は、2
本目を滑走する資格がある。コンチネンタルカップおよびそれ以下のレベルの
競技会では、時間が許せばジュリーは 45名の男子と 25名の女子を 2本目の出
走を許可することができる。これは 1本目の滑走の 1時間以上前に発表される
必要がある。 
トップ 15名の男女は 1本目の滑走のリザルトの逆順でスタートする。残りの
競技者は、1本目の滑走のリザルト順にスタートする。 
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6503  デュアルフォーマット 
すべての競技者は、トップ 16のランダムドローを除き、より高い
WC/CoC/FIS（ポイント）ランクに従って区分けされる。各競技者は 1回の滑
走を行なうー赤コースでは奇数（1、3、5、、、）、青コースでは偶数（2、4、
6、、、）となる。 
赤で順位付けられたすべての男女と、青で順位付けられたすべての男女がコー
スを交換する。 
出走順は 1本目の滑走のリザルトに従う。 
最終リザルト：両方のタイムが加算される（赤と青での 1本ずつの滑走） 

 
6504  パラレルイベント 
 
6504.1  パラレル予選システム 

コースは最初からパラレルでセットされる。コースはパラレル決勝コースと同
一か類似している。 
予選システムは可能な限り同日に開催される 2本滑走で構成される。 

 
6504.1.1   1 本目の滑走-予選 1本目 

各競技者は、1回の滑走を行なうー赤コースでは奇数（1、3、5、、、）、青
コースでは偶数（2、4、6、、、）となる。 
各コースの 16位までの競技者が予選 2本目のラウンドへ進出する。 
 
予選 1本目の滑走で 16位にタイがいた場合、すべてのタイの競技者は予選 2
本目を出走する。 
 
予選 1本目から予選 2本目に進む競技者同士がタイの場合、シードが下位だっ
た競技者が上位に順位づけされる。 

 
6504.1.2   2 本目の滑走-予選 2本目 

2 本目の滑走の出走順は、各コースの予選 1本目の滑走のリザルトの逆順とな
る。競技者はコースを交換する。（1本目赤の競技者は 2本目に青コースを競
技する、逆の場合も同様） 
予選 2本目の後の最終リザルトは、2本の滑走の合計となる。 
各男女の上位 16名の競技者が有効タイムを伴い決勝へ進出する。 
 
2 名以上の競技者が決勝フェイズに進む際に、決勝資格の最終順位（4 位、8 位、
16位…）に 2本の予選滑走後のタイを含む場合、タイは 2本の内のベストの滑
走で決着される。なおタイの場合、タイはシード順により決着される。シード
が下位の競技者が上位のランクを得る。 

 
6504.1.3  小規模な競技人数 

競技者が 32名より少数の場合、予選 2本目は各コース 8名（合計 16名）で行
ってもよい。 

 
6504.2  別コースの予選 
 
6504.3  K.O.ファイナル／ダイレクト“ノックアウト” 
 
6503.3.1  パラレル決勝は以下で構成される： 

- 1/8 ファイナル 
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- 1/4 ファイナル 
- 1/2 ファイナル 
- スモール、ビッグファイナル 

 
6504.3.1.1  1/8 ファイナル 

1/8 ファイナルヒートの勝者は、1/4 ファイナルへ進出する。 
 
6504.3.1.2  1/4 ファイナル 

1/4 ファイナルヒートの勝者は、1/2 ファイナルへ進出する。 
 
6504.3.1.3  1/2 ファイナル 

1/2 ファイナルヒートの勝者は、ビッグファイナルへ進出する。1/2 ファイナ
ルヒートの敗者はスモールファイナルへ進出する。 

 
6504.3.1.4  スモール、ビッグファイナル 

ビッグファイナルの勝者は 1 位となる。ビッグファイナルの敗者は 2 位となる。 
スモールファイナルの勝者は 3位となる。スモールファイナルの敗者は 4位と
なる。 

 
6504.3.1.5  小規模な競技人数（6504.1.3）の場合、8名の男子と 4名の女子の決勝が認め

られる。 
ジュリーは、競技会前のチームキャプテンミーティングでこれを発表する必要
がある。 

 
6504.3.1.6  5 位から 8位と 9位から 16位の順位は予選の滑走により決まる。いずれにし

ても、上位グループに確定した競技者は、下位グループの競技者の予選タイム
より遅かったとしても上位グループに留まる。 
例：1度競技者が上位 8位に入ると、その競技者は上位 8位の中に留まる。 

 
6504.3.1.7  パラレル決勝でのDNS 

競技者が 1/8 もしくは 1/4 ファイナルで出走しない場合、それらは自動的に 16
位（1/8 ファイナル）もしくは 8位（1/4 ファイナル）に順位づけられる。2名
以上の競技者が出走しない場合、（DNS）競技者は、予選タイムに従い（15位
/16 位）、（7位/8 位）に順位づけられる（3名以上のDNS競技者も同様）。
競技者が 1本目で出走しない場合は 6702.4.3 を参照。 
 
リラン（2本滑走）フォーマットの場合のみ：スモールもしくはビッグファイ
ナルの 1本目をスタートしない場合、もう片方の競技者は 2本目のペナルティ
アドバンテージを得るために出走しなければならない。 

 
6504.3.2  2 本滑走のKOファイナルフォーマット 

競技者の各ペアは 2本の滑走を行なう。競技者は 2本目でコースを交換する。
フィニッシュラインでの 2名の競技者のタイム差が記録される。 
2 本目の滑走後、2本の滑走のタイム差が加算される。2本の滑走のタイム差が
小さい競技者は次のラウンドへ進む。各滑走の最大タイム差は計算されたペナ
ルティタイムであり、最大は 1.5 秒とする。 
両者の滑走のタイム差がタイの場合、2本目の勝者が次のラウンドへ進む。 
（遅延スタートゲートが使用され、2名の競技者が 2本目の滑走のフィニッシ
ュラインをタイで通過した場合、1 本目の滑走で負けた競技者が勝者となる）。 
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1 本目の滑走でフィニッシュしなかった、もしくは失格となった競技者は、4％
（最大 1.5 秒）のペナルティタイムで 2本目の滑走をスタートする
（6504.3.2.3 ペナルティタイムを参照）。 

 
各両方の滑走で競技者がタイの場合、予選タイムの速い競技者が次のラウンド
へ進む。 
両方の競技者が同じ予選タイム（予選 1本目と 2本目の合計タイム）だった場
合、タイは 6504.1.4 のとおり決着される。 

 
1 本目の滑走を出走しない競技者はペナルティタイムを負う。両方の競技者が
1本目の滑走を出走しない場合、2本目の滑走で勝った競技者が自動的に進出
する。両方の競技者が 2本目の滑走を出走しない場合、1本目の滑走で勝った
競技者が自動的に進出する。加えて、1名の競技者がDNSで、ペアのもう片方
の競技者が DSQ の場合、1 本目の滑走では DNS の競技者がペナルティを負い、
2本目の滑走では出走した競技者（しかしDSQをした者）が進出する。 

 
6504.3.2.1  パラレルファイナルのペアリング-2ランフォーマット 

8 つのペアは予選のリザルトを使用して次のように作られる： 
 

グループ 男女 
 1 位 - 16 位 

8 位 -   9 位 
5 位 - 12 位 
4 位 - 13 位 
3 位 - 14 位 
6 位 - 11 位 
7 位 - 10 位 
2 位 - 15 位 

 
6504.3.2.2  スタート順 

各ペアで、最初、もしくはペアの上部にリストされている競技者は、1本目を
赤コースで出走する。表の順序に従って、上から下へすべてのグループが続け
て競技する。2本目の滑走では競技者はコースを交換する。パラレル決勝のす
べての滑走がこのシステムを使用して行われる。 

 
6504.3.2.3  ペナルティタイム 

ペナルティタイムは、男女の予選のベストタイムにより計算される。最大 1.5
秒以内の 4％のペナルティタイムがパラレル決勝で使用される。 
すべての場合において、各ペアの 1本目の滑走のタイム差はペナルティタイム
よりも大きくなることはない。つまり、実際のタイム差が 3秒の場合、ペナル
ティタイムは 1.5 秒であり、2本目の滑走は 1本目のラウンドの 1.5 秒のハン
ディキャップが敗者に課せられスタートされる。 
両方の競技者が 2本目の滑走でそれぞれのペナルティタイムによりタイになっ
た場合、2本目の勝者が次のラウンドへ進む。 
両方の競技者が 2本目の滑走で同じ旗門で失格となった場合、1本目の勝者が
次のラウンドへ進む。 

 
 
6504.3.2.4  リランフォーマットの IRM 

ラウンドの 1本目の滑走で失格またはフィニッシュしなかった競技者は、ペナ
ルティタイムを負って 2本目を出走する。 
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2 本目の滑走で失格またはフィニッシュしなかった／放棄した競技者は、除外
される。 
両方の競技者がフィニッシュしなかった場合、旗門より多く通過した競技者
が： 
1 本目の滑走：ペナルティタイム分、1本目の滑走を勝利する 
2 本目の滑走：次のラウンドへ進出する 
 
両方の競技者がコースをフィニッシュせず、停止または転倒、もしくは同じ旗
門で失格となった場合、タイは 6504.3. 2 本滑走の KOファイナルフォーマッ
トにより決着される。ビッグとスモールファイナルでは、タイは決着されない。 

 
6504.3.3  シングルランノックアウトファイナルフォーマット 

競技者の各ペアは、1本のみ滑走する。 
予選順位がより良かった競技者が、赤もしくは青のコースを選択できる。選択
は、競技者がスタートプラットフォームに入るときまでに行わなければならな
い。 
 
片方または両方の競技者がコースを完走しなかった場合、より多くの旗門を滑
走した競技者が次のラウンドに進む。 
 
両方の競技者が同じ旗門でコースを完走しなかった場合、またはィニッシュラ
インでタイとなった場合、最も良い予選順位の競技者が次のラウンドへ進む。
スモールとビッグファイナルで同じ旗門またはフィニッシュラインでタイの場
合、タイは決着されない。 

 
6504.3.3.1  パラレル決勝のペアーシングルランフォーマット 

8 つのペアは予選のリザルト/シードを使用して次のように作られる： 
 

グループ 男女 
 4 位 - 13 位 

5 位 - 12 位 
8 位 -  9 位 
1 位 - 16 位 
2 位 - 15 位 
7 位 - 10 位 
6 位 - 11 位 
3 位 - 14 位 

 
6600  フェイズ＆手順 
 
6601 エントリー 

エントリーシステムの手順とタイムラインは、共通 FIS ルールセクション 215
を参照。 

 
6601.1  年齢制限 

すべての FIS 競技会では、様々なレベルのイベントへの参加のため年齢制限が
適用される。 
共通セクション 2014 を参照。 

 
6601.2  クォータ 
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すべての FIS 競技会では、イベントのタイプとレベルに基づいてクォータ制限
が適用される。 
様々なレベルとタイプの競技会のクォータシートを参照。 

 
6602  TC ミーティング 
 
6603  フォーマットの発表 

使用される予選フォーマット、決勝フォーマット、および使用されるブラケッ
トのサイズはドローミーティングで発表されなければならない。 
使用されるフォーマットはジュリーにより選択され、インビテーションで掲載
されているフォーマットと異なる場合がある。 
不可抗力の場合、ジュリーはフォーマットを変更することができるが、インス
ペクション開始前にそれを発表しなければならない。 

 
6604  ドロー／スタート順 

217、2022、2023 と 2024 を参照。 
 
6604.1  シード 
 
6604.1.1 競技者のシードには、ドローの日に有効な最新の FIS ポイントリストを使用

しなければならない。競技者は、現行の FIS ポイントリストのランク順に並べ
られる。最新の有効な FIS ポイントリストに表示されない競技者はポイントの
ない競技者グループに割り当てられる。 

 
6604.1.2 コンチネンタルカップでは、競技者はそれぞれのコンチネンタルカップスタ

ンディングスリストまたはその種目の FIS ポイントリストのいずれか良い方
の順に、シードリストの 30位まで並べられる。31位以降は、選手は FIS ポ
イントの降順で並べられる。シーズン最初のコンチネンタルカップ競技会で
は、前シーズンのファイナルランキングが考慮される。 
競技者がタイの場合、カップスタンディングリストの上位者がその順位を決
定する。なおタイの場合は、FIS ポイントリストの上位者がその順位を決定
する。まだなおタイの場合は、その順位はドローで決定される。 

 
6604.1.3 ワールドカップと世界選手権では、競技者はそれぞれの種目のワールドカッ

プスターティングリスト（WSCL）の順に、シードリストの 30位まで並べ
られる。31位以降は、選手は FIS ポイントの降順で並べられる。 
競技者がタイの場合、第 2カテゴリーの FIS ポイントまたはワールドカップ
スターティングリスト（WCSL）のいずれか良い方がその順位を決定する。
第 2カテゴリーを使用してもなおタイの場合は、その順位はドローで決定さ
れる。 

 
6604.1.4 最初のグループは 16名で構成され、30人未満の競技者もしくはジュリーが決

定するその他の人数の場合は 10名に減らすことができる。 
 

ランダムドローが最初のグループで行われる。残りの選手は前出のルール
6604.1-3 に記載されているシード基準のランクに従いシードされる。ポイント
のないすべての競技者はドローされる。 
 

6604.1.5 冬季オリンピック大会では、特定の規則が適用される。 
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6604.3  特別な状況下でのスタート順-“スノーシード”（第 1 シードを除く） 
特別な状況下では、ジュリーはスタート順を変更することができる（降雪の場
合など）。事前に指名された、各コースの少なくとも 6名の競技者グループが
スタート順 1番の前に出走する。これらの 6/12 名の競技者は、スタートリス
トの後尾 20%から選出される。主催者が少なくとも 6名のフォアランナーを提
供する場合は、このルールは適用されない。 

 
6604.4  ビブ配布 

スタートビブの配布：スタート番号（ビブ）は、スタート順（6604.1.3）に従
って配布される。 

 
6604.4.1  主要イベントでの決勝ビブ 

ビブ番号は、決勝ビブとトレーニング／予選ビブに分類される。決勝用のビブ
は、予選／シードのランキング（例 1-16…）と一致し、それに応じて配布され
る必要がある。決勝で使用できる別個のビブ番号セットがない場合、決勝ビブ
は別に取っておく必要がある。予選ビブは決勝ビブを除いた最初の番号（例 17，
18…）から配布される。下位レベルのイベントにおいても、主催者はこのシス
テムの使用を選択することができる。 

 
6604.4.2  フォアランナービブ 

4 枚の前走者ビブ（F1-F4）が主催者によって提供される必要がある。 
 
6605  コースセット 
 
6605.1  コースセットアシスタント 

コースセットには、コースセッターがコースに集中し、ポールの調達に気を取
られないよう、ジュリーが定める時間帯にアシスタントが提供される必要があ
る。 

 
6605.2  コースセット機材と資材 

コース用具係長は、予想される旗門数と適量の予備パーツに応じて、以下の機
材を十分に提供する必要がある。 
- 十分な青と赤のポール（ロングポールとスタビー） 
- 色で分けられた妥当な数のフラッグ 
- ドリル、ゲートキーなど 
- 個別の番号で旗門をマークできるもの 
- ポールの位置をマーキングするための着色料 
- パラレルイベント用のメジャー／ロープ（主要イベントとWCの RD） 

 
6605.3  スロープのインスペクション 

このインスペクションは、コースセットをする前にコースセッターにより行な
わなければならない。スラロームは、最初の 30名の競技者の平均能力に適し
たものであること。 

 
6605.4  旗門 

スラローム旗門は、三角フラッグで接続された、1つのスタビーフレックスポ
ール（回転ポール）と 1 つのロングスラロームフレックスポール（外側ポール）
で構成される（6202 ゲート参照）。 

 
6605.4.1  三角フラッグの位置 
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三角フラッグのついているすべての旗門は、コースの全般的なフォールライン
に対して正しい角度（90°）でセットされなければならない。 
連続するゲートは色を交互にする必要がある。バナナゲートは 2つの旗門が同
じ色である。 

 
6605.4.2  旗門のマーキング 

旗門ポールの位置は、競技全体を通じて見やすく、容易に識別しやすい着色料
でマークされる。 

 
6605.4.3  旗門数のナンバリング 

旗門にはコースの上から下まで番号が振られ、外側のポールに番号表示をつけ
なければならない。スタートとフィニッシュはカウントせず旗門とみなさない。 

 
6605.5 コースセット（シングルとパラレルフォーマットイベント） 

コースセットの際には、以下の原則に従う必要がある： 
- 一定の組み合わせによる単調に連続する旗門の回避 
- 競技者に急激にまたは鋭いブレーキを課する旗門は、現代のスラロームコ

ースにあるべきではない難しさを増すことで滑走の流れを損なうため避ける
べきである。 

- コースの最初または最後に難しいターン弧をセットすることは推奨しない。
最終旗門は競技者がスピードに乗ってフィニッシュを通過できるよう、速度
のつくものであること。 

- スラロームポールは、コースセッターが作業を監督できるよう、コース係
長もしくは指定されたアシスタントがセットした直後にドリルで刺さなけれ
ばならない。 

 
6605.5.1  最後の 2旗門 

旗門をコースにセットする際、地形に則した自然なラインで競技者のフィニッ
シュ通過を誘導することに特に注意を払わなくてはならない。最後の 2旗門は
競技者を自然なラインとスピードでフィニッシュへ導かなければならない。 
理想は競技者がフィニッシュラインの中央に入るように誘導することである。 

 
6605.6  シングルフォーマットイベント 

2 本目の滑走コースは、十分なスペースがある場合、1本目の滑走コースの横
にセットすることができる。 
1 本目の滑走は競技会の前日にセットすべきである。両方の滑走は同じコース
にセットできるが、2本目の滑走はリセットしなければならない。 

 
6605.6.2  ジャイアントスラロームのセット 

ジャイアントスラロームのセットの際には、次の原則を守らなければならな
い： 

 
6605.6.2.1  最初の旗門 

最初の旗門は、エッジに乗ってターンするための十分なスピードを生み出す前
に、ボード上で安定してスタートや滑走ができるように、スタートゲートから
まっすぐにスタートゲートまで十分な距離でセットしなければならない。 

 
6605.6.2.2  対称なコースのセット 

ジャイアントスラロームコースは、グーフィーまたはレギュラーのいずれかの
競技者に有利にならないように、“対称的”にセットする必要がある。ダブルゲ
ートコンビネーション（バナナ）をセットする場合は、グーフィーとレギュラ
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ーの競技者に同じ数をセットする必要がある（スロープ/地形に左右される場合
は例外）。 

 
6605.6.2.3  流暢なライディング 

構成（縦の旗門、“トランスファーゲート”、リズム変化など）を巧みに使って
コースとリズムの多様性を提供すると同時に、コース全体で滑らかな滑走を可
能とする。これらはセットできるが、主に地形変化に乏しい部分に基づく。 
 

6605.6.2.4  地形の利用 
ジャイアントスラロームは地形を最大限に利用し、様々なロング、ミディアム、
スモールターンを提供しなければならない。競技者は、旗門間の独自のライン
を自由に選択できるべきであり、このラインは、斜面のフォールラインに沿っ
てセットしてはならない。可能な限りコースの全幅を使うべきである。 

 
6605.7  パラレルベントのセット 

（上から見て）左のコースは赤いポールと赤い三角フラッグで、右のコースは
青のポールと青の三角フラッグでセットされる。6202 旗門、参照。 
特別な状況（例：主要なイベントでのスポンサーカラー）では、レースジュリ
ーは、赤（オレンジ、ピンクなど）と青（黒、緑など）の色の範囲にとどまる
カラーバリエーションを確定することができる。 

 
6605.7.1  2 つのコースの間隔 

2 つの対するコースのマーカーの等間隔（回転ポールから回転ポール）は、 
PSL で 8～10m、 
PGS で 9～12mである必要がある。 
 
スタートドア間の距離が必要なコースの距離よりも狭い場合は、決められたコ
ースの距離に到達するよう、コースの最初の部分（3～5旗門目）を調整するこ
とができる。 
 
最初の旗門（赤と青コース）は、スタートゲートと同じ距離（9m）かつフォー
ルラインに対しストレートにセットする必要がある。 

 
6605.7.2  同じコースセッターがコースを設定し、それらが同一かつ並行であることを確

認する。セッターは、コースの流れがスムーズでカーブ（非常に顕著なカーブ）
に多様性があり、コースがリズム変化を生じさせることを確実にする必要があ
る。いかなる場合も、このイベントは上から下への長い直滑降のようになって
はならない。 

 
ダブルとトリプルのコンビネーションをセットすることができる。 

 
 
6605.7.3  同じ回転方向の 2つの連続する旗門（“バナナゲート”）の最寄りのポール間の

距離は、PGSでは 10～17メートル／PSLでは 5～6メートルで、同じ色の旗
門とフラッグでセットされる必要がある。ゲートは、競技者が高速でも明確か
つ迅速にそれらを見分けられるようにセットされなければならない。ゲートの
フラッグはレーシングラインに対し正しい角度でセットされなくてはならない。 

 
6605.7.4  最初の旗門は、エッジに乗ってターンするための十分なスピードを生み出す前

に、ボード上で安定してスタートや滑走ができるように、スタートゲートから
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まっすぐにスタートゲートまで十分な距離でセットし、2名の競技者の内 1名
が有利、または不利にならないようにしなければならない。 
 
- ダブルゲートのコンビネーション（バナナ）をセットする場合、グーフィ

ーとレギュラーの競技者に対し同数をセットすること。（スロープの都合に
より例外は可能） 

 
6605.7.5 シングルランフォーマットが決勝で使用される場合、2つのコー
スのタイム差が 0.75%以上（予選 2本目の両コースの男子上位 6名のタイ
ムの平均により計算される）の場合、予選後にコースリセットがされなけれ
ばならない。 
リセット（例：旗門数）は、フェアで公平なレースを目的とし、ジュリーに
より柔軟に判断される。 

 
6605.8  コースの確認 

ジュリーは、コースセッターがコースセットを完了した後、コースがインスペ
クションおよび／または競技への準備ができていることを、特に以下に注意を
払って確認しなければならない： 
- スラロームポールがしっかりと刺し込まれているか。 
- 旗門は正しい色順か。 
- ポールの位置はマークされているか。 
- 番号は外側のポールに正しい順序でつけられているか。 
- ポールは雪上で十分な高さがあるか。 
- 2 つのスラロームコースは競技者が間違うことのないように互いに十分離れ

ているか。 
- 各コースのフェンスはスラロームポールから十分離れているか。 
- コースの端にある障害物は取り除かれ整理されているか。 
- フィニッシュ前の最終旗門は競技者をフィニッシュの中央に誘導している

か。 
- 予備ポールは競技者が間違うことのないように正しく配置されているか。 
- スタートとフィニッシュは、6103 スタートと 6105 フィニッシュエリア、

に従っているか。 
 
6606  コースインスペクション 
 
6606.1  コースは競技当日のトレーニングのために閉鎖されたままになる。 
 
6606.2 競技者は、最低 10分間のパラレルコース（予選と決勝）のインスペクション

が許可される。 
 
6606.3 コースは競技者のインスペクション開始時から、仕上がった競技コンディショ

ンであるべきで、競技者はコース内の作業者によりインスペクションを邪魔さ
れてはならない。ジュリーがインスペクション方法を決定する。競技者はスタ
ート番号を見えるように着用しなくてはならない。競技者は準備されたコース
を滑り降りたり、旗門を通ったりすることはできない。競技者はジュリーの指
示に従い、コースのそばや内側をゆっくりと横滑りでインスペクションできる。
競技者は、ボードをつけずに徒歩でコースに入ることは許されない。競技者は
コースを“シャドーライディング”することはできない。 
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6606.4 インスペクションがオープンしている間、すべての競技者とコーチがレースラ
インを適切にインスペクトできるように、コーチと競技者はレースラインをブ
ロックすることは許されない。 

 
6607  スタート手順と合図 

出走する競技者に有利になったり、邪魔になったりする可能性のある役員や付
添者は、その競技者の後ろにいてはならない。 すべての外部の助けは禁止され
る。 スタート係の指示により、競技者は計測バーもしくは計測器の後ろに自分
の場所を確保する必要がある。 スタート係は出走時に競技者に触れてはならな
い。スタートバーまたは他の同様の補助器具から押し出でることは許可される。 

 
6607.1  スタートインターバル 

ジャイアントスラロームとスラロームでは、競技者は通常 30～60秒の間隔の
インターバルでスタートする。ジュリーは異なるインターバルに修正できる。 

 
パラレルイベントでは、スタートは不規則なインターバルで行われる。競技委
員長、レースディレクター、またはジュリーによって任命された役員は、各競
技者がいつスタートすべきかをスタート係に伝える。コース上の競技者は、次
の競技者がスタートする前にフィニッシュラインを通過する必要はない。 

 
6607.1.1  特別なスタートインターバル 

スタートインターバルは、次の条件下で変更される場合がある： 
 
6607.1.1.1 テレビ放映の要件を満たすために、ジュリーはスタートインターバルの延長を

許可する要求を検討する場合がある。 
 
6607.1.1.2 最初の 25名の競技者のスタートインターバル 

（ビブグループ 1～25）を最大 120秒に。 
 
6607.1.1.3 ジャイアントスラロームでは、スタートインターバルが 30秒未満になること

はない。 
 
6607.2  スタートシグナルと合図 
 
6607.2.1  シングルイベントのシグナルと合図 

すべてのシングル計測イベント（GS、SLと PGS、PSL の予選）のスタートシ
グナルは次の通りである： 
スタートの 10秒前に、スタート係が各競技者に「10秒前」と知らせる。 
スタートの 5秒前に、スタート係が「5、4、3、2、1」と数え、スタート合図
「ゴー」と言う。 

 
可能であれば、自動音声シグナルが使用される。スタート係は競技者にスター
ト時計を見せる。 

 
6607.2.2  パラレルイベントのスタートシグナルと合図 

スタート係が「ゴー」という合図、もしくは単一音声シグナルを発する前、ス
タート係は最初に “レッドコースレディ、ブルーコースレディ”と尋ねて、競技
者が準備できているかどうかを確認しなければならない。 
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“ライダーズレディ”は、音声合図と連動してのみ使用できる。（ドアが開いた
時に一連の短いビープ音に続いて 1つの異なる（大きいまたは長い）ビープ音
が鳴る） 

 
6607.3  スタートでの過失 

スタートインターバルが固定されている競技会では、競技者はスタートシグナ
ルでスタートしなければならない。スタートする時間は、公式スタート時間の
前後各 5秒の制限時間内にスタートすれば有効となる。その制限時間内にスタ
ートしない競技者は制裁を科せられる。 
 
スタートレフリーは、誤ったスタートをした、もしくはスタートルールに違反
した競技者のスタート番号と名前をジュリーに通知しなければならない。 

 
6607.3.1 失格の発生： 

競技者がスタートゲートを操作した場合 
競技者が最後のスタートシグナルが与えられる（可聴および/または可視）前に、
競技者のボード（ウエスタンスタイルのスタートゲートが使用されている場合
は体全体がカウントされる）が、スタートライン（垂直面）を切った場合。 

 
6607.4 パラレルイベントでのスタートゲートの誤動作 

スタートシグナルが与えられる前に競技者がゲートに触れることなく、一方ま
たは両方のスタートの機械ゲートが技術的な不具合のために明らかにブロック
されている場合、スタートをやり直さなくてはならない。 

 
6607.5  スタートの遅延 
 
6607.5.1  予選とシングルフォーマットのスタートの遅延 

競技者は、フィニッシュからスタートゾーンに戻るまでの専用の移動手段を使
わなければならない。 
時間通りにスタートする準備ができていない競技者は制裁を受ける。しかしス
タート審判は自身の所見で遅延が“不可抗力”によるものであるとした場合、そ
の遅延を許すことができる。 
例えば、競技者の個人用具の故障や競技者の軽度の傷病は“不可抗力”には含ま
ない。 
それが疑わしい場合は、スタートレフェリーは暫定的なスタートを許可しても
よく、そのスタートはジュリーによって確定または否定されなければならない。 
 
遅延した選手はスタートレフェリーの決定に従いスタートすることができる。
スタートレフェリーは、遅延した競技者がいつ（どのスタート番号から）スタ
ートするかをジュリーに通知する。 

 
スタートレフェリーはジュリーとの協議の後に決定を下し、現れるのが遅れた
ためにスタートを許可されなかった、または現れるのが遅れたにもかかわらず
スタートを許可された、もしくは暫定的にスタートを許可された競技者のスタ
ート番号と名前を記録しなければならない。 

 
6607.5.2  ノックアウトファイナルのスタートの遅延 

競技者は、フィニッシュからスタートゾーンに戻るまでの専用の移動手段を使
わなければならない（リフト、スノーモービル）。 
時間通りにスタートする準備ができていない競技者はDNSとなる。 
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“不可抗力”の場合、スタートレフェリーは若干の遅延を認めることができる。
許容できる“短い”遅延は、レースレベル（例えば、主要な競技会のライブTV
放送では最大 60秒、FIS レベル競技会の対戦式ファイナル）との関連により、
但しジュリーと協議された後に見定められる。例えば、競技者の個人用具の破
損や競技者の軽症状は“不可抗力”とはならないが、一方、明らかなリフト輸送
の問題またはスノーモービルの故障はそのように考慮される。 
 
DNSの場合、スタート審判は、遅れて来たためスタートが認められなかったこ
とでDNSとなった競技者のスタート番号と名前を記録しなければならない。 

 
6608  抗議、再走、ペナルティ／制裁 
 
6608.1  ペナルティ／制裁 

制裁の共通条件については、223を参照。 
 

競技者が次の場合、制裁を科す： 
 
6608.1.1 競技者が旗門を通過する、もしくはコース上の旗門と並行してターンを練習す

る。 
 
6608.1.2 旗門不通過を犯した後、競技を続ける。 
 
6608.2 失格 

DSQの理由： 
- 少なくとも 1つの足をボードに固定した状態で、旗門線を通過しなかった

場合。 
- 6405 フィニッシュラインの通過、に従ってフィニッシュを通過しなかった

りした場合。 
- スタートでの過失（6607.3 スタートの過失、参照） 
- パラレル決勝で対戦相手を妨害する。 
- 不正な旗門通過 

 
6609  特別な手順 
 
6609.1  競技会の中断 

中断された滑走が同日に終了できない場合、それは中止した滑走として扱われ
る。 

 
6609.1.1  ジュリーによる中断 
 
6609.1.1.1 コース整備を行なうには、中断の時刻と所要時間は直ちに発表しなければなら

ない。 
 
6609.1.1.2  悪天候または不安定な天候、安全性と雪の状態。 
 

- コース整備が完了し、適切な競技会が保証される天候と雪の状態であると
ジュリーが判断した後、直ちに競技会は再開される。 

- 同じ理由で競技会の中断が繰り返し発生した場合、ジュリーは競技の中止
を検討する必要がある。 
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6609.1.1.3  報告書 
このような場合はすべて、TDにより十分に詳細な報告書が FIS と開催国協会
宛てに作成される。TD報告書は、中止された競技会が FIS ポイントが考慮さ
れるかどうかに関わらず、根拠のある推奨事項が含まれている必要がある。 

 
 
6609.1.2  短い中断 

ジュリーの各メンバーは、競技の短い中断を要求する権利がある。 
旗門審判は短い中断を要求できる。 

 
6609.2  停止 - 歩いて戻る 
 
6609.2.1.  予選とシングルフォーマット 

予選フェイズで旗門不通過のあとに完全停止した競技者はステップバックが認
められる。 

 
6609.2.2.  KOファイナル 

旗門不通過のあとに完全停止した競技者は戻ることが認められなく、直ちにコ
ースを離れなくてはならない。 

 
6609.3  再走 

2025 に記載されている通り、すべての場合において暫定的な再走が認められる。 
 
6609.3.1  予選とデュアルフォーマット 

競技者が予選滑走中に対戦相手を妨害した場合、妨害された競技者は再走する
ことができる。対戦相手を妨害した競技者の滑走はカウントされる。 

 
6609.4 予選フェィズ中の失格保留 

ジュリーが失格に対する抗議を予選２本目の開始前までに審査できない場合、
その抗議の解決は予選フェイズの終了時までに行うことができる。 
 
失格が解決されず予選 2本目に進む競技者に影響を与える場合、ジュリーは当
該の競技者に予選 2本目の暫定スタート（2025 に記載の通り）を認めるもの
とする。当該の競技者は、単独で、他のすべての競技者の前に、ビブナンバー
の昇順で予選２本目をスタートする。 

 
6610  表彰 

2021 を参照。 
 
6700  リザルトと最終ランキング 
 
6701  スタートでのインフォメーションとリザルトリスト 

詳細についてはデータと計測の小冊子を参照。 
 
6701.1  公式スタートリストとリザルトリストは、以下の情報を含む必要がある： 

競技大会情報： 
- FIS Codex 
- 日にち 
- 競技大会名 
- 国名を含む競技会場名 
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- 競技会スポンサー名 
- TDとリザルト係長（計時計算係長）の署名 
- FIS もしくは競技大会シリーズのロゴ 
- 種目 
- イベント名 
- 性別 
- リザルト種別（スタートリスト、ブラケット、フェイズリザルト、最終リ

ザルト、など） 
 
コースデータ： 
- コース名 
- コース公認番号 
- 全長 
- スタート標高 
- フィニッシュ標高 
- 標高差 
- ターン数と旗門数 
 
ジュリーと役員： 
以下の役員はフルネームと国籍を含めて記載する必要がある。ジュリーは個別
に定義される。 
 
ジュリー： 
- 競技委員長 
- FIS 技術代表 
- レフェリー 
- レースディレクター（いる場合） 
 
役員： 
- コース係長 
- コースセッター（各滑走における） 
- スタートレフェリー（いる場合） 
- フィニッシュレフェリー（いる場合） 
- コーススーパーバイザー（いる場合） 
- ビデオコントローラー（いる場合） 
 
天候： 
- 晴れ/曇り/霧/降雪/雨 
- 気温 
- 雪温 
- 雪質 
 
競技者情報： 
- ビブ番号 
- 名字 
- 名前 
- 国籍 
- 生年月日 
- FIS コード 

 
6701.2  公式スタートリストは、以下の追加情報を含む必要がある： 
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- 予選ヒートナンバー、準決勝もしくは決勝 
- 競技者のリストとスタート順 
- シードの基準：FIS ポイント 

 
 
6701.3  フェイズリザルトリストは、以下の追加情報を含む必要がある： 

- スタート時間 
- フェイズ（1本目、2本目、決勝） 
- タイム 
- 順位と競技者の情報（6701.1 参照） 
- IRMs 
WC、OWG、WSCでの追加情報： 
- - 最低 2つの中間タイム 

 
6701.4  最終リザルトリストは、以下の追加情報を含む必要がある： 

- 最終順位と競技者の情報（6701.1 参照） 
- 予選 1本目のタイム 
- 予選 2本目のタイム 
- 2 本の予選タイムの合計 
- 決勝フェイズのタイム差 
- IRMs 
- 前走者の氏名と国籍 
WC、OWG、WSCでの追加情報： 
- - 最低 2つの中間タイム 

 
6702  最終ランキング 
 
6702.1  決勝フェイズ 

1 位と 2位、3位と 4位はビッグファイナルとスモールファイナルの順位で決
定される。残りのすべての競技者は、滑走した各ラウンドの予選タイムにより
順位づけられる。 

 
6702.2  シングルフォーマットと予選フェイズ 

予選 1本目と予選 2本目の両方を滑走した競技者は、その 2本の合計タイムに
より順位づけられ、予選 2本目で IRMを受けた競技者は、予選 2本目を通過
しなかった競技者の前に、予選 1本目のタイムにより順位づけられる。残りの
競技者は、予選 1本目の滑走のリザルトにより順位づけられる。 

 
6702.3  タイ 

2 名以上の競技者が、同じ競技フェイズかラウンドで同タイムだった場合、彼
らは同じ順位とポイントを獲得するが、シーディングポジションが下位の競技
者の方が公式リザルトリストの上位にリストされる。 

 
6702.4  RM と IRMs（リザルト順位と途中棄権/失格のリザルト順位） 

IRMは次の通り順序づけられる：DNF（フィニッシュしなかった）、DSQ（失
格）、DNS（スタートしなかった） 

 
6702.4.1  予選 1本目 

予選 1本目で有効なタイムを持たない競技者は順位づけされない。 
 



 239 

6702.4.2  予選 2本目 
予選 2本目でDNF、DSQもしくはDNSの競技者は、予選 2本目を通過しなか
った競技者の前に、IRMの各グループ内の予選 1本目のタイムに従って順位づ
けされる。 

 
6702.4.3  KOファイナルフェイズ 

DSQもしくはDNFとなった競技者は、滑走したラウンド（例：準々決勝）で
の予選リザルトにより順位づけされる。DNSの競技者は最終順位となる。2名
またはそれ以上の競技者がスタートしなかった場合、（DNS）競技者は予選 1
本目のタイムにより（15/16 位）、（7/8 位）に順位づけられる（3名以上の
DNS競技者も同様）。 

 
6702.4.4  DBQ 

DBQとなった競技者は、第 2フェイズまたは決勝フェイズで出走しても順位を
取得しない。 

 
6703 競技不成立後のリザルト 

競技の中断がある場合、競技は条件が許せば再開する必要がある。同じ日に競
技を完了できる場合、中断前に完了したリザルトは有効なままである。 
 
同じ日に競技を完了できない場合、競技は公式スケジュール（例：予備日）内
で延期することができる。 
 
独立した予選フェイズ（例：SB PAR予選）は同じ日に完了しなければならな
い。決勝フェイズは中断した時点から再開する必要がある（第 3ヒート後に停
止した決勝は、中断後、第 4ヒートから続ける） 
 
少なくとも予選ファイズが完了していれば、決勝が完了できない場合、最後に
完了したフェイズのリザルトが最終リザルトとされる。最終順位は、ヒートで
の順位と、最後に完了したフェイズの順位により決定される。FIS ポイントの
みが付与される。カップポイント、賞金、メダルは授与されない。 

 
6800 パラレルチームイベント 
 
6801  有資格チームと出走者枠 
6801.1 参加資格 

参加資格を有するチームは、最新の FIS ポイントリストの各国 2 名の選手のラ
ンキングの合計（性別ごと、またはミックスイベントの場合は男女のベスト）
に従って並べられる。タイの場合、ポジションはドローにより決められる。 

 
※最低限の資格要件：出場にあたり、開催されている競技会のレベルに応じて
PARの競技会に参加するために必要な最小の FIS ポイントの条件を満たなさけ
ればならない。さらに、全ての参加者は、各国に割り当てられる国枠の範囲で
参加する必要がある。 

 
6801.2  ワールドカップと世界選手権での参加資格 

ワールドカップと世界選手権への参加資格は、FIS ポイントリストではなく、
その種目のワールドカップスターティングリストにより決められる。タイの場
合、同じ選手の FIS ポイントリストランクの合計で順位を決定し、なおタイの
場合はドローとなる。 
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すべてのチーム、または国がWCSLで決められない場合は FIS ポイント
リストが使用されるが、これらのチームは常にWCSLを使用したチーム
の後にシードされる。WCSL にチームメンバーが 1 人しかいない場合は、
FIS ポイントリストが両方の選手に使用される。FIS ポイントを使用する
場合、タイのチームのポジションはドローで決定される。 
 

6801.3 出走者枠 
出走者枠は、有資格チームリストから各国の最高順位のチームを最初に選び、
その後、再びリストの上位から始め各国の 2番目の順位のチーム（存在する
場合）を選び、必要に応じ繰り返し、16/24/32 チームに達するまで繰り下
げながら決定される。 
開催国は、最大 4チームまで追加枠を獲得する。開催国が追加枠を使用する
場合、チームのリストはそれに応じて最後の枠で減らされる。 

 
6802  チームシード 

出走者枠が決定されると、チームキャプテンは任意の有資格選手をそのチー
ムに入れることができるが、各競技者は 1つのチームにのみ入ることがで
きる。標準的なシングルランフォーマットのペアリングが使用され、チームは
シードポジションに従い満たされる。 
チームは、チームごとにエントリーされた選手の FIS ポイントリストの 2つ
のランクの合計によってシードされる。 
ワールドカップでは、WCSLがシードに使用される。チームメンバーのうち
1人だけがWCSLにある場合は、両方の競技者に FIS ポイントリストが使用
される。 
タイは、ルール 6801.0、6801.2 に従い決められる。 

 
6803  予選ヒート 
 
6803.1 予選ヒートは 17～24チームが参加する場で実施できる。 

ファイナルブラケットを超えるチーム数、および予選ヒートに回さなければな
らないチームの数は、16を超えるチームエントリー数の 2倍である。残りのチ
ームは 16チームによるファイナルブラケットに直接進む。 
 
20 チームの時の例：8チームが予選ヒートを行なわなければならない。2×(20-
16)＝8。 
 
12 チームが 1/8 ファイナルに直接進む。 

 
6803.2 チームは次の通りブラケットにシードされる 

予選ヒート     1/8 ファイナル 
予選ヒート 1：チーム 13―チーム 20  チーム 4―予選 1の勝者 
予選ヒート 2：チーム 12―チーム 21  チーム 5―予選 2の勝者 
予選ヒート 3：チーム 9―チーム 24  チーム 8―予選 3の勝者 
予選ヒート 4：チーム 16―チーム 17  チーム 1―予選 4の勝者 
予選ヒート 5：チーム 15―チーム 18  チーム 2―予選 5の勝者 
予選ヒート 6：チーム 10―チーム 23  チーム 7―予選 6の勝者 
予選ヒート 7：チーム 11―チーム 22  チーム 6―予選 7の勝者 
予選ヒート 8：チーム 14―チーム 19  チーム 3―予選 8の勝者 

 
6804  競技 
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6804.1 チームはどちらのチーム競技者が 1走目と 2走目を滑走するかを自ら決める。

シードの低いチームはシードの高いチームの前に順番を通知する。 
ミックスチームイベントでは、男子が最初にスタートする。より良いシードポ
ジションのチームは、赤または青のコースを選択できる。 
この選択は、競技者がスタートプラットフォームに入るときまでに行わなけ
ればならない。 
 
各チームの第 1走者は、ゲートが同時に開く標準のパラレルスタートシーケン
スでスタートする。これらの競技者がスタートゲートをスタートするとすぐに
ゲートは閉められ、２走目のチーム競技者が同じスタートゲートに並ぶ。チー
ムの第 1走者がフィニッシュラインを通過すると同期するスタートゲートが開
く。2走目のチーム競技者が先にフィニッシュラインを通過するチームがヒー
トの勝者となる。 

 
6804.2 特殊事情 

チームの 1走目の競技者がスタートしなかった場合、チームの 2走目の競技者
はスタートが認められず、チームはスタート未了（DNS）と記録される。 
1 走目のチーム競技者がフィニッシュしなかった、または失格となり、他のチ
ームが有効なタイムを有する場合、コースを正しく完走しなかったチームがペ
ナルティタイムを負ってスタートする。 
両方のチームがコースを正しく完走しなかった場合、より少ない旗門しか
滑走しなかったチームがペナルティタイムを負ってスタートする。 
2 走目の競技者の滑走において同じ旗門で両方の競技者が失格となった場合、
1走目で勝利したチームがヒートの勝者となる。 

 
6804.3  両方の選手が同じゲートまででコースを完走しなかった場合、またはフィニッ

シュラインでタイとなった場合、より良いシードポジションのチームが次のラ
ウンドに進む。スモールファイナルとビッグファイナルでは、同じゲートやフ
ィニッシュラインでのタイは決着されない。 

 
6805  ペナルティタイム 

適用される場合、ペナルティタイムは、プレヒート（赤と青）男女各々のベス
トタイム平均の 4～６%で、最大 2.5 秒以内までとする。 
例外的な場合、ペナルティタイムは魅力的なレース決定を可能にするため、そ
れぞれの決勝フェイズ（例：準々決勝、準決勝）でジュリーにより調整もしく
は決定することができ、４％よりも低いパーセンテージを使用することも可能
である。これは次のフェイズのスタート前までに通知される。 

 
すべての場合において、各ペアの 2本目のチーム競技者の最大タイム差は、最
大ペナルティタイムによりも大きくなることはない。例えば、実際のタイム差
が 5秒でペナルティタイムが 1.9 秒であった場合、第 2走者は、1本目の滑走
で負けた競技者のために 1.9 秒のハンディキャップが課せられスタートする。 

 
6900  用具 
 
6901  競技ウェア 

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション F(3) 
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6902  ヘルメット 
競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション F(4) 

 
6903  ボード 
 
6903.1  スノーボード 

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション F(1) 

 
6903.2  バインディング 

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション F(2) 

 
6903.3  バランスとスピードのコントロール 

競技用具仕様参照―クロスカントリー、スキージャンピング、ノルディックコ
ンバインド、スノーボード、フリースタイル、フリースキー、セクション F(5) 
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7900 人工照明下における競技会 
 
7900.1 人工照明下で競技を実施することを認める。 
 
7900.2  照明は以下の仕様を満たしていること。 
 
7900.2.1 光度はコース表面と平行になるようにして測定した際に、コースのいかなる場

所でも 80ルクス以上であること。照明はムラがなくできる限り均等であるこ
と。 

 
競技がテレビ放映される場合、テレビプロダクション責任者が必ず光度を確認
すること。個々の状況に応じて特別な調整をしなければならない。 

 
7900.2.2 照明は、滑走コースの地形的特徴が光の影響で変わらないよう配慮し、設置し

なければならない。照明は競技者に正確な地形の状況を示すものでなければな
らず、深度や遠近感の正確さを変えるものであってはならない。 

 
7900.2.3 照明によりレースラインに投影される競技者の影が最小限になるよう、また照

明のまぶしさのために競技者の目がくらむことがないよう、注意する。 
 
7900.2.4 コースに隣接する障害物や建物は、明るく照らすこと。 
 
7900.3  TDはジュリーとともに、事前に照明が規則に適合していることを確認しなけ

ればならない。主催者はTDのためにコサイン補正付きの露出計を用意するこ
と。 

 
7900.4 TDは照明の質について、補足報告書を提出しなければならない。 
 
7900.5 コースセッターは、照明状態が最適な場所にコースをセットしなければならな

い。 
 

 

 
 

  

第 12セクション 
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考慮すべきその他のブック（冊子） 
- FIS スノーボードとフリースキージャッジハンドブック 
- FIS モーグル/エアリアルジャッジハンドブック 
- ワールドカップ規則ブック 
- コンチネンタルカップ規則ブック 
- FIS ポイント規則ブック 
- 医事ガイドライン 
- 用具におけるコマーシャルマーケティング 
- スノーボードのクォータ説明 
- 世界選手権大会と世界ジュニア選手権大会の組織のための規則 
- プレシジョンと指示書 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 13セクション 
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ブラケットの例 
 
5502.1.6 におけるブラケット 

 
 
 

1/2ファイナル ファイナル

H19 29-32
3.Platz H13 24-32 A
3.Platz H14 24-32 B

H13 25-32 A 4.Platz H13 24-32 A
4.Platz 1/8 H1 4.Platz H14 24-32 B
4.Platz 1/8 H2
4.Platz 1/8 H3 H20 25-28
4.Platz 1/8 H4 1.Platz H13 24-32 A

1.Platz H14 24-32 B
H13 25-32 A 2.Platz H13 24-32 A
4.Platz 1/8 H5 2.Platz H14 24-32 B
4.Platz 1/8 H6
4.Platz 1/8 H7
4.Platz 1/8 H8

H21 21-24
3.Platz H15 16-23 A
3.Platz H16 16-23 B

H15 17-24 A 4.Platz H15 16-23 A
3.Platz 1/8 H1 4.Platz H12 16-23 B
3.Platz 1/8 H2
3.Platz 1/8 H3 H20 25-28
3.Platz 1/8 H4 1.Platz H15 16-23 A

1.Platz H16 16-23 B
H13 25-32 A 2.Platz H15 16-23 A
3.Platz 1/8 H5 2.Platz H16 16-23 B
3.Platz 1/8 H6
3.Platz 1/8 H7
3.Platz 1/8 H8

H23 13-26 
4.Platz 1/4 H9
4.Platz 1/4 H10
4.Platz 1/4 H11
4.Platz 1/4 H12

H24 9-12 
3.Platz 1/4 H9
3.Platz 1/4 H10
3.Platz 1/4 H11
3.Platz 1/4 H12
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H1

H9

H2

H17

H3

H10 H25 4-8

H4

H26 1-4

H5

H11

H6

H18

H7

H12

H8
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1/16ファイナル 1/8ファイナル 1/4ファイナル 1/2ファイナル

H25 49-64 A
4.Platz 1/16 H1
4.Platz 1/16 H2
4.Platz 1/16 H3
4.Platz 1/16 H4

H26 49-64 B
4.Platz 1/16 H5
4.Platz 1/16 H6
4.Platz 1/16 H7
4.Platz 1/16 H8

H27 49-64 C H37 25-32 A
4.Platz 1/16 H9 4.Platz 1/8 H33
4.Platz 1/16 H10 4.Platz 1/8 H34
4.Platz 1/16 H11 4.Platz 1/8 H35
4.Platz 1/16 H12 4.Platz 1/8 H36

H28 49-64 D H38 25-32 B
4.Platz 1/16 H13 4.Platz 1/8 H33
4.Platz 1/16 H14 4.Platz 1/8 H34
4.Platz 1/16 H15 4.Platz 1/8 H35
4.Platz 1/16 H16 4.Platz 1/8 H36

H29 33-48 A H39 12-24 A
3.Platz 1/16 H1 3.Platz 1/8 H33
3.Platz 1/16 H2 3.Platz 1/8 H34
3.Platz 1/16 H3 3.Platz 1/8 H35
3.Platz 1/16 H4 3.Platz 1/8 H36

H30 33-48 B H40 12-24 B
3.Platz 1/16 H5 3.Platz 1/8 H33
3.Platz 1/16 H6 3.Platz 1/8 H34
3.Platz 1/16 H7 3.Platz 1/8 H35
3.Platz 1/16 H8 3.Platz 1/8 H36

H3133-48 C
3.Platz 1/16 H9
3.Platz 1/16 H10
3.Platz 1/16 H11
3.Platz 1/16 H12

H32 33-48 D
3.Platz 1/16 H13
3.Platz 1/16 H14
3.Platz 1/16 H15
3.Platz 1/16 H16
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H1

H17
H2

H33
H3

H18
H4

H41

H5

H19 smal final 3. Platz H 41
H6 4. Platz H 41

3. Platz H 42
4. Platz H 42

H34
H7

Big final 1. Platz H 41
2. Platz H 41

H20 1. Platz H 42
H8 2. Platz H 42

H9

H21
H10

H35
H11

H22
H12

H42

H13

H23
H14

H36
H15

H24
H16


